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第 1 章： Virtual Host Manager 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Virtual Host Manager について (P. 11) 

Virtual Host Manager の利用対象者 (P. 12) 

Virtual Host Manager でサポートされる仮想技術 (P. 12) 

システム要件 (P. 12) 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

仮想技術の重複 (P. 16) 

仮想デバイス管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 18) 
 

Virtual Host Manager について 

Virtual Host Manager は、仮想ネットワーク環境の健全性をモデリングして

監視するために CA Spectrum と共に提供されるアプリケーションです。 こ

のアプリケーションでは、仮想ネットワーキング コンポーネントや、物

理および仮想コンポーネント間の関係に関する詳細を表示できます。 
 

この広範なビューは、ネットワーク インフラストラクチャの状況をより

良く監視するのに役立ち、仮想コンポーネントへのサービスの割り込みを

回避します。 ホストおよび仮想デバイスのリソース使用率を監視するな

ど、仮想環境を監視すると、潜在的なパフォーマンスの問題を特定するの

に役立ちます。 また、CA Spectrum の障害分離技術を仮想環境に適用する

ことにより、Virtual Host Manager はネットワーク全体の問題を正確かつ効

果的にトラブルシュートするのに役立ちます。 
 

仮想環境を監視するときの主な課題は、データを更新し続けることです。 

仮想と物理ネットワークの関係を急速に変更できるように、必要に応じて、

仮装環境はリソース割り当てを最適化するように設計されています。 

Virtual Host Manager ではこれらの変更を把握し、仮想ネットワークの現状

を継続して監視して、あらゆる変更を検出します。 
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Virtual Host Manager の利用対象者 

複数のベンダーが仮想技術ソリューションを提供しています。 Virtual Host 

Manager は、仮想環境を作成し、管理する CA Spectrum ユーザを対象に設

計されています。 Virtual Host Manager を利用すると、物理ネットワーク エ

ンティティと仮想ネットワーク エンティティの両方の障害とパフォーマ

ンスを監視できます。 
 

Virtual Host Manager でサポートされる仮想技術 

Virtual Host Manager は、以下の仮想ネットワーク技術で作成された仮想

ネットワークをモデリングし、管理できます。 

■ VMware vCenter サーバ（VMware インフラストラクチャと vSphere の一

部） 

■ Solaris Zone 
 

■ Microsoft Hyper-V 
 

■ IBM 論理パーティション（LPAR） 

■ Huawei SingleCLOUD 
 

詳細情報： 

仮想技術の重複 (P. 16) 
 

 

システム要件 

Virtual Host Manager は、必要なコンポーネントがすべて正しく設定されて

いるときに CA Spectrum 内に動作するアプリケーションです。 Virtual Host 

Manager はソリューション別に次のコンポーネントを必要とします。 

VMware 

■ CA Spectrum r9.1 以降 

■ VMware vCenter Server リリース 2.x 以降 

■ CA SystemEDGE エージェント（vCenter Server AIM 有効） 
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Solaris Zone 

■ CA Spectrum r9.1.2 以降 

■ Windows Server 2003 （32 ビット）を実行するコンピュータに Solaris 

Zone AIM をインストールした CA SystemEDGE エージェント 
 

Hyper-V 

■ CA Spectrum リリース 9.2.1 以降 

■ 各物理 Microsoft Hyper-V サーバに Hyper-V AIM をインストールした CA 

SystemEDGE エージェント 
 

IBM LPAR 

■ CA Spectrum リリース 9.2.1 以降 

■ IBM LPAR を管理する HMC (337以下のページで定義参照： ) とは別の 

Windows サーバに IBM LPAR AIM をインストールした CA SystemEDGE 

エージェント 
 

Huawei SingleCLOUD 

■ CA Spectrum リリース 9.2.2 以降 

■ CA Mediation Manager（Huawei SingleCLOUD Device Pack あり） 
 

注： CA SystemEDGE エージェントと AIM システム要件の詳細については、

「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 実装ガイド」を参照してく

ださい。 CA Mediation Manager の詳細については、CA Mediation Manager の

ドキュメントを参照してください。 
 

Virtual Host Manager の動作の仕組み 

Virtual Host Manager は、CA Spectrum 内の物理ネットワーク エンティティ

で仮想ネットワーク エンティティをシームレスに監視します。 ネット

ワークのすべてが表示されるので、両方のタイプのエンティティのトラブ

ルシューティングに役立ちます。 仮想ネットワーク エンティティは物理

コンポーネントのように動作しますが、これらのエンティティを監視する

プロセスは一般的な CA Spectrum 監視プロセスとは異なります。 このプロ

セスの動作の仕組みを理解すると、仮想ネットワークに関連するネット

ワーキング問題を見つけ、解決するのに役立ちます。 
 



Virtual Host Manager の動作の仕組み 
 

14  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

CA Spectrum は通常、ネットワーク デバイスの SNMP エージェントに問い

合わせ、情報を集めます。 ただし、いくつかのネットワーク デバイスに

は SNMP エージェントがインストールされていません。 SNMP エージェン

トなしでは、ステータスを監視し、障害分離を利用して問題を特定するた

めに必要な情報を収集するのは難しくなります。 Virtual Host Manager は、

次の図のように、プロキシ マネージャを使用して基本的な CA Spectrum 機

能を拡張し、必要な情報を集めます。 

 
 

仮想ネットワーク環境に関する情報を収集するプロセスは次のようにな

ります。 

1. プロキシ マネージャがクラスタ環境のエンティティと直接通信しま

す。  

注： プロキシ マネージャはネットワークのサーバにあります。 サーバ

の場所は仮想技術に依存します。 

2. SNMP を使用して、CA Spectrum はプロキシ マネージャからこの情報を

取得し、それを利用して仮想エンティティをモデリングし、監視しま

す。 
 

ソリューションによっては、Virtual Host Manager は次のプロキシ マネー

ジャのいずれかを使用します。詳細は後続のセクションにあります。 

■ CA SystemEDGE エージェント（CA Virtual Assurance for Infrastructure 

Managers AIM モジュールあり） (P. 15)  

■ CA Mediation Manager （ソリューション固有のデバイス パックあり） 

(P. 16) 
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CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers AIM を備えた CA SystemEDGE エー

ジェント 

以下の CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers AIM が Virtual Host 

Manager で動作します。 

vCenter Server AIM 

VMware vCenter Server が管理しているシステムの管理と監視を行う機

能を提供します。 この AIM は、vCenter Server ソフトウェアと直接通

信して、関連する VMware vCenter Server によって管理されているすべ

ての ESX サーバの詳細情報を取得します。 
 

Solaris Zones AIM 

コンテナおよびゾーンを実行するように設定された Oracle Solaris シス

テムを管理および監視する機能を提供します。 Solaris Zone AIM は、

Windows サーバで実行されている CA SystemEDGE エージェントを必要

とします。 Solaris Zone AIM は SSH 接続を介して、管理対象の Solaris 

Zone サーバと通信します。 管理対象の Solaris サーバ、および Solaris 

Zone AIM が実行されるサーバで、SSH が有効であることを確認します。 

CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers ドキュメント セット内

のサポート対象プラットフォームを確認します。 
 

Hyper-V AIM 

Hyper-V Server が管理している VM を監視する機能を提供します。 

Microsoft Hyper-V AIM は、Microsoft Hyper-V サーバ上に CA SystemEDGE 

エージェントを必要とします。 Microsoft Hyper-V AIM は、WMI を介し

て Microsoft Hyper-V サーバと通信します。 Microsoft Hyper-V AIM は仮

想マシンを監視するため、Microsoft Hyper-V サーバ上に存在する必要

があります。 
 

IBM LPAR AIM 

HMC (337以下のページで定義参照： ) によって管理されている IBM 

LPAR を監視する機能を提供します。 IBM LPAR AIM は、HMC と別個の 

Windows サーバで実行されている CA SystemEDGE エージェントを必要

とします。 IBM LPAR AIM は、SSH を使って HMC と通信し、IBM LPAR イ

ンスタンスを監視するため、HMC から情報を収集します。 
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詳細情報： 

Virtual Host Manager と VMware の連動の仕組み (P. 33) 

Virtual Host Manager と Solaris Zone の連動の仕組み (P. 111) 

Virtual Host Manager の Hyper-V の仕組み (P. 171) 

Virtual Host Manager の IBM LPAR の仕組み (P. 223) 
 

 

CA Mediation Manager 

以下の CA Mediation Manager デバイス パックが Virtual Host Manager で使

用されます。 

Huawei SingleCLOUD 

Huawei SingleCLOUD プラットフォームを監視する機能を提供します。 

CA Mediation マネージャは、Huawei SingleCLOUD GalaX と直接通信して、

Huawei HyperVisor Universal Virtualization Platform（UVP）に関する情報

を取得します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager と Huawei SingleCLOUD との連携方法 (P. 281) 
 

 

仮想技術の重複 

次のいずれかの条件に該当する場合、仮想環境には技術の「重複」があり

ます。 

■ ユーザの環境で 2 つ以上の仮想技術が同時に使用される場合 

■ 同じ仮想技術が一緒に入れ子にされる場合 

Virtual Host Manager では、単一の SpectroSERVER 内にモデリングされた技

術の重複をサポートしません。 以下の構成は、仮想技術が重複している

例を示しています。 

■ Solaris Zones AIM および vCenter Server AIM が、同じ CA SystemEDGE ホ

ストで有効化されている 

■ vCenter Server AIM が、別の vCenter Server AIM が管理する VMware 仮想

マシンで有効化されている 
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■ Solaris Zones AIM が、VMware 仮想マシンにインストールされている 
 

■ Solaris Zone ホストが、VMware 仮想マシンにインストールされている 
 

■ Solaris Zone マネージャが、Hyper-V 仮想マシンにインストールされて

いる 

■ IBM LPAR AIM が、VMware 仮想マシンまたは Hyper-V 仮想マシンで実行

されている 
 

CA Spectrum が仮想技術間でサポートされていない設定を検出すると、以

下の動作が発生します。 

■ 仮想技術マネージャの初回のモデリング中に、CA Spectrum は技術フォ

ルダが作成されるのを回避します。 マイナー アラームが生成され、サ

ポートされていない設定をユーザにアラートします。 

■ 仮想技術マネージャが、現在、別のマネージャが管理しているのと同

じデバイスを監視する場合、CA Spectrum はそのデバイス用に重複した

モデルを作成します。 
 

個別の SpectroSERVER で重複する仮想技術マネージャをモデリングする場

合、Virtual Host Manager は重複する仮想技術マネージャをサポートできま

す。 
 

たとえば、VMware 仮想マシンに Solaris Zone インスタンスをホストすると

仮定します。 単一の SpectroSERVER でこれらの仮想環境の両方を管理する

ことはできません。 代わりに、仮想環境ごとに個別の SpectroSERVER で管

理する必要があります。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager でサポートされる仮想技術 (P. 12) 
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仮想デバイス管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューショ

ン 

複数の CA Spectrum AIM ソリューションによってデバイスを管理するとき、

定義された管理の順序が以下のように適用されます。 

1. Virtual Host Manager 

2. Cluster Manager 

3. 他の技術（Active Directory and Exchange Server Manager など） 
 

CA SystemEDGE エージェントが存在するホストが CA Spectrum ですでにモ

デリングされている場合、Virtual Host Manager はモデルを認識します。 重

複したモデルは作成されません。 代わりに、Virtual Host Manager は、各ソ

リューションのルールを順番に適用して、既存のモデルを独自の管理に組

み入れます。 
 

たとえば、Virtual Host Manager と Cluster Manager の両方で 1 つのデバイス

を管理しているとき、Virtual Host Manager が割り当てたモデル パラメータ

が使用されます。 これらのパラメータの例には、モデル名、IP アドレス、

および MAC アドレスがあります。 
 

ソリューションがデバイスを管理しなくなった場合、残りのソリューショ

ンのルールは並べられた順に再適用されます。 通常、変更は次のポーリ

ング サイクルで行われます。 
 

定義された管理の順序も、ユニバース トポロジにモデルがどのように表

示されるかに影響します。 Virtual Host Manager は管理ランキングの最上位

となるため、すべての仮想デバイスが適切な仮想ホスト コンテナに自動

的に表示されます。 

注： 詳細については、「Cluster Manager ソリューション ガイド」および

「Active Directory and Exchange Server Manager ソリューション ガイド」を

参照してください。 
 

詳細情報： 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング方法 (P. 
21) 

複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 (P. 30) 
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第 2 章： はじめに 
 

このセクションでは、インストールおよび Virtual Host Manager の使用を開

始するのに必要な基本情報について説明します。 このセクションの情報

は、Virtual Host Manager によってサポートされるすべての仮想技術に適用

されます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Virtual Host Manager のインストール方法 (P. 19) 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング方法 (P. 
21) 

仮想環境の表示 (P. 22) 

複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 (P. 30) 
 

Virtual Host Manager のインストール方法 

Virtual Host Manager はすべての CA Spectrum 抽出キーに含まれています。 

CA Spectrum をインストールする場合、Virtual Host Manager コンポーネン

トが自動的にインストールされ、使用できるようになります。 ただし、

Virtual Host Manager は、ソリューション向けの適切なプロキシ マネージャ

をインストールして設定した後でのみ、操作可能です。 Huawei 

SingleCLOUD については、CA Mediation Manager を使用します。 他のすべ

てのサポート対象技術については、CA SystemEDGE エージェントの CA 

Virtual Assurance for Infrastructure Managers AIM を使用します。 

仮想デバイスを管理するには、CA Spectrum はプロキシ マネージャと接続

できる必要があります。 また、プロキシ マネージャはネットワーク デバ

イスと通信できる必要があります。 
 



Virtual Host Manager のインストール方法 
 

20  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

Virtual Host Manager をインストールするには、以下のタスクを完了します。 

1. 適切なプロキシ マネージャをインストールします。 

■ VMware、Solaris Zone、Hyper-V および IBM LPAR の各ソリューショ

ンについては、CA SystemEDGE エージェントをインストールし、適

切な CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers AIM をロードし

ます。 次のように、仮想技術に対して適切な場所を使用します。 

– VMware： vCenter がインストールされているのと同じサーバ、

または vCenter にリモートで接続できる別個のサーバにインス

トールします。 

– Solaris Zone： 各 Solaris Zone ホストに対する SSH アクセス権限

を持つ 32 ビットの Windows システムにインストールします。 

– Hyper-V： 各 Hyper-V ホストにインストールします。 

– IBM LPAR： IBM LPAR を管理する HMC (337以下のページで定義

参照： ) とは別の Windows サーバにインストールします。 

  注： IBM LPAR AIM を使って IBM LPAR ホストのたった 1 つのイ

ンスタンスを監視してください。 複数の HMC を使って、単一

の IBM LPAR ホストを管理しないでください。 複数のインスタ

ンスを監視すると、CA Spectrum 内で重複するモデルが発生す

る可能性があります。 
 

  注： インストール手順、および仮想技術用 AIM の詳細について

は、「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 実装ガイ
ド」を参照してください。 

■ Huawei SingleCLOUD については、CA Mediation マネージャおよび 

Huawei SingleCLOUD デバイス パックをインストールして設定しま

す。 CA Spectrum がインストールされているのと同じサーバに 

CAMM コンポーネントをインストールしないでください。 

重要：  Huawei SingleCLOUD デバイス パックの設定時に、仮想 IP ア

ドレスを設定します。 CAMM Presenter がインストールされている

デバイスまたは仮想マシンのプライマリ IP アドレスを、仮想 IP ア

ドレスとして使用することはできません。 

注： 詳細については、CA Circuit Manager のマニュアルを参照してく

ださい。  
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2. Virtual Host Manager と一緒に CA Spectrum をインストールします。 

重要：  Virtual Host Manager が管理する予定の仮想マシンに 

SpectroSERVER をインストールしないでください。 

注： 具体的なインストール手順については、「インストール ガイド」

を参照してください。 

CA Spectrum 内の仮想ネットワークをモデリングできるようになりま

した。 
 

詳細情報： 

システム要件 (P. 12) 

VMware ネットワークのディスカバリ (P. 40) 

Solaris Zone の概要 (P. 115) 

Hyper-V ネットワークを検出する (P. 174) 

IBM LPAR ネットワークの検出 (P. 227) 

Huawei SingleCLOUD ネットワークの検出 (P. 284) 
 

 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング

方法 

環境によっては、Virtual Host Manager を他の CA Spectrum AIM ソリュー

ションと同時に使用して、インフラストラクチャを管理できます。 以下

の例などのいくつかの設定では、包括的な管理を実現するため、複数のソ

リューションを必要とします。 

■ クラスタ ノードが仮想マシンである。 

■ Active Directory または Exchange Server ホストが仮想マシンである。 
 

各 CA Spectrum AIM ソリューションは、サポート対象の技術に固有の情報

を提供します。 例： 

■ Virtual Host Manager は、仮想技術に固有のデータを提供します。 

■ Cluster Manager は、クラスタ化技術に固有のデータを提供します。 

■ Active Directory and Exchange Server（ADES） Manager は、サポートされ

ている Active Directory と Exchange Server の役割に固有のデータを提

供します。 
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これらの機能を組み合わせることで、詳細な監視ソリューションが提供さ

れます。 複数の AIM ソリューションの実装を効果的にセットアップする

には、以下の方法が推奨されます。 

重要：  複数の AIM を使用する場合、CA SystemEDGE ホストに単一の AIM の

みをインストールできます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. VNM モデルの自動ディスカバリを設定します。 

2. 仮想技術に関連付けられる Virtual Host Manager を設定します。 
 

3. 仮想技術マネージャおよびすべての仮想技術コンポーネントのモデリ

ングにより、Virtual Host Manager をセットアップします。 

4. クラスタ技術マネージャおよびすべてのクラスタ コンポーネントの

モデリングにより、Cluster Manager をセットアップします。 
 

5. ADES ホスト マネージャおよびすべての Active Directory および 

Exchange Server ホストのモデリングにより、ADES Manager をセット

アップします。 

注： 詳細については、「Cluster Manager ソリューション ガイド」および

「Active Directory and Exchange Server Manager ソリューション ガイド」を

参照してください。 
 

詳細情報： 

仮想デバイス管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 18) 

複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 (P. 30) 
 

 

仮想環境の表示 

Virtual Host Manager の目的は、仮想環境に対する可視性を提供することで

す。 この可視性によって、デバイス間の論理関係を表示し、個別のエン

ティティのパフォーマンス データを表示し、検出するデータについてレ

ポートできます。 仮想環境は必ず物理環境に接続します。 Virtual Host 

Manager は、これらの接続の場所、およびどのように実行されるかを視覚

化するのに役立ちます。 
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Virtual Host Manager は、仮想環境を表示するいくつかの方法を、以下のよ

うに提供します。 

■ ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブの階層は論理関係を示

します。 

■ 個別のモデルのアイコンは、一目で分かるステータスおよびモデル タ

イプ情報を提供します。 
 

■ グラフィカルなトポロジ ビューは、仮想エンティティと物理エンティ

ティの間の接続を視覚化します。  

■ コンテンツおよびコンポーネント詳細画面の情報ビューは、仮想環境

の個別のエンティティに関する詳細情報を提供します。 
 

これらの各メソッドを理解すると、仮想環境を監視し、問題を解決してパ

フォーマンスを最適化するのに役立ちます。 

注： OneClick インターフェースの使用方法の詳細については、「オペレー

タ ガイド」を参照してください。 
 

仮想デバイスのアイコン 

Virtual Host Manager では、仮想環境のデバイスを区別するように特別にデ

ザインされたアイコンが提供されます。 物理エンティティと仮想エン

ティティを区別するために、仮想デバイス アイコンの外縁に後光のよう

なものが表示されます。 たとえば、次のように、仮想デバイス モデル ア

イコンのまわりには後光が表示されます。 
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仮想デバイスをホストする物理サーバの場合、Virtual Host Manager は、次

のように、デバイス アイコンで特徴的な亀甲模様を使用します。 

 
 

CA Spectrum での仮想モデル 

仮想環境に対して作成されるモデルは、以下の 3 つの場所で CA Spectrum 

に統合されます。  

ユニバース グループ 

ナビゲーション画面に表示され、デバイス（物理および仮想の両方）

間の論理関係を示す階層ツリー構造を提供します。 

Virtual Host Manager グループ 

ナビゲーション画面に表示され、階層ツリー構造を提供します。 この

構造は、仮想デバイス、物理デバイス、および仮想技術で設定された

論理エンティティの関係を視覚化します。   

［トポロジ］タブ 

コンテンツ画面に表示され、物理ネットワーク、仮想ネットワーク、

および仮想マシンのグラフィカルなビューを提供します。 トポロジは、

ネットワークのレイヤ 2 ビューを提供し、仮想ネットワークおよび物

理ネットワークがどのように接続されるかを示します。 これらの仮想

ネットワーク モデルに関するアラームを解決するのに、このビューを

使用できます。 

注： このタブはユニバース グループのアイテムのみに対して使用可能

です。 
 

これらのビューはすべて、ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブ

から使用できます。 仮想エンティティを表示するのに最適なビューを決

定する上で重要となるのは、仮想環境情報が CA Spectrum でどのように表

示されるかを理解することです。 

注： OneClick インターフェースの使用方法の詳細については、「オペレー

タ ガイド」を参照してください。 
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［エクスプローラ］タブのモデル 

OneClick コンソールのモデルで操作する場合は、選択したモデルを［エク

スプローラ］タブで迅速に見つけられます。 場所の機能は、単一のモデ

ルを参照するコンテンツおよびコンポーネント詳細画面のアイテムに提

供されます。 これらのアイテムには、アラームまたはイベントのテーブ

ルからの行が含まれます。 また、機能は検索結果テーブルからも使用で

きます。  
 

別の［エクスプローラ］タブ グループに同じモデルを表示し、物理およ

び仮想ネットワーク内でのその関係を把握します。  

［エクスプローラ］タブでモデルを見つけるには、以下の手順を使用しま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. 単一のモデルを参照するコンテンツ画面または［コンポーネント詳細］

画面でアイテムを見つけます。 

2. アイテムを右クリックし、以下のオプションから選択します。 

場所 

ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブ階層内で、選択さ

れたモデルを特定するために OneClick コンソール ビューを変更し

ます。 以下の場所オプションから選択することもできます。 

ユニバース 

［エクスプローラ］タブで、ユニバース グループ階層のモデル

を特定します。 

Virtual Host Manager 

［エクスプローラ］タブで、Virtual Host Manager グループ階層

のモデルを特定します。 

OneClick コンソールは［エクスプローラ］タブで関連するモデルを見

つけます。 コンテンツおよびコンポーネント詳細画面は、選択された

モデルに関する詳細を表示します。 
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トポロジ ビュー 

CA Spectrum トポロジ ビューは、物理ネットワーク、仮想ネットワーク、

および仮想マシンのグラフィカルな描写を提供します。 トポロジ ビュー

はコンテンツ画面の［トポロジ］タブで使用できます。 ［トポロジ］タ

ブのビューを使用し、これらの仮想ネットワーク モデルに関するアラー

ムを解決します。 これらのビューにはレイヤ 2 の接続が表示され、仮想

ネットワークおよび物理ネットワークがどのように接続されるかを示し

ます。  

CA Spectrum は、ツリー、放射状、または手動のレイアウトなど、ほとん

どのトポロジ ビューでモデルを整えるためのオプションを提供します。 

ツリー レイアウトを選択すると、ユニバース グループ用の［トポロジ］

タブには、モデルのラベルのない以下の 3 層が含まれます。 

最上位層 

SNMP で検出されるルータを表示します。 これらのルータは、仮想ホ

スト デバイスを物理ネットワークに接続する、仮想ネットワーク環境

内のルータの最初のレベルです。 
 

中間層 

ユーザの環境で検出されるあらゆる管理可能なスイッチが含まれてい

ます。 これらのスイッチは、データ センター内の仮想ホスト デバイ

スへの接続を提供します。 

最下層 

仮想ホスト デバイス モデルおよびあらゆる管理対象外スイッチが含

まれています。 仮想ホスト デバイスは仮想化技術を実行する物理サー

バです。 
 

仮想マシンをホストするサーバが［エクスプローラ］タブから選択される

場合、［トポロジ］タブで使用可能なレイアウト オプションは 1 つのみで

す。 この自動的なレイアウトはツリー構造で整理され、以下のラベルの

付いた 3 層が含まれます。 

物理ネットワーク 

特定の仮想マシン用のトラフィックを検出する、任意の物理スイッチ

へのページ外参照が含まれています。 これらのエンティティは、仮想

ネットワークに接続する物理ネットワークのコンポーネントです。 
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仮想ネットワーク 

仮想マシン デバイスが提供する内部または仮想のスイッチングを表

します。 仮想スイッチが複数の仮想マシンで設定された場合、CA 

Spectrum は「repeater segment」または「fanout」という名前の仮想ネッ

トワーク層にモデルを作成します。この FanOut モデルは、仮想スイッ

チの有無を表します。 

仮想マシン 

ナビゲーション画面で選択した仮想ホスト デバイスで設定される仮

想マシンを含んでいます。 
 

［情報］タブおよびサブビュー 

コンテンツおよびコンポーネント詳細画面のタブは、仮想環境の監視に役

立つ情報を提供します。 ［情報］タブは、環境内の 1 つのエンティティの

詳細を表示します。  
 

詳細情報を参照するには、サブビューを展開します。 ほとんどの［情報］

タブには、選択されたモデルに関する一般詳細情報をリスト表示する［一

般情報］サブビューが含まれます。 詳細には、IPv4 アドレス、接続ステー

タス、および他の情報が含まれます。 
 

ビューの更新 

初期ディスカバリを実行する場合、Virtual Host Manager は仮想デバイス モ

デルで［エクスプローラ］タブを作成します。 Virtual Host Manager がこの

初期階層を構築した後、仮想ネットワーク設定は頻繁に変更される場合が

あります。 そのため、Virtual Host Manager は絶えずこの情報を更新します。 

情報は問題のトラブルシューティングに役立ち、情報が正確に仮想環境を

反映する場合に限り、パフォーマンスを最適化します。 

情報がいつ、どのように更新されるか理解していると、ユーザがデータを

評価し、仮想環境を監視するのに役立ちます。 
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詳細情報： 

VMware Data が Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 66) 

Solaris Zone データが Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 146) 

Virtual Host Manager での Hyper-V データのアップグレード方法 (P. 196) 

Virtual Host Manager での IBM LPAR データのアップグレード方法 (P. 249) 

Virtual Host Manager での Huawei SingleCLOUD データのアップロード方法 
(P. 306) 
 

 

検索 

CA Spectrum を使用した仮想ネットワークの検索は、基本的なネットワー

ク管理タスクです。 Virtual Host Manager は仮想専用のトポロジ ビューを

提供しません。 代わりに、CA Spectrum は、仮想ネットワーク向けに特別

に設計されている検索のコレクションを［ロケータ］タブに用意していま

す。 これらの検索は、仮想ネットワークで特定のモデルまたはモデルの

グループを識別します。 これらの検索を使用すると、仮想環境のパフォー

マンスの監視に使用できる詳細を検索するのに役立ちます。  
 

詳細情報： 

VMware の［ロケータ］タブ (P. 70) 

Solaris Zone の［ロケータ］タブ (P. 150) 

Hyper-V 検索の［ロケータ］タブ (P. 200) 

IBM LPAR 検索の［ロケータ］タブ (P. 253) 

Huawei SingleCLOUD 検索用の［ロケータ タブ］ (P. 310) 
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アラームと障害分離 

仮想ネットワーク内の問題をユーザに警告するため、CA Spectrum はア

ラームを生成し、高度な障害管理技術を使用して根本原因を分離します。 

仮想ネットワークは通常のデバイス管理に加え、代替管理という視点を提

供するため、仮想ネットワークを独自に管理することができます。 デバ

イスから情報を直接収集している間、CA Spectrum は同時にプロキシ マ

ネージャからも情報を収集します。 この追加の監視機能により、「接続

切断」アラームに加え、「プロキシ接続切断」アラームまたは「プロキシ 

マネージャ使用不可」アラームが発生することもあります。  

アラームと障害分離は、仮想技術ごとに異なります。 Virtual Host Manager 

が使用する障害分離のタイプは、アラームを生成するデバイスと、イベン

トのタイプに依存します。 CA Spectrum は利用可能な情報をすべて使用し

て、アラームを適切な根本原因に相関させ、複数のアラームや誤ったア

ラームを発行しないようにします。 
 

初期モデル上のアラーム 

CA Spectrum とモデルの接続が確立されるまで、モデルは初期（青）状態

のままです。 アラームは通常、初期状態のモデルでは表示されません。

ただし、Virtual Host Manager を使用すると、例外が適用されます。 仮想マ

シンが Virtual Host Manager の管理下に配置され、電源オフまたは一時停止

状態になると、クリティカルな Powered-Down または Suspended アラーム

によって初期状態が上書きされます。  
 

詳細情報： 

VMWare のアラームと障害分離 (P. 93) 

Solaris Zone のアラームと障害分離 (P. 154) 

Hyper-V のアラームと障害分離 (P. 210) 

IBM LPAR のアラームと障害分離 (P. 265) 

Huawei SingleCLOUD のアラームと障害分離 (P. 313) 
 

 

イベント レポートの作成 

イベント フィルタを使用して、Report Manager にイベント レポートを作

成します。 CA Spectrum の仮想エンティティ用に生成される任意のトラッ

プおよびイベントに基づいて、これらのレポートを作成できます。 
 



複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 
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Virtual Host Manager イベントにレポートするために、以下のイベント フィ

ルタ ファイルが Report Manager に含まれています。 

■ vhm.xml 

■ vhmtrap.xml 
 

注： これらのコードからイベント レポートを生成するために Report 

Manager を使用する詳細については、「Report Manager ユーザ ガイド」を

参照してください。 レポートを生成するために事前定義済みイベント 

フィルタ ファイルを使用する詳細については、「Report Manager インス

トールおよび管理ガイド」を参照してください。 
 

複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 

Virtual Host Manager を他の CA Spectrum AIM ソリューションと合わせて使

用する場合は、環境内のモデルを削除するときに以下の点を考慮します。 

■ Virtual Host Manager を使用してモデルを管理しなくなる場合は、

Virtual Host Manager の削除設定で、モデルを保持するように設定しま

す。 そうしないと、Virtual Host Manager は最初にモデルを削除するた

め、履歴またはカスタマイズを失います。 その後、別の AIM ソリュー

ションによって、モデルが再作成されます。 

注： 技術マネージャが削除された場合にモデルを保持するという 

Virtual Host Manager の設定は、SNMP 対応デバイス モデルのみに適用

されます。 ICMP （Ping 可能）モデルについては、Virtual Host Manager 

がモデルを削除した後、別の AIM ソリューションによってモデルが再

生成されます。 

■ Virtual Host Manager がデバイスの管理から外れた際にモデルが保持さ

れる場合、別の AIM ソリューションがそのモデルを管理下に自動的に

組み入れます。 
 

■ ソリューションがデバイスを管理しなくなった場合、残りのソリュー

ションのルールは並べられた順に再適用されます。 通常、変更は次の

ポーリング サイクルで行われます。  

■ ロスト ファウンド（LostFound）が空になった後、エクスプローラ 

ビュー 階層が同期されます。 
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詳細情報： 

仮想デバイス管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 18) 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング方法 (P. 
21) 
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第 3 章： VMware 
 

このセクションは VMware ユーザ向けであり、Virtual Host Manager を使用

して VMware vCenter で作成された仮想エンティティを管理する方法につ

いて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Virtual Host Manager と VMware の連動の仕組み (P. 33) 

VMware 向けに作成されたモデル (P. 36) 

VMware ネットワークのディスカバリ (P. 40) 

VMware 仮想環境の表示 (P. 61) 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 

vCenter Server AIM ポーリングの制御 (P. 83) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 86) 

分散型および選択的管理 (P. 87) 

VMWare のアラームと障害分離 (P. 93) 
 

Virtual Host Manager と VMware の連動の仕組み 

Virtual Host Manager は、CA Spectrum 内の物理ネットワーク エンティティ

で仮想ネットワーク エンティティをシームレスに監視します。 ネット

ワークのすべてが表示されるので、両方のタイプのエンティティのネット

ワーキング問題のトラブルシューティングに役立ちます。 仮想ネット

ワーク エンティティは物理コンポーネントのように動作しますが、これ

らのエンティティを監視するプロセスは一般的な CA Spectrum 監視プロセ

スとは異なります。 このプロセスの動作の仕組みを理解すると、仮想ネッ

トワークに関連するネットワーキング問題を見つけ、解決するのに役立ち

ます。 
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以下の図は、vCenter Server AIM がロードされた CA SystemEDGE エージェン

トを使用して CA Spectrum が VMware 仮想環境に関する情報をどのように

収集するか示します。 
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図のように、VMware 仮想環境に関する情報を収集するプロセスは次のと

おりです。 

1. VMware vCenter アプリケーションは仮想ネットワークの ESX ホストを

管理します。 VMware vCenter アプリケーションは、各 ESX ホストおよ

びそれらの仮想マシンに関する詳細データを格納します。 

2. CA SystemEDGE エージェントは vCenter と通信し、仮想ネットワークに

関する詳細を収集します。 CA SystemEDGE エージェントには vCenter 

Server AIM をロードする必要があります。 CA SystemEDGE は次の 2 つ

の場所のいずれかで展開できます。 

■ vCenter と同じサーバ 

■ vCenter とは別のサーバ 

注： CA SystemEDGE と vCenter Server AIM のローカルまたはリモート展

開に関する詳細については、「CA Virtual Assurance for Infrastructure 

Managers 実装ガイド」を参照してください。 

3. CA Spectrum は定期的に CA SystemEDGE から情報を取得し、それを利用

して OneClick の仮想エンティティをモデリングし、監視します。 
 

Virtual Host Manager は vCenter と通信するため、CA Spectrum は自発的な

ネットワーク設定の変更に対応しています。 たとえば、VMware VMotion、

HA 技術、または DRS シナリオによる変更です。 これらのイベントと関連

付けられた変更は、すぐに OneClick に反映され、根本原因解析に含められ

ます。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

VMware Data が Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 66) 

VMware 仮想ネットワークの表示 (P. 61) 
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VMware 向けに作成されたモデル 

Virtual Host Manager は、VMware 仮想技術ネットワークのコンポーネント

を表すために複数のモデルを提供します。 以下の基本モデルを理解して

いると、ユーザがディスカバリ、および仮想環境が物理環境とどのように

インターフェースで接続するかをより良く理解するのに役立ちます。 

注： ユーザの環境での CA SystemEDGE エージェントおよび vCenter Server 

AIM の展開 (P. 33)によって、Virtual Host Manager が表示するモデルに影響

します。 

Virtual Host Manager には、リモート展開シナリオで VMware デバイス用に

以下のモデルおよびアイコンが含まれます。 

VMware マネージャ 

ロードした vCenter を持つ CA SystemEDGE エージェントが含まれる、

物理または仮想ホストを表します。 この CA SystemEDGE エージェント

は、個別のホスト（VMware vCenter Server モデルで表される）で実行

中の vCenter アプリケーションをリモートで監視します。 

アイコン：  または  
 

VMware vCenter Server 

VMware 仮想環境を管理するための vCenter アプリケーションを含む

物理または仮想ホストを表します。 vCenter Server AIM を持つ CA 

SystemEDGE エージェントは、vCenter アプリケーションをリモートで

監視します。 vCenter Server AIM を持つ CA SystemEDGE エージェントは、

個別のホスト（VMware Manager モデルで表される）上にあります。 

アイコン：  または  
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Virtual Host Manager には、ローカル展開シナリオで VMware デバイス用に

以下のモデルおよびアイコンが含まれます。 

VMware Manager および vCenter Server 

ロードされた vCenter Server AIM を持つ vCenter アプリケーションおよ

び CA SystemEDGE エージェントの両方を含む、物理または仮想ホスト

を表します。 これらのアイテムはどちらも同じホストにインストール

されるため、Virtual Host Manager は OneClick で単一のモデルを使用し

て表します。 

アイコン：  または  
 

ローカルおよびリモート展開の Virtual Host Manager シナリオには、

VMware デバイス用の以下のモデルおよびアイコンが含まれます。 

ESX ホスト 

VMware 仮想化技術で設定された ESX ホストを表します。 ESX ホストは、

ESX Server 仮想化ソフトウェアを使用して仮想マシンを実行する物理

コンピュータです。 ホストは、仮想マシンが利用する CPU とメモリ リ

ソースを提供し、ストレージやネットワーク接続へのアクセスを仮想

マシンに提供します。ユニバース トポロジで、仮想環境がどのように

物理ネットワークを対話するかを表示する間に、個別のビューに仮想

エンティティを分類します。 ステータス情報のために ESX ホストと直

接通信することはできません。 代わりに、これらのモデルのステータ

スはそれに含まれるアイテムのステータスから推定されます。 

アイコン：  
 

ESX サービス コンソール 

仮想環境の ESX サービス コンソール コンポーネントを表します。 ESX 

サービス コンソールは、ホストされた仮想マシンへ管理インター

フェースを提供する ESX ホストで実行される Linux カーネルです。  

アイコン：  
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仮想マシン 

VMware 仮想化技術で設定された仮想マシンを表します。 仮想マシン
（VM）は、物理コンピュータと同様に、オペレーティング システム

やアプリケーションを実行するソフトウェア コンピュータです。 仮想

マシンは、作業負荷に応じて、物理ホスト上のリソースを動的に消費

します。 仮想マシンは柔軟な演算器であり、広範囲の環境に展開でき

ます。 例には、データ センター、クラウド コンピューティング、テ

スト環境、デスクトップ、ラップトップなどの環境が含まれます。 デー

タ センター実装では、サーバ統合、作業負荷最適化、エネルギー効率

の改善に使用されます。 

アイコン：  
 

また、Virtual Host Manager は ESX ホストおよびそれらの仮想マシンを編成

する、次の追加の VMware エンティティ用にモデルを作成します。 

データ センター 

VMware 仮想化技術で設定されたデータ センターを表します。 データ 

センターは、ホスト、仮想マシン、リソース プールまたはクラスタの

コンテナとして機能します。 仮想設定に応じて、データ センターは、

地理的地域または個別のビジネス機能などの組織構成を表すことがで

きます。 またデータ センターを使用して、テストやインフラストラク

チャを体系化するため、分離した仮想環境を作成することもできます。

コンポーネントはデータ センター内で対話できますが、データ セン

ター全体における対話は制限されています。 データ センターにはクラ

スタまたはホストを含めることができます。  

アイコン：  
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クラスタ 

VMware 仮想化技術で設定されたクラスタを表します。 クラスタは 

ESX ホストとそれに関連する仮想マシンのグループです。 ホストがク

ラスタに追加されると、そのホスト リソースがクラスタ リソースの一

部になります。 クラスタはその中のすべてのホストのリソースを管理

します。クラスタには、ホスト、リソース プールまたは仮想マシンを

含めることができます。 

アイコン：  
 

リソース プール 

VMware 仮想化技術で設定されたリソース プールを表します。 リソー
ス プールは、単一ホストまたはクラスタの物理的なコンピューティン

グ リソースとメモリ リソースのパーティションを定義します。 任意

のリソース プールを小さくパーティション分割することで、特定のグ

ループや特定の目的のためにリソースを分割して割り当てることがで

きます。 また、リソース プールを階層的に構成して、ネストすること

もできます。リソース プールには仮想マシンまたはさらにリソース 

プールを含めることができます。 

アイコン：  
 

重要：  「リソース」という名前のリソース プールは、ディスカバリお

よびモデリング時にはスキップされます。 注： この名前は内部使用専

用です。 そのため、Virtual Host Manager は、ディスカバリ結果からこ

れらのリソース プールを除外します。 VMware リソース プールに別の

名前を指定することで、リソース プールのモデルや、リソース プール

に含まれているデバイスが見つからないという問題を回避できます。 
 

詳細情報： 

VMware 仮想ネットワークの表示 (P. 61) 
 

 



VMware ネットワークのディスカバリ 
 

40  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

VMware ネットワークのディスカバリ 

このセクションでは、Virtual Host Manager のディスカバリおよびモデリン

グ プロセスについて説明します。 Virtual Host Manager 管理者は一般的に

これらのタスクを実行します。 
 

ディスカバリ オプションを設定する方法 

インストール後、vCenter ディスカバリの Virtual Host Manager を設定しま

す。 基本設定を選択しておくと、Virtual Host Manager が仮想デバイスを正

しくモデリングするのに役立ちます。  

次のオプションに基本設定を選択します。 

新規データセンターを自動的にモデリング (P. 41) 

vCenter ディスカバリ中に検出された新しいデータ センターが自動的

にモデリングされるかどうかを決定します。 

新規仮想マシンの保守モード (P. 43) 

新しく発見された仮想マシンを管理する CA Spectrum の準備ができる

まで、保守モードに入れる仮想マシンを決定できます。 
 

vCenter ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可 (P. 44) 

vCenter が ESX ホスト、ESX サービス コンソール、仮想マシン モデルを

管理しなくなったときに CA Spectrum がそれらをどのように処理する

かを制御します。 親データ センターの管理を無効にするように CA 

Spectrum を設定したときのこれらのモデルの処理方法を制御します。 
 

既存モデルの検索 (P. 46) 

Virtual Host Manager が vCenter ディスカバリ中に検索するセキュア ド

メインを決定します。 
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SNMP 対応デバイスの検出 (P. 48) 

vCenter ディスカバリ中の SNMP 対応のデバイスのモデリング方法を

制御します。 デフォルトで、新しいモデルは最初は VHM モデルとし

てのみ作成されます。 ただし、このオプションではデフォルトを上書

きし、必要な条件を満たすデバイスに対して、すぐに SNMP モデルを

作成できます。 

VMware マネージャの削除中に SNMP が有効な仮想マシンを保持 (P. 49) 

VMware Manager モデルが削除されたときの CA Spectrum の SNMP 対

応仮想マシン モデルの処理方法を制御します。 
 

新しいデータ センターの自動モデリングの設定 

ネットワーク環境内の各 SpectroSERVER について、CA Spectrum が vCenter 

ディスカバリ中に見つかった新しいデータ センターを自動的にモデリン

グするかどうかを制御できます。 データ センターを自動的にモデリング

することは、CA Spectrum が vCenter 環境内のデータ センターをすべて管

理することを意味します。  

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 



VMware ネットワークのディスカバリ 
 

42  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

3. ［設定］、［VMware］、［vCenter ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。 

4. ［新規データセンターを自動的にモデリング］フィールドの ［設定］

をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します。 

はい 

（デフォルト） vCenter ディスカバリ中に見つかったすべてのデー

タ センターをモデリングします。 搭載クラスタ、リソース プール、

ESX ホスト、ESX サービス コンソール、仮想マシンをすべて含みま

す。 

いいえ 

vCenter ディスカバリ中に見つかった新しいデータ センターのモ

デリングを防ぎます。 CA Spectrum は、データ センター内に含まれ

ているコンポーネントをモデリングしません。 

ネットワーク環境には監視を必要としないデータ センターが含ま

れる場合、このオプションを使用します。 次に、データ センター

を手動でモデリングします。 
 

設定が保存され、新しいデータ センターが選択内容に基づき Virtual 

Host Manager でモデリングされます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 40) 

vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する (P. 44) 

vCenter サーバでモデリングするデータ センターを選択する (P. 89) 
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新規仮想マシンの保守モードの設定 

Virtual Host Manager は、vCenter が管理する仮想マシンを自動的にモデリ

ングします。 CA Spectrum は、発見されたすべてのモデルの管理を試行し

ます。 ただし、最初にモデリングされるとき、一部の仮想マシンには CA 

Spectrum 管理に対応する準備ができていません。 たとえば、電源が落ち

ている仮想マシンを検出すると、CA Spectrum は「仮想マシン電源オフ」

アラームを生成します。 新しいモデルで不必要なアラームを防ぐため、

すぐに保守モードに入れる仮想マシン モデルを選択できます。 後で、こ

れらのデバイスを管理する準備ができたときに、手動で保守モードを無効

にできます。 

OneClick の新しい仮想マシンの保守モードを設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［VMware］、［vCenter ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。 

4. ［新規仮想マシンの保守モード］フィールドで［設定］をクリックし、

次のいずれかのオプションを選択します。 

電源がオフの VM だけを保守モードにする 

（デフォルト）初回の vCenter ディスカバリで電源がオフになって

いる、または一時停止されている仮想マシン モデルにのみ保守

モードを適用します。 
 

すべての VM を保守モードにする 

初回の vCenter ディスカバリですべての新しい仮想マシン モデル

に保守モードを適用します。 

設定が保存され、Virtual Host Manager でモデリングされる新しい仮想

マシンが選択内容に基づき保守モードに入ります。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 40) 

ステータス監視オプション (P. 73) 
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vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する 

仮想ネットワークでは、デバイスとデバイス間の関係が頻繁に変わります。 

CA Spectrum はそのような変更を正しく反映するように試行します。 ESX 

ホストが削除されるか、仮想マシンが vCenter で削除されたとき、CA 

Spectrum は Virtual Host Manager 階層から対応するデバイス モデルを削除

します。 ［vCenter ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］オプショ

ンにより、CA Spectrum がモデルを削除するかどうかが制御されます。 こ

のオプションはまた、Virtual Host Manager のデータ センターの管理を無効

にするとき、データ センターに含まれているデバイス モデルの処理を制

御します。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 後にモデルを vCenter で再作成する可能性がある場合、

このオプションを無効にできます。 
 

vCenter から削除されるデバイスのデバイス モデルを管理できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［VMware］、［vCenter ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。 
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4. ［vCenter ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］フィールド

で［設定］をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します。 

はい 

（デフォルト） vCenter で管理されなくなったエンティティに対応

する Virtual Host Manager モデルを削除します。 また、Virtual Host 

Manager でモデリングを無効にしたデータ センター モデルを削除

します。 

いいえ 

対応するエンティティが vCenter で管理されなくなった場合、

Virtual Host Manager モデルをロスト ファウンド コンテナに置きま

す。 また、Virtual Host Manager でデータ センターのモデリングを

無効にした場合、データ センター モデルをロスト ファウンド コン

テナに置きます。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。  

設定が保存され、デバイスが vCenter から削除された後にデバイス モ

デルが適宜処理されます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 40) 

新しいデータ センターの自動モデリングの設定 (P. 41) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 86) 

VMware マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 49) 

vCenter サーバでモデリングするデータ センターを選択する (P. 89) 

VMware 用 Virtual Host Manager アラーム (P. 93) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 96) 
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セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 

新しいモデルを作成するのではなく、vCenter ディスカバリは 

SpectroSERVER に存在するモデルを見つけようとします。 Secure Domain 

Manager が展開された環境では、vCenter ディスカバリは、VMware マネー

ジャと同じセキュア ドメイン内でモデルを検索します。 このドメインは

「ローカル」ドメインです。 ただし、一部の仮想環境デバイスは、別の

セキュアドメイン内に存在していることがあります。 この場合、vCenter 

ディスカバリを設定し、既存のモデルをすべてのセキュア ドメインで検

索できます。 

セキュア ドメイン全体のモデル検索を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［VMware］、［vCenter ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。 
 

4. ［既存モデルの検索］フィールドで［設定］をクリックし、以下のオ

プションから選択します。 

vCenter のセキュア ドメイン 

（デフォルト） vCenter サーバと同じセキュア ドメイン内で既存の

モデルを検索します。 

すべてのセキュア ドメイン 

SpectroSERVER が管理するすべてのセキュア ドメイン内で既存モ

デルを検索します。 このオプションは、以下の状況でのみ選択し

ます。 

■ すべてのデバイスに一意の IP アドレスが設定されている。 

■ セキュア ドメインがセキュリティ目的、またはネットワーク 

トラフィックと分離するために使用される場合。 

注： NAT 環境でこのオプションを選択しないでください。 
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設定が保存されます。 vCenter ディスカバリは CA Spectrum で指定され

たモデルを検索します。 重複したモデル（同じ IP アドレスのモデル）

が複数のセキュア ドメインに存在する場合、Virtual Host Manager はこ

の状況を以下のように処理します。 

■ 使用可能な場合、Virtual Host Manager はローカル セキュア ドメイ

ンのモデルを選択します。 

■ 重複するモデルがローカル ドメイン内に存在しない場合、Virtual 

Host Manager は別のセキュア ドメインのモデルをランダムに選択

します。 

■ いずれの場合も、Virtual Host Manager は VMware マネージャ モデ

ルの重複した IP アドレスに対してマイナー アラームを生成しま

す。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 40) 
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SNMP モデリング基本設定の設定 

SNMP 対応の仮想マシンは、プロセスおよびファイル システム監視機能な

どの豊富なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェント

の展開には、コストと時間がかかることがあります。 デフォルトでは、

vCenter ディスカバリは VHM モデル (336以下のページで定義参照： )とし

て ESX サービス コンソールおよび仮想マシンを作成します。 これらは後

で SNMP モデルにアップグレードできます。 ただし、新しい SNMP 対応デ

バイスをすべて SNMP モデルとしてモデリングするように、vCenter ディ

スカバリを設定することもできます。 vCenter ディスカバリの完了までに

かかる時間が長くなる可能性がありますが、最初に SNMP モデルとしてモ

デリングすることによって、後で手動でアップグレードする必要がなくな

ります。 

重要：  vCenter サーバをモデリングする前に、SNMP モデリングを有効にし

ます。 最初に vCenter サーバをモデリングする場合、子モデルはすべて 

VHM モデルとして作成されます。これは手動で SNMP モデルにアップグ

レードする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［VMware］、［vCenter ディスカバリ］、［SNMP ディスカ

バリ］サブビューの順に展開します。 

重要：  SNMP ディスカバリ用にデバイスおよび CA Spectrum を準備す

るには、サブビューの手順に従います。 vCenter ディスカバリ前にデ

バイスが正しく準備されていない場合、Virtual Host Manager は SNMP 

モデルを作成できません。 
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4. ［SNMP 対応デバイスの検出］フィールドで［設定］をクリックし、

以下のオプションから選択します。 

はい 

vCenter ディスカバリで SNMP モデリングを有効にします。 ［SNMP 

ディスカバリ］サブビュー テキストで指定された条件を満たすデ

バイスのみが、SNMP デバイスとしてモデリングされます。 新しい
モデルにのみ適用します。 

いいえ 

（デフォルト） vCenter ディスカバリで見つかった新しいデバイス

はすべて VHM モデルとしてモデリングします。 これらのモデルは

後で SNMP モデルに手動でアップグレードできます。 
 

設定が保存されます。 
 

詳細情報： 

vCenter ディスカバリの仕組み (P. 54) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 56) 

VMware マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 49) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 51) 
 

 

VMware マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 

デフォルトでは、以下のアイテムが削除されると、SNMP 対応デバイスも 

CA Spectrum から削除されます。 

■ デバイスの VMware マネージャ モデル 

■ ナビゲーション画面の VMware フォルダ 
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SNMP 対応デバイス モデルには、保持することが望ましい重要なカスタマ

イズを含めることができます。 これらのモデルを削除しないように、設

定を調節できます。 このような設定は、後で使用できるようにロスト ファ

ウンド コンテナに格納されます。  

VMware マネージャまたは VMware フォルダを削除した後も、SNMP 対応

デバイス モデルを保持できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。  

2. ［情報］タブをクリックします。  
 

3. ［設定］、［VMware］、［vCenter ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。  
 

4. ［VMware マネージャの削除中に SNMP が有効な仮想マシンを保持］

フィールドの［設定］をクリックし、以下のいずれかのオプションを

選択します。  

はい 

VMware マネージャまたは VMware フォルダを削除した場合、ロス

ト ファウンド コンテナ内の SNMP 対応仮想マシン モデルを保持

します。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

いいえ 

（デフォルト）VMware マネージャまたは VMware フォルダを削除

した場合、仮想マシン モデルをすべて削除します。 

設定は保存され、VMware マネージャまたは VMware フォルダを削除

した場合でも、SNMP 対応デバイス モデルは適切に処理されます。 
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詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 40) 

vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する (P. 44) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 86) 
 

 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 

仮想環境を監視するには、仮想エンティティ（データ センター、リソー

ス プール、クラスタ、ESX ホスト、ESX サービス コンソール、仮想マシン）

を検出し、モデリングします。 Virtual Host Manager でこれらのエンティ

ティをモデリングすることで、1 つのツールで完全なネットワーク トポロ

ジを表示できます。 物理コンポーネントと仮想コンポーネントの関係を

参照できます。 

仮想環境をモデリングする主な手順を以下に示します。 

1. 標準 CA Spectrum ディスカバリを実行します (P. 52)。 

このディスカバリにより、vCenter ディスカバリが実行される前にアッ

プストリームのルータとスイッチがモデリングされます。 または、

SNMP モデリング オプションが無効な場合、この手順で SNMP 対応の 

ESX サービス コンソールと仮想マシンをモデリングすることもできま

す。 これらのエンティティをモデリングする場合、モデリング オプ

ションが Virtual Host Manager をサポートするように正しく設定され

ていることを確認します。 

2. CA SystemEDGE モデルをアップグレードします (P. 54)。 

この手順は、vCenter サーバの CA SystemEDGE エージェントが CA 

Spectrum r9.1 より前のリリースでモデリングされたときに限り必要で

す。 

3. vCenter ディスカバリを実行をさせます (P. 54)。 

CA SystemEDGE エージェント（vCenter Server AIM 有効）をモデリング

すると、vCenter ディスカバリは自動的に開始します。 これらの vCenter 

Server モデルのそれぞれに vCenter ディスカバリ プロセスがあります。 

vCenter ディスカバリは、vCenter が管理する仮想エンティティを検索

し、存在しない仮想エンティティをモデリングします。 その後、vCenter 

ディスカバリはナビゲーション画面の Virtual Host Manager ビューに

モデルを配置します。 
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詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 48) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 56) 

別の vCenter に ESX ホストを移動させる (P. 60) 
 

 

CA Spectrum ディスカバリの実行 

VMware 環境を発見するには、標準 CA Spectrum ディスカバリを実行しま

す。 このディスカバリは、後で仮想エンティティからの接続を確立でき

るように、アップストリームのルータおよびスイッチがモデリングされて

いることを確認します。 CA Spectrum ディスカバリ中に SNMP 対応の ESX 

サービス コンソールと仮想マシンをモデリングすることもできます。 

注： SNMP モデリング オプションが vCenter ディスカバリ中に無効になっ

ているときに限り、CA Spectrum ディスカバリ中に SNMP 対応の ESX サー

ビス コンソールと仮想マシンをモデリングする必要があります。 

注： 管理者のみがこのタスクを実行します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ディスカバリ コンソールを開きます。 

注： 準備として、非標準のポート上で実行されるすべての SNMP エー

ジェントの正しいコミュニティ文字列、IP アドレス、ポート番号を把

握しておきます。 

2. ナビゲーション画面の  （新しい設定を作成します）をクリック

します。 
 

3. 仮想ネットワーク モデリングをサポートするオプションを設定しま

す。  

a. ［モデリング オプション］グループの［モデリング オプション］

ボタンをクリックします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

b. ［プロトコル オプション］ボタンをクリックします。 

［プロトコル オプション］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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c. ［Ping 可能の ARP テーブル］オプションを選択し、［OK］をクリッ

クします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

d. （オプション）［詳細オプション］グループの［詳細オプション］

ボタンをクリックします。 非標準の SNMP ポート（CA SystemEDGE 

エージェント ポートなど）を追加し、［OK］をクリックします。 
 

4. ［IP 境界リスト］フィールドに個別の IP アドレスまたは開始および終

了の IP アドレスを入力し、［追加］をクリックします。  
 

注： IP アドレスの範囲には、CA SystemEDGE と vCenter Server AIM がイ

ンストールされているすべてのサーバと、相互に連結するスイッチと

ルータを含めます。 または、SNMP モデルを作成する SNMP 対応の ESX 

サービス コンソールと仮想マシンを含めることができます。 
 

5. ディスカバリ コンソールに任意の追加の値を入力し、［ディスカバ

リ］をクリックします。 

以下のモデルが作成され、CA Spectrum のネットワーク トポロジに追

加されます。 

■ vCenter サーバと、ネットワークにサーバを接続するスイッチと

ルータ -- 仮想環境に関する情報は vCenter サーバから来ます。 これ

らの vCenter Server モデルが CA Spectrum に存在するとき、vCenter 

ディスカバリは開始できます。 

■ ESX サービス コンソールと仮想マシン -- CA Spectrum ディスカバ

リでこれらのエンティティをモデリングしない場合、vCenter ディ

スカバリにより、VHM モデル (336以下のページで定義参照： )とし

てそれらが作成されます。 
 

注： また、IP アドレスによって仮想ネットワークを手動でモデリング

することもできます。 この場合、最初にアップストリームのデバイス

をモデリングすることをお勧めします。 正しい順序でモデリングする

ことによって、これらのエンティティの関係をトポロジに正しく構築

できます。 ディスカバリの詳細については、「IT インフラストラク
チャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 

 

詳細情報： 

別の vCenter に ESX ホストを移動させる (P. 60) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 56) 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 48) 
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CA SystemEDGE モデルのアップグレード 

CA SystemEDGE エージェントは、Virtual Host Manager をインストールする

前に、または vCenter Server AIM がエージェントにロードされる前に、CA 

Spectrum でモデリングされている可能性があります。 この場合、既存の CA 

SystemEDGE モデルは Virtual Host Manager と互換性がありません。 Virtual 

Host Manager が CA SystemEDGE の vCenter Server AIM 機能にアクセスでき

るように、モデルをアップグレードします。 CA Spectrum をインストール
した後に vCenter Server AIM のある CA SystemEDGE エージェントがモデリ
ングされる場合、この手順は必要ありません。 

 

CA SystemEDGE モデルをアップグレードするには、モデルを右クリックし、

［再設定］、［モデルの再設定］の順に選択します。 

CA SystemEDGE モデルは vCenter Server AIM をサポートするようにアップ

グレードされます。 
 

注： また、CLI を使用して、CA SystemEDGE にモデルの再設定アクションを

送信できます。 詳細については、「IT インフラストラクチャのモデリング

/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

別の vCenter に ESX ホストを移動させる (P. 60) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 56) 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 
 

 

vCenter ディスカバリの仕組み 

vCenter ディスカバリは、仮想環境エンティティに関する詳細情報を収集

する、特殊なディスカバリ プロセスです。 vCenter ディスカバリは、vCenter 

が管理する仮想エンティティを検索し、存在しない仮想エンティティをモ

デリングします。 その後、vCenter ディスカバリはナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager ビューにモデルを配置します。 

vCenter ディスカバリの主な利点は、vCenter ディスカバリがバックグラウ

ンドで自動的に実行され、CA Spectrum の仮想環境データを絶えず更新し

ていることです。 vCenter ディスカバリの仕組みを理解すると、Virtual Host 

Manager の各種コンポーネントを正しくインストールすることとモデリ

ングすることの重要性が分かります。 
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vCenter ディスカバリのプロセスは以下のように動作します。 

1. CA SystemEDGE エージェントおよび vCenter Server AIM が稼働中の場

合、AIM が管理する仮想エンティティに関する情報を収集するため、

AIM は vCenter と通信します。 vCenter Server AIM はこの情報を格納し

ます。 

重要：  CA SystemEDGE、vCenter、および CA Spectrum が通信できるよう

に、CA SystemEDGE エージェントおよび vCenter Server AIM をインス

トールおよび設定する必要があります。 それができない場合、vCenter 

ディスカバリは実行できません。 

2. CA Spectrum ディスカバリで、CA Spectrum は手順で参照される各サー

バに vCenter Server モデルを作成します。 1.CA Spectrum インテリジェ

ンスは、CA Spectrum と CA SystemEDGE エージェントの間の通信を処理

するために有効にされます。 
 

3. CA Spectrum は、手順 1 で格納された vCenter 情報を収集するため、

vCenter Server AIM をポーリングします。 
 

4. CA Spectrum は vCenter ディスカバリを開始します。 AIM からの情報は、

CA Spectrum の［トポロジ］タブおよびナビゲーション画面の Virtual 

Host Manager 階層のモデリングを更新するために、以下のように使用

されます。 

a. 手順 2 の前に SNMP ディスカバリを有効にする場合、Virtual Host 

Manager ディスカバリは、SNMP ディスカバリ条件を満たしている

すべての新しい SNMP 対応モデルに対して SNMP モデルを作成し

ます。 

注： デフォルトでは、SNMP ディスカバリは vCenter ディスカバリ

中は無効です。  

b. VHM モデル (336以下のページで定義参照： )は、データ センター、

クラスタ、およびリソース プール用に作成されます。 

重要：  「リソース」という名前のリソース プールは、ディスカバ

リおよびモデリング時にはスキップされます。 注： この名前は内

部使用専用です。 そのため、Virtual Host Manager は、ディスカバ

リ結果からこれらのリソース プールを除外します。 VMware リ

ソース プールに別の名前を指定することで、リソース プールのモ

デルや、リソース プールに含まれているデバイスが見つからない

という問題を回避できます。 

c. 以前から存在する ESX サービス コンソールおよび仮想マシン モデ

ルは、VHM モデルに変更されます。 
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d. VHM モデルは、まだ CA Spectrum でモデリングされていない ESX 

サービス コンソールおよび仮想マシンに対して作成されます。 
 

e. VHM モデルは ESX ホスト モデル用に作成されます。 これらのモデ

ルでは、Virtual Host Manager およびユニバース トポロジのナビ

ゲーション画面に、関連する ESX サービス コンソールおよび仮想

マシン モデルを表示します。 

f. 仮想ネットワーク用のモデルはすべて、ナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager 部分に追加されます。 
 

注： 仮想環境では、個別の ESX ホスト上の複数のデバイスに、同じ IP ま

たは MAC アドレスがある可能性があります。 この場合、CA Spectrum 

は IP または MAC アドレスの発生ごとに重複したモデルを作成します。 
 

5. vCenter ディスカバリは、定期的にスケジュールされた vCenter ポーリ

ング間隔ごとに、このプロセスを自動的に繰り返します。 

注： デフォルトでは、vCenter ポーリング間隔は VMware マネージャ モ

デルの設定によって制御されます。 または、vCenter サーバ アプリケー

ション モデルを使用して、vCenter Server デバイス モデルとは別の 

vCenter ポーリングを制御できます。 
 

詳細情報： 

別の vCenter に ESX ホストを移動させる (P. 60) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 56) 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 

vCenter Server AIM ポーリングの制御 (P. 83) 

セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 (P. 46) 
 

 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する 

SNMP 対応の仮想マシンは、プロセスとファイル システムの監視機能など、

強化されたデバイス監視をサポートし、ソリューションに価値を追加しま

す。 ただし、企業全体で展開する場合、SNMP エージェントにはお金と時

間がかかります。 SNMP エージェントが使用不可の場合、または SNMP 

ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は、ESX サービス コン

ソールと仮想マシンを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として

作成します。 
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後で、SNMP エージェントを任意の仮想マシンにインストールできます。 

その後、CA Spectrum でそのモデリングをアップグレードできます。 ニー

ズに応じて、SNMP モデルに次のようにアップグレードできます。 

■ 選択したデバイスのみをアップグレード -- アップグレードを必要と

するモデルの数が少ない場合、この方法で速やかにアップグレードさ

れます。 この方法では、最初に VHM モデルと子モデルが削除されま

す。 CA Spectrum がモデルを削除した後、新しい SNMP モデルが次の 

vCenter ディスカバリ中に作成され、Virtual Host Manager に配置されま

す。 この方法では、アップグレードするモデルの IP アドレスを知って

いる必要があります。 

■ SNMP 対応の VHM モデルをすべてアップグレード -- この方法はバッ

チでモデルをアップグレードします。Virtual Host Manager を新規リ

リースにアップグレードする場合、この方法が優先されます。 この方

法の場合、個々のモデルの IP アドレスを知っている必要はありません。 

もう 1 つの利点は、CA Spectrum が VHM モデルを削除した直後に、アッ

プグレードされた SNMP モデルが Virtual Host Manager 階層に配置され

ることです。 次のポーリング サイクルまで待つ必要はありません。 そ

のため、子モデルが管理対象外のまま残ることはありません。 この方

法の短所は、完了に長時間かかる場合があるということです。 この

アップグレードの完了に必要な時間は、SNMP 対応のデバイスを見つ

けるときに、Virtual Host Manager が検索する必要があるコミュニティ

文字列と SNMP ポートの数に依存します。 

注： Virtual Host Manager は、電源をオンにされた Ping 可能仮想マシン

のみで SNMP エージェントを特定しようとします。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 
 

詳細情報： 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 48) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 51) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 86) 
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選択した VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または vCenter ディスカバリ中に 

SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は VHM モデル (336

以下のページで定義参照： )を作成します。 このモデリングは ESX サービ

ス コンソールおよび仮想マシンに適用されます。 後で、SNMP エージェン

トを任意の仮想マシンにインストールできます。 その後、CA Spectrum で

そのモデリングをアップグレードできます。 アップグレードするデバイ

ス モデルの IP アドレスを知っている必要があります。 手動でアップグ

レードするモデルを選択すると迅速に動作しますが、アップグレード中に

これらのモデルの注記またはカスタマイズはすべて失われます。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. 以下のいずれかの方法を使用して、デバイスを再度モデリングします。 

■ CA Spectrum ディスカバリ 

■ IP アドレスによる個別のデバイスのモデリング 
 

新しい SNMP 対応モデルが作成される場合、CA Spectrum は Virtual Host 

Manager から前のモデルを消去し、このモデルを削除します。 次の 

vCenter Server AIM ポーリング サイクルで、CA Spectrum はナビゲー

ション画面の Virtual Host Manager に SNMP 対応モデルを追加します。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 
 

詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 51) 

vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する (P. 44) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 86) 
 

 



VMware ネットワークのディスカバリ 

 

第 3 章： VMware  59  
 

すべての VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

以下の場合、Virtual Host Manager は ESX サービス コンソールおよび仮想マ

シンを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として作成します。 

■ SNMP エージェントが使用不可の場合。 

■ vCenter ディスカバリ中に SNMP ディスカバリが無効な場合。 

後で、SNMP エージェントを任意の仮想マシンにインストールして、CA 

Spectrum でそのモデリングをアップグレードできます。 バッチでアップ

グレードする場合、CA Spectrum は VHM モデルを検索して、現在 SNMP 対

応デバイスであるモデルを特定します。 その後、CA Spectrum はそれらを 

SNMP モデルに変換します。 このメソッドは Virtual Host Manager が検索す

る必要のあるコミュニティ文字列およびポートの数によって、時間がかか

る場合があります。 ただし、このメソッドは親モデルのアップグレード

中に、子モデルが管理対象外ではないことを確認します。 

VMware 用のすべての VHM モデルを SNMP モデルにアップグレードでき

ます。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 
 

3. ナビゲーション画面でアップグレードするモデルを管理する VMware 

マネージャ モデルを選択します。 
 

4. ［情報］タブをクリックします。 
 

5. ［VMware マネージャ モデリング コントロール］、［ICMP 専用デバイ

スのアップグレード］サブビューの順に展開します。 

6. ［ICMP 専用デバイスのアップグレード］ボタンをクリックします。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 

Virtual Host Manager は、選択された VMware マネージャ デバイスで 

vCenter Server AIM が管理するデバイスを検索します。 Virtual Host 

Manager は、SNMP デバイスの条件を満たす ICMP 専用デバイスをすべ

てアップグレードし、Virtual Host Manager 階層内に配置します。 
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別の vCenter に ESX ホストを移動させる 

CA Spectrum 管理対象 vCenter 間で ESX を移動すると、vCenter が同じ 

SpectroSERVER でモデリングされたときにモデリングの問題が発生する可

能性があります。 これらのモデリングの問題に関して、考えられる兆候

をいくつか示します。 

■ CA Spectrum は ESX ホストに関連付けられているモデルを削除し、移動

の後にそれらを再作成しません。 

■ 新しい vCenter が ESX ホストとホストされているすべての仮想マシン

に接続できるとしても、偽の「プロキシ接続切断」アラームが作成さ

れ、残ります。 

正しい順番で ESX ホストを移動させると、これらの問題を回避できます。 

別の vCenter サーバに ESX ホストを移動させるには、以下の手順に従いま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. （オプション）［vCenter ディスカバリでデバイス モデルの削除を許

可］オプションを［いいえ］に変更します (P. 44)。 

注： この手順は、送信元 vCenter と送信先 vCenter の両方が同じ 

SpectroSERVER でモデリングされる場合にのみ実行します。 この設定

により、最初の vCenter サーバの管理対象でなくなっても、既存の ESX 

ホスト、ESX サービス コンソール、仮想マシン モデルが維持されます。 

そのため、モデルのカスタマイズや履歴詳細も保持されて、移動後も

使用可能です。 

2. VMware を開き、最初の vCenter サーバの管理から ESX ホストを削除し

ます。 
 

3. ナビゲーション画面の Virtual Host Manager に変更が反映されるのを

待ちます。 
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4. VMware を開き、送信先 vCenter サーバに ESX ホストを追加します。 

注： Virtual Host Manager は DSS (338以下のページで定義参照： ) 対応で

はありません。 そのため、別の SpectroSERVER にモデリングされた 

vCenter サーバに ESX ホストを移動させる場合、モデルの新しいセット

が作成されます。 これらのモデルは ESX ホスト、ESX サービス コンソー

ル、ホストされている仮想マシンを表します。 

5. （オプション）元の vCenter サーバ モデルで［vCenter ディスカバリで

デバイス モデルの削除を許可］オプションを［はい］に戻します。  

ESX ホストが vCenter サーバ間で正常に移動されます。 
 

詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 51) 

vCenter ディスカバリの仕組み (P. 54) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 54) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 52) 

VMware Data が Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 66) 
 

 

VMware 仮想環境の表示 

このセクションでは、VMware 仮想環境と関連するアラームを表示するこ

との概念について説明します。 基本手順は、標準の CA Spectrum 手順と同

じです。 ただし、このセクションでは、VMware 仮想技術にのみ適用され

る概念の違いと詳細について説明します。 
 

VMware 仮想ネットワークの表示 

［エクスプローラ］タブで、Virtual Host Manager ノードは階層ツリー構造

を提供します。 このレイアウトは、仮想環境リソース間の論理関係の視

覚化に役立ちます。 

この情報を使用すると、リソースを仮想ホストで共有する方法を確認でき

ます。 この情報は、ユーザが仮想環境を再編成および最適化する機会を

特定するのに役立ちます。 また、階層はリソースのパフォーマンスを監

視し、アラームをトラブルシュートする迅速な方法を提供します。 
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Virtual Host Manager は DSS 環境 (338以下のページで定義参照： )を認識し

ていないため、ランドスケープ階層内に配置されます。 以下の例では、

Virtual Host Manager がナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブに表

示される場所を示し、仮想環境の階層を示します。 

［-］ SpectroSERVER ホスト 

    ［+］ ユニバース 

    ［-］ Virtual Host Manager 

        ［-］ VMware 

            ［-］ VMware マネージャおよび vCenter Server 1 

                ［-］ データセンター 1 

                    ［-］ ESX ホスト 1 

                         .  ESX サービス コンソール 1 

                         .  仮想マシン 1 

                         .  仮想マシン 2 

            ［-］ VMware マネージャ 1 

                ［-］ vCenter Server 1 

                    ［-］ データセンター 2 

                        ［-］ ESX ホスト 2 

                             .  ESX サービス コンソール 2 

                             .  仮想マシン 3 

                             .  仮想マシン 4 

                                ［+］ リソース プール 1 

                                 .  仮想マシン A 

                                 .  仮想マシン B 

                        ［+］ クラスタ 1 

                        ［-］ クラスタ 2 

                            ［-］ ESX ホスト A 

                                 .  ESX サービス コンソール A 

                             .  仮想マシン 3 

                             .  仮想マシン 4 

                            ［-］ リソース プール 2 

                                 .  仮想マシン C 

                                ［+］ リソース プール A 

                                ［+］ リソース プール B 

                    ［+］ データセンター 3 
  

Virtual Host Manager は、この SpectroSERVER が管理する仮想環境全体の

ルート ノードです。 ナビゲーション画面でこのノードを選択すると、コ

ンテンツ画面に Virtual Host Manager の詳細を表示します。 仮想環境に関

連するイベントおよびアラームなどの詳細を表示できます。 
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直接 Virtual Host Manager で、仮想環境はフォルダ内で整理され、関連付け

られた技術を表します。 上記の階層の例では、［VMware］フォルダには、

VMware 仮想化技術を使用して作成された仮想環境の部分が含まれます。 

このフォルダで、Virtual Host Manager は、vCenter Server AIM を持つすべて

の CA SystemEDGE サーバ、およびこの SpectroSERVER が管理する vCenter 

サーバをリスト表示します。 これらのエンティティが同じサーバ上にあ

る場合、Virtual Host Manager は「VMware Manager および vCenter Server」

モデルとしてこれらを表します。 そうでない場合、階層内のその直下の 

vCenter Server モデルで VMware Manager モデルとして個別に表されます。 
 

各 vCenter サーバには、仮想環境全体のそれが管理する部分のみが含まれ

ます。 ナビゲーション画面で vCenter サーバを選択すると、選択された 

vCenter アプリケーションによって管理されるデータ センターなどの詳細

をコンテンツ画面に表示します。 
 

各 vCenter サーバで、階層は以下の仮想エンティティの論理関係を表しま

す。 

■ データ センター 

データ センターにはクラスタまたはホストを含めることができます。 

ナビゲーション画面でデータ センターを選択すると、コンテンツ画面

に詳細を表示します。 これらの詳細には、データ センターまたはクラ

スタのリストに関連するイベントおよびアラームが含まれます。 コン

ポーネントはデータ センター内で対話できますが、データ センター全

体における対話は制限されています。 
 

 

■ クラスタ 

クラスタには ESX ホスト、リソース プールまたは仮想マシンを含める

ことができます。 ナビゲーション画面でクラスタを選択すると、コン

テンツ画面に以下を含む詳細を表示します。 

– クラスタに関連するイベントおよびアラーム 

– クラスタに含まれる ESX ホストおよび仮想マシンのリスト 

– DRS および HA の設定 
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■ リソース プール 

リソース プールには仮想マシンまたは他のリソース プールを含める

ことができます。 ナビゲーション画面でリソース プールを選択すると、

コンテンツ画面に以下を含む詳細を表示します。 

– CPU 全体の使用率 

– リソース プールに関連するイベントおよびアラーム 

– リソース プールに含まれている他の仮想ネットワーク オブジェ

クトのリスト 
 

重要：  「リソース」という名前のリソース プールは、ディスカバリお

よびモデリング時にはスキップされます。 注： この名前は内部使用専

用です。 そのため、Virtual Host Manager は、ディスカバリ結果からこ

れらのリソース プールを除外します。 VMware リソース プールに別の

名前を指定することで、リソース プールのモデルや、リソース プール

に含まれているデバイスが見つからないという問題を回避できます。 
 

■ ESX ホスト 

ESX ホストには、ESX サービス コンソール、リソース プール、または

仮想マシンを含めることができます。 ナビゲーション画面で ESX ホス

トを選択すると、コンテンツ画面に以下を含む詳細を表示します。 

– 仮想マシンのメモリ合計 

– CPU 状態 

– ESX ホストが管理する仮想マシンのリスト 
 

注： クラスタに ESX ホストが含まれる場合、ホストと関連付けられた

仮想マシンはホスト下でグループ化されません。 代わりに、［エクス

プローラ］タブの ESX ホストの横にあるクラスタの下に表示されます。 
 

■ ESX サービス コンソール 

ESX サービス コンソール モデルは、対応する ESX ホスト モデルの子と

して表示されます。 ESX サービス コンソール モデルは常に Virtual Host 

Manager 階層ツリーのリーフ ノードです。 このモデルにはその親と同

じ名前があります。 コンテンツおよびコンポーネント詳細画面のモデ

ル アイコンによって、ESX サービス コンソール モデルはその親 ESX ホ

スト モデルと区別されます。 また、DeviceType 属性はこれらのモデル

を区別します。 ナビゲーション画面で ESX サービス コンソールを選択

すると、コンテンツ画面に詳細を表示します。  
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注： ESX サービス コンソール モデルは、［情報］タブに Virtual Host 

Manager 固有のサブビューを提供しない Virtual Host Manager 内で唯一

の VMware モデル タイプです。 
 

■ 仮想マシン 

仮想マシンは常に Virtual Host Manager 階層ツリーのリーフ ノードで

す。 ナビゲーション画面の仮想マシンを選択すると、パワー ステータ

ス、メモリ使用率、および関連するイベントおよびアラームを含む詳

細をコンテンツ画面に表示します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager と VMware の連動の仕組み (P. 33) 

VMware 向けに作成されたモデル (P. 36) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 68) 

VMware の［ロケータ］タブ (P. 70) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 52) 
 

 

VMware 仮想トポロジ 

仮想環境用に作成された vCenter サーバ、ESX ホスト、ESX サービス コン

ソール、および仮想マシン モデルは、トポロジ ビューに統合されます。 ESX 

ホスト モデルは、関連付けられた ESX サービス コンソールおよび仮想マ

シンを自動的にグループ化します。 トポロジは、これらの ESX サービス コ

ンソールおよび仮想マシンが物理ネットワーク エンティティにどのよう

に接続されるか示します。 
 

以下の例では、これらのモデルがユニバース グループのナビゲーション

画面の［エクスプローラ］タブにどのように表示されるか示します。 

［-］ ユニバース 

     .  物理スイッチ 1 

     .  物理スイッチ 2 

    ［-］ ESX ホスト 

         .  ESX サービス コンソール 

         .  FanOut 1 

         .  FanOut 2 

         .  仮想マシン 1 

         .  仮想マシン 2 

         .  仮想マシン 3 
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これらのモデルの 1 つを選択すると、コンテンツ画面内の［トポロジ］タ

ブにこれらの関係がグラフで表示されます。 
 

詳細情報： 

VMware 向けに作成されたモデル (P. 36) 

VMware Data が Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 66) 

VMware の［ロケータ］タブ (P. 70) 
 

 

VMware Data が Virtual Host Manager で更新される仕組み 

初期 vCenter ディスカバリ中に、CA Spectrum はナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager 階層に仮想デバイス モデルを入力します。 CA 

Spectrum がこの初期階層を構築した後、仮想ネットワーク設定は頻繁に変

わる可能性があります。 Virtual Host Manager は絶えず動作し、CA Spectrum 

でこの情報を最新の状態に維持します。 たとえば、以下のイベントによ

り、仮想ネットワーク設定が変更される場合があります。 

■ vCenter アプリケーションでのデータセンター、クラスタ、リソース 

プール、ESX ホスト、仮想マシンの作成または削除 

■ VMware の HA または DRS の設定（仮想マシンを新しい ESX ホストに自

発的に移動させる可能性があります） 

■ ESX ホスト間の仮想マシンの手動移行 
 

情報を最新の状態に維持するために、Virtual Host Manager は vCenter Server 

AIM にポーリングを実行し、これらの変更を検出します。 そのため、仮想

ネットワーク設定の変更がある場合は、ポーリング サイクルごとに CA 

Spectrum に反映されます。 また、CA Spectrum は、AIM からトラップを受

信し、対応するイベントを生成します。 イベント ログを確認すれば、設

定変更の発生のタイミングを知ることができます。 例の設定変更には、

仮想デバイスが HA または DRS に起因して移行された場合が含まれてい

ます。 仮想ネットワーク設定の変更を検出すると、CA Spectrum は次のタ

スクを実行します。 

■ ［エクスプローラ］タブの Virtual Host Manager 階層の仮想エンティ

ティ モデルの配置を更新する 

■ 影響を受けた ESX サービス コンソールと仮想マシン モデルへの接続

を自動的に再発見し、ユニバース トポロジで正しい ESX ホストとそれ

らを関連付ける 
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重要：  仮想モデルへの接続を正しく再確立するには、相互接続してい

るすべての物理ネットワークのルータとスイッチをモデリングする必

要があります。 仮想デバイスへの接続の再発見前にこれらのモデルが

存在しない場合、CA Spectrum はユニバース トポロジ ビューでそれら

の接続を解決できません。 ESX ホストは CA SystemEDGE モデルと同じ 

LAN コンテナに配置されます。 
 

詳細情報： 

VMware 向けに作成されたモデル (P. 36) 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

VMware 仮想ネットワークの表示 (P. 61) 

vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する (P. 44) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 82) 

別の vCenter に ESX ホストを移動させる (P. 60) 
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仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー 

Virtual Host Manager モデルは、仮想環境に関する情報をまとめて提供しま

す。 各モデルは、各モデルが表す仮想エンティティ タイプに応じて、一

意の情報または設定を個別に提供します。 このカスタム サブビューはコ

ンテンツ画面の［情報］タブに表示されます。 これらのサブビューには、

使用可能なディスク容量やメモリ使用量など、リアルタイム データを含

めることができます。 また、これらのサブビューからしきい値設定にア

クセスできます。 たとえば、図のように、クラスタのカスタム サブビュー

は［クラスタ情報］サブビューです。 

 
 

ESX サービス コンソール モデルは、Virtual Host Manager 固有のサブビュー

を提供しない Virtual Host Manager 内の唯一の VMware モデル タイプです。 
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注： vCenter モデルは、vCenter サーバが管理するすべての仮想デバイスに

対して、結合した情報を提供します。 ナビゲーション画面で vCenter モデ

ルを選択すると、選択された vCenter サーバに関する情報と、そのすべて

のエンティティに関する結合情報が表示されます。 これらのエンティ

ティには ESX ホスト、ESX サービス コンソール、仮想マシン、仮想スイッ

チ、NIC およびデータ ストアが含まれます。 この情報は、個別のエンティ

ティ モデルの［情報］タブに表示される情報と同じデータです。 vCenter モ

デル内の結合サブビューでは、管理対象のすべての仮想エンティティに関

する概要が簡単に確認できます。 
 

詳細情報： 

VMware 仮想ネットワークの表示 (P. 61) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 82) 
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VMware の［ロケータ］タブ 

［エクスプローラ］タブの仮想環境に関する詳細の表示に加えて、［ロ

ケータ］タブを使用して、あらかじめ設定された Virtual Host Manager 検索

を実行することもできます。 表示されているように、検索オプションは

仮想ホスト管理の［ロケータ］タブの VMware フォルダ下にグループ化さ

れています。 
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これらの詳細な検索は、特定のリソース プールや ESX ホストなど、仮想エ

ンティティにのみ関連付けられている情報を調査するのために役立ちま

す。 たとえば、特定の ESX ホストの名前を知っている場合、それが管理す

るすべての仮想マシンを検索できます。 仮想マシンのこの一覧を作成す

ると、仮想マシンのグループのステータスを確認するときに役立つ可能性

があります。 または、この一覧を利用し、VMware の管理変更を必要とす

るマシンを決定できます。 管理変更の例としては、別の ESX に仮想マシン

を移動させることや保守モードでそれらを配置することがあります。 
 

注： Virtual Host Manager は DSS (338以下のページで定義参照： ) 対応ではあ

りませんが、これらのあらかじめ設定された検索によって、複数のランド

スケープを選択し、検索パラメータで検索することができます。 
 

ナビゲーション画面の［ロケータ］タブには、Virtual Host Manager 情報の

次の検索が含まれます。 

すべてのクラスタ 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされたク

ラスタをすべて見つけます。 

すべてのデータセンター 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた

データセンターをすべて見つけます。 
 

すべての ESX ホスト 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

ESX ホスト サーバをすべて見つけます。 
 

すべてのリソース プール 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされたリ

ソース プールをすべて見つけます。 
 

すべてのサービス コンソール 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

ESX サービス コンソールをすべて見つけます。 
 

すべての vCenter サーバ 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

VMware vCenter ホスト サーバをすべて見つけます。 
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すべての仮想マシン 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた仮

想マシンをすべて見つけます。 
 

すべての VMware Manager 

vCenter Server AIM を有効にした CA SystemEDGE エージェントをホス

トし、仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングさ

れたサーバをすべて見つけます。 
 

ホスト 

CA Spectrum データベースの ESX ホスト サーバまたは ESX サービス コ

ンソールを見つけます。 結果は、次のいずれかの検索で指定されるコ

ンテナが管理するエンティティのみに制限されます。 

■ クラスタ名別の ESX ホスト 

■ データセンター名別の ESX ホスト 
 

仮想マシン 

CA Spectrum データベースの仮想マシンを見つけます。 結果は、以下

のいずれかの検索で指定されるコンテナが管理する仮想マシンのみに

制限されます。 

■ クラスタ名別 

■ データセンター名別 
 

■ ホスト名別 

■ リソース プール名別 
 

詳細情報： 

VMware 仮想ネットワークの表示 (P. 61) 
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ステータス監視オプション 

CA Spectrum は、仮想ネットワーク リソースの状態を監視するための広範

囲のオプションを提供します。 リソースに使用可能なステータス情報は、

監視している仮想エンティティのタイプによって異なります。 また、設

定可能なステータス オプションはそのタイプに依存します。 たとえば、

いくつかのステータス オプションは読み取り専用ですが、他のステータ

ス オプションでは、しきい値を設定したり、動作を有効にしたり、アラー

ム重大度を選択したりできます。 カスタマイズのオプションおよびレベ

ルにこの範囲を指定することによって、CA Spectrum は仮想ネットワーク

のパフォーマンスを適切に監視する方法を決定できます。 
 

ステータス フィールドは OneClick サブビューに配置されます。 ある仮想

環境のすべてのステータス情報が表形式の vCenter Server モデルで利用で

きます。 また、CA Spectrum に一意のモデルがある各仮想エンティティ タ

イプは、容易に表示するために同じステータス情報のサブセットを提供し

ます。 アラート タイプ、モニタ、しきい値を含む、ステータス関連の設

定はいずれかのサブビューの場所から設定できます。  
 

以下の表は、各仮想エンティティ タイプに使用可能なステータス情報の

タイプの概要について説明します。 ［サブビューの場所］列は、対応す

るステータス フィールドが配置される OneClick の場所を説明します。 た

とえば、CA Spectrum を利用すると、リソース プール モデルの「メモリ」

情報を監視できます。 そのため、対応するステータス フィールドは、

OneClick の［情報］タブの［リソース プール］サブビューと［vCenter］サ

ブビューから使用可能です。 各ステータス情報タイプに使用可能な正確

なステータス オプションを調査するには、OneClick のサブビューを見つけ

ます。 
 

データセンター 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 

全体 データセンターと vCenter 

リソース プール 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

リソース プールと vCenter 
 

CPU 
 

リソース プールと vCenter 

メモリ リソース プールと vCenter 
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仮想マシン 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

パーセント準備完了 

 

仮想マシンと vCenter 

CPU 仮想マシンと vCenter 

メモリ 仮想マシンと vCenter 

ハートビート 仮想マシンと vCenter 

電源 仮想マシンと vCenter 

OS 状態 仮想マシンと vCenter 

接続済み 仮想マシンと vCenter 
 

VMware ツール 

 

仮想マシンと vCenter 

仮想 NIC vCenter のみ 

ESX ホスト 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

CPU 
 

ESX ホストと vCenter 
 

センサ 

■ CPU 

■ メモリ 

■ ファン 

■ 温度 

■ 電圧 

■ 電源 

 

vCenter のみ 

物理 NIC vCenter のみ 
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ESX サービス コンソール 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

メモリ 

 

ESX ホストと vCenter 

データストア 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

空き容量 

 

vCenter のみ 

容量 vCenter のみ 

vCenter 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

vCenter 
 

CPU 
 

vCenter 

メモリ vCenter 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 82) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 96) 

VMware 用 Virtual Host Manager アラーム (P. 93) 
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管理オプションを設定する方法 

仮想ネットワークがモデリングされたら、デバイス モデルを表示および

管理するために Virtual Host Manager オプションを設定できます。 基本設

定は、Virtual Host Manager が仮想デバイスを確実に正しくモデリングし、

ユーザにとって重要な情報のみを監視するのに役立ちます。  

Virtual Host Manager のインストールを設定するには、仮想ネットワークを

検出およびモデリングしてから、以下の手順を実行します。 

■ vCenter Server AIM オプションを設定します (P. 77)。 これらのオプ

ションを利用し、vCenter Server AIM ポーリング間隔やさまざまなト

ラップなど、CA SystemEDGE vCenter Server AIM の設定を選択できます。  

■ しきい値やその他のステータス監視オプションを設定します (P. 82)。 

これらのオプションを利用し、監視する情報と、CA Spectrum が仮想

ネットワークで発生するさまざまなイベントを管理する方法を決定で

きます。 
 

詳細情報： 

VMware Data が Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 66) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 54) 
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vCenter サーバ AIM の設定 

vCenter Server AIM は vCenter と通信し、仮想ネットワークに関する情報を

管理し、収集します。 Virtual Host Manager で、ポーリング、トラップ、お

よびイベントの処理方法を決定するために AIM を設定できます。 AIM 設

定により、必要なリソースの量に対して収集する情報のバランスを取るこ

とができます。 

Virtual Host Manager の vCenter Server AIM を設定するには、次の手順に従

います。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで vCenter サーバを見

つけ、クリックします。 

コンテンツ画面のタブに vCenter サーバに関する詳細が入力されます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 
 

4. ［SystemEDGE アプリケーション Insight モジュール（AIM）］、［VMware 

vCenter］、［設定］サブビューを展開します。 
 



管理オプションを設定する方法 
 

78  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

5. ［設定］をクリックし、必要に応じて以下のフィールドの設定を変更

します。 

ポーリング間隔（秒） 

vCenter Server AIM がポーリングを実行し、vCenter サーバからス

テータスとモデリング情報をキャッシュする時間間隔（秒）を指

定します。 このポーリングは次のステータス、モデリング更新、

その他を取得します。 

■ 仮想マシンの電源オフ ステータス 

■ ESX ホスト切断 

■ 新しいデータ センターが利用可能 

■ 新しい ESX ホスト 

■ 新しい仮想マシン  

デフォルト： 120 

制限： 30 以上の数 

注： 最適な結果のために、この間隔を CA Spectrum ポーリング サイ

クル間隔以内にすることを推奨します。 
 

VC イベント ポーリング（秒） 

vCenter Server AIM がポーリングを実行し、vCenter サーバからイベ

ント情報をキャッシュする時間間隔（秒）を指定します。 このポー

リング間隔は、vCenter イベント キューのポーリングに影響を与え

ます。 

デフォルト： 120 

制限： 120 以上の数 
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VC イベント有効 

vCenter サーバと vCenter Server AIM から収集されたイベントを 

Virtual Host Manager が処理する方法を決めます。 以下のオプショ

ンを使用できます。 

無効 

イベントが収集されないように指定します。  

収集 

イベントは収集されるが、トラップがあるイベントに対してト

ラップが送信されないように指定します。  

収集し、トラップを送信する 

イベントが収集され、トラップが送信されるように指定します。  

デフォルト： 無効 
 

VC イベント監視情報 

vCenter 情報イベントが収集されるかどうかを決定します。 オプ

ションは［有効］と［無効］です。 

デフォルト： 無効 
 

VC イベント監視ユーザ 

vCenter ユーザ イベントが収集されるかどうかを決定します。 オプ

ションは［有効］と［無効］です。 

デフォルト： 無効 
 

VC イベント監視エラー 

vCenter エラー イベントが収集されるかどうかを決定します。 オプ

ションは［有効］と［無効］です。 

デフォルト： 無効 
 

VC イベント監視警告 

vCenter 警告イベントが収集されるかどうかを決定します。 オプ

ションは［有効］と［無効］です。 

デフォルト： 無効 
 



管理オプションを設定する方法 
 

80  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

トラップ有効マスク 

vCenter Server AIM が送信するトラップのクラスを決定します。 こ

のフィールドに入力される値によりクラスが決定されます。 値は

次のとおりです。 

0 

トラップを送信しません。 

1 

検出された vCenter 変更トラップを送信します。 
 

2 

検出された AIM 状態変更トラップを送信します。 
 

3 

検出された vCenter 変更トラップと検出された AIM 状態変更ト

ラップを送信します。 
 

4 

AIM 設定変更トラップのみを送信します。 
 

5 

AIM 設定変更と検出された vCenter 変更トラップを送信します。 
 

6 

AIM 設定変更トラップと検出された AIM 状態変更トラップを

送信します。 

7 

（デフォルト）すべてのトラップを送信します。 
 

デフォルト： 7 

制限： 0-7 
 

ログ レベル 

vCenter Server AIM ログ ファイルに書き込まれる情報のレベルを指

定します。 レベルは累積されます（たとえば、ログ レベル 4 はレ

ベル 0 ～ 4 レベルのメッセージをすべて書き込みます）。 次のロ

グ レベルが使用可能です。 

■ 0： 致命的 

■ 1： 重大 
 



管理オプションを設定する方法 

 

第 3 章： VMware  81  
 

■ 2： 警告 
 

■ 3： 情報 
 

■ 4： デバッグ 
 

■ 5： デバッグ（低） 
 

■ 6： デバッグ（より低い） 

■ 7： デバッグ（最低） 

デフォルト： 2 

注： 4 より大きいデバッグ レベルを指定することは推奨されませ

ん。 

vCenter Server AIM は選択に基づき設定されます。  
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 
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リソース ステータスの設定および監視 

OneClick の仮想リソースのステータスを監視できます。 たとえば、物理メ

モリの合計、使用中の物理メモリ、データ ストアの空き容量のパーセン

トなどを表示できます。 また、アラートの有効化やトラップのしきい値

の設定など、監視オプションを設定できます。 この情報は、仮想ネット

ワーク パフォーマンスを最適化し、アラームをトラブルシュートするの

に役立ちます。 

注： vCenter Server AIM はトラップを設定し、管理します。ただし、OneClick 

サブビューからこれらのしきい値を設定できます。 しきい値または設定

の変更には読み取り/書き込みコミュニティ文字列が必要です。 

［情報］タブで仮想デバイス用のリソース ステータス オプションおよび

情報を表示または設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで仮想デバイスを見つ

けてクリックします。 

デバイスの詳細がコンテンツ画面に表示されます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 

サブビューは、複数表示することができます。 通常、タブの下部のサ

ブビューには、選択されたモデルのリソース割り当ておよび使用率情

報が含まれます。 たとえば、データセンター モデルには、「データセ

ンター情報」という名前のサブビューが表示されます。 このサブ

ビューには、ナビゲーション画面で選択した特定のデータセンター モ

デルの詳細が含まれます。 
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4. 適切なサブビューを展開します。 

選択されたデバイス モデルに使用可能なすべてのリソース ステータ

ス詳細および監視オプションが表示されます。 

注： vCenter モデルは、vCenter サーバが管理するすべての仮想デバイス

に対して、結合した情報を提供します。 ナビゲーション画面で vCenter 

モデルを選択すると、選択された vCenter サーバに関する情報と、そ
のすべてのエンティティに関する結合情報が表示されます。 これらの

エンティティには ESX ホスト、ESX サービス コンソール、仮想マシン、

仮想スイッチ、NIC およびデータ ストアが含まれます。 この情報は、

個別のエンティティ モデルの［情報］タブに表示される情報と同じ

データです。 vCenter モデル内の結合サブビューでは、管理対象のす

べての仮想エンティティに関する概要が簡単に確認できます。  
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 68) 

VMware 用 Virtual Host Manager アラーム (P. 93) 

ステータス監視オプション (P. 73) 
 

 

vCenter Server AIM ポーリングの制御 

Virtual Host Manager パフォーマンスを調整するとき、vCenter サーバ ポー

リング レートを変更したり、vCenter ポーリングを無効にしたりできます。 

デフォルトでは、vCenter Server デバイス モデルのポーリング属性により 

VMware 関連のポーリング動作が制御されます。 または、この VMware 関

連のポーリング動作を単独で変更できます。 vCenter アプリケーション モ

デル、VMWareVCAIMApp により VMware 関連のポーリングが制御されます。 
 

このアプリケーションの次の 2 つの属性値により、具体的に VMware ポー

リング ロジックが制御されます。 

■ PollingStatus 

■ Polling_Interval 
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vCenter サーバと VMWareVCAIMApp アプリケーション モデルの両方にこ

れらの属性が含まれます。 PollingStatus はポーリングを有効または無効に

します。Polling_Interval はポーリング周期を制御します。 それらの値が異

なる場合、VMWareVCAIMApp アプリケーション モデルの属性値が優先さ

れます。  

前述のように、CA Spectrum では、デバイス モデルとアプリケーション モ

デルの値を別々に設定できます。 この機能では、vCenter サーバ デバイス

のポーリングとは関係なく、VMware 関連のポーリングを調整できます。 

両方の属性については、それらの値が同じである場合、vCenter Server デ

バイス モデルの属性を変更すると、対応するアプリケーション モデル属

性も変更されます。 
 

詳細情報： 

vCenter ディスカバリの仕組み (P. 54) 
 

 

vCenter Server のポーリング間隔の設定 

頻度を増加または減少させるように vCenter サーバのポーリング レート

を変更できます。 vCenter アプリケーション モデルで Polling_Interval 属性

を設定し、ポーリング間隔を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに vCenter の［IP アドレス］を入

力し、［OK］をクリックします。 

vCenter サーバのアプリケーション モデルのリストがコンテンツ画面

に表示されます。 
 

4. VMWareVCAIMApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
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5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
 

6. ［CA Spectrum モデリング情報］サブビューをダブルクリックします。 

7. ［ポーリング間隔（秒）］フィールドで［設定］をクリックし、新し

い値を入力します。 

注： 0 の値を入力すると、vCenter サーバ ポーリングが無効になります。 

vCenter サーバ ポーリング間隔設定が設定されます。 
 

vCenter サーバのポーリングの無効化 

vCenter ポーリングを無効にできます。 vCenter ポーリングを無効にするこ

とは Virtual Host Manager を無効にすることと同じです。 vCenter アプリ

ケーション モデルで PollingStatus 属性を設定し、ポーリングを無効にでき

ます。 

アプリケーション モデルの vCenter サーバ ポーリングを無効にするには、

次の手順に従います。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに vCenter サーバの［IP アドレス］

を入力し、［OK］をクリックします。 

vCenter サーバのアプリケーション モデルのリストがコンテンツ画面

に表示されます。 
 

4. VMWareVCAIMApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
 

5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
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6. ［CA Spectrum モデリング情報］サブビューをクリックします。 

7. ［ポーリング］フィールドで［設定］をクリックし、［オフ］を選択

します。 

選択された vCenter サーバに対してポーリングが無効です。 
 

Virtual Host Manager モデルの削除 

通常、モデルは、OneClick からいつでも削除できます。 ただし Virtual Host 

Manager では、ナビゲーション画面内の Virtual Host Manager 階層からモデ

ルを削除する機能が制限されています。 モデルを手動で削除するには、

以下の 2 つのオプションがあります。 

■ Virtual Host Manager の VMware フォルダまたは vCenter サーバ モデル

を削除します 

■ vCenter を使用し、VMware 仮想環境からの仮想エンティティを削除し

ます 
 

Virtual Host Manager では、モデルが自動的に削除されることがあります。 

CA Spectrum が Virtual Host Manager モデルを自動的に削除するのは、次の

ような場合です。 

■ VMware フォルダまたは VMware Manager モデルが削除されます 

VMware Manager モデルまたは VMware フォルダを削除した場合、CA 

Spectrum は関連する子モデルをすべて削除します。 削除される一連の

モデルには、リモート VMware Manager モデルに関連付けられている 

vCenter Server モデルが含まれます。 

■ VMware Manager と vCenter Server モデルが Virtual Host Manager から

削除されます 

VMware Manager と vCenter Server モデルが Virtual Host Manager 管理

から削除された場合、関連する子モデルが削除されます。 
 

■ エンティティが VMware から削除されます 

VMware のデータ センター、リソース プール、クラスタ、ESX ホスト、

仮想マシンを削除すると、CA Spectrum は Virtual Host Manager からそ

れらのモデルとそれらの子モデルも削除します。 
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■ Virtual Host Manager のデータ センターの無効化 

データ センターの管理を無効にした場合、CA Spectrum はそのデータ 

センターに関連付けられている子モデルを削除します。 

■ アップグレードされたモデルが存在します-- 一部の例では、ESX サービ

ス コンソールまたは仮想マシンが、SNMP 機能のない Virtual Host 

Manager に対して最初にモデリングされます。 SNMP 機能が後で VHM 

モデル (336以下のページで定義参照： )に追加されると、前のモデル

は削除され、新しい、SNMP 対応モデルに置き換えられます。 
 

注： デフォルト設定ではモデルが削除されるようになっていますが、モデ

ルを保持するように Virtual Host Manager を設定できます。 この場合、

Virtual Host Manager は、Virtual Host Manager から削除された ESX ホスト、

ESX サービス コンソール、仮想マシン モデルをロスト ファウンド コンテ

ナに置きます。 この設定は、VMware からエンティティを削除した場合、

または Virtual Host Manager のデータ センターを無効にした場合に適用さ

れます。 VMware フォルダを削除した場合、または VMware Manager モデ

ルを削除した場合、この設定は適用されません。 VMware Manager と 

vCenter Server モデルを削除した場合、または VHM モデルをアップグレー

ドした場合も、この設定は適用されません。 
 

詳細情報： 

vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する (P. 44) 

VMware マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 49) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 56) 

SNMP および vCenter ディスカバリの後に作成された重複モデル (P. 325) 
 

 

分散型および選択的管理 

このセクションでは、vCenter サーバで個々のデータ センターを選択的に

管理するための概念と手順について説明します。 このセクションでは、

複数の SpectroSERVER にわたってデータ センターの管理を分散する方法

についても説明します。 
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選択的なデータ センター モデリング 

デフォルトでは、各 vCenter Server モデルは、仮想環境内でそれが管理す

るすべてのデータ センターを監視します。 Virtual Host Manager を利用す

ると、これらのデータ センターのサブセットのみを選択的に監視できま

す。 選択的なモデリングを実行するために、各 vCenter Server モデルを設

定し、それが管理する個別のデータ センターのモデリングを有効または

無効にできます。  
 

この機能には次の利点があります。 

■ 組織は、ラボ環境など、監視を必要としないデータ センターの管理を

無効にできます。 

■ Virtual Host Manager は仮想環境の管理を分散できます。 
 

詳細情報： 

仮想環境の分散管理 (P. 90) 
 

 

選択的にデータセンターを管理する方法 

デフォルトでは、各 vCenter Server モデルは、仮想環境内でそれが管理す

るすべてのデータ センターを監視します。 ただし、データ センターのサ

ブセットを監視するように vCenter サーバ モデルを設定できます。 ラボ環

境など、データ センターが監視を必要としない場合にこの機能は役立ち

ます。 
 

次のプロセスでは、選択したデータ センターのみを監視する vCenter サー

バを設定する方法について説明します。 

1. Virtual Host Manager のデータ センターを自動的にモデリングするた

めの基本設定を選択します (P. 41)。 この設定はステップ 3 でデータ 

センター モデルにデフォルトとして使用されます。 

2. vCenter サーバをモデリングします (P. 52)。 

3. 各 vCenter サーバで、選択したデータ センターの監視を有効にします 

(P. 89)。 vCenter サーバ モデルは、モデリングを有効にしたデータ セ

ンターとその搭載コンポーネントのみをモデリングします。 
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vCenter サーバでモデリングするデータ センターを選択する 

各 vCenter サーバで監視するデータ センターを選択できます。 この機能は、

データ センターに監視が要求されない場合、または仮想環境に分散管理

を設定している場合に役立ちます、  

vCenter サーバでモデリングするデータ センターを選択するには、次の手

順に従います。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで VMware マネージャ 

モデルを探し、クリックします。 

注： CA SystemEDGE エージェントと vCenter アプリケーションが同じ

ホストにインストールされるとき、モデル タイプは「VMware vCenter 

サーバと VMware Manager」です。 

コンテンツ画面のタブには、選択したモデルに関する詳細が入力され

ます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 
 

4. ［VMware マネージャ モデリング コントロール］、［データセンター

の手動モデリング］サブビューを展開します。 

5. ［モデリング有効］列で［設定］をクリックし、リストから［はい］

または［いいえ］を選択します。 

注： ［新規データセンターを自動的にモデリング］フィールドの Virtual 

Host Manager モデルの設定により、この列のデフォルト設定が決まり

ます。 

設定が保存されます。 モデリングが有効な場合、データ センターとその

コンポーネントは Virtual Host Manager でモデリングされます。 モデリン

グが無効な場合、データ センターとそのコンポーネントは Virtual Host 

Manager でモデリングされません。  
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重要：  このオプションが有効から無効に変更された場合、そのすべて

のコンポーネントのデータ センター モデルとモデルが Virtual Host 

Manager から削除されます。 ［vCenter ディスカバリでデバイス モデ

ルの削除を許可］オプションが［いいえ］に設定されると、ESX ホス

ト、ESX サービス コンソール、仮想マシン モデルが削除から免除され

ます。 
 

詳細情報： 

新しいデータ センターの自動モデリングの設定 (P. 41) 

vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する (P. 44) 
 

 

仮想環境の分散管理 

選択的なデータ センター モデリング機能を使用すると、複数の 

SpectroSERVER にわたってデータ センターの管理を分散できます。 地理的

に分散したネットワークまたは大きな仮想環境を持つ大きな組織の場合、

潜在的に次の長所があります。 

■ Virtual Host Manager パフォーマンスの改善 -- 各データ センターをモ

デリングするために必要なリソースは複数の SpectroSERVER に分散さ

せることができます。 理想的には、単一 SpectroSERVER を利用してモ

デリングし、複数のサーバからポーリングするために必要なリソース

を減らすことを推奨します。 ただし、単一 SpectroSERVER が効果的に

仮想環境を管理できない場合、必要なポーリング リソースを追加する

ことになっても分散環境は Virtual Host Manager パフォーマンスを改

善できます。 

■ 組織的な柔軟性 -- 組織的または地理的な境界のために、複数の 

SpectroSERVER にわたってデータ センターの管理を分散する場合があ

ります。 

最初に個別の SpectroSERVER で vCenter サーバをモデリングすることで、

分散管理を実行できます。 各 SpectroSERVER 環境で、各 vCenter サーバに

より管理されるデータ センターを選択的に有効または無効にできます。 
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たとえば、2 つの SpectroSERVER、SS_1 と SS_2 で「cas」 vCenter サーバを

モデリングします。 vCenter ディスカバリの後、Virtual Host Manager は

「cas」が次の 3 つのデータ センターを管理することを発見します。 

■ DCenter-A 

■ DCenter-B 

■ DCenter-C 
 

各 SpectroSERVER で、「cas」のデータ センター モデリングを次のように

設定できます。 

  

データ センター SS_1 の cas SS_2 の cas 

DCenter-A 有効 無効 

DCenter-B 有効 無効 

DCenter-C 無効 有効 

このシナリオで、「cas」のデータ センターの管理は 2 つの SpectroSERVER 

にわたって分散されます。 
 

重要：  分散データ センター管理は拡張性のあるソリューションではあり

ません。 SpectroSERVER でモデリングされたすべての vCenter サーバに対

して、Virtual Host Manager は各ポーリング間隔中にすべてのデータ セン

ター データにポーリングを実行する必要があります。 そのため、データ セ

ンターのモデリングを無効にしても、Virtual Host Manager はデータ セン

ターにポーリングを実行します。 ポーリング実行時の作業の重複を最小

限に抑えるために、同じ vCenter サーバをモデリングする SpectroSERVER 

の数に留意してください。 
 

詳細情報： 

選択的なデータ センター モデリング (P. 88) 
 

 

仮想環境の管理を分散する方法 

Virtual Host Manager パフォーマンスまたは組織を改善するために、選択的

なデータ センター モデリング機能を使用できます。 分散管理により、複

数の SpectroSERVER にわたってデータ センター モデリングが分散されま

す。  
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管理を分散するプロセスは、次のように、いくつかの手順が追加されるだ

けで選択的なデータ センター モデリング プロセスと同じです。 

1. Virtual Host Manager のデータ センターを自動的にモデリングするた

めの基本設定を選択します (P. 41)。 分散データ センター経営環境で

は、VMware に追加された新しいデータ センターを処理する方法を決

定する必要があります。 データ センター管理のために Virtual Host 

Manager を設定するとき、次の 2 つのオプションがあります。 

■ すべての SpectroSERVER の自動データ センター モデリングを無効

にします -- この場合、Virtual Host Manager に監視させる新しい

データ センターをすべて手動でモデリングする必要があります。 

それには手動のモデリングが必要ですが、このオプションを利用

すると、Virtual Host Manager は管理を必要とするデータ センター

のみを監視します。 

■ 1 つの SpectroSERVER の自動データ センター モデリングを有効に

して、他のすべてを無効にします -- このオプションを利用すると、

新しいデータ センターがすべて 1 つの SpectroSERVER でモデリン

グされます。 重要なネットワーク コンポーネントが見逃されるこ

とがないようにこのオプションを推奨します。 データ センター モ

デルが Virtual Host Manager に表示されたら、必要に応じて、手動

で別の SpectroSERVER にそれらの管理を移動させることができま

す。 
 

重要：  複数の SpectroSERVER でデータ センターの自動モデリングを有

効にしないでください。 Virtual Host Manager が複数の SpectroSERVER 

で新しいデータ センターをすべてモデリングすると、結果として作業

が重複し、Virtual Host Manager のパフォーマンスに影響を与えます。 
 

2. vCenter サーバをモデリングします (P. 52)。 そのデータ センターの 1 

つまたは複数を管理する各 SpectroSERVER でこの vCenter サーバを必

ずモデリングします。 
 

3. 各 SpectroSERVER の各 vCenter サーバで、選択したデータ センターの監

視を有効にします (P. 89)。 vCenter サーバ モデルは、モデリングを有

効にしたデータ センターとその搭載コンポーネントのみをモデリン

グします。 

4. 各 SpectroSERVER にトラップを送信するように CA SystemEDGE エー

ジェントを設定します (P. 93)。 データ センターを適切に監視するに

は、vCenter サーバがモデリングされたすべての SpectroSERVER にト

ラップを送信する必要があります。 
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分散データ センター環境のトラップ管理 

データ センターとそれらのコンポーネントを監視するには、各データ セ

ンターが管理される SpectroSERVER に関連トラップが到達する必要があり

ます。 分散データ センター管理シナリオでは、vCenter サーバがモデリン

グされると各 SpectroSERVER にトラップを送信するように CA SystemEDGE 

エージェントを設定します。  
 

正しく設定されると、CA Spectrum はそれらの SpectroSERVER に vCenter 

Server AIM によって生成されたトラップをすべて送信します。 各 

SpectroSERVER はトラップをフィルタし、その SpectroSERVER でモデリング

されていないデータ センターとそれらのコンポーネントに対して生成さ

れるトラップをドロップします。 モデリングされたデータ センター コン

ポーネントに関連するトラップのみがイベントとアラームを生成します。 
 

注： vCenter Server AIM のトラップ設定に関する詳細については、「CA 

Virtual Assurance for Infrastructure Managers 実装ガイド」を参照してくださ

い。 
 

VMWare のアラームと障害分離 

このセクションでは、Virtual Host Manager が使用するトラップと生成され

るアラームについて説明します。 このセクションでは、Virtual Host 

Manager 障害分離が基本的な CA Spectrum 障害分離とどのように異なって

いるかについても説明します。 
 

VMware 用 Virtual Host Manager アラーム 

仮想ネットワーク内の問題を警告するために、CA Spectrum はアラームを

生成します。 アラームは次の 2 つの方法で作成されます。 

■ CA SystemEDGE エージェントから送信されるトラップ 

■ ポーリング 
 

「Powered Down/Suspended」と「Proxy Lost/Unavailable」の 2 つのアラー

ムがポーリングから生成されます。 ただしトラップの中には、仮想デバ

イス上でアラームを生成するものがあります。 CA Spectrum は、CA 

SystemEDGE エージェントから vCenter Server AIM によって送信されるト

ラップをすべてサポートします。 これらのトラップを最適化するために、

各仮想デバイスのしきい値を個別に設定できます。 
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トラップがしきい値に違反し、アラームを生成した場合、CA Spectrum は

トラップで渡された「状態」 varbind の値を使用して、アラーム重大度を

決定します。 同じ CA Spectrum アラームを受信するすべての「状態」 

varbind に次の値が指定されます。 

■ 0： 不明 

■ 1： OK 
 

■ 2： 警告 

■ 3： 重大 
 

次のように、CA Spectrum は CA Spectrum アラーム重大度にこれらの 

vCenter 状態をマップします。 

  

vCenter 状態 CA Spectrum アラーム重大度 
 

0： 不明 

 

クリア 

1： OK クリア 
 

2： 警告 

 

マイナー（黄色） 

3： 重大 メジャー（オレンジ色） 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 82) 

ステータス監視オプション (P. 73) 

vCenter から削除されたデバイスのデバイス モデルを管理する (P. 44) 

VMware マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 49) 
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CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 

CA Spectrum は、vCenter Server AIM によって送信されるトラップをすべて

サポートします。 これらのトラップは最初に vCenter CA SystemEDGE モデ

ルに送信されます。 トラップの送信先が vCenter モデルではない場合、CA 

Spectrum は正しい仮想モデルにトラップを転送します。  

注： トラップに関連する特定のイベント コードについては、イベント設定

アプリケーションを使用し、「0x056e」をフィルタします。または、MIB 

ツールを起動し、「EMPIRE-CAVMVCA-MIB」MIB の［トラップ サポート］

テーブルのトラップを表示できます。 イベント設定アプリケーションの

使用に関する詳細については、「Event Configuration User Guide」を参照し

てください。 MIB ツールの使用に関する詳細については、「IT インフラス

トラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

CA Spectrum は、以下のプロセスを使用して、トラップの転送先を決定し

ます。 

1. CA Spectrum がトラップを受信するとき、既知の varbind 場所にエン

ティティ タイプの UID をマップします。 

注： Host Sensor トラップについては、CA Spectrum は UID ではなく、仮

想エンティティ名を使用します。 複数のホストの vCenter 名が同じ場

合、CA Spectrum は最初のエントリにマップします。 

2. CA Spectrum はこの UID を使って、特定の UID に関連付けられている 

CA Spectrum モデルを検索し、特定します。 すべてのトラップのエン

ティティ タイプが事前に決定されます。 検索の結果に応じて、CA 

Spectrum は次のようにトラップを転送します。 

■ 指定された UID で特定のタイプの CA Spectrum モデルを検索する

場合、CA Spectrum はイベントおよび対応するアラームを送信先モ

デルに転送します。  

■ 指定の UID の CA Spectrum モデルが見つからない場合、CA Spectrum 

は vCenter モデルで新しい汎用イベント（0x56e109f）を生成します。 

この新しいイベントには次の詳細が含まれます。 

– トラップ詳細 

– 検索されたエンティティ タイプ 

– モデルに関する情報の検索試行からの追加の情報 
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注： vCenter の仮想ネットワーク エンティティを変更した直後にト

ラップが送信されたとき、CA Spectrum は多くの場合、関連するモ

デルを見つけられません。 vCenter ディスカバリは CA Spectrum で

対応するモデルを特定しておらず、作成していません。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 96) 
 

 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ 

vCenter Server AIM によって生成されるトラップはすべて CA Spectrum で

サポートされています。 トラップは最初に vCenter モデルに送信されます。 

その後、トラップのタイプによっては、対応する仮想エンティティ タイ

プ（つまり、「宛先」エンティティ）に転送されます。 これらのトラッ

プを使用すると、仮想ネットワークのパフォーマンスの監視、結果的に生

成されるアラームの解決、またはイベントのトリガが可能です。 
 

注： vCenter Server AIM によって生成されるトラップに関する詳細につい

ては、「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 管理ガイド」および

「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してく

ださい。 
 

以下の表では、特定の送信先エンティティ タイプのトラップをリスト表

示し、トラップがアラームを生成するかどうかを示します。 

クラスタ トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimClusterHADRSChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165253 
 

いいえ 
 

vmvcAimClusterRenamedTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165254 
 

いいえ 

vmvcAimClusterDRSConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165255 いいえ 
 

データ センター トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimDCRenamedTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165248 
 

いいえ 

vmvcAimDCConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165249 いいえ 
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ESX ホスト トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimHostCpuStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165208 
 

はい 

vmvcAimHostTotalCpuStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165209 はい 

vmvcAimHostTotalMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165210 はい 

vmvcAimHostConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165212 いいえ 

vmvcAimHostTotalVMCpuStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165213 はい 

vmvcAimHostThresholdChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165215 いいえ 

vmvcAimHostVMotionTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165218 いいえ 

vmvcAimHostConnectionStateTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165219 いいえ** 

vmvcAimHostTotalVMMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165220 はい 

vmvcAimPNICStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165241 はい 

vmvcAimPNICAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165242 いいえ 

vmvcAimPNICRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165243 いいえ 

vmvcAimPNICConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165244 いいえ 

vmvcAimHostDiskAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165291 いいえ 

vmvcAimHostDiskRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165292 いいえ 

vmvcAimCPUSensorStateChangeTrap* 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165281 はい 

vmvcAimMemSensorStateChangeTrap* 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165282 はい 

vmvcAimFanSensorStateChangeTrap* 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165283 はい 

vmvcAimVoltageSensorStateChangeTrap* 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165284 はい 
 

vmvcAimTempSensorStateChangeTrap* 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165285 
 

はい 

vmvcAimPowerSensorStateChangeTrap* 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165286 はい 
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*vCenter ESX ホスト名を利用して CA Spectrum で ESX ホスト モデルの位置を確認します。 2 つの 

ESX ホスト モデルが同じ名前で存在場合、CA Spectrum は名前に一致する最初のモデルでアラー

ムを生成します。 

**これらのトラップはアラームを生成しません。CA Spectrum vCenter ポーリング インテリジェ

ンスが次の vCenter ポーリング サイクルでこれらのアラームを検出し、生成するためです。 

 
 

ESX サービス コンソール トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimHostMemStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165211 
 

はい 

vmvcAimHostMemOtherStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165214 はい 

注： これらのトラップを生成するしきい値は、ESX ホスト モデルの［ホスト情報］サブビューを

使用して設定されます。 

 
 

リソース プール トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimResourcePoolCpuStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165258 
 

はい 

vmvcAimResourcePoolConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165259 いいえ 

vmvcAimResourcePoolRenamedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165260 いいえ 
 

vmvcAimResourcePoolMemStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165264 
 

はい 

vmvcAimResourcePoolHealthStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165265 はい 
 

vCenter サーバ トラップ 

CA Spectrum は、CA SystemEDGE 展開シナリオ (P. 33)によっては、VMware Manager と vCenter 

Server モデルで、または vCenter Server モデルのみで vCenter Server トラップをアサートします。 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimServerStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165201 
 

はい 

vmvcAimVCCPUStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165203 はい 

vmvcAimVCMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165206 はい 

vmvcAimHostAddedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165216 いいえ 
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トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 

vmvcAimHostRemovedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165217 いいえ 

vmvcAimVMAddedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165222 いいえ 

vmvcAimVMRemovedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165223 いいえ 

vmvcAimVMMigratedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165230 いいえ 

vmvcAimDCAddedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165246 いいえ 

vmvcAimDCRemovedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165247 いいえ 

vmvcAimClusterAddedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165251 いいえ 

vmvcAimClusterRemovedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165252 いいえ 

vmvcAimResourcePoolAddedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165256 いいえ 

vmvcAimResourcePoolRemovedTrap*** 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165257 いいえ 

vmvcAimTemplateAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165261 いいえ 

vmvcAimTemplateRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165262 いいえ 

vmvcAimTemplateRenamedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165263 いいえ 

vmvcAimCustomizationSpecAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165266 いいえ 

vmvcAimCustomizationSpecRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165267 いいえ 

vmvcAimDatastoreAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165271 いいえ 

vmvcAimDatastoreRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165272 いいえ 

vmvcAimDatastoreAccessibleStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165273 はい 

vmvcAimDatastoreConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165274 いいえ 

vmvcAimDatastoreRenamedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165275 いいえ 

vmvcAimDatastoreFreeSpaceStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165276 はい 

vmvcAimDCFolderAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165277 いいえ 

vmvcAimDCFolderRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165278 いいえ 

vmvcAimDCFolderConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165279 いいえ 

vmvcAimSnapshotAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165287 いいえ 

vmvcAimSnapshotRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165288 いいえ 
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トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 

vmvcAimSnapshotCurrentUpdateTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165289 いいえ 
 

vmvcAimSCSIControllerAddedTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165296 
 

いいえ 
 

vmvcAimSCSIControllerRemovedTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165297 
 

いいえ 

***これらのイベントは vCenter サーバで生成されます。vCenter ディスカバリが、検出されるか、

CA Spectrum 管理から削除される各エンティティで同様のイベントを生成するためです。 

 
 

VMware Manager トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimServerReadyTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165200 
 

いいえ 

vmvcAimVCConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165202 いいえ 
 

vmvcAimVCThresholdChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165204 
 

いいえ 

vmvcAimVCEventReceivedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165205 いいえ 
 

仮想マシン トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

vmvcAimVMCpuStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165221 
 

はい 

vmvcAimVMConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165224 いいえ 

vmvcAimVMThresholdChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165225 いいえ 

vmvcAimVMPercentReadyTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165226 はい 

vmvcAimVMRenamedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165227 いいえ 

vmvcAimVMBehaviourChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165228 いいえ 

vmvcAimVMConnectionStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165229 いいえ** 

vmvcAimVMNICStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165231 はい 

vmvcAimVMNICAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165232 いいえ 

vmvcAimVMNICRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165233 いいえ 

vmvcAimVMNICConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165234 いいえ 
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トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 

vmvcAimVMVDiskStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165236 はい 

vmvcAimVMVDiskAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165237 いいえ 

vmvcAimVMVDiskRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165238 いいえ 

vmvcAimVMVDiskConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165239 いいえ 

vmvcAimVMMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165268 はい 
 

vmvcAimVMPowerStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165269 
 

いいえ** 
 

vmvcAimVMHBStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165270 
 

いいえ 

**これらのトラップはアラームを生成しません。CA Spectrum vCenter ポーリング インテリジェ

ンスが次の vCenter ポーリング サイクルでこれらのアラームを検出し、生成するためです。 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 76) 

VMware Data が Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 66) 

CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 (P. 95) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 82) 

ステータス監視オプション (P. 73) 
 

 

仮想ネットワークの障害管理 

障害分離の目的は、ネットワークの問題の根本原因を絞り込むことです。 

根本原因を見つけると、トラブルシューティングを実行して、迅速にその

問題を修正したり、自動スクリプトを使って問題をプログラム的に修正し

たりすることができます。 単一のデバイスに関する問題がネットワーク

内の複数のデバイスにイベントを生成させる可能性があるため、どのデバ

イスがアラームの根本原因かを決定することは難しい可能性があります。  
 

たとえば、ESX ホストとの接続が失われると、ESX が管理する仮想マシン

との接続も失うことがあります。 そのため、ESX デバイス モデルとすべて

の影響を受けた仮想マシンがアラームを生成します。 Virtual Host Manager 

は単一の根本原因を識別するため、障害分離テクニックを使用して、これ

らのアラームを相互に関連付けます。 
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仮想ネットワークは CA Spectrum に代替管理という視点を提供するため、

仮想ネットワークを独自に管理することができます。 CA Spectrum は、仮

想デバイスとの直接の接続、または仮想ネットワーク管理アプリケーショ

ン、VMware vCenter を介して情報を収集できます。 この代替管理視点は 2 

つの方法で標準 CA Spectrum 障害管理を強化します。 

■ 強化された接続切断アラーム -- デバイスに関する情報源が 2 つあると

いうことは、Virtual Host Manager が原因を特定し、より簡単にイベン

トを単一の根本原因に相互に関連付けられることを意味します。 

■ プロキシ障害アラーム --プロキシ管理は、プライマリ マネージャの代

わりの、または追加の代替管理ソースを使用して、ネットワーク デバ

イスを管理する行為です。 たとえば、CA Spectrum は、直接接続する

か、仮想技術アプリケーションのデバイスとの接続を介して、仮想ネッ

トワーク デバイスを管理できます。vCenter が仮想ネットワーク デバ

イスとの接続を失ったとき、Virtual Host Manager はデバイスごとに「プ

ロキシ管理ロス」アラームを生成します。 これらは、デバイスの状態

または直接（SNMP）管理の状態ではなく、プロキシによるデバイスの

管理が影響を受けていることを警告するという点で独特のアラームで

す。 
 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み 

デバイスに関するネットワークの問題をトラブルシュートできるように、

CA Spectrum は障害分離を使用し、アラームの根本原因を絞り込みます。 仮

想ネットワークの場合、Virtual Host Manager はデバイスとの直接の接続か

ら提供される情報と vCenter Server AIM 経由で vCenter により提供される

情報を利用します。 多くの場合、標準 CA Spectrum 障害管理は根本原因を

正確に特定することができます。 ただし、特殊な状況では、仮想ネット

ワークの問題を分離する方法は、標準的な方法の範囲を越えます。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用する障害分離のタ

イプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイスが生成

するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオは、2 つの固

有の障害管理状況、および CA Spectrum が仮想ネットワークでネットワー

クのエラーを分離する方法について説明します。 
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シナリオ 1： 仮想マシンの電源が落とされるか、一時停止されます 

仮想環境では、仮想管理アプリケーションは CA Spectrum が標準的なデバ

イス監視を介して検出するよりも詳しい詳細を提供できます。 たとえば、

管理アプリケーションは、仮想マシンが次のいずれかのモードに入るタイ

ミングを認識します。 

■ 電源が落とされる 

■ 一時停止 

仮想マシンがこれらのモードの 1 つに入っているとき、CA Spectrum が仮

想マシンとの接続を失うが、ESX ホストのプロキシ管理 (338以下のページ

で定義参照： )が遮断されていない場合、CA Spectrum は次のように根本原

因を決定します。 

1. CA Spectrum は仮想マシンとの接続を失うときに接続切断アラームを

生成します。 

2. その次のポーリング サイクル中に、vCenter サーバ モデルは vCenter 

Server AIM にポーリングを実行し、仮想マシンに関する情報を集めま

す。 vCenter が仮想マシンを管理するため、vCenter は、仮想マシンに

よって生成されたアラームの考えられる原因の一意のビューを提供で

きます。  
 

3. 仮想マシンの電源が落とされたか、仮想マシンが一時停止したことを 

vCenter が検出した場合、vCenter は適切なアラームを生成します。 

注： 仮想マシンの電源が入った後の最初の vCenter ポーリング サイク

ルで「Powered Down」と「Suspended」のアラームが消去されます。 

4. Virtual Host Manager はこれらの「Powered Down」と「Suspended」の

アラームを CA Spectrum によって作成された対応する接続切断アラー

ムに相互に関連付けます。 Virtual Host Manager は接続切断アラームを

「Powered Down」または「Suspended」のアラームの兆候として表示

します。 
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シナリオ 2： ESX ホストがダウンしています 

CA Spectrum がモデリングされた ESX サービス コンソールとそのホストで

実行されているすべての仮想マシンとの接続を失った場合、CA Spectrum 

はアップストリームのルータとスイッチのステータスを確認します。 こ

れらのステータスに応じて、CA Spectrum は以下のように根本原因を特定

します。 

■ 1 つまたは複数の仮想マシンまたは ESX サービス コンソールのすべて

のアップストリーム デバイスが使用不可能です -- 標準 CA Spectrum 障

害分離テクニックは次のように根本原因を判断します。 

– Device Stopped Responding to Polls アラーム -- 仮想マシンまたは 

ESX サービス コンソールの少なくとも 1 つのアップストリーム接

続デバイスが起動しているときに ESX ホストで生成されます。 

– Gateway Unreachable アラーム -- すべてのアップストリーム接続デ

バイスがダウンしているときに ESX ホストで生成されます。 

■ すべての仮想マシンと ESX ホストに接続されている ESX サービス コン

ソール モデルに対して少なくとも 1 つのアップストリーム デバイス

が使用可能です -- CA Spectrum は、ESX ホストが根本原因であり、次の

ように応答するものと推論します。 

a. ESX サービス コンソール モデルと、ESX サービス コンソール モデ

ルまたは仮想マシン モデルに直接接続されているすべての仮想マ

シン、ポート、FanOut が標準の障害分離アラームを生成します。  

b. Virtual Host Manager は、ESX ホスト モデルに対して「物理ホスト ダ

ウン」アラームを作成します。 
 

c. 影響を受けるデバイス（仮想マシン、ESX サービス コンソール、ポー

ト、FanOut など）に作成された障害分離関連のアラームはすべて

物理ホスト ダウン アラームに相互に関連付けられ、物理ホスト ダ

ウン アラームの兆候になります。 これらの兆候アラームは、物理

ホスト ダウン アラームの［影響度］タブの［兆候］テーブルに表

示されます。 
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注： 各 ESX ホスト モデルに対して、Virtual Host Manager は「仮想障

害ドメイン」を作成します。このドメインには ESX ホスト、ESX サー

ビス コンソール、仮想マシンに加え、ESX サービス コンソール モ

デルまたは仮想マシンに直接接続されているすべてのポートと 

FanOut が含まれます。 ESX ホストが［物理ホスト ダウン］アラー

ムを生成した場合、ドメイン内の標準の障害分離アラームがすべ

てそれに関連付けられます。 兆候としてこれらのアラームが相互

に関連付けられたことは、ESX ホストの［物理ホスト ダウン］アラー

ムが根本原因であることを示します。  
 

d. 影響を受けるデバイスはすべて、物理ホスト ダウン アラームの

［影響度］タブの［管理ロスの影響度］テーブルに一覧表示され

ます。  
 

注： 表示されていないデバイスは［兆候］テーブルに対応するア

ラームを持っていません。そのため、次の例では、影響を受けた

デバイスが 6 つであるのに対し、アラームは 2 つだけになっていま

す。 
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e. 1 つまたは複数の仮想マシンまたは ESX サービス コンソールの

アップストリーム デバイスがすべてダウンした場合、CA Spectrum 

は、障害の原因が ESX ホストにあると確実に主張できません。 そ

のため、CA Spectrum は、物理ホスト ダウン アラームをクリアし、

標準の CA Spectrum 障害分離技術を適用します。 
 

詳細情報： 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み (P. 106) 

ESX 停止によって影響を受けた仮想マシンの決定 (P. 109) 
 

 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み 

仮想ネットワークの作成に使用される VMware vCenter アプリケーション

は、CA Spectrum に個別の管理機会を提供します。 CA Spectrum は標準的な

方法を利用して仮想デバイスに直接接続できるだけでなく、vCenter から

仮想デバイス情報を同時に収集できます。 この意味で、vCenter は「プロ

キシ（代理）」であり、このプロキシから CA Spectrum は仮想デバイス情

報を収集します。 CA Spectrum はデバイスとの直接の接続を失うと、アラー

ムを生成します。 同様に、vCenter が仮想デバイスとの接続を失うか、

Virtual Host Manager が vCenter アプリケーションとの接続を失った場合、

Virtual Host Manager はアラーム（プロキシ管理ロス (338以下のページで定

義参照： ) アラーム）を生成します。 
 

これを受けて、CA Spectrum は、プロキシ管理障害の原因を特定しようと

します。 プロキシ障害分離は、標準的な CA Spectrum 障害分離に似ていま

すが、これらのアラートにより、仮想デバイスのプロキシ管理が影響を受

けているということが警告される点が異なっています。 プロキシ管理の

障害分離は、仮想デバイスが稼働中かダウンしているかを通知することは

できません。 ただし、デバイスに関する重要な仮想情報が失われる可能

性があるため、プロキシを介した接続がいつ切断されたかを知ることが重

要です。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用するプロキシ障害

分離のタイプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイ

スが生成するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオで

は、2 つの固有のプロキシ障害管理状況、および Virtual Host Manager が仮

想ネットワークにおけるネットワークのエラーをどのように分離するか

を説明します。 
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シナリオ 1： vCenter と ESX の間の接続が失われた 

vCenter が管理している ESX ホストのいずれかとの接続を失った場合、そ

の ESX に関する vCenter データとホストされているすべての仮想デバイス

が失われます。 問題を分離するには、Virtual Host Manager は以下のように

根本原因を特定します。 

1. 「プロキシの管理ロス」アラームが ESX ホスト、ESX サービス コンソー

ル、ホストされているすべての仮想マシン、その ESX で定義されてい

るリソース プールが生成されます。 

2. 仮想マシン アラームが ESX の「プロキシの管理ロス」アラームに相互

に関連付けられ、ESX アラームの兆候となります。 兆候としてこれら

のアラームが相互に関連付けられたことは、ESX アラームが根本原因

であることを示します。 

3. CA Spectrum が ESX ホストとの接続を失い、物理ホスト ダウン アラー

ムも生成された場合、ESX に生成されたプロキシの管理ロス アラーム

は物理ホスト ダウン アラームに相互に関連付けられます。 この場合、

プロキシの管理ロス アラームは物理ホスト ダウン アラームの兆候に

なります。 兆候としてこのアラームが相互に関連付けられたことは、

ESX ホストの物理ホスト ダウン アラームが根本原因であることを示

します。 
 

シナリオ 2： CA Spectrum と vCenter の間の接続が失われた 

CA Spectrum が vCenter モデルとの接続を失った場合、CA Spectrum はその 

vCenter サーバによって管理されているすべての仮想モデルに関する 

vCenter データを失います。 問題を分離するには、Virtual Host Manager は

以下のように根本原因を特定します。 

1. CA Spectrum は、仮想マシン、ESX ホスト、ESX サービス コンソール、

データセンター、リソース プール、クラスタを含め、その vCenter サー

バによって管理されているすべての仮想モデルに対して「プロキシの

管理ロス」アラームを生成します。 CA Spectrum はまた、vCenter サー

バ モデルで個別の「プロキシ使用不可」アラームを生成します。 

2. 仮想マシン アラームはそれらの対応する ESX モデル アラームに相互

に関連付けられます。 
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3. ESX、データセンター、リソース プール、クラスタ アラームは vCenter 

モデルのプロキシ使用不可アラームに相互に関連付けられます。 

4. vCenter アラームは、次の状況で作成されたアラームなど、標準 CA 

Spectrum 障害管理によって生成された別のアラームに相互に関連付

けられます。 

■ vCenter の管理ロス（すなわち、vCenter サーバの SystemEDGE エー

ジェントで発生した問題） 

■ マシン接続が失われた 

■ vCenter が保守モードである 
 

詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 102) 
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ESX 停止によって影響を受けた仮想マシンの決定 

ESX との接続が中断されたか、ESX が落ちたとき、ESX によってホストされ

ているすべての仮想マシンが影響を受けます。 vCenter が ESX と通信して

使用状況情報を取得できないので、その ESX でホストされているクリティ

カルな仮想マシンのアラームを受信しない可能性があります。 クリティ

カルな仮想マシンが影響を受けているかどうかを調べるには、アラームの

［影響度］タブにある影響を受けた仮想マシンの一覧を参照します。 次

のビューがあります。 

■ ［兆候］ビュー -- 影響を受けた仮想マシンが生成するすべての兆候ア

ラームを表示します 

■ ［管理ロスの影響度］ビュー -- アラームによって影響を受ける仮想マ

シンを一覧表示します 
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詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 102) 
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第 4 章： Solaris Zone 
 

このセクションは Solaris Zone 仮想化技術ユーザ向けであり、Virtual Host 

Manager を使用して Solaris Zone で作成された仮想エンティティを管理す

る方法について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Virtual Host Manager と Solaris Zone の連動の仕組み (P. 111) 

Solaris Zones 向けに作成されたモデル (P. 114) 

Solaris Zone の概要 (P. 115) 

Solaris Zone 仮想環境の表示 (P. 141) 

Solaris Zone のアラームと障害分離 (P. 154) 
 

Virtual Host Manager と Solaris Zone の連動の仕組み 

Virtual Host Manager は、物理ネットワーク エンティティで仮想ネットワー

ク エンティティをシームレスに監視します。 ネットワークのすべてが表

示されるので、両方のタイプのエンティティのネットワーキング問題のト

ラブルシューティングに役立ちます。 仮想ネットワーク エンティティは

物理コンポーネントのように動作しますが、これらのエンティティを監視

するプロセスは一般的な CA Spectrum 監視プロセスとは異なります。 この

プロセスの動作の仕組みを理解すると、仮想ネットワークに関連するネッ

トワーキング問題を見つけ、解決するのに役立ちます。 
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Virtual Host Manager の Solaris Zone マネージャは、有効な Solaris Zones AIM 

を持つ CA SystemEDGE エージェントです。 Solaris Zone マネージャは、設

定されたすべての Solaris Zone についてレポートします。 Virtual Host 

Manager は、Solaris Zone 仮想環境に関する詳細を収集するため、Solaris 

Zone マネージャと通信します。 以下の図は、Solaris Zone マネージャ を使

用して CA Spectrum が Solaris Zones 仮想環境に関する情報をどのように収

集するか示します。 
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図のように、Solaris Zones 仮想環境に関する情報を収集するプロセスは次

のとおりです。 

1. 各 Solaris Zone ホストの Solaris グローバル ゾーンは、それに含まれる

各 Solaris Zone （すなわち、非グローバル ゾーン）と通信します。 

2. Solaris Zone Manager は SSH を使用して各 Solaris グローバル ゾーンと

通信し、仮想環境に関する詳細を収集します。 

3. CA Spectrum は定期的に Solaris Zone マネージャと通信し、この情報を

取得します。 Solaris Zone マネージャには CA SystemEDGE エージェント

がインストールされ、Solaris Zones AIM が有効になっています。 CA 

Spectrum は SNMP を使用して CA SystemEDGE エージェントと通信し、

その情報を使用して CA Spectrum の仮想環境をモデリングおよび監視

します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

仮想トポロジの理解 (P. 142) 

Solaris Zone データが Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 146) 
 

 



Solaris Zones 向けに作成されたモデル 
 

114  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

Solaris Zones 向けに作成されたモデル 

Virtual Host Manager は、Solaris Zones 仮想技術ネットワークのコンポーネ

ントを表すために複数のモデルを提供します。 以下の基本モデルを理解

していると、ユーザがディスカバリ、および仮想環境が物理環境とどのよ

うにインターフェースで接続するかをより良く理解するのに役立ちます。 

■ Solaris Zone マネージャ 

各 Solaris Zone マネージャは、Solaris Zones AIM がロードされた CA 

SystemEDGE エージェントを含むサーバを表します。   

■ Solaris Zone ホスト 

Solaris Zone ホストは、Virtual Host Manager によって管理される Solaris 

ホストの物理ハードウェアを表します。 これらのモデルは、ユニバー

ス トポロジ内のコンテナ モデルとして役立ちます。これにより、個別

のビューに仮想エンティティを分類できるようになり、また、仮想環

境がどのように物理ネットワークをインターフェースで接続するかを

表示します。 ステータス情報のために Solaris Zone ホストと直接通信

することはできません。 代わりに、これらのモデルのステータスは、

それに含まれるアイテムのステータスから推定されます。 
 

■ Solaris グローバル ゾーン 

Solaris グローバル ゾーンは、ホストされた Solaris Zone インスタンスを

設定するために、Solaris Zone が使用する Solaris Zone ホストで実行され

ている管理オペレーティング システムです。 Solaris グローバル ゾーン 

モデルは、Solaris Zone 仮想環境に関する情報を収集する手段を Virtual 

Host Manager に提供します。 

■ Solaris Zone 

Solaris Zone は、Solaris Zone ホストで実行される Virtual Host Manager が

管理する非グローバル ゾーン インスタンスです。 
 

詳細情報： 

Solaris Zone 仮想環境の表示 (P. 141) 
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Solaris Zone の概要 

このセクションでは、Virtual Host Manager の設定およびモデリング プロセ

スについて説明します。 通常、これらのタスクは、管理者がインストー

ルするごとに 1 回だけ実行されます。 
 

ディスカバリ オプションを設定する方法 

Virtual Host Manager がインストールされた後、Solaris Zone ディスカバリに 

Virtual Host Manager を設定できます。 基本設定は、Virtual Host Manager が

仮想デバイスを確実に正しくモデリングするために役立ちます。  

Solaris Zone ディスカバリに Virtual Host Manager のインストールを設定す

るには、次のオプションから基本設定を選択します。 

■ 新規 Solaris Zone の保守モード (P. 116) -- 新しく発見された Solaris 

Zone インスタンスの中で、CA Spectrum で管理する準備ができるまで

保守モードに入れるインスタンスを決定できます。 

■ Solaris Zone ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可 (P. 117) -- 

Virtual Host Manager が管理しなくなったときの CA Spectrum による 

Solaris Zone 仮想化技術モデルの処理方法を制御します。 
 

■ 既存モデルの検索 (P. 118) -- Solaris Zone ディスカバリ中に Virtual Host 

Manager が検索するセキュア ドメインを決定します。 
 

■ SNMP 対応デバイスの検出 (P. 120) -- Solaris Zone ディスカバリ中に 

SNMP 対応のデバイスをモデリングする方法を制御します。 デフォル

トで、新しいモデルは最初は VHM モデルとしてのみ作成されます。 た

だし、このオプションではデフォルトを上書きし、必要な条件を満た

すデバイスに対して、すぐに SNMP モデルを作成できます。 

■ Solaris Zone マネージャの削除中に SNMP が有効な Solaris Zone を保持 

(P. 121) -- Solaris Zone マネージャ モデルが削除されると、SNMP 対応 

Solaris Zone モデルを CA Spectrum が処理する方法を制御します。  
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新しい Solaris Zone インスタンスの保守モードの設定 

Virtual Host Manager は、Solaris Zone の仮想環境で Solaris Zone インスタン

スを自動的にモデリングします。 CA Spectrum は、検出されたすべてのモ

デルを管理しようとします。 ただし、最初にモデリングされるとき、一

部の新しい Solaris Zone には CA Spectrum 管理に対応する準備ができてい

ません。 たとえば、実行していない Solaris Zone により CA Spectrum が［接

続切断］アラームを生成することがあります。 新しい Solaris Zone モデル

で不必要なアラームを防ぐために、すぐに保守モードに入れる新しいモデ

ルを決定できます。 後で、これらのデバイスを管理する CA Spectrum の準

備ができた場合、手動で保守モードを無効にできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Solaris Zone］、［Solaris Zone ディスカバリ］サブビュー

の順に展開します。 
 

4. ［新規 Solaris Zone の保守モード］フィールドで［設定］をクリックし、

次のいずれかのオプションを選択します。 

実行中でない Solaris Zone を保守モードにする 

（デフォルト）最初の Solaris Zone ディスカバリで、実行中でない 

Solaris Zone モデルに対してのみ保守モードを適用します。 

すべての Solaris Zone を保守モードにする 

最初の Solaris Zone ディスカバリで、すべての新しい Solaris Zone モ

デルに保守モードを適用します。 

設定が保存され、Virtual Host Manager によって作成された新しい 

Solaris Zone インスタンスが選択に基づき保守モードに入ります。 
 

詳細情報： 

ステータス監視オプション (P. 151) 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 115) 
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Solaris から削除されたデバイスのデバイス モデルの管理 

デバイスおよびそれらの関係は、仮想環境で頻繁に変更されます。 CA 

Spectrum の仮想環境に関するデータを正確かつ適時に管理することは困

難です。 たとえば、Solaris Zone ホストまたは Solaris Zone インスタンスが

削除されたとき、CA Spectrum はナビゲーション画面で Virtual Host 

Manager から対応するデバイス モデルを削除します。 しかしながら、CA 

Spectrum はモデルを保持するべきでしょうか。削除するべきでしょうか。 

モデル削除を制御する設定を選択できます。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 後でモデルが Solaris Zone 環境で再作成される可能性が

ある場合、このオプションを無効にできます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Solaris Zone］、［Solaris Zone ディスカバリ］サブビュー

の順に展開します。 
 

4. ［Solaris Zone ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］フィール

ドで［設定］をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します。 

はい 

（デフォルト） Solaris Zone 環境によって管理されなくなったエン

ティティに対応する Virtual Host Manager モデルを削除します。 

いいえ 

対応するエンティティが Solaris Zone 環境で管理されなくなった場

合、Virtual Host Manager モデルをロスト ファウンド コンテナに置

きます。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

設定が保存され、デバイスが Solaris Zone 環境から削除された後にデバ

イス モデルが適宜処理されます。 
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詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 115) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 140) 

Solaris Zone マネージャ削除後の SNMP 対応 Solaris Zone モデルの管理 (P. 
121) 

Solaris Zones の Virtual Host Manager アラーム (P. 155) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 158) 

Solaris Zone インスタンスを新しい Solaris Zone ホストに移動 (P. 132) 

Solaris Zone モデルで生成された Duplicate MAC、Different IP Address アラー

ム (P. 327) 
 

 

セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 

新しいモデルを作成するのではなく、Solaris Zone ディスカバリは 

SpectroSERVER にモデルを配置しようとします。 Secure Domain Manager を

展開した環境では、Solaris Zone ディスカバリは、ユーザの Solaris Zone マ

ネージャと同じセキュア ドメイン内でモデルを検索します。 このドメイ

ンは「ローカル」ドメインです。 ただし、一部の仮想環境デバイスは、

別のセキュアドメイン内に存在していることがあります。 この場合、既

存のモデルが存在しないか、セキュア ドメインをすべて検索するように、

Solaris Zone ディスカバリを設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Solaris Zone］、［Solaris Zone ディスカバリ］サブビュー

の順に展開します。 
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4. ［既存モデルの検索］フィールドで［設定］をクリックします。  

5. 以下のオプションから選択します。 

ゾーン マネージャのセキュア ドメイン 

（デフォルト）Solaris Zone マネージャ サーバと同じセキュア ドメ

イン内で既存のモデルを検索します。 

すべてのセキュア ドメイン 

SpectroSERVER が管理するすべてのセキュア ドメイン内で既存モ

デルを検索します。 このオプションは、以下の状況でのみ選択し

ます。 

■ すべてのデバイスに一意の IP アドレスが設定されている。 

■ セキュア ドメインがセキュリティ目的、またはネットワーク 

トラフィックと分離するために使用される場合。 

注： NAT 環境でこのオプションを選択しないでください。 
 

設定が保存されます。 Solaris Zone ディスカバリは、選択内容と一致す

る既存モデルを CA Spectrum 内で検索します。 重複しているモデル（す

なわち同じ IP アドレスを共有しているモデル）が複数のセキュア ドメ

インに存在する場合、Virtual Host Manager は以下を実行します。 

■ 可能な場合は、ローカル セキュア ドメイン内のモデルを選択しま

す。 

■ 重複するモデルがローカル ドメイン内に存在しない場合、Virtual 

Host Manager は別のセキュア ドメインのモデルをランダムに選択

します。 

■ いずれの場合でも、Virtual Host Manager は、Solaris Zone マネージャ 

モデル上の重複した IP アドレスに対して、マイナー アラームを生

成します。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 115) 
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SNMP モデリング基本設定の設定 

SNMP 対応デバイスは、プロセスおよびファイル システムの監視機能など、

多様なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェントの展

開には、コストと時間がかかることがあります。 デフォルトでは、Solaris 

Zone ディスカバリは、VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として 

Solaris グローバル ゾーンおよび Solaris Zone インスタンスを作成します。 

これらは後で SNMP モデルにアップグレードできます。 ただし、新しい 

SNMP 対応デバイスをすべて SNMP モデルとしてモデリングするように、

Solaris Zone ディスカバリを設定できます。 Solaris Zone ディスカバリは完

了するまでに時間がかかることがありますが、最初に SNMP モデルとして

これらをモデリングすると、後でこれらのモデルを手動でアップグレード

する必要がなくなります。 

重要：  Solaris Zone ホストをモデリングする前に、SNMP モデリングを有効

にします。 最初に Solaris Zone ホストをモデリングすると、すべての子モ

デルが VHM モデルとして作成されるため、SNMP モデルに手動でアップグ

レードする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Solaris Zone］、［Solaris Zone ディスカバリ］、［SNMP ディ

スカバリ］サブビューの順に展開します。 

重要：  サブビューの手順に従って、SNMP ディスカバリ用にデバイス

と CA Spectrum を準備します。 Solaris Zone ディスカバリを実行するま

でにデバイスが適切に準備されていない場合、Virtual Host Manager は 

SNMP モデルを作成できません。 
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4. ［SNMP 対応デバイスの検出］フィールドで［設定］をクリックし、

以下のオプションから選択します。 

はい 

Solaris Zone ディスカバリ中に、SNMP モデリングを有効にします。 

［SNMP ディスカバリ］サブビューのテキストで指定した条件を満

たすデバイスのみが、SNMP デバイスとしてモデリングされます。 

新しいモデルにのみ適用します。 

いいえ 

（デフォルト）Solaris Zone ディスカバリ中に検出された新しいデ

バイスはすべて、VHM モデルとしてモデリングされます。 これら

のモデルは後で SNMP モデルに手動でアップグレードできます。 

設定が保存され、選択内容に従って Virtual Host Manager で新しいデバ

イスがモデリングされます。 
 

詳細情報： 

Solaris Zone ディスカバリの仕組み (P. 126) 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 (P. 128) 

Solaris Zone マネージャ削除後の SNMP 対応 Solaris Zone モデルの管理 (P. 
121) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 123) 
 

 

Solaris Zone マネージャ削除後の SNMP 対応 Solaris Zone モデルの管理 

デフォルトでは、以下のアイテムが削除されると、SNMP 対応デバイスも 

CA Spectrum から削除されます。 

■ デバイスの Solaris マネージャ モデル 

■ ナビゲーション画面の Solaris Zone フォルダ 
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SNMP 対応デバイス モデルには、保持することが望ましい重要なカスタマ

イズを含めることができます。 これらのモデルを削除しないように、設

定を調節できます。 このような設定は、後で使用できるようにロスト ファ

ウンド コンテナに格納されます。  

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。  

2. ［情報］タブをクリックします。  
 

3. ［設定］、［Solaris Zone］、［Solaris Zone ディスカバリ］サブビュー

の順に展開します。  
 

4. ［Solaris Zone マネージャの削除中に SNMP が有効な Solaris Zone を保

持］フィールドで［設定］をクリックし、以下のいずれかのオプショ

ンを選択します。  

はい 

Solaris Zone マネージャまたは Solaris Zone フォルダを削除した場

合、ロスト ファウンド コンテナ内の SNMP 対応 Solaris Zone モデル

を保持します。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

いいえ 

（デフォルト）Solaris Zone マネージャまたは Solaris Zone フォルダ

を削除した場合、すべての Solaris Zone モデルが削除されます。 

設定は保存され、Solaris Zone マネージャ モデルまたは Solaris Zone 

フォルダが削除された場合、SNMP 対応デバイス モデルはその設定に

従って処理されます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 115) 

Solaris から削除されたデバイスのデバイス モデルの管理 (P. 117) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 140) 
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仮想環境を検出し、モデリングする方法 

仮想環境を監視するには、仮想エンティティ、つまり Solaris Zone ホスト、

Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone インスタンスを検出し、モデリン

グします。 Virtual Host Manager のこれらのエンティティをモデリングする

ことで、1 つのツール内にネットワーク トポロジ全体が表示され、物理お

よび仮想コンポーネントの関係を表示できます。 
 

仮想環境をモデリングする主な手順を以下に示します。 

1. 標準 CA Spectrum ディスカバリを実行します (P. 124)。 

このディスカバリの目的は、Solaris Zone ディスカバリが実行される前

にアップストリームのルータおよびスイッチをモデリングすることで

す。 または、SNMP モデリング オプションが無効な場合、この手順で 

SNMP 対応の Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone をモデリングす

ることもできます。 これらのエンティティをモデリングする場合、モ

デリング オプションが Virtual Host Manager をサポートするように正

しく設定されていることを確認します。 

2. CA SystemEDGE モデルをアップグレードします (P. 126)。 

この手順は、Solaris Zone マネージャのホストが CA Spectrum r9.1.2 より

前のリリースでモデリングされた場合に限り必要です。 
 

3. Solaris Zone ディスカバリ実行をさせます (P. 126)。 

Solaris Zone マネージャのホストで Solaris Zones AIM が有効な CA 

SystemEDGE エージェントをモデリングすると、Solaris Zone ディスカバ

リが自動的に開始します。 これらの Solaris Zone マネージャ モデルの

それぞれに独自の Solaris Zone ディスカバリ プロセスがあります。 

Solaris Zone ディスカバリの目的は、Solaris Zone 環境で仮想エンティ

ティを検索し、存在しないものはモデリングし、ナビゲーション画面

の Virtual Host Manager ビューに置くことです。 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 133) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 120) 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 (P. 128) 

Solaris Zone インスタンスを新しい Solaris Zone ホストに移動 (P. 132) 

Solaris Zone モデルで生成された Duplicate MAC、Different IP Address アラー

ム (P. 327) 
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CA Spectrum ディスカバリの実行 

Solaris Zones 環境を検出するには、標準 CA Spectrum ディスカバリを実行

します。 このディスカバリは、後で仮想エンティティからの接続を確立

できるように、アップストリームのルータおよびスイッチがモデリングさ

れていることを確認します。 また、CA Spectrum ディスカバリ中に SNMP 対

応の Solaris グローバル ゾーンおよび Solaris Zone インスタンスをモデリン

グできます。 

注： SNMP モデリング オプションが Solaris Zone ディスカバリ中に無効に

なっている場合に限り、CA Spectrum ディスカバリ中に SNMP 対応の 

Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone インスタンスをモデリングする必

要があります。 

注： 管理者のみがこのタスクを実行します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ディスカバリ コンソールを開きます。 

注： モデリングの前に、非標準のポートで実行される SNMP エージェ

ントの正しいコミュニティ文字列、IP アドレス、ポート番号を把握し

ておきます。 

2. ナビゲーション画面の  （新しい設定の作成）ボタンをクリック

します。 
 

3. 仮想ネットワーク モデリングをサポートするように、オプションを以

下のように設定します。  

a. ［モデリング オプション］グループの［モデリング オプション］

ボタンをクリックします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

b. ［プロトコル オプション］ボタンをクリックします。 

［プロトコル オプション］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

c. ［Ping 可能の ARP テーブル］オプションを選択し、［OK］をクリッ

クします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

d. （オプション）［詳細オプション］グループの［詳細オプション］

ボタンをクリックし、非標準の SNMP ポート（SystemEDGE エージェ

ント ポートなど）を追加し、［OK］をクリックします。 
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4. ［IP 境界リスト］フィールドに個別の IP アドレスまたは開始および終

了の IP アドレスを入力し、［追加］をクリックします。 
 

注: IP アドレスの範囲には、Solaris Zone マネージャ、相互接続するス

イッチとルータ、SNMP モデルを必要とする SNMP 対応 Solaris グロー

バル ゾーンおよび Solaris Zone インスタンスを必ず含めるようにしま

す。 
 

5. ディスカバリ コンソールに任意の追加の値を入力し、［ディスカバ

リ］ボタンをクリックします。 

以下のモデルが作成され、CA Spectrum のネットワーク トポロジに追

加されます。 

■ Solaris Zone マネージャ ホストと、ネットワークにサーバを接続す

るスイッチとルータ -- 仮想環境に関する情報は Solaris Zone マネー

ジャから取得されます。 これらの Solaris Zone マネージャ モデルが 

CA Spectrum に存在する場合、Solaris Zone ディスカバリを開始でき

ます。 

■ Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone インスタンス -- CA 

Spectrum ディスカバリでこれらのエンティティをモデリングしな

いことに決めた場合、Solaris Zone ディスカバリは VHM モデル (336

以下のページで定義参照： )としてそれらを作成します。 
 

注： また、IP アドレスによって仮想ネットワークを手動でモデリング

することもできます。 モデリングは常に正しい順序で行います。つま

り、接続するルータおよびスイッチ、SNMP 対応の Solaris グローバル 

ゾーンおよび Solaris Zone インスタンス、Solaris Zone マネージャの順で

モデリングします。 正しい順序でモデリングすることによって、これ

らのエンティティの関係をトポロジに正しく構築できます。 詳細につ

いては、「IT インフラストラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイ

ド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

Solaris Zone インスタンスを新しい Solaris Zone ホストに移動 (P. 132) 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 (P. 128) 

管理オプションを設定する方法 (P. 133) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 120) 
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CA SystemEDGE モデルのアップグレード 

CA SystemEDGE エージェントは、Virtual Host Manager をインストールする

前に、または Solaris Zones AIM がエージェントにロードされる前に、CA 

Spectrum でモデリングされている可能性があります。 この場合、既存の CA 

SystemEDGE モデルは Virtual Host Manager と互換性がありません。 Virtual 

Host Manager が CA SystemEDGE 内の Solaris Zones AIM 機能にアクセスでき

るように、モデルをアップグレードします。 CA Spectrum をインストール
した後に Solaris Zones AIM を持つ CA SystemEDGE エージェントをロードお
よびモデリングする場合、この手順は必要ありません。 

 

CA SystemEDGE モデルをアップグレードするには、モデルを右クリックし、

［再設定］、［モデルの再設定］の順に選択します。 

CA SystemEDGE モデルは、Solaris Zones AIM をサポートするためにアップグ

レードされます。 
 

注： また、CLI を使用して、CA SystemEDGE にモデルの再設定アクションを

送信できます。 詳細については、「IT インフラストラクチャのモデリング

/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

Solaris Zone インスタンスを新しい Solaris Zone ホストに移動 (P. 132) 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 (P. 128) 

管理オプションを設定する方法 (P. 133) 
 

 

Solaris Zone ディスカバリの仕組み 

Solaris Zone ディスカバリは、仮想ネットワーク エンティティに関する詳

細情報を収集する専用のディスカバリ プロセスです。 Solaris Zone ディス

カバリは、Solaris Zone 技術エンティティを取得し、CA Spectrum に存在し

ないものをモデリングし、ナビゲーション画面の Virtual Host Manager の下

に置きます。 Solaris Zone ディスカバリの主な利点は、バックグラウンド

で自動的に実行され、仮想ネットワーク データを最新の状態に維持する

ことです。 Solaris Zone ディスカバリの仕組みを理解すると、さまざまな 

Virtual Host Manager コンポーネントを正しくインストールし、モデリング

することの重要性が理解できます。 
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Solaris Zone ディスカバリ プロセスは次のように動作します。 

1. Solaris Zone マネージャを正しく設定すると（CA SystemEDGE エージェ

ントが Solaris Zones AIM とともにインストールされる）、Solaris Zone マ

ネージャは SSH を使用し、それが管理する各 Solaris グローバル ゾーン

に接続します。 Solaris Zone マネージャはこの情報を収集し、格納しま

す。 

重要：  Solaris Zone マネージャ ホストに、CA SystemEDGE エージェント

と Solaris Zones AIM をインストールします。 Solaris Zone マネージャと 

CA Spectrum は通信できる必要があります。 通信できない場合、Solaris 

Zone ディスカバリを実行できません。 
 

2. CA Spectrum ディスカバリ中に、CA Spectrum は手順 1 で参照される各 

Solaris Zone マネージャのモデルを作成します。 1.通信は CA Spectrum 

と CA SystemEDGE エージェントの間で有効です。 
 

3. CA Spectrum は、Solaris Zones AIM にポーリングを実行し、ステップ 1 で

格納された Solaris Zone マネージャ情報を収集します。 
 

4. CA Spectrum は Solaris Zone ディスカバリを開始します。 AIM からの情

報は、CA Spectrum の［トポロジ］タブおよびナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager 階層のモデリングを更新するために、以下のよう

に使用されます。 

a. 手順 2 の前に SNMP ディスカバリを有効にする場合、Virtual Host 

Manager ディスカバリは、SNMP ディスカバリ条件を満たしている

すべての新しい SNMP 対応モデルに対して SNMP モデルを作成し

ます。 

注： デフォルトでは、SNMP ディスカバリは Solaris Zone ディスカバ

リ中は無効です。 

b. VHM モデル (336以下のページで定義参照： )は、残りの SNMP 以外

の Solaris Zone ホスト、Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone イン

スタンスに対して以下のように作成されます。 

– 既存の Solaris グローバル ゾーンおよび Solaris Zone モデルは 

VHM モデルに昇格されます。 

– VHM モデルが、CA Spectrum に存在しない Solaris グローバル 

ゾーン サーバおよび Solaris Zone インスタンスに対して作成さ

れます。 
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– VHM モデルが Solaris Zone ホスト モデルに対して作成されま

す。 これらのモデルはナビゲーション画面の Virtual Host 

Manager とユニバース トポロジの下でそれらの関連する 

Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone モデルをグループ化し

ます。 

c. 仮想ネットワーク用のモデルはすべて、ナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager 部分に追加されます。 
 

注： 仮想環境で、個別の Solaris Zone ホストのデバイスに同じ IP または 

MAC アドレスを指定できます。 この場合、CA Spectrum は IP または 

MAC アドレスの発生ごとに重複したモデルを作成します。 
 

5. Solaris Zone ディスカバリは、定期的にスケジュールされたそれぞれの 

Solaris Zones 技術ポーリング間隔でこのプロセスを自動的に繰り返し

ます。 

注： デフォルトでは、Solaris Zone ポーリング間隔は Solaris Zone マネー

ジャ デバイス モデルのポーリング間隔によって制御されます。 また

は、Solaris Zone マネージャ デバイス モデルとは関係なく Solaris Zone 

ポーリングを制御できます。 Solaris Zone 仮想技術アプリケーション 

モデルを使用します。 
 

詳細情報： 

Solaris Zone インスタンスを新しい Solaris Zone ホストに移動 (P. 132) 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 (P. 128) 

管理オプションを設定する方法 (P. 133) 

Solaris Zones AIM ポーリングの制御 (P. 137) 

セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 (P. 118) 
 

 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 

SNMP はプロセスまたはファイル監視などの豊富なデバイス監視を提供し

ますが、SNMP エージェントの展開にはコストと時間がかかる可能性があ

ります。 SNMP エージェントが使用不可の場合、または SNMP ディスカバ

リが無効な場合、Virtual Host Manager は Solaris グローバル ゾーンおよび 

Solaris Zone インスタンスを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )

として作成します。 
 



Solaris Zone の概要 

 

第 4 章： Solaris Zone  129  
 

後で、これらのデバイスに SNMP エージェントをインストールして、CA 

Spectrum 内でモデリングをアップグレードすることができます。 SNMP モ

デルのアップグレード用のオプションは以下のとおりです。 

■ 選択したデバイスのみをアップグレード -- アップグレードするモデ

ルの選択対象が少ない場合、このメソッドは迅速に動作します。 最初

に、VHM モデルおよび子モデルが削除されます。 このメソッドには、

CA Spectrum がモデルを削除した後に、Solaris Zone ディスカバリが新

しい SNMP モデルを作成し、Virtual Host Manager に配置するまで待機

する必要があるという欠点があります。 モデルの IP アドレスをアップ

グレードする知識が必要です。 

■ SNMP 対応の VHM モデルをすべてアップグレード -- このメソッドは

バッチでモデルをアップグレードし、Virtual Host Manager を新リリー

スにアップグレードする際に優先されます。 個別のモデルの IP アドレ

スについての知識は必要ありません。 CA Spectrum が VHM モデルを削

除した後に、アップグレードされた SNMP モデルは、次のポーリング 

サイクルを待つことなく、すぐに Virtual Host Manager 階層に配置され

るという利点もあります。 そのため、子モデルが管理対象外のまま残

ることはありません。  

このメソッドは、完了までに長時間かかる場合があります。 必要な時

間は、Virtual Host Manager が SNMP 対応デバイスを特定するときに検

索する必要のある、コミュニティ文字列および SNMP ポートの数に依

存します。 

注： Virtual Host Manager は、稼働中の Solaris Zone インスタンスのみで 

SNMP エージェントを特定しようとします。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 
 

詳細情報： 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 120) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 123) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 140) 

Solaris Zone ディスカバリの仕組み (P. 126) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 126) 
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選択した VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または Solaris Zone ディスカバリ中

に SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は Solaris グロー

バル ゾーンおよび Solaris Zone インスタンスを、VHM モデル (336以下の

ページで定義参照： )として作成します。 後で、これらのデバイスに SNMP 

エージェントをインストールして、CA Spectrum 内でモデリングをアップ

グレードすることができます。 アップグレードするデバイス モデルの IP 

アドレスを知っている必要があります。 手動でアップグレードするモデ

ルを選択すると迅速に動作しますが、アップグレード中にこれらのモデル

の注記またはカスタマイズはすべて失われます。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. 以下のいずれかの方法を使用して、デバイスを再度モデリングします。 

■ CA Spectrum ディスカバリ 

■ IP アドレスによる個別のデバイスのモデリング 

新しい SNMP 対応モデルが作成される場合、CA Spectrum は Virtual Host 

Manager から前のモデルを消去し、これを削除します。 Solaris Zone AIM 

ポーリングの次のサイクルで、CA Spectrum は、ナビゲーション画面内

の Virtual Host Manager に SNMP 対応モデルを追加します。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 
 

詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 123) 

Solaris から削除されたデバイスのデバイス モデルの管理 (P. 117) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 140) 
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すべての VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、Solaris Zone ディスカバリ中に 

SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は Solaris グローバ

ル ゾーンおよび Solaris Zone インスタンスを、VHM モデル (336以下のペー

ジで定義参照： )として作成します。 後で、これらのデバイスに SNMP エー

ジェントをインストールして、CA Spectrum 内でモデリングをアップグ

レードすることができます。 バッチでアップグレードする場合、CA 

Spectrum は VHM モデルを検索し、現在 SNMP に対応しているデバイスを

特定します。 その後、CA Spectrum はそれらを SNMP モデルに変換します。 

このメソッドは Virtual Host Manager が検索する必要のあるコミュニティ

文字列およびポートの数によって、完了するのに時間がかかる場合があり

ます。 ただし、このメソッドは親モデルのアップグレード中に、子モデ

ルが管理対象外ではないことを確認します。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 
 

3. アップグレードするモデルを管理している Solaris Zone マネージャ モ

デルをナビゲーション画面で選択します。 
 

4. ［情報］タブをクリックします。 
 

5. Solaris Zone マネージャ、［CA Spectrum モデリング コントロール］サ

ブビューの順に展開します。 

6. ［ICMP 専用デバイスのアップグレード］ボタンをクリックします。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 

Virtual Host Manager は、選択した Solaris Zone マネージャ上の Solaris 

Zone AIM が管理するデバイスを検索します。 Virtual Host Manager は、

SNMP デバイスの条件を満たす ICMP 専用デバイスをすべてアップグ

レードし、Virtual Host Manager 階層内に配置します。 
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Solaris Zone インスタンスを新しい Solaris Zone ホストに移動 

Solaris Zone ホスト間で Solaris Zone を移動させると、データを失う可能性

があります。 リスクは Virtual Host Manager 設定によって異なります。 

Solaris Zones AIM は、ゾーンの移行をサポートしていません。 Virtual Host 

Manager では、移動は 2 つのイベントとして見なされ、Solaris Zone が元の 

Solaris Zone ホストから削除されるイベントと、新しい Solaris Zone が新し

い Solaris Zone ホストに追加されるイベントです。 この場合、Virtual Host 

Manager は元の Solaris Zone モデルを削除し、新しいモデルを作成します。 

元のモデルをカスタマイズした場合、それを削除するとデータを失う可能

性があります。 Solaris Zone インスタンスを移動させる前に Virtual Host 

Manager 設定を正しく設定すると、このデータの損失を回避できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［Solaris Zone ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］オプショ

ンを「いいえ」に変更します (P. 117)。 

注： このオプションを無効にすることは、モデルが Virtual Host 

Manager 管理から削除された場合に CA Spectrum が Solaris Zone モデル

を CA Spectrum から削除しないことを意味します。 

2. Solaris Zone 仮想化技術を使用し、元の Solaris Zone ホストから Solaris 

Zone を削除します。 
 

3. Virtual Host Manager がナビゲーション画面に変更を反映するのを待ち

ます。 
 

4. Solaris Zone 仮想化技術を使用し、Solaris Zone を他の Solaris Zone ホス

トに移動します。 

Solaris Zone ディスカバリが新しい Solaris Zone を検出すると、Virtual 

Host Manager は既存のモデルとそれを照合します。 Virtual Host 

Manager はこのモデルを Virtual Host Manager 管理に配置します。 

5. （オプション）発生元の Solaris Zone マネージャ モデルの［Solaris Zone 

ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］オプションを「はい」

に戻します。 

Solaris Zone インスタンスが正常に移動されました。 
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詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 123) 

Solaris Zone ディスカバリの仕組み (P. 126) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 126) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 124) 

Solaris Zone データが Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 146) 
 

 

管理オプションを設定する方法 

仮想ネットワークがモデリングされたら、デバイス モデルを表示および

管理するために Virtual Host Manager オプションを設定できます。 基本設

定は、Virtual Host Manager が仮想デバイスを確実に正しくモデリングし、

ユーザにとって重要な情報のみを監視するのに役立ちます。  

Virtual Host Manager のインストールを設定するには、仮想ネットワークを

検出およびモデリングしてから、以下の手順を実行します。 

■ Solaris Zones AIM オプションの設定 (P. 134) -- これらのオプションを

利用すると、AIM ポーリング間隔やさまざまなトラップなど、CA 

SystemEDGE Solaris Zones AIM の設定を選択できます。  

■ しきい値および他のステータス監視オプションの設定 (P. 136) -- これ

らのオプションは、どの情報を監視するか、および CA Spectrum が仮

想環境で発生するさまざまなイベントをどのように管理するかを決定

できます。 
 

詳細情報： 

Solaris Zone データが Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 146) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 126) 
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Solaris Zones AIM の設定 

Solaris Zones AIM は Solaris Zone マネージャと通信し、仮想環境に関する情

報を管理し、収集します。 Virtual Host Manager で、ポーリング、トラップ、

およびイベントの処理方法を決定するために AIM を設定できます。 Solaris 

Zones AIM 設定により、必要なリソースの量に対して収集する情報のバラ

ンスを正しく取ることができます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで Solaris Zone マネー

ジャをクリックします。 

コンテンツ画面のタブには、Solaris Zone マネージャに関する詳細が入

力されます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 
 

4. ［Solaris Zone マネージャ］、［Solaris Zones AIM］サブビューを展開し

ます。 
 

5. ［設定］をクリックし、必要に応じて以下のフィールドの設定を変更

します。 

AIM ポーリング間隔（秒） 

Solaris Zones AIM がポーリングを実行し、Solaris Zone ホストからス

テータスとモデリング情報をキャッシュする間隔（秒）を指定し

ます。 このポーリングにより、Solaris Zone の未実行ステータス、

Solaris Zone ホストの切断、利用できる新しい Solaris Zone、新しい 

Solaris Zone ホストなど、ステータスとモデリングの更新を取得で

きます。  

デフォルト： 120 

制限： 120 以上の数 

注： 最適な結果のために、この間隔を CA Spectrum ポーリング サイ

クル間隔以内にすることを推奨します。 
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AIM ログ レベル 

Solaris Zones AIM ログ ファイルに書き込まれた情報のレベルを指

定します。 レベルは累積されます（たとえば、ログ レベル 4 はレ

ベル 0 ～ 4 レベルのメッセージをすべて書き込みます）。 以下の

ログ レベルがあります。 

■ 0： 致命的 

■ 1： 重大 
 

■ 2： 警告 
 

■ 3： 情報 
 

■ 4： デバッグ 
 

■ 5： デバッグ（低） 
 

■ 6： デバッグ（より低い） 

■ 7： デバッグ（最低） 

デフォルト： 2 

注： 4 より大きいデバッグ レベルを指定することは推奨されませ

ん。 

Solaris Zones AIM は選択に基づき設定されます。  
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 133) 

Solaris Zone モデルで生成された Duplicate MAC、Different IP Address アラー

ム (P. 327) 
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リソース ステータスの設定および監視 

OneClick で仮想リソースのステータスを監視できます。 たとえば、合計メ

モリ、使用メモリ、CPU 使用率などを表示できます。 また、アラートの有

効化やトラップのしきい値の設定など、監視オプションを設定できます。 

この情報を設定し、表示すると、仮想ネットワーク パフォーマンスの最

適化とアラームのトラブルシューティングに役立ちます。 

注： トラップが Solaris Zones AIM で設定され、管理されます。ただし、

OneClick サブビューからこれらのしきい値を設定できます。 しきい値また

は設定の変更には読み取り/書き込みコミュニティ文字列が必要です。 

［情報］タブで仮想デバイス用のリソース ステータス オプションおよび

情報を表示または設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで仮想デバイスを見つ

けてクリックします。 

デバイスの詳細がコンテンツ画面に表示されます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 

サブビューは、複数表示することができます。 通常、タブの下部のサ

ブビューには、選択されたモデルのリソース割り当ておよび使用率情

報が含まれます。 たとえば、Solaris Zone ホスト モデルでは、ナビゲー

ション画面で選択した特定のモデルの詳細が含まれる［Solaris Zone ホ

スト情報］という名前のサブビューが表示されます。 
 

4. 適切なサブビューを展開します。 

選択されたデバイス モデルに使用可能なすべてのリソース ステータ

ス詳細および監視オプションが表示されます。 
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注： Solaris Zone マネージャ モデルは、Solaris Zone マネージャによって

管理されるすべての仮想デバイスに対する結合情報を提供します。 す

なわち、ナビゲーション画面で Solaris Zone マネージャ モデルを選択

すると、選択された Solaris Zone マネージャ ホストに関する情報と、
すべての Solaris Zone ホスト、Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone イ

ンスタンス、物理および仮想 NIC、プロジェクト、ホスト ディスク、

その他に関する結合情報が表示されます。 この情報は、個別のエン

ティティ モデルの［情報］タブに表示される情報と同じデータです。 

Solaris Zone マネージャ モデル内の結合ビューでは、管理対象のすべて

の仮想エンティティに関する概要が簡単に確認できます。 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 133) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 148) 

Solaris Zones の Virtual Host Manager アラーム (P. 155) 

ステータス監視オプション (P. 151) 
 

 

Solaris Zones AIM ポーリングの制御 

Virtual Host Manager パフォーマンスを調整するとき、Solaris Zone マネー

ジャのポーリング レートを変更したり、Solaris Zone 技術ポーリングを無

効にしたりできます。 デフォルトでは、Solaris Zone マネージャ モデルの

ポーリング属性により、Solaris Zone 関連のポーリング動作が制御されます。 

または、この Solaris Zone 関連のポーリング動作を単独で変更できます。 

Solaris Zone 仮想技術アプリケーション モデル、SolarisZoneAimApp により 

Solaris Zone 関連のポーリングが制御されます。 
 

このアプリケーションの次の 2 つの属性値により、具体的に Solaris Zone 

技術ポーリング ロジックが制御されます。 

■ PollingStatus 

■ Polling_Interval 
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Solaris Zone マネージャ デバイス モデルと SolarisZoneAimApp アプリケー

ション モデルの両方にこれらの属性が含まれます。 PollingStatus はポーリ

ングを無効または有効にします。Polling_Interval はポーリング周期を制御

します。 これらのモデルの値が異なる場合、SolarisZoneAimApp アプリケー

ション モデル属性値が優先されます。 PollingStatus と Polling_Interval の両

方については、それらの値が同じである場合、Solaris Zone マネージャ デ

バイス モデルの属性を変更すると、対応するアプリケーション モデル属

性も変更されます。 
 

デバイス モデルとアプリケーション モデルの値を設定するこの機能によ

り、Solaris Zone 関連のポーリングを調整できます。 たとえば、アプリケー

ション モデルのポーリング間隔を高く設定し、デバイス モデルに低い値

を設定することができます。 このシナリオでは、環境のそれほどクリティ

カルでないデバイスに対するポーリングの頻度を減らすことで、Virtual 

Host Manager パフォーマンスを改善できます。 
 

詳細情報： 

Solaris Zone ディスカバリの仕組み (P. 126) 
 

 

Solaris Zones AIM ポーリング間隔の設定 

Solaris Zones AIM ポーリング レートを変更できます。 Solaris Zones 仮想技

術アプリケーション モデルで Polling_Interval 属性を設定し、ポーリング間

隔を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに Solaris Zone マネージャの［IP ア

ドレス］を入力し、［OK］をクリックします。 

Solaris Zone マネージャのアプリケーション モデルの一覧がコンテン

ツ画面に表示されます。 
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4. SolarisZoneAimApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
 

5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
 

6. ［モデリング情報］サブビューをクリックします。 

7. ［ポーリング間隔（秒）］フィールドで［設定］をクリックし、新し

い値を入力します。 

注： ［ポーリング間隔］の値を任意の数から 0 に変更しても、［ポー

リング］フィールドはオフに設定され、Solaris Zones AIM ポーリングが

無効になります。 ただし、［ポーリング間隔］を 0 に設定し、［ポー

リング］フィールドをオンに設定した場合、Solaris Zones AIM ポーリン

グは Solaris Zone マネージャ デバイスのポーリング間隔を使用して

ポーリングを続行します。 

Solaris Zones AIM ポーリング間隔設定が設定されます。 
 

Solaris Zones AIM ポーリングの無効化 

Solaris Zones AIM ポーリングを無効にできます。 Solaris Zones ポーリングを

無効にすることは、Virtual Host Manager を無効にすることと同じです。 

Solaris Zone 仮想技術アプリケーション モデルで PollingStatus 属性を設定

し、ポーリングを無効にします。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに Solaris Zone マネージャの［IP ア

ドレス］を入力し、［OK］をクリックします。 

Solaris Zone マネージャのアプリケーション モデルの一覧がコンテン

ツ画面に表示されます。 
 

4. SolarisZoneAimApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
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5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
 

6. ［CA Spectrum モデリング情報］サブビューをクリックします。 

7. ［ポーリング］フィールドで［設定］をクリックし、［オフ］を選択

します。 

選択された Solaris Zone マネージャの Solaris Zones AIM に対してポーリ

ングが無効になります。 
 

Virtual Host Manager モデルの削除 

通常、モデルは、OneClick からいつでも削除できます。 ただし Virtual Host 

Manager では、ナビゲーション画面内の Virtual Host Manager 階層からモデ

ルを削除する機能が制限されています。 モデルを手動で削除するには、

以下の 2 つのオプションがあります。 

■ Virtual Host Manager の Solaris Zone フォルダまたは Solaris Zone マネー

ジャ モデルの削除 

■ Solaris Zone 仮想化技術を使用する仮想エンティティの削除 
 

Virtual Host Manager では、モデルが自動的に削除されることがあります。 

CA Spectrum が Virtual Host Manager モデルを自動的に削除するのは、次の

ような場合です。 

■ Virtual Host Manager から削除された Solaris Zone フォルダまたは 

Solaris Zone マネージャ モデル 

Solaris Zone マネージャ モデルを削除するか、［ナビゲーション］画面

から Solaris Zone フォルダを削除した場合、CA Spectrum は関連する子

モデルをすべて削除します。 

■ Solaris Zone 仮想環境から削除されたエンティティ 

Solaris Zone 仮想化技術を利用して Solaris Zone ホストと Solaris Zone を

削除すると、CA Spectrum は Virtual Host Manager からそれらのモデル

とそれらの子モデルも削除します。  

■ アップグレードされたモデルが存在 -- 一部の例では、Solaris グローバ

ル ゾーンまたは Solaris Zone が SNMP 機能のない Virtual Host Manager 

に対して最初にモデリングされます。 SNMP 機能が後で VHM モデル 

(336以下のページで定義参照： )に追加されると、前のモデルは削除

され、新しい SNMP 対応モデルに置き換えられます。 
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注： デフォルト設定ではモデルが削除されますが、Virtual Host Manager か

ら削除された Solaris Zone ホスト、Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone イ

ンスタンスがロスト ファウンド コンテナに置かれるよう Virtual Host 

Manager を設定できます。 この設定は、Solaris Zone 仮想環境を使用して

デバイスを削除する場合にのみ適用されます。 ただし、Solaris Zone フォ

ルダを削除するか、Solaris Zone マネージャ モデルを削除するか、VHM モ

デルをアップグレードした場合、この設定は適用されません。 
 

詳細情報： 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 (P. 128) 

Solaris から削除されたデバイスのデバイス モデルの管理 (P. 117) 

Solaris Zone マネージャ削除後の SNMP 対応 Solaris Zone モデルの管理 (P. 
121) 

Solaris Zone ディスカバリの後に作成された重複モデル (P. 327) 
 

 

Solaris Zone 仮想環境の表示 

このセクションでは、Solaris Zone の仮想環境の表示に関する概念、および

関連するアラームについて説明します。 基本手順は、標準の CA Spectrum 

手順と同じです。 ただし、このセクションでは、Solaris Zone 仮想技術に

のみ適用される、概念の違いおよび詳細情報について説明します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager と Solaris Zone の連動の仕組み (P. 111) 

Solaris Zones 向けに作成されたモデル (P. 114) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 148) 

Solaris Zone の［ロケータ］タブ (P. 150) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 124) 
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仮想トポロジの理解 

Solaris Zone 技術環境に作成されたモデルは、次の場所のナビゲーション画

面に統合されます。 

■ Virtual Host Manager ノード -- Virtual Host Manager ノードは、Solaris 

Zone 技術で設定されたように、仮想環境リソースの関係の視覚化に役

立つ階層ツリー構造を提供します。 

■ ユニバース トポロジ ビュー -- このビューには、Solaris Zone ホストに

関連付けられている Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone が表示さ

れます。 また、ネットワークのレイヤ 2 のビューを提供し、ネットワー

クに接続されている Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone インスタ

ンスが表示されます。 これらの仮想ネットワーク モデルに関するア

ラームを解決するのに、このビューを使用できます。 

注： OneClick インターフェースの使用方法の詳細については、「オペレー

タ ガイド」を参照してください。 
 

ナビゲーション画面の Virtual Host Manager 

Solaris Zone 仮想技術で設定されたように、Virtual Host Manager は仮想環境

リソース間の論理関係を表示します。 この情報を使用すると、Solaris Zone 

マネージャ間でリソースが共有される様子が分かります。それにより、仮

想環境を再編成し、最適化する機会を特定できます。 また、階層はリソー

スのパフォーマンスを監視し、そのアラームをトラブルシュートする迅速

な方法を提供します。 
 

Virtual Host Manager は DSS 環境 (338以下のページで定義参照： )を認識し

ていないため、ランドスケープ階層内に配置されます。 次の例は、ナビ

ゲーション画面で Virtual Host Manager がフィットする場所を示し、仮想環

境階層を図示したものです。 

［-］ SpectroSERVER ホスト 

    ［+］ ユニバース 

    ［-］ Virtual Host Manager 

        ［-］ Solaris Zone 

            ［+］ Solaris Zone マネージャ 1 

            ［-］ Solaris Zone マネージャ 2 

                ［-］ Solaris Zone ホスト 1 

                      Solaris グローバル ゾーン 

                      Solaris Zone 1 

                      Solaris Zone 2 

                ［+］ Solaris Zone ホスト 2 

                ［+］ Solaris Zone ホスト 3 
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Virtual Host Manager は、この SpectroSERVER によって管理される仮想環境

全体のルート ノードです。 ナビゲーション画面でこのノードを選択する

と、コンテンツ画面に Virtual Host Manager の詳細を表示します。 仮想環

境に関連するイベントやアラームなどの詳細を、まとめて表示できます。 
 

仮想環境は、Virtual Host Manager の直下で、仮想環境が作成された技術を

表すフォルダ内で整理されます。 上記の例の階層では、Solaris Zone フォ

ルダに Solaris Zone 仮想化技術を使用して作成された仮想環境の一部が含

まれます。 このフォルダで、Virtual Host Manager はこの SpectroSERVER に

よって管理される Solaris Zone Manager ホストをすべて一覧表示します。  
 

各 Solaris Zone マネージャには、それが管理する仮想環境全体の一部のみ

が含まれます。 ナビゲーション画面の Solaris Zone マネージャを選択する

と、選択された Solaris Zone マネージャ によって管理される、Solaris Zone 

ホストや Solaris Zone インスタンスなど、コンテンツ画面に詳細が表示さ

れます。 また、以下のとおり、一般統計、および CA Spectrum でモデリン

グされていない他のコンポーネントに関する詳細を表示できます。 

■ リソース プール 

■ プロジェクト 
 

■ プロセッサ セット 
 

■ 物理および仮想 NIC 
 

■ ホスト ディスク 

■ コンテナ 
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各 Solaris Zone マネージャの下で、階層は次のエンティティ間の論理関係

を表します。 

■ Solaris Zone ホスト 

Solaris Zone ホストには、それが管理する Solaris グローバル ゾーンと 

Solaris Zone インスタンス（すなわち、グローバルではないゾーン (P. 

338)）が含まれます。 ナビゲーション画面で Solaris Zone ホストを選択

すると、Solaris Zone ホスト、メモリ使用量、ステータスなどに関連す

るイベントとアラームなどの詳細がコンテンツ画面に表示されます。 

■ Solaris グローバル ゾーン 

Solaris グローバル ゾーン モデルはそれに対応する Solaris Zone ホスト 

モデルの子として表示され、常に Virtual Host Manager 階層ツリーの

リーフ ノードになります。 このモデルはその親と同じ名前を共有しま

す。 コンテンツ画面とコンポーネント詳細画面のモデル アイコンによ

り、Solaris グローバル ゾーン モデルとそれらの親である Solaris Zone 

ホスト モデルが区別されます。 また、DeviceType 属性はこれらのモデ

ルを区別します。 ナビゲーション画面で Solaris グローバル ゾーンを選

択すると、システム ステータス、CPU 使用状況、メモリ使用量などの

詳細がコンテンツ画面に表示されます。 

■ Solaris Zone 

Solaris Zone インスタンスは常に Virtual Host Manager 階層ツリーの

リーフ ノードになります。 ナビゲーション画面で Solaris Zone を選択

すると、Solaris Zone インスタンス、メモリ使用量、ステータスなどに

関連するイベントとアラームなどの詳細がコンテンツ画面に表示され

ます。 
 

ユニバース トポロジの仮想環境 

Solaris Zone マネージャ、Solaris Zone ホスト、Solaris グローバル ゾーンお

よび仮想環境に対して作成された Solaris Zone モデルもユニバース トポロ

ジ ビューに統合されます。 Solaris Zone ホスト モデルはそれらの関連する 

Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone インスタンスを自動的にグループ

化します。 トポロジは、これらの Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone 

インスタンスが物理ネットワーク エンティティに接続される仕組みを示

します。 
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次の例では、これらのモデルが Universe ノード下のナビゲーション画面に

どのように表示できるかを示します。 

［-］ ユニバース 

        物理スイッチ 1 

        物理スイッチ 2 

    ［-］ Solaris Zone ホスト 

            FanOut A 

            FanOut B 

            Solaris グローバル ゾーン 

            Solaris Zone A 

            Solaris Zone B 

            Solaris Zone C 
 

詳細情報： 

Solaris Zones 向けに作成されたモデル (P. 114) 

Solaris Zone データが Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 146) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 148) 
 

 

仮想デバイスのアイコン 

Virtual Host Manager では、仮想環境のデバイスを区別するように特別にデ

ザインされたアイコンが提供されます。 物理エンティティと仮想エン

ティティを区別するために、仮想デバイス アイコンの外縁に後光のよう

なものが表示されます。 たとえば、次のように、仮想デバイス モデル ア

イコンのまわりには後光が表示されます。 
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仮想デバイスをホストする物理サーバの場合、Virtual Host Manager は、次

のように、デバイス アイコンで特徴的な亀甲模様を使用します。 

 
 

注： Solaris Zones 技術の場合、Virtual Host Manager で作成された仮想エン

ティティ モデルのみを Solaris Zone インスタンスに使用できます。 仮想環

境用にモデリングされたその他すべてのエンティティ（Solaris Zone ホスト、

Solaris グローバル ゾーン、および Solaris Zone マネージャなど）は、物理

デバイスです。 
 

Solaris Zone データが Virtual Host Manager で更新される仕組み 

最初の Solaris Zone ディスカバリ中に、CA Spectrum はナビゲーション画面

の Virtual Host Manager 階層に仮想デバイス モデルを読み込みます。 CA 

Spectrum がこの初期階層を構築した後、仮想ネットワーク設定は変更され

る可能性があります。また、この情報を CA Spectrum で正確に維持するた

め、Virtual Host Manager を継続的に実行する必要があります。 たとえば、

以下のイベントにより、仮想ネットワーク設定が変更される場合がありま

す。 

■ Solaris Zone ホストで Solaris Zone を作成または削除した 

■ Solaris Zone ホスト間で Solaris Zone を手動で移動させた 
 

情報を最新の状態に維持するために、Virtual Host Manager は Solaris Zones 

AIM にポーリングを実行し、これらの変更を検出します。 そのため、仮想

ネットワーク設定は、ポーリング サイクルごとに CA Spectrum で更新され

ます。 また、CA Spectrum は、AIM からトラップを受信し、対応するイベ

ントを生成します。 イベント ログを確認すれば、新しい Solaris Zone が作

成された時点など、設定が変更された時点を知ることができます。 
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Solaris Zone が削除された場合、CA Spectrum はナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager 階層からモデルを削除します。 AIM が、新しい Solaris 

Zone にプロビジョニングを実行したり、Solaris Zone を管理対象にするな

ど、仮想ネットワークへの追加を検出した場合、CA Spectrum は次のタス

クを実行します。 

■ ナビゲーション画面の Virtual Host Manager 階層で仮想デバイス モデ

ルの配置を更新する 

■ 影響を受ける Solaris グローバル ゾーンと Solaris Zone モデルへの接続

が自動的に再検出され、ユニバース トポロジで Solaris Zone ホストと

モデルが正しく関連付けられる 

重要：  仮想モデルへの接続を正しく再確立するには、相互接続してい

るすべての物理ネットワークのルータとスイッチをモデリングする必

要があります。 仮想デバイスへの接続が再検出される前にこれらのモ

デルが存在しない場合、CA Spectrum はそれらの接続を解決できないた

め、ユニバース トポロジ ビューに情報を正しく表示できません。 

Solaris Zone ホストは CA SystemEDGE モデルと同じ LAN コンテナに配

置されます。 
 

詳細情報： 

Solaris Zones 向けに作成されたモデル (P. 114) 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

Solaris Zone 仮想環境の表示 (P. 141) 

Solaris から削除されたデバイスのデバイス モデルの管理 (P. 117) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 136) 

Solaris Zone インスタンスを新しい Solaris Zone ホストに移動 (P. 132) 
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仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー 

Virtual Host Manager モデルは、仮想環境に関する情報をまとめて提供しま

す。 各モデルは、各モデルが表す仮想エンティティ タイプに応じて、一

意の情報または設定を個別に提供します。 このカスタム サブビューはコ

ンテンツ画面の［情報］タブに表示されます。 これらのサブビューには、

CPU ステータスまたはメモリ使用率などのリアルタイム データを含める

ことができます。また、しきい値設定へのアクセスを提供します。 たと

えば、図のように、Solaris Zone ホストのカスタム サブビューは［Solaris 

Zone ホスト情報］サブビューです。 
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注： Solaris Zone マネージャ モデルは、Solaris Zone マネージャによって管

理されるすべての仮想デバイスに対する結合情報を提供します。 すなわ

ち、ナビゲーション画面で Solaris Zone マネージャ モデルを選択すると、

選択された Solaris Zone マネージャ ホストに関する情報と、すべての 

Solaris Zone ホスト、Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone インスタンス、

物理および仮想 NIC、プロジェクト、ホスト ディスク、その他に関する結

合情報が表示されます。 この情報は、個別のエンティティ モデルの［情

報］タブに表示される情報と同じデータです。 Solaris Zone マネージャ モ

デル内の結合ビューでは、管理対象のすべての仮想エンティティに関する

概要が簡単に確認できます。 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 136) 

仮想トポロジの理解 (P. 142) 
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Solaris Zone の［ロケータ］タブ 

［エクスプローラ］タブの仮想環境に関する詳細の表示に加えて、［ロ

ケータ］タブを使用して、あらかじめ設定された Virtual Host Manager 検索

を実行することもできます。 表示されているように、検索オプションは 

Virtual Host Manager、［ロケータ］タブの Solaris Zone フォルダ下にグルー

プ化されています。 

 
 

これらの詳細な検索は、単一のランドスケープ内のすべての Solaris Zone 

ホストなど、仮想エンティティのみに関連する情報を調査するのに役立ち

ます。 

注： Virtual Host Manager は DSS (338以下のページで定義参照： ) 対応ではあ

りませんが、これらのあらかじめ設定された検索によって、複数のランド

スケープを選択し、検索パラメータで検索することができます。 
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ナビゲーション画面の［ロケータ］タブには、Solaris Zones の次の検索が

含まれます。 

すべての Solaris グローバル ゾーン 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Solaris グローバル ゾーンをすべて見つけます。 

すべての Solaris Zone 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Solaris Zone をすべて見つけます。 
 

すべての Solaris Zone ホスト 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Solaris Zone ホストをすべて見つけます。 

ゾーン、Solaris Zone ホスト名別 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Solaris Zone インスタンスをすべて見つけます。選択された Solaris Zone 

ホストにより管理される Solaris Zone にのみ限定されます。 
 

ステータス監視オプション 

CA Spectrum は、仮想ネットワーク リソースの状態を監視するための広範

囲のオプションを提供します。 リソースに使用可能なステータス情報は、

監視している仮想エンティティのタイプによって異なります。 また、設

定可能なステータス オプションはそのタイプに依存します。 たとえば、

いくつかのステータス オプションは読み取り専用ですが、他のステータ

ス オプションでは、しきい値を設定したり、動作を有効にしたり、アラー

ム重大度を選択したりできます。 カスタマイズのオプションおよびレベ

ルにこの範囲を指定することによって、CA Spectrum は仮想ネットワーク

のパフォーマンスを適切に監視する方法を決定できます。 
 

ステータス フィールドは OneClick サブビューに配置されます。 ある仮想

環境のすべてのステータス情報が表形式の Solaris Zone マネージャで利用

できます。 また、CA Spectrum に一意のモデルがある各仮想エンティティ 

タイプは、容易に表示するために同じステータス情報のサブセットを提供

します。 アラート タイプ、モニタ、しきい値を含む、ステータス関連の

設定はいずれかのビュー場所から設定できます。  
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以下の表は、各仮想エンティティ タイプに使用可能なステータス情報の

タイプの概要について説明します。 ［サブビューの場所］列は、対応す

るステータス フィールドが配置される OneClick の場所を説明します。 た

とえば、Solaris Zone モデルの「メモリ」情報は次の 2 つの場所の［情報］

タブにあります。 

■ Solaris Zone モデルの［Solaris Zone 情報］サブビュー 

■ Solaris Zone マネージャ モデルの［Solaris Zone マネージャ］、［管理対

象環境］、［ゾーン］サブビュー 
 

各ステータス情報タイプに使用可能な正確なステータス オプションを調

査するには、OneClick のサブビューを見つけます。 
 

Solaris Zone マネージャ 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 

全体 Solaris Zone マネージャ 

Solaris Zone ホスト 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Solaris Zone ホスト、Solaris Zone マネージャ 

 

CPU 
 

Solaris Zone ホスト、Solaris Zone マネージャ 

メモリ Solaris Zone ホスト、Solaris Zone マネージャ 

Solaris グローバル ゾーン 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

システム 

 

Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone マネー

ジャ 
 

CPU 
 

Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone マネー

ジャ 

メモリ Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone マネー

ジャ 
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Solaris Zone 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Solaris Zone、Solaris Zone マネージャ 

メモリ Solaris Zone、Solaris Zone マネージャ 
 

CPU 
 

Solaris Zone、Solaris Zone マネージャ 

集約 CPU Solaris Zone、Solaris Zone マネージャ 

リソース プール 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 

全体 Solaris Zone マネージャ 

プロジェクト 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Solaris Zone マネージャ 
 

メモリ 

 

Solaris Zone マネージャ 

CPU Solaris Zone マネージャ 

プロセッサ セット 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 

全体 Solaris Zone マネージャ 

物理 NIC 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Solaris Zone マネージャ 
 

接続 

 

Solaris Zone マネージャ 

リンク状態 Solaris Zone マネージャ 
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仮想 NIC 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Solaris Zone マネージャ 
 

接続 

 

Solaris Zone マネージャ 

使用率 Solaris Zone マネージャ 

ホスト ディスク 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Solaris Zone マネージャ 

容量 Solaris Zone マネージャ 

使用量 Solaris Zone マネージャ 

使用可能領域 Solaris Zone マネージャ 
 

読み取りの状態 

 

Solaris Zone マネージャ 

書き込みの状態 Solaris Zone マネージャ 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 136) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 158) 

Solaris Zones の Virtual Host Manager アラーム (P. 155) 
 

 

Solaris Zone のアラームと障害分離 

このセクションでは、Virtual Host Manager が使用するトラップと生成され

るアラームについて説明します。 このセクションでは、Virtual Host 

Manager 障害分離が基本的な CA Spectrum 障害分離とどのように異なって

いるかについても説明します。 
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Solaris Zones の Virtual Host Manager アラーム 

仮想ネットワーク内の問題を警告するために、CA Spectrum はアラームを

生成します。 アラームは次の 2 つの方法で作成されます。 

■ CA SystemEDGE エージェントから送信されるトラップ 

■ ポーリング 
 

ポーリングにより次の 4 つのアラームが生成されます： Solaris Zones Proxy 

Lost、Solaris Zones Host Proxy Lost、Solaris Zone Manager Unavailable、Solaris 

Zone Not Running。 ただしトラップの中には、仮想デバイス上でアラーム

を生成するものがあります。 CA Spectrum は、CA SystemEDGE エージェン

トから Solaris Zones AIM によって送信されるトラップをすべてサポートし

ます。 これらのトラップを最適化するために、各仮想デバイスのしきい

値を個別に設定できます。 
 

トラップがしきい値に違反し、アラームを生成した場合、CA Spectrum は

トラップで渡された「状態」 varbind の値を使用して、アラーム重大度を

決定します。 同じ CA Spectrum アラームを受信するすべての「状態」 

varbind に次の値が指定されます。 

■ 1： OK 

■ 2： 警告 

■ 3： 重大 
 

CA Spectrum は CA Spectrum アラーム重大度にこれらの Solaris Zones 技術

状態を以下のようにマップします。 

  

Solaris Zone の状態 CA Spectrum アラーム重大度 
 

1： OK 

 

クリア 
 

2： 警告 

 

マイナー（黄色） 

3： 重大 メジャー（オレンジ色） 
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詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 136) 

ステータス監視オプション (P. 151) 

Solaris から削除されたデバイスのデバイス モデルの管理 (P. 117) 

Solaris Zone マネージャ削除後の SNMP 対応 Solaris Zone モデルの管理 (P. 
121) 
 

 

CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 

CA Spectrum は、Solaris Zones AIM によって送信されるトラップをすべてサ

ポートします。 これらのトラップは Solaris Zones CA SystemEDGE モデルに

最初に送信されます。 トラップの送信先が Solaris Zone モデルではない場

合、CA Spectrum は正しい仮想モデルへのトラップを転送します。  

注： トラップに関連する特定のイベント コードについては、イベント設定

アプリケーションを使用し、「0x056e」をフィルタします。または、MIB 

ツールを起動し、「EMPIRE-CASUNZA-MIB」MIB の［トラップ サポート］

テーブルのトラップを表示できます。 イベント設定アプリケーションの

使用に関する詳細については、「Event Configuration User Guide」を参照し

てください。 MIB ツールの使用に関する詳細については、「IT インフラス

トラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
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CA Spectrum は、以下のプロセスを使用して、トラップの転送先を決定し

ます。 

1. CA Spectrum がトラップを受信すると、トラップの varbind 情報を使用

して正しい仮想エンティティを見つけます。 

■ Solaris Zone ホストに転送されるトラップについては、CA Spectrum 

は UID を使用して正しいホストを見つけます。  

■ Solaris Zone に転送されるトラップについては、CA Spectrum は UID 

を使用して、正しい Solaris Zone ホストを最初に決定します。 次に、

CA Spectrum は、この Solaris Zone ホストが管理するゾーンの一覧内

で正しい Solaris Zone を見つけます。 

2. CA Spectrum はこの UID を使って、特定の UID に関連付けられている 

CA Spectrum モデルを検索し、特定します。 すべてのトラップと関連

付けられているエンティティ タイプが事前に決定されます。 検索の結

果に応じて、CA Spectrum は次のようにトラップを転送します。 

■ 指定された UID で特定のタイプの CA Spectrum モデルを検索する

場合、CA Spectrum はイベントおよび対応するアラームを送信先モ

デルに転送します。  

■ 指定の UID の CA Spectrum モデルが見つからない場合、CA Spectrum 

は Solaris Zone マネージャ モデルで新しい汎用イベントを生成し

ます。 この新しいイベントには、トラップに関する詳細が含まれ

ます。 
 

注： Solaris Zone の仮想ネットワーク エンティティを変更した直後

にトラップが送信されたとき、CA Spectrum は多くの場合、関連す

るモデルを見つけられません。 Solaris Zone ディスカバリは CA 

Spectrum で対応するモデルを特定しておらず、作成していません。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 158) 
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Virtual Host Manager でサポートされているトラップ 

Solaris Zones AIM によって生成されるトラップはすべて CA Spectrum でサ

ポートされています。 トラップは Solaris Zone マネージャ モデルに最初に

送信されます。 その後、トラップは、トラップのタイプに応じて、対応

する仮想エンティティ タイプ（つまり、「宛先」エンティティ）に転送

されます。 これらのトラップを使用すると、仮想ネットワークのパフォー

マンスの監視、結果的に生成されるアラームの解決、またはイベントのト

リガが可能です。 
 

注： Solaris Zones AIM によって生成されたトラップの詳細については、

「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 実装ガイド」を参照してく

ださい。 
 

以下の表では、特定の送信先エンティティ タイプのトラップをリスト表

示し、トラップがアラームを生成するかどうかを示します。 

Solaris Zone マネージャ トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

zoneAimHostDeleteTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165448 
 

いいえ 

zoneAimHostAddTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165449 いいえ 
 

Solaris Zone ホスト トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

zoneAimHostConfigChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165401 
 

いいえ 

zoneAimHostStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165402 はい 

zoneAimHostCPUStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165403 はい 

zoneAimHostMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165404 はい 

zoneAimHostTotalZoneCPUStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165405 はい 

zoneAimHostTotalZoneMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165406 はい 

zoneAimHostThresholdChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165407 いいえ 

zoneAimHostConnectionStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165408 いいえ 

zoneAimContainerAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165416 いいえ 

zoneAimContainerRemovalTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165417 いいえ 
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トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 

zoneAimPNICAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165425 いいえ 

zoneAimPNICRemovalTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165426 いいえ 

zoneAimPNICConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165427 いいえ 

zoneAimPNICStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165428 はい 

zoneAimHostDiskAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165433 いいえ 

zoneAimHostDiskRemovalTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165434 いいえ 

zoneAimHostDiskConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165435 いいえ 

zoneAimHostDiskStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165436 はい 

zoneAimHostDiskAvailStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165437 はい 

zoneAimHostDiskThresholdChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165438 いいえ 

zoneAimResourcePoolAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165439 いいえ 

zoneAimResourcePoolRemovalTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165440 いいえ 

zoneAimResourcePoolConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165441 いいえ 

zoneAimResourcePoolStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165442 はい 

zoneAimResourcePoolSchedChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165443 いいえ 

zoneAimProcessorSetAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165444 いいえ 

zoneAimProcessorSetRemovalTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165445 いいえ 
 

zoneAimProcessorSetConfigChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165446 
 

いいえ 

zoneAimProcessorSetStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165447 はい 
 

Solaris グローバル ゾーンおよび Solaris Zone トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

zoneAimZoneCPUStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165409 
 

はい 

zoneAimZoneMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165410 はい 

zoneAimZoneConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165411 いいえ 

zoneAimZoneThresholdChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165412 いいえ 
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トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 

zoneAimZoneAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165413 いいえ 

zoneAimZoneRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165414 いいえ 

zoneAimZoneRunningStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165415 はい 

zoneAimProjectCPUStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165418 はい 

zoneAimProjectMemStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165419 はい 

zoneAimProjectAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165420 いいえ 

zoneAimProjectRemovalTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165421 いいえ 

zoneAimProjectConfigChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165422 いいえ 

zoneAimProjectThresholdChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165423 いいえ 

zoneAimProjectOverallStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165424 はい 

zoneAimVNICAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165429 いいえ 

zoneAimVNICRemovalTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165430 いいえ 
 

zoneAimVNICConfigChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165431 
 

いいえ 

zoneAimVNICStateChangeTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165432 はい 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 133) 

Solaris Zone データが Virtual Host Manager で更新される仕組み (P. 146) 

CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 (P. 156) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 136) 

ステータス監視オプション (P. 151) 
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仮想ネットワークの障害管理 

障害分離の目的は、ネットワークの問題の根本原因を絞り込むことです。 

根本原因を見つけると、トラブルシューティングを実行して、迅速にその

問題を修正したり、自動スクリプトを使って問題をプログラム的に修正し

たりすることができます。 単一のデバイスに関する問題がネットワーク

内の複数のデバイスにイベントを生成させる可能性があるため、どのデバ

イスがアラームの根本原因かを決定することは難しい可能性があります。  
 

たとえば、Solaris Zone ホストとの接続が失われると、それが管理する 

Solaris Zone インスタンスとの接続も失われることがあります。 そのため、

Solaris Zone ホストのデバイス モデルとすべての影響を受けた Solaris Zone 

インスタンスがアラームを生成します。 Virtual Host Manager は単一の根本

原因を識別するため、障害分離テクニックを使用して、これらのアラーム

を相互に関連付けます。 
 

仮想ネットワークは CA Spectrum に代替管理という視点を提供するため、

仮想ネットワークを独自に管理することができます。 すなわち、CA 

Spectrum は、仮想デバイスとの直接の接続、または仮想ネットワーク管理

技術、Solaris Zones を介して情報を収集できます。 この代替管理視点は 2 つ

の方法で標準 CA Spectrum 障害管理を強化します。 

■ 強化された接続切断アラーム -- デバイスに関する情報源が 2 つあると

いうことは、Virtual Host Manager が原因を特定し、より簡単にイベン

トを単一の根本原因に相互に関連付けられることを意味します。 

■ プロキシ障害アラーム -- プロキシ管理は、プライマリ マネージャの代

わりの、または追加の代替管理ソースを使用して、ネットワーク デバ

イスを管理する行為です。 たとえば、CA Spectrum は、直接接続する

か、仮想技術アプリケーションのデバイスとの接続を介して、仮想ネッ

トワーク デバイスを管理できます。Solaris Zones 仮想化技術が仮想

ネットワーク デバイスとの接続を失ったとき、Virtual Host Manager は

デバイスごとに「プロキシの管理ロス］アラームの 1 つを生成します。 

これらは、デバイスの状態または直接（SNMP）管理の状態ではなく、

プロキシによるデバイスの管理に影響があることを警告するという点

で独特のアラームです。 
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デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み 

デバイスに関するネットワークの問題をトラブルシュートできるように、

CA Spectrum は障害分離を使用し、アラームの根本原因を絞り込みます。 仮

想ネットワークの場合、Virtual Host Manager はデバイスとの直接の接続か

ら提供される情報と Solaris Zones AIM 経由で Solaris Zones 技術により提供

される情報を利用します。 多くの場合、標準 CA Spectrum 障害管理は根本

原因を正確に特定することができます。 ただし、特殊な状況では、仮想

ネットワークの問題を分離する方法は、標準的な方法の範囲を越えます。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用する障害分離のタ

イプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイスが生成

するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオは、2 つの固

有の障害管理状況、および CA Spectrum が仮想ネットワークでネットワー

クのエラーを分離する方法について説明します。 
 

シナリオ 1： Solaris Zone インスタンスが実行中でない 

仮想環境では、仮想管理アプリケーションは CA Spectrum が標準的なデバ

イス監視を介して検出するよりも詳しい詳細を提供できます。 たとえば、

Solaris Zone 仮想化技術は、「実行中」状態から、「インストールされた」

状態など、その他の状態に Solaris Zone が変わるタイミングを認識します。 
 

Solaris Zone が実行を停止し、CA Spectrum との接続が失われても、Solaris 

Zone マネージャ のプロキシ管理 (338以下のページで定義参照： )が遮断さ

れていない場合、CA Spectrum は次のように根本原因を決定します。 

1. CA Spectrum が Solaris Zone との接続を失うと、「接続切断」アラーム

を生成します。 

2. その次のポーリング サイクル中に、Solaris Zone マネージャ モデルは 

Solaris Zones AIM にポーリングを実行し、Solaris Zone に関する情報を集

めます。 Solaris Zones 技術は Solaris Zone インスタンスを管理するため、

Solaris Zone によって生成されたアラームの想定される原因の一意の

ビューを提供できます。  
 



Solaris Zone のアラームと障害分離 

 

第 4 章： Solaris Zone  163  
 

3. Solaris Zone 技術は Solaris Zone が未実行モードにあることを認識した

場合、「Zone 未実行」アラームを生成します。 

注： Solaris Zone が再度実行された後、このアラームは最初の Solaris 

Zones AIM ポーリング サイクルで消去されます。 

4. Virtual Host Manager は、CA Spectrum によって作成された対応する

「Zone 未実行」アラームと「接続切断」アラームを相互に関連付けま

す。 Virtual Host Manager は「Zone 未実行」アラームの兆候として「接

続切断」アラームを表示します。 
 

シナリオ 2： Solaris Zone ホストがダウンしている 

CA Spectrum がモデリングされた Solaris グローバル ゾーンとそのホスト

で実行されているすべての Solaris Zone との接続を失った場合、CA 

Spectrum はアップストリームのルータとスイッチのステータスを確認し

ます。 これらのステータスに応じて、CA Spectrum は以下のように根本原

因を特定します。 

■ 1 つまたは複数の Solaris Zone インスタンスまたは Solaris グローバル 

ゾーンのすべてのアップストリーム デバイスが使用不可能です -- 標

準 CA Spectrum 障害分離テクニックは次のように根本原因を判断しま

す。 

– Device Stopped Responding to Polls アラーム -- Solaris Zone または 

Solaris グローバル ゾーンの少なくとも 1 つのアップストリーム接

続デバイスが起動しているときに Solaris Zone ホストで生成されま

す。 

– Gateway Unreachable アラーム -- すべてのアップストリーム接続デ

バイスがダウンしているときに Solaris Zone ホストで生成されます。  

■ すべての Solaris Zone インスタンスと Solaris Zone ホストに接続されて

いる Solaris グローバル ゾーン モデルに対して少なくとも 1 つのアッ

プストリーム デバイスが使用可能です -- CA Spectrum は、Solaris Zone 

ホストが根本原因であり、次のように応答するものと推論します。 

a. Solaris グローバル ゾーン モデルと、Solaris グローバル ゾーン モデ

ルまたは Solaris Zone モデルに直接接続されているすべての Solaris 

Zone、ポート、FanOut が標準の障害分離アラームを生成します。  

b. Virtual Host Manager は、Solaris Zone ホスト モデルに対して物理ホ

スト ダウン アラームを作成します。 
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c. 影響を受けるデバイス（Solaris Zone、ポート、FanOut など）に作

成された障害分離関連のアラームはすべて物理ホスト ダウン ア

ラームに相互に関連付けられ、物理ホスト ダウン アラームの兆候

になります。 これらの兆候アラームは、物理ホスト ダウン アラー

ムの［影響度］タブの［兆候］テーブルに表示されます。 
 

注： 各 Solaris Zone ホスト モデルに対して、Virtual Host Manager は

「仮想障害ドメイン」を作成します。このドメインには Solaris Zone 

ホスト、Solaris グローバル ゾーン、Solaris Zone インスタンスに加

え、Solaris グローバル ゾーン モデルまたは Solaris Zone に直接接続

されているすべてのポートと FanOut が含まれます。 Solaris Zone ホ

ストが物理ホスト ダウン アラームを生成した場合、ドメイン内の

標準の障害分離アラームがすべてそれに関連付けられます。 兆候

としてこれらのアラームが相互に関連付けられたことは、Solaris 

Zone ホストの物理ホスト ダウン アラームが根本原因であること

を示します。  
 

d. 影響を受けるデバイスはすべて、物理ホスト ダウン アラームの

［影響度］タブの［管理ロスの影響度］テーブルに一覧表示され

ます。  
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注： 表示されていないデバイスは［兆候］テーブルに対応するア

ラームを持っていません。そのため、次の例では、影響を受けた

デバイスが 4 つであるのに対し、関連する兆候アラームは 2 つだけ

になっています。 
 

 
 

e. 1 つまたは複数の Solaris Zone または Solaris グローバル ゾーンの

アップストリーム デバイスがすべてダウンした場合、CA Spectrum 

は、障害の原因が Solaris Zone ホストにあることは確実ではありま

せん。 そのため、CA Spectrum は、物理ホスト ダウン アラームを

クリアし、標準の CA Spectrum 障害分離技術を適用します。 
 



Solaris Zone のアラームと障害分離 
 

166  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

詳細情報： 

Solaris Zone ホストの停止によって影響を受ける Solaris Zone の決定 (P. 
169) 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み (P. 166) 
 

 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み 

仮想ネットワークの作成に使用される Solaris Zone 仮想技術は CA 

Spectrum に個別の管理機会を提供します。 CA Spectrum は標準的な方法を

利用して仮想デバイスに直接接続できるだけでなく、Solaris Zone 技術から

仮想デバイス情報を同時に収集できます。 この意味で、Solaris Zone 技術

は「プロキシ（代理）」であり、このプロキシから CA Spectrum は仮想デ

バイス情報を収集します。 CA Spectrum はデバイスとの直接の接続を失う

と、アラームを生成します。 同様に、Solaris Zone 技術が仮想デバイスと

の接続を失うか、Virtual Host Manager が Solaris Zone マネージャとの接続

を失った場合、Virtual Host Manager はアラーム（プロキシの管理ロス ア

ラーム (338以下のページで定義参照： )）を生成します。 
 

これを受けて、CA Spectrum は、プロキシ管理障害の原因を特定しようと

します。 プロキシ障害分離は、標準的な CA Spectrum 障害分離に似ていま

すが、これらのアラートにより、仮想デバイスのプロキシ管理が影響を受

けているということが警告される点が異なっています。 プロキシ管理の

障害分離は、仮想デバイスが稼働中かダウンしているかを通知することは

できません。 ただし、デバイスに関する重要な仮想情報が失われる可能

性があるため、プロキシを介した接続がいつ切断されたかを知ることが重

要です。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用するプロキシ障害

分離のタイプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイ

スが生成するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオで

は、2 つの固有のプロキシ障害管理状況、および Virtual Host Manager が仮

想ネットワークにおけるネットワークのエラーをどのように分離するか

を説明します。 
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シナリオ 1： Solaris Zone マネージャと Solaris Zone ホストの間の接続が失われ

た 

Solaris Zone マネージャが、それが管理している Solaris Zone ホストの 1 つ

との接続を失った場合、その Solaris Zone ホストとホストされているすべ

ての Solaris Zone に関するデータが失われます。 問題を分離するには、

Virtual Host Manager は以下のように根本原因を特定します。 

1. 「プロキシ接続切断」アラームが、Solaris Zone ホスト、Solaris グロー

バル ゾーン、ホストされているすべての Solaris Zone で生成されます。 

2. Solaris Zone アラームは、Solaris グローバル ゾーンの「プロキシ接続切

断」アラームに相互に関連付けられ、これらの Solaris Zone アラームを 

Solaris グローバル ゾーン アラームの兆候にします。 Solaris グローバル 

ゾーン アラームは、Solaris Zone ホストのプロキシ接続切断アラームに

相互に関連付けられ、それを Solaris Zone ホスト アラームの兆候にし

ます。 兆候としてこれらのアラームが相互に関連付けられたことは、

Solaris Zone ホスト アラームが根本原因であることを示します。 

3. CA Spectrum が Solaris Zone ホストとの接続を失い、物理ホスト ダウン 

アラームも生成する場合、Solaris Zone ホストに生成された「プロキシ

接続切断」アラームは物理ホスト ダウン アラームに相互に関連付けら

れます。 この場合、プロキシ接続切断アラームは、物理ホスト ダウン 

アラームの兆候になります。 兆候としてこのアラームが相互に関連付

けられたことは、Solaris Zone ホストの物理ホスト ダウン アラームが

根本原因であることを示します。 
 

シナリオ 2： CA Spectrum と Solaris Zone マネージャの間の接続が失われた 

CA Spectrum が Solaris Zone マネージャ モデルとの接続を失った場合、また

は Solaris Zone マネージャ モデルへのポーリングを停止した場合、CA 

Spectrum はその Solaris Zone マネージャによって管理されているすべての

仮想モデルに関する Solaris Zone 技術データを失います。 問題を分離する

には、Virtual Host Manager は以下のように根本原因を特定します。 

1. CA Spectrum は、Solaris Zone インスタンス、Solaris グローバル ゾーン、

Solaris Zone ホストを含め、その Solaris Zone マネージャによって管理さ

れたすべての仮想モデルに対して「プロキシ接続切断」アラームを生

成します。 CA Spectrum はまた、Solaris Zone マネージャ モデルで個別

のプロキシ使用不可アラームを生成します。 

2. Solaris Zone アラームは対応する Solaris グローバル ゾーン モデル ア

ラームに相互に関連付けられます。 
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3. Solaris グローバル ゾーン アラームは、対応する Solaris Zone ホスト モ

デル アラームに相互に関連付けられます。 
 

4. Solaris Zone ホスト モデル アラームは、Solaris Zone マネージャ モデル

のプロキシ使用不可アラームに相互に関連付けられます。 

5. このプロキシ使用不可アラームは、その後ダウンしている Solaris Zone 

マネージャの根本原因に相互に関連付けられます。 根本原因は通常、

以下の状況で作成されたアラームなど、標準 CA Spectrum 障害管理に

よって生成されたアラームです。 

■ Solaris Zone マネージャの管理ロス（すなわち、Solaris Zone マネー

ジャ ホストの CA SystemEDGE エージェントで発生した問題） 

■ マシン接続が失われた 

■ Solaris Zone マネージャ モデルが保守モードにある 
 

詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 162) 
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Solaris Zone ホストの停止によって影響を受ける Solaris Zone の決定 

Solaris Zone ホストとの接続が中断されるか、Solaris Zone ホストがダウン

すると、Solaris Zone ホストによってホストされているすべての Solaris 

Zone インスタンスが影響を受けます。 Solaris Zones 技術は Solaris Zone ホ

ストと通信して使用情報を取得できないので、その Solaris Zone ホストで

ホストされているクリティカルな Solaris Zone のアラームを受信しない可

能性があります。 クリティカルな Solaris Zone が影響を受けるかどうかを

調べるには、アラームの［影響度］タブで影響を受ける Solaris Zone イン

スタンスの一覧を以下のとおり表示できます。 

■ ［兆候］サブビュー -- 影響を受けた Solaris Zone インスタンスによって

生成された兆候アラームをすべて表示します 

■ ［管理ロスの影響度］サブビュー -- アラームによって影響を受けた 

Solaris Zone インスタンスの一覧を表示します 
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詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 162) 
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第 5 章： Microsoft Hyper-V 
 

このセクションは Microsoft Hyper-V 仮想化技術のユーザ向けで、Hyper-V 

で作成された仮想エンティティを管理するために Virtual Host Manager を

使用する方法について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Virtual Host Manager の Hyper-V の仕組み (P. 171) 

Hyper-V 向けに作成されたモデル (P. 173) 

Hyper-V ネットワークを検出する (P. 174) 

Hyper-V の仮想環境の表示 (P. 193) 

管理オプションを設定する方法 (P. 204) 

Hyper-V AIM ポーリングの制御 (P. 206) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 209) 

Hyper-V のアラームと障害分離 (P. 210) 
 

Virtual Host Manager の Hyper-V の仕組み 

Microsoft Hyper-V AIM は、ネットワークにアクセスせずに、サーバの内部

クエリによって監視される Hyper-V リソースのデータを収集します。 その

ため、CA SystemEDGE エージェントおよび Hyper-V AIM を、CA Spectrum に

よって監視する各 Microsoft Hyper-V サーバで実行する必要があります。 

Microsoft Hyper-V 仮想マシンが Windows プラットフォーム仮想マシンで

ある場合、Microsoft Hyper-V 環境の各仮想マシンに Microsoft Hyper-V 統合

サービスをインストールすることをお勧めします。 Hyper-V 統合サービス

は、仮想マシンの仮想化を最適化します。 これらのツールがないと、多

くの機能が利用できなくなります。 

Microsoft Hyper-V サーバは、仮想マシンの作成、実行、および管理するた

めの機能を提供します。 Hyper-V AIM および CA SystemEDGE エージェント

は Microsoft Hyper-V サーバと統合し、CA Spectrum によって Hyper-V 監視の

データを収集します。 
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以下の図では、ロードされた Hyper-V AIM を持つ CA SystemEDGE エージェ

ントを使用して、CA Spectrum が Microsoft Hyper-V 仮想環境に関する情報

を収集する方法を示します。  

 
 

図に示されているように、Microsoft Hyper-V 仮想環境に関する情報を収集

するプロセスは以下のとおりです。 

1. Microsoft Hyper-V 管理オペレーティング システム (334以下のページ

で定義参照： )は、仮想環境の Microsoft Hyper-V ホストに存在し、各

ホストおよびそれらの仮想マシンに関する詳細データを格納していま

す。 

2. Microsoft Hyper-V マネージャ（ロードされた Microsoft Hyper-V AIM を持

つ CA SystemEDGE エージェントを含む）は、Hyper-V ホスト サーバに

存在します。 ロードされた AIM で、CA SystemEDGE エージェントは 

Microsoft Hyper-V 管理オペレーティング システムと通信し、仮想環境

に関する詳細を収集します。 

3. CA Spectrum は定期的に Hyper-V マネージャから情報を取得し、仮想エ

ンティティをモデリングおよび監視するために使用します。 
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詳細情報： 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

Hyper-V の仮想ネットワークを表示する (P. 193) 

Virtual Host Manager での Hyper-V データのアップグレード方法 (P. 196) 
 

 

Hyper-V 向けに作成されたモデル 

Virtual Host Manager は、Microsoft Hyper-V 仮想技術ネットワークのコン

ポーネントを表すために複数のモデルを提供します。 以下の基本モデル

を理解していると、ユーザがディスカバリ、および仮想環境が物理環境と

どのようにインターフェースで接続するかをより良く理解するのに役立

ちます。 

Virtual Host Manager には、Hyper-V デバイス用に以下のモデルおよびアイ

コンが含まれます。 

Hyper-V マネージャ 

ロードされた Hyper-V AIM を持つ CA SystemEDGE エージェントを含む

サーバを表します。 Hyper-V ホストごとに Hyper-V マネージャは 1 つの

みである可能性があります。 

アイコン：  

注： Hyper-V 管理オペレーティング システムは、Hyper-V マネージャ モ

デルの一部として仮想トポロジで表されます。 Hyper-V 管理オペレー
ティング システムは、Hyper-V ホスト上で実行されているオリジナル

のオペレーティング システムです。 Microsoft Hyper-V は、ホストされ

ている Hyper-V 仮想マシンを設定するために、このオペレーティング 

システムを使用します。必要に応じて、この Hyper-V マネージャ モデ

ルは、Hyper-V 管理オペレーティング システムを表すために階層およ

びトポロジ ビューで繰り返されます。 
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Hyper-V ホスト 

Hyper-V 仮想化技術で設定された Hyper-V ホストを表します。 Hyper-V 

ホストとは、仮想マシンを実行するために、Microsoft Hyper-V 仮想化

ソフトウェアを使用する物理コンピュータです。 ホストは、Hyper-V 仮

想マシンが使用する CPU およびメモリのリソースを提供します。 また、

これらの仮想マシンにストレージへのアクセスとネットワークへの接

続も提供します。これらのモデルは、仮想環境がどのように物理ネッ

トワークをインターフェースで接続するかを表示する間に、個別の

ビューに仮想エンティティを分類できるようにする、トポロジ ビュー

内のコンテナ モデルとして役立ちます。 ステータス情報のために 

Hyper-V ホストと直接通信することはできません。 代わりに、これら

のモデルのステータスは、それに含まれるアイテムのステータスから

推定されます。 

アイコン：  
 

Hyper-V 仮想マシン 

Hyper-V 仮想化技術で設定された Hyper-V 仮想マシンを表します。 

Hyper-V 仮想マシンは、物理コンピュータのように、オペレーティング 

システムおよびアプリケーションを実行するソフトウェア コン

ピュータです。 仮想マシンは、作業負荷に応じて、物理ホスト上のリ

ソースを動的に消費します。 

アイコン：  
 

詳細情報： 

Hyper-V の仮想環境の表示 (P. 193) 
 

 

Hyper-V ネットワークを検出する 

このセクションでは、Virtual Host Manager のディスカバリおよびモデリン

グ プロセスについて説明します。 これらのタスクは通常、Virtual Host 

Manager 管理者によって実行されます。 
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ディスカバリ オプションを設定する方法 

Virtual Host Manager がインストールされた後、Hyper-V ディスカバリ向け

に Virtual Host Manager を設定できます。 基本設定は、Virtual Host Manager 

が仮想デバイスを確実に正しくモデリングするために役立ちます。  

Hyper-V ディスカバリ用に Virtual Host Manager のインストールを設定する

には、以下のオプションの基本設定を選択します。 

■ 新規仮想マシンの保守モード (P. 176) -- CA Spectrum が管理する準備

ができるまで保守モードにする、新しく検出した仮想マシンを決定で

きます。 

■ Hyper-V ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可 (P. 177) -- 

Microsoft Hyper-V が Hyper-V ホストおよび Hyper-V 仮想マシン モデル

を管理しなくなった場合、CA Spectrum がそれらをどのように処理する

かを制御します。 
 

■ 既存モデルの検索 (P. 178) -- Hyper-V ディスカバリで Virtual Host 

Manager が検索するセキュア ドメインを決定します。 
 

■ SNMP 対応デバイスの検出 (P. 180) -- SNMP 対応デバイスが Hyper-V 

ディスカバリでどのようにモデリングされるかを制御します。 デフォ

ルトで、新しいモデルは最初は VHM モデルとしてのみ作成されます。 

ただし、このオプションではデフォルトを上書きし、必要な条件を満

たすデバイスに対して、すぐに SNMP モデルを作成できます。 

■ Hyper-V マネージャの削除中に SNMP が有効な仮想マシンを保持 (P. 

181) -- Hyper-V マネージャ モデルが削除される場合、CA Spectrum が 

SNMP 対応の仮想マシン モデルをどのように処理するかを制御します。 
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新規 Hyper-V 仮想マシンの保守モードの設定 

Virtual Host Manager は、Microsoft Hyper-V によって管理される仮想マシン

を自動的にモデリングします。 CA Spectrum は、検出されるモデルをすべ

て管理しようとします。 ただし、最初にモデリングされる時点では、新

しく検出された Hyper-V 仮想マシンには CA Spectrum 管理の準備ができて

いないものがあります。 新しい Hyper-V 仮想マシン モデルの不要なア

ラームを回避するために、すぐに保守モードにされる新しいモデルを決定

できます。 後で、これらのデバイスを管理する CA Spectrum の準備ができ

た場合、個別のモデルの保守モードを手動で無効にできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、［詳細］ページが

表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Hyper-V］、［Hyper-V ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。 
 

4. ［新規 Hyper-V 仮想マシンの保守モード］フィールドの［設定］をク

リックし、以下のいずれかのオプションを選択します。 

有効ではない VM を保守モードにする 

（デフォルト）初期の Hyper-V ディスカバリで、有効ではない 

Hyper-V 仮想マシン モデルのみに保守モードを適用します。 

すべての VM を保守モードにする 

初期の Hyper-V ディスカバリで、新しく検出されたすべての 

Hyper-V 仮想マシン モデルに保守モードを適用します。 

設定は保存され、新しく検出された Virtual Host Manager によって作成

された Hyper-V 仮想マシン モデルが選択対象ごとに保守モードにされ

ます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 175) 

ステータス監視オプション (P. 202) 
 

 



Hyper-V ネットワークを検出する 

 

第 5 章： Microsoft Hyper-V  177  
 

Microsoft Hyper-V から削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 

デバイスおよびそれらの関係は、仮想環境で頻繁に変更されます。 CA 

Spectrum の仮想環境に関するデータを正確かつ適時に管理することは困

難です。 たとえば、Hyper-V 仮想マシンが削除された場合、CA Spectrum は

ナビゲーション画面の Virtual Host Manager から対応するデバイス モデル

を削除します。 しかし、CA Spectrum はモデルを維持または削除する必要

があるでしょうか。 モデル削除を制御する設定を選択できます。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 モデルが後で Hyper-V 環境で再作成される可能性がある

場合は、このオプションを無効にします。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Hyper-V］、［Hyper-V ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。 
 

4. ［Hyper-V ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］フィールド

の［設定］をクリックし、以下のいずれかのオプションを選択します。 

はい 

（デフォルト） Microsoft Hyper-V 環境によって管理されなくなった

エンティティに対応するモデルを削除します。 

いいえ 

対応するエンティティが Hyper-V 環境によって管理されなくなっ

た場合、Virtual Host Manager モデルをロスト ファウンド コンテナ

に置きますが、モデルは CA Spectrum から削除されません。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

設定は保存され、デバイスが Hyper-V 環境から削除された後に、デバ

イス モデルはそれに応じて処理されます。 
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詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 175) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 209) 

Hyper-V マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 181) 

Hyper-V の Virtual Host Manager アラーム (P. 210) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 212) 
 

 

セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 

新しいモデルを作成する前に、Hyper-V ディスカバリは、SpectroSERVER に

モデルを配置しようとします。 Secure Domain Manager を展開した環境で

は、Hyper-V ディスカバリは、ユーザの Hyper-V マネージャと同じセキュ

ア ドメイン内でモデルを検索します。 このドメインは「ローカル」ドメ

インです。 ただし、一部の仮想環境デバイスは、別のセキュアドメイン

内に存在していることがあります。 この場合、既存のモデルが存在しな

いか、セキュア ドメインをすべて検索するように、Hyper-V ディスカバリ

を設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、［詳細］ページが

表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Hyper-V］、［Hyper-V ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。 
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4. ［既存モデルの検索］フィールドで［設定］をクリックし、以下のオ

プションから選択します。 

Hyper-V マネージャのセキュア ドメイン 

（デフォルト）Hyper-V マネージャ サーバと同じセキュア ドメイ

ン内で既存のモデルを検索します。 

すべてのセキュア ドメイン 

SpectroSERVER が管理するすべてのセキュア ドメイン内で既存モ

デルを検索します。 このオプションは、以下の状況でのみ選択し

ます。 

■ すべてのデバイスに一意の IP アドレスが設定されている 

■ セキュア ドメインがセキュリティ目的に使われている、または

ネットワーク トラフィックを分離するために使われている 

注： NAT 環境でこのオプションを選択しないでください。 
 

設定は保存され、Hyper-V ディスカバリは選択内容に従って CA 

Spectrum 内で既存モデルを検索します。 重複しているモデル（すなわ

ち同じ IP アドレスを共有しているモデル）が複数のセキュア ドメイン

に存在する場合、Virtual Host Manager は以下を実行します。 

■ 可能な場合は、ローカル セキュア ドメイン内のモデルを選択しま

す。 

■ 重複するモデルがローカル ドメイン内に存在しない場合、Virtual 

Host Manager は別のセキュア ドメインのモデルをランダムに選択

します。 

■ いずれの場合でも、Virtual Host Manager は、Hyper-V マネージャ モ

デル上の重複した IP アドレスに対して、マイナー アラームを生成

します。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 175) 
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SNMP モデリング基本設定の設定 

SNMP 対応の仮想マシンは、プロセスおよびファイル システム監視機能な

どの豊富なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェント

の展開には、コストと時間がかかることがあります。 Hyper-V ディスカバ

リはデフォルトで、VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として仮

想マシンを作成します。後でこのモデルを SNMP モデルにアップグレード

できます。 ただし、新しい SNMP 対応デバイスをすべて SNMP モデルとし

てモデリングするように、Hyper-V ディスカバリを設定できます。 Hyper-V 

ディスカバリは完了するまでに時間がかかることがありますが、最初に 

SNMP モデルとしてこれらをモデリングすると、後でこれらのモデルを手

動でアップグレードする必要がなくなります。 

重要：  Hyper-V マネージャ サーバをモデリングする前に、SNMP モデリン

グを有効にします。 最初に Hyper-V マネージャ サーバをモデリングする

と、すべての子モデルが VHM モデルとして作成されるため、SNMP モデル

に手動でアップグレードする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［Hyper-V］、［Hyper-V ディスカバリ］、［SNMP ディスカ

バリ］サブビューの順に展開します。 

重要：  サブビューの手順に従って、SNMP ディスカバリ用にデバイス

と CA Spectrum を準備します。 Hyper-V ディスカバリを実行するまでに

デバイスが適切に準備されていない場合、Virtual Host Manager は 

SNMP モデルを作成できません。 
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4. ［SNMP 対応デバイスの検出］フィールドで［設定］をクリックし、

以下のオプションから選択します。 

はい 

Hyper-V ディスカバリ中に、SNMP モデリングを有効にします。 

［SNMP ディスカバリ］サブビューのテキストで指定した条件を満

たすデバイスのみが、SNMP デバイスとしてモデリングされます。 

新しいモデルにのみ適用します。 

いいえ 

（デフォルト）Hyper-V ディスカバリ中に検出された新しいデバイ

スはすべて、VHM モデルとしてモデリングされます。 これらのモ

デルは後で SNMP モデルに手動でアップグレードできます。 
 

設定が保存され、選択内容に従って Virtual Host Manager で新しいデバ

イスがモデリングされます。 
 

詳細情報： 

Hyper-V ディスカバリの仕組み (P. 186) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 188) 

Hyper-V マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 181) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 183) 
 

 

Hyper-V マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 

デフォルトでは、以下のアイテムが削除されると、SNMP 対応デバイスも 

CA Spectrum から削除されます。 

■ デバイス用 Hyper-V マネージャ モデル 

■ ナビゲーション画面の Hyper-V フォルダ 
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SNMP 対応デバイス モデルには、保持することが望ましい重要なカスタマ

イズを含めることができます。 これらのモデルを削除しないように、設

定を調節できます。 このような設定は、後で使用できるようにロスト ファ

ウンド コンテナに格納されます。  

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。  

2. ［情報］タブをクリックします。  
 

3. ［設定］、［Hyper-V］、［Hyper-V ディスカバリ］サブビューの順に

展開します。  
 

4. ［Hyper-V マネージャの削除中に SNMP が有効な仮想マシンを保持］

フィールドの［設定］をクリックし、以下のいずれかのオプションを

選択します。  

はい 

Hyper-V マネージャまたは Hyper-V フォルダを削除した場合、ロス

ト ファウンド コンテナ内の SNMP 対応仮想マシン モデルを保持

します。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

いいえ 

（デフォルト）Hyper-V マネージャまたは Hyper-V フォルダを削除

した場合、仮想マシン モデルをすべて削除します。 

設定が保存されます。 Hyper-V マネージャ モデルまたは Hyper-V フォ

ルダを削除した場合でも、SNMP 対応デバイス モデルはユーザの選択

内容に従って処理されます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 175) 

Microsoft Hyper-V から削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 (P. 
177) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 209) 
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仮想環境を検出し、モデリングする方法 

仮想環境を監視するには、仮想エンティティ（Hyper-V マネージャ、Hyper-V 

ホスト、および Hyper-V 仮想マシン）を検出およびモデリングします。 

Virtual Host Manager のこれらのエンティティをモデリングすることで、1 

つのツール内にネットワーク トポロジ全体が表示され、物理および仮想

コンポーネントの関係を表示できます。 
 

仮想環境をモデリングする主な手順を以下に示します。 

1. 標準 CA Spectrum ディスカバリを実行します (P. 184)。 

このディスカバリの目的は、Hyper-V ディスカバリが実行される前に、

アップストリームのルータおよびスイッチがモデリングされているこ

とを確認することです。 または、SNMP モデリング オプションが無効

な場合、この手順で SNMP 対応の仮想マシンと Hyper-V サーバをモデ

リングすることもできます。 これらのエンティティをモデリングする

場合、モデリング オプションが Virtual Host Manager をサポートするよ

うに正しく設定されていることを確認します。 

2. CA SystemEDGE モデルをアップグレードします (P. 186)。 

この手順は、Hyper-V サーバの CA SystemEDGE エージェントが CA 

Spectrum r9.2.1 より前のリリースでモデリングされた場合に限り必要

です。 
 

3. Hyper-V ディスカバリを実行させます (P. 186)。 

Hyper-V サーバで CA SystemEDGE エージェント（Hyper-V AIM を持つ）

をモデリングすると、Hyper-V ディスカバリは自動的に開始されます。 

これらの Hyper-V サーバ モデルにはそれぞれ独自の Hyper-V ディスカ

バリ プロセスがあります。 Hyper-V ディスカバリの目的は、Hyper-V に

よって管理される仮想エンティティを検索し、存在しないエンティ

ティをモデリングし、ナビゲーション画面の Virtual Host Manager 

ビューに配置することです。 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 204) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 180) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 188) 

Hyper-V 仮想マシンを別の Hyper-V ホストに移動 (P. 192) 
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CA Spectrum ディスカバリの実行 

Hyper-V 環境を検出するには、標準 CA Spectrum ディスカバリを実行しま

す。 このディスカバリは、後で仮想エンティティからの接続を確立でき

るように、アップストリームのルータおよびスイッチがモデリングされて

いることを確認します。 また、CA Spectrum ディスカバリで SNMP 対応の 

Hyper-V 仮想マシンをモデリングできます。 

注： SNMP モデリング オプションが Hyper-V ディスカバリで無効な場合に

のみ、CA Spectrum ディスカバリで SNMP 対応の Hyper-V 仮想マシンのモデ

リングが必要です。 

注： 管理者のみがこのタスクを実行します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ディスカバリ コンソールを開きます。 

注： モデリングの前に、非標準のポートで実行される SNMP エージェ

ントの正しいコミュニティ文字列、IP アドレス、ポート番号を把握し

ておきます。 

2. ナビゲーション画面の  （新しい設定の作成）ボタンをクリック

します。 
 

3. 仮想ネットワーク モデリングをサポートするように、オプションを以

下のように設定します。  

a. ［モデリング オプション］グループの［モデリング オプション］

ボタンをクリックします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

b. ［プロトコル オプション］ボタンをクリックします。 

［プロトコル オプション］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

c. ［Ping 可能の ARP テーブル］オプションを選択し、［OK］をクリッ

クします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

d. （オプション）［詳細オプション］グループの［詳細オプション］

ボタンをクリックします。 非標準の SNMP ポート（CA SystemEDGE 

エージェント ポートなど）を追加し、［OK］をクリックします。 
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4. ［IP 境界リスト］フィールドに個別の IP アドレスまたは開始および終

了の IP アドレスを入力し、［追加］をクリックします。  
 

注： IP アドレスの範囲には、インストールされた CA SystemEDGE およ

び Hyper-V AIM を持つすべてのサーバ、および相互接続しているス

イッチおよびルータが含まれていることを確認してください。 または、

SNMP モデルを必要とする SNMP 対応の Hyper-V 仮想マシンを含める

ことができます。 
 

5. ディスカバリ コンソールに任意の追加の値を入力し、［ディスカバ

リ］をクリックします。 

以下のモデルが作成され、CA Spectrum のネットワーク トポロジに追

加されます。 

■ Hyper-V マネージャ サーバ、およびネットワークにそれらを接続す

るスイッチおよびルータ -- 仮想環境に関する情報を Hyper-V マ

ネージャから取得します。 これらの Hyper-V マネージャ モデルが 

CA Spectrum に存在する場合、Hyper-V ディスカバリを開始できま

す。 

■ Hyper-V ホストおよび Hyper-V 仮想マシン -- CA Spectrum ディスカ

バリでこれらのエンティティをモデリングしないと決めた場合、

Hyper-V ディスカバリはこれらを VHM モデル (336以下のページで

定義参照： )として作成します。 
 

注： また、IP アドレスによって仮想ネットワークを手動でモデリング

することもできます。 この場合、最初にアップストリームのデバイス

をモデリングすることをお勧めします。 正しい順序でモデリングする

ことによって、これらのエンティティの関係をトポロジに正しく構築

できます。 ディスカバリを実行する方法の詳細については、「IT イン

フラストラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してくだ

さい。 
 

詳細情報： 

Hyper-V 仮想マシンを別の Hyper-V ホストに移動 (P. 192) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 188) 

管理オプションを設定する方法 (P. 204) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 180) 
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CA SystemEDGE モデルのアップグレード 

CA SystemEDGE エージェントは、Virtual Host Manager をインストールする

前に、または Hyper-V AIM がエージェントにロードされる前に、CA 

Spectrum でモデリングされている可能性があります。 この場合、既存の CA 

SystemEDGE モデルは Virtual Host Manager と互換性がありません。 Virtual 

Host Manager が CA SystemEDGE 内の Hyper-V AIM 機能にアクセスできるよ

うに、モデルをアップグレードします。 CA Spectrum をインストールした
後に Hyper-V AIM を持つ CA SystemEDGE エージェントをモデリングする場
合、この手順は必要ありません。 

 

CA SystemEDGE モデルをアップグレードするには、モデルを右クリックし、

［再設定］、［モデルの再設定］の順に選択します。 

CA SystemEDGE モデルは、Hyper-V AIM をサポートするためにアップグレー

ドされます。 
 

注： また、CLI を使用して、CA SystemEDGE にモデルの再設定アクションを

送信できます。 詳細については、「IT インフラストラクチャのモデリング

/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

Hyper-V 仮想マシンを別の Hyper-V ホストに移動 (P. 192) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 188) 

管理オプションを設定する方法 (P. 204) 
 

 

Hyper-V ディスカバリの仕組み 

Hyper-V ディスカバリは、仮想環境エンティティに関する詳細情報を収集

する、特殊なディスカバリ プロセスです。 Hyper-V ディスカバリの目的は、

Microsoft Hyper-V によって管理される仮想エンティティを取得し、CA 

Spectrum に存在しないエンティティをモデリングし、ナビゲーション画面

の Virtual Host Manager に配置することです。  

Hyper-V ディスカバリの主な利点は、Hyper-V ディスカバリがバックグラウ

ンドで自動的に実行され、CA Spectrum で仮想環境データを絶えず更新し

ていることです。 Hyper-V ディスカバリの仕組みを理解すると、Virtual Host 

Manager の各種コンポーネントを正しくインストールおよびモデリング

する重要性が分かります。 
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Hyper-V ディスカバリ プロセスは以下のように動作します。 

1. CA SystemEDGE エージェントおよび Hyper-V AIM がインストールされ

た直後に、Hyper-V AIM は Hyper-V ホストと通信し、管理する仮想エン

ティティに関する情報を収集します。 Hyper-V AIM はこの情報を格納

します。 

重要：  CA SystemEDGE、Hyper-V 仮想化技術、および CA Spectrum が通

信できるように、CA SystemEDGE エージェントおよび Hyper-V AIM をイ

ンストールする必要があります。 それらができない場合、Hyper-V ディ

スカバリは実行できません。 

2. CA Spectrum ディスカバリで、CA Spectrum は手順 1 で各サーバに 

Hyper-V マネージャ モデルを作成し、CA Spectrum が CA Spectrum と CA 

SystemEDGE エージェントの間の通信を処理できるようにします。 
 

3. CA Spectrum は、手順 1 に格納される Hyper-V 情報を収集するために 

Hyper-V AIM をポーリングします。 
 

4. CA Spectrum は Hyper-V ディスカバリを開始し、次のように AIM からの

この情報を使用し、CA Spectrum の［トポロジ］タブおよびナビゲーショ

ン画面の Virtual Host Manager 階層のモデリングを更新します。 

a. 手順 2 の前に SNMP ディスカバリを有効にする場合、Virtual Host 

Manager ディスカバリは、SNMP ディスカバリ条件を満たしている

すべての新しい SNMP 対応モデルに対して SNMP モデルを作成し

ます。 

注： デフォルトでは、SNMP ディスカバリは Hyper-V ディスカバリ

中は無効です。  

b. VHM モデル (336以下のページで定義参照： )は Hyper-V マネージャ

用に作成されます。 

c. 以前から存在する Hyper-V 仮想マシン モデルは、VHM モデルに変

更されます。 
 

d. VHM モデルは、CA Spectrum に存在しない Hyper-V 仮想マシンに対

して作成されます。 
 

e. VHM モデルは Hyper-V ホスト モデル用に作成されます。また、こ

れらのモデルは、Virtual Host Manager およびユニバース トポロジ

のナビゲーション画面で、それらに関連する Hyper-V 仮想マシン 

モデルをグループ化します。 

f. 仮想ネットワーク用のモデルはすべて、ナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager 部分に追加されます。 
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注： 仮想環境では、個別の ESX ホスト上の複数のデバイスに、同じ IP ア

ドレスまたは MAC アドレスがある可能性があります。 この場合、CA 

Spectrum は IP アドレスまたは MAC アドレスが生成されるたびに、重

複するモデルを作成します。 
 

5. Hyper-V ディスカバリは、定期的にスケジュールされた Hyper-V ポーリ

ング間隔ごとに、自動的にこのプロセスを繰り返します。 

注： デフォルトでは、Hyper-V ポーリング間隔は、Hyper-V マネージャ モ

デルでポーリング間隔を設定することによって制御されます。 または、

Hyper-V サーバ アプリケーション モデルを使用して、Hyper-V ポーリン

グを制御できます。 
 

詳細情報： 

Hyper-V 仮想マシンを別の Hyper-V ホストに移動 (P. 192) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 188) 

管理オプションを設定する方法 (P. 204) 

Hyper-V AIM ポーリングの制御 (P. 206) 

セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 (P. 178) 
 

 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する 

SNMP 対応の仮想マシンは、プロセスおよびファイル システム監視機能な

どの豊富なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェント

の展開には、コストと時間がかかることがあります。 SNMP エージェント

が使用不可の場合、または SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host 

Manager は Hyper-V 仮想マシンを VHM モデル (336以下のページで定義参

照： )として作成します。  
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後で、SNMP エージェントを任意の仮想マシンにインストールし、CA 

Spectrum でそのモデリングをアップグレードできます。 SNMP モデルの

アップグレード用のオプションは以下のとおりです。 

■ 選択したデバイスのみをアップグレード -- アップグレードするモデ

ルの選択対象が少ない場合、このメソッドは迅速に動作します。 最初

に、VHM モデルおよび子モデルが削除されます。 このメソッドには、

CA Spectrum がモデルを削除した後に、次の Hyper-V ディスカバリが新

しい SNMP モデルを作成し、Virtual Host Manager に配置するまで待機

する必要があるという欠点があります。 モデルの IP アドレスをアップ

グレードする知識が必要です。 

■ SNMP 対応の VHM モデルをすべてアップグレード -- このメソッドは

バッチでモデルをアップグレードします。 Virtual Host Manager を新リ

リースにアップグレードする際に優先されます。 このメソッドの場合、

個別のモデルの IP アドレスについての知識は必要ありません。 CA 

Spectrum が VHM モデルを削除した後に、アップグレードされた SNMP 

モデルは、次のポーリング サイクルを待つことなく、すぐに Virtual 

Host Manager 階層に配置されるという利点もあります。 そのため、子

モデルが管理対象外のまま残ることはありません。  

このメソッドには、完了までに長時間かかる場合があるという欠点が

あります。 このアップグレードに必要な時間は、Virtual Host Manager 

が SNMP 対応デバイスの特定時に検索する必要のある、コミュニティ

文字列および SNMP ポートの数に依存します。 

注： Virtual Host Manager は、電源をオンにされた Ping 可能仮想マシン

のみで SNMP エージェントを特定しようとします。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 
 

詳細情報： 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 180) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 183) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 209) 
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選択した VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または Hyper-V ディスカバリ中に 

SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は Hyper-V 仮想マ

シンを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として作成します。 後

で、SNMP エージェントを任意の仮想マシンにインストールし、CA 

Spectrum でそのモデリングをアップグレードできます。 アップグレード

するデバイス モデルの IP アドレスを知っている必要があります。 手動で

アップグレードするモデルを選択すると迅速に動作しますが、アップグ

レード中にこれらのモデルの注記またはカスタマイズはすべて失われま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. 以下のいずれかの方法を使用して、デバイスを再度モデリングします。 

■ CA Spectrum ディスカバリ 

■ IP アドレスによる個別のデバイスのモデリング 
 

新しい SNMP 対応モデルが作成される場合、CA Spectrum は Virtual Host 

Manager から前のモデルを消去し、これを削除します。 次の Hyper-V 

AIM ポーリング サイクルで、CA Spectrum はナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager に SNMP 対応モデルを追加します。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 
 

詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 183) 

Microsoft Hyper-V から削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 (P. 
177) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 209) 
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すべての VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または Hyper-V ディスカバリ中に 

SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は Hyper-V 仮想マ

シンを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として作成します。 後

で、SNMP エージェントを任意の仮想マシンにインストールし、CA 

Spectrum でそのモデリングをアップグレードできます。 バッチでアップ

グレードする場合、CA Spectrum は VHM モデルをすべて検索して、現在 

SNMP 対応デバイスであるモデルを特定します。 CA Spectrum はそれらを 

SNMP モデルに変換します。 このメソッドは Virtual Host Manager が検索す

る必要のあるコミュニティ文字列およびポートの数によって、完了するの

に時間がかかる場合があります。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 
 

3. ナビゲーション画面でアップグレードするモデルを管理する Hyper-V 

マネージャ モデルを選択します。 
 

4. ［情報］タブをクリックします。 
 

5. ［Hyper-V マネージャ］、［CA Spectrum モデリング コントロール］サ

ブビューの順に展開します。 

6. ［ICMP 専用デバイスのアップグレード］をクリックします。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 

Virtual Host Manager は、選択された Hyper-V マネージャ デバイスの 

Hyper-V AIM によって管理される、VHM モデルを検索します。 Virtual 

Host Manager は、SNMP デバイスの条件を満たす ICMP 専用デバイスを

アップグレードし、Virtual Host Manager 階層内に配置します。 
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Hyper-V 仮想マシンを別の Hyper-V ホストに移動 

Hyper-V ホスト間で Hyper-V 仮想マシンを移動させると、データを失う可

能性があります。 リスクは Virtual Host Manager 設定によって異なります。 

Hyper-V AIM は仮想マシン マイグレーションをサポートしません。 Virtual 

Host Manager では、移動は 2 つのイベントとして見なされ、仮想マシンが

元の Hyper-V ホストから削除されるイベントと、新しい仮想マシンが新し

い Hyper-V ホストに追加されるイベントです。 この場合、Virtual Host 

Manager は元の仮想マシン モデルを削除し、新しいモデルを作成します。 

元のモデルをカスタマイズした場合、それを削除するとデータを失う可能

性があります。 仮想マシンを移動させる前に Virtual Host Manager 設定を

正しく設定すると、このデータの損失を回避できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［Hyper-V ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］オプション

を「いいえ」に変更します (P. 177)。 

注： このオプションを無効にすることは、モデルが Virtual Host 

Manager 管理から削除されるときに、CA Spectrum が仮想マシン モデ

ルを CA Spectrum から削除しないことを意味します。 

2. Microsoft Hyper-V 仮想化技術を使用し、元の Hyper-V ホストから仮想マ

シンを削除します。 
 

3. Virtual Host Manager がナビゲーション画面に変更を反映するのを待ち

ます。 
 

4. Microsoft Hyper-V 仮想化技術を使用し、元の Hyper-V ホストに仮想マシ

ンを追加します。 

Hyper-V ディスカバリが新しい仮想マシンを検索する場合、Virtual Host 

Manager は既存のモデルとそれを照合します。 Virtual Host Manager は

このモデルを Virtual Host Manager 管理に配置します。 

5. （オプション）発生元の Hyper-V マネージャ モデルの［Hyper-V ディス

カバリでデバイス モデルの削除を許可］オプションを「はい」に戻し

ます。 

仮想マシンは正常に移動されます。 
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詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 183) 

Hyper-V ディスカバリの仕組み (P. 186) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 186) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 184) 

Virtual Host Manager での Hyper-V データのアップグレード方法 (P. 196) 
 

 

Hyper-V の仮想環境の表示 

このセクションでは、Hyper-V 仮想環境および関連するアラームを表示す

るための概念について説明します。 基本手順は、標準の CA Spectrum 手順

と同じです。 ただし、このセクションでは、Hyper-V 仮想技術にのみ適用

される、概念の違いおよび詳細について説明します。 
 

Hyper-V の仮想ネットワークを表示する 

［エクスプローラ］タブで、Virtual Host Manager ノードは階層ツリー構造

を表示し、仮想環境リソースの論理関係を視覚化するのに役立ちます。  

この情報を使用すると、リソースを Hyper-V マネージャで共有する方法を

確認できます。 この情報は、ユーザが仮想環境を再編成および最適化す

る機会を特定するのに役立ちます。 また、階層はリソースのパフォーマ

ンスを監視し、アラームをトラブルシュートする迅速な方法を提供します。 
 

Virtual Host Manager は DSS 環境 (338以下のページで定義参照： )を認識し

ていないため、ランドスケープ階層内に配置されます。 以下の例では、

Virtual Host Manager がナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブに表

示される場所を示し、仮想環境の階層を示します。 

［-］ SpectroSERVER ホスト 

    ［+］ ユニバース 

    ［-］ Virtual Host Manager 

        ［-］ Hyper-V 

            ［+］ Hyper-V マネージャ 1 

            ［-］ Hyper-V マネージャ 2 

                ［-］ Hyper-V ホスト 

                     .  Hyper-V マネージャ 2 （管理オペレーティング システム） 

                     .  Hyper-V 仮想マシン 1 

                     .  Hyper-V 仮想マシン 2 
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注： Hyper-V 管理オペレーティング システムは、Hyper-V マネージャ モデ

ルの一部として仮想トポロジで表されます。 
 

Virtual Host Manager は、この SpectroSERVER が管理する仮想環境全体の

ルート ノードです。 ナビゲーション画面でこのノードを選択すると、コ

ンテンツ画面に Virtual Host Manager の詳細を表示します。 仮想環境に関

連するイベントおよびアラームなどの詳細を表示できます。 
 

直接 Virtual Host Manager で、仮想環境はフォルダ内で整理され、関連付け

られた技術を表します。 上記の階層の例では、Hyper-V フォルダには、

Microsoft Hyper-V 仮想化技術を使用して作成された仮想環境の部分が含ま

れます。 このフォルダで、Virtual Host Manager はこの SpectroSERVER に

よって管理される Hyper-V マネージャ ホストをすべてリスト表示します。  
 

各 Hyper-V マネージャには、仮想環境全体のそれが管理する部分のみが含

まれます。 ナビゲーション画面で Hyper-V マネージャを選択すると、選択

された Hyper-V マネージャによって管理される Hyper-V ホストまたは 

Hyper-V 仮想マシンなどのコンテンツ画面に詳細を表示します。 
 

各 Hyper-V マネージャで、階層は以下のエンティティ間の論理関係を表し

ます。 

■ Hyper-V ホスト 

Hyper-V Host には、それが管理する Hyper-V 仮想マシンが含まれます。 

ナビゲーション画面で Hyper-V ホストを選択すると、Hyper-V ホストお

よびメモリ使用率、ステータスなどに関連するイベントおよびアラー

ムを含む詳細をコンテンツ画面に表示します。 

■ Hyper-V 管理オペレーティング システム 

Hyper-V 管理オペレーティング システム モデルは、対応する Hyper-V 

ホスト モデルへの子として表示され、常に Virtual Host Manager 階層ツ

リーのリーフ ノードです。 このモデルは、その親の名前およびモデル 

タイプを共有します。 このモデルは Hyper-V マネージャ モデルと同じ

ように見えますが、Hyper-V ホスト モデルに表示されるインスタンス

は、Hyper-V ホストで実行されている管理オペレーティング システム

を表します。 Hyper-V はこのオペレーティング システムを使用し、ホ

ストされた Hyper-V 仮想マシンを設定します。 ナビゲーション画面の 

Hyper-V 管理オペレーティング システム モデルを選択すると、システ

ム ステータス、CPU、およびメモリ使用率を含む詳細をコンテンツ画

面に表示します。 
 



Hyper-V の仮想環境の表示 

 

第 5 章： Microsoft Hyper-V  195  
 

■ Hyper-V 仮想マシン 

Hyper-V 仮想マシンは常に Virtual Host Manager 階層ツリーのリーフ 

ノードです。 ナビゲーション画面の Hyper-V 仮想マシンを選択すると、

仮想マシン、メモリ使用率、およびステータスに関連するイベントお

よびアラームを含む詳細をコンテンツ画面に表示します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager の Hyper-V の仕組み (P. 171) 

Hyper-V 向けに作成されたモデル (P. 173) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 198) 

Hyper-V 検索の［ロケータ］タブ (P. 200) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 184) 
 

 

Hyper-V 仮想トポロジを理解する 

Hyper-V マネージャ/管理オペレーティング システム、Hyper-V ホスト、お

よび仮想環境用に作成された Hyper-V 仮想マシン モデルは、トポロジ 

ビューに統合されます。 Hyper-V ホスト モデルは、関連付けられた Hyper-V 

仮想マシンを自動的にグループ化します。 トポロジは、これらの Hyper-V 

仮想マシンが物理ネットワーク エンティティにどのように接続されるか

示します。 

注： Hyper-V 管理オペレーティング システムは、Hyper-V マネージャ モデ

ルの一部として仮想トポロジで表されます。 
 

以下の例では、これらのモデルがユニバース グループのナビゲーション

画面の［エクスプローラ］タブにどのように表示されるか示します。 

［-］ ユニバース 

     .  物理スイッチ 1 

     .  物理スイッチ 2 

    ［-］ Hyper-V ホスト 

         .  FanOut 1 

         .  FanOut 2 

         .  Hyper-V マネージャ（管理オペレーティング システム） 

         .  Hyper-V 仮想マシン 1 

         .  Hyper-V 仮想マシン 2 

         .  Hyper-V 仮想マシン 3 
 

これらのモデルの 1 つを選択すると、コンテンツ画面内の［トポロジ］タ

ブにこれらの関係がグラフで表示されます。 
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詳細情報： 

Hyper-V 向けに作成されたモデル (P. 173) 

Virtual Host Manager での Hyper-V データのアップグレード方法 (P. 196) 

Hyper-V 検索の［ロケータ］タブ (P. 200) 
 

 

Virtual Host Manager での Hyper-V データのアップグレード方法 

CA Spectrum が初期の Hyper-V 階層を構築した後、仮想ネットワーク設定

は変更される場合があります。 Virtual Host Manager は絶えず動作し、CA 

Spectrum でこの情報を最新の状態に維持します。 たとえば、以下のイベ

ントにより、仮想ネットワーク設定が変更される場合があります。 

■ Hyper-V ホストの Hyper-V 仮想マシンを作成または削除する 

■ Hyper-V ホスト間で Hyper-V 仮想マシンを手動で移動する 
 

ユーザの情報を正確にしておくために、Virtual Host Manager は Hyper-V 

AIM のポーリングによりこれらの変更を検出します。 そのため、仮想ネッ

トワーク設定の変更がある場合は、ポーリング サイクルごとに CA 

Spectrum に反映されます。 また、CA Spectrum は、AIM からトラップを受

信し、対応するイベントを生成します。 イベント ログの確認によって、

新しい仮想マシンが作成された場合など、変更が発生した時点を知ること

ができます。 
 

仮想マシンが削除された場合、CA Spectrum は［エクスプローラ］タブの 

Virtual Host Manager 階層からモデルを削除します。 新しい仮想マシンを作

成したり、管理に配置するなど、仮想ネットワーク設定への追加を AIM が

検出した場合、CA Spectrum は以下のタスクを実行します。 

■ ［エクスプローラ］タブの階層で仮想デバイス モデルの配置を更新す

る 

■ 自動的に、影響を受ける Hyper-V マネージャおよび仮想マシン モデル

への接続を再検出し、トポロジで正しい Hyper-V ホストと関連付ける 
 

注： 仮想環境のほとんどのコンポーネントは自動的に検出されますが、

CA Spectrum 管理者は新しいスイッチまたはルータをモデリングする

ために、新しい SNMP ディスカバリを開始する必要があります。 この

ディスカバリは、新しい仮想ホストが既存の仮想ネットワーク モデル

との接続を共有しないように設定される場合にのみ必要です。 
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詳細情報： 

Hyper-V 向けに作成されたモデル (P. 173) 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

Hyper-V の仮想ネットワークを表示する (P. 193) 

Microsoft Hyper-V から削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 (P. 
177) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 205) 

Hyper-V 仮想マシンを別の Hyper-V ホストに移動 (P. 192) 
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仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー 

Virtual Host Manager モデルは、仮想環境に関する情報をまとめて提供しま

す。 各モデルは、各モデルが表す仮想エンティティ タイプに応じて、一

意の情報または設定を個別に提供します。 このカスタム サブビューはコ

ンテンツ画面の［情報］タブに表示されます。 これらのサブビューには、

CPU ステータスまたはメモリ使用率などのリアルタイム データを含める

ことができます。 たとえば、Hyper-V マネージャのカスタム サブビューは、

以下のような［Hyper-V マネージャ］サブビューです。 
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注： Hyper-V マネージャ モデルは、Hyper-V マネージャが管理するすべての

仮想デバイスに対する結合情報を提供します。 すなわち、ナビゲーショ

ン画面で Hyper-V マネージャ モデルを選択すると、選択した Hyper-V マ

ネージャ ホストに関する情報と、すべての Hyper-V ホストおよび Hyper-V 

仮想マシンに関する結合情報が表示されます。 この情報は、個別のエン

ティティ モデルの［情報］タブに表示される情報と同じデータです。 

Hyper-V マネージャ モデル内の結合ビューにより、管理対象のすべての仮

想エンティティの概要が把握しやすくなります。 
 

詳細情報： 

Hyper-V の仮想ネットワークを表示する (P. 193) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 205) 
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Hyper-V 検索の［ロケータ］タブ 

［エクスプローラ］タブの仮想環境に関する詳細の表示に加えて、［ロ

ケータ］タブを使用して、あらかじめ設定された Virtual Host Manager 検索

を実行することもできます。 表示されているように、検索オプションは

［Virtual Host Manager］、［ロケータ］タブの［Hyper-V］フォルダ下にグ

ループ化されています。 

 

これらの詳細検索は、ランドスケープ内の Hyper-V 仮想マシンをすべて検

索するなど、仮想エンティティのみに関連付けられる情報を調査する場合

に役立ちます。 
 

注： Virtual Host Manager は DSS (338以下のページで定義参照： ) 対応ではあ

りませんが、これらのあらかじめ設定された検索によって、複数のランド

スケープを選択し、検索パラメータで検索することができます。 
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ナビゲーション画面の［ロケータ］タブには、Virtual Host Manager 情報の

次の検索が含まれます。 

すべてのホスト 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Hyper-V ホスト サーバをすべて見つけます。 

すべての管理オペレーティング システム 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Hyper-V 管理オペレーティング システム (334以下のページで定義参

照： )をすべて見つけます。 

注： Hyper-V 管理オペレーティング システムは、Hyper-V マネージャ モ

デルの一部として仮想トポロジで表されます。 
 

すべてのマネージャ 

Hyper-V AIM を有効にした CA SystemEDGE エージェントをホストし、仮

想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされたサー

バをすべて見つけます。 
 

すべての仮想マシン 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Hyper-V 仮想マシンをすべて見つけます。 

仮想マシン - ホスト名 

1 つ Hyper-V ホストのみ、または選択されたグループの Hyper-V ホスト

によって管理される CA Spectrum データベースで仮想マシンを見つけ

ます。 
 

詳細情報： 

Hyper-V の仮想ネットワークを表示する (P. 193) 
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ステータス監視オプション 

CA Spectrum は、仮想ネットワーク リソースの状態を監視するための広範

囲のオプションを提供します。 リソースに使用可能なステータス情報は、

監視している仮想エンティティのタイプによって異なります。 また、設

定可能なステータス オプションはそのタイプに依存します。 たとえば、

いくつかのステータス オプションは読み取り専用ですが、その他では動

作を有効にさせたり、アラーム重大度を選択できます。 カスタマイズの

オプションおよびレベルにこの範囲を指定することによって、CA 

Spectrum は仮想ネットワークのパフォーマンスを適切に監視する方法を

決定できます。 
 

ステータス フィールドは OneClick サブビューに配置されます。 指定され

た仮想環境のすべてのステータス情報は、表形式の Hyper-V マネージャ モ

デルで使用できます。 また、CA Spectrum に一意のモデルがある各仮想エ

ンティティ タイプは、容易に表示するために同じステータス情報のサブ

セットを提供します。 アラート タイプおよび監視設定を含め、ステータ

ス関連設定は、どちらかのビューの場所から設定できます。  
 

以下の表は、各仮想エンティティ タイプに使用可能なステータス情報の

タイプの概要について説明します。 ［サブビューの場所］列は、対応す

るステータス フィールドが配置される OneClick の場所を説明します。 た

とえば、Hyper-V 仮想マシン モデルの「メモリ」情報は、以下の 2 つの場

所の［情報］タブで使用可能です。 

■ Hyper-V 仮想マシン モデルの［仮想マシン情報］サブビュー 

■ Hyper-V マネージャ モデルの［Hyper-V マネージャ］、［管理対象環境］、

［仮想マシン］サブビュー 
 

各ステータス情報タイプに使用可能な正確なステータス オプションを調

査するには、OneClick のサブビューを見つけます。 
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Hyper-V マネージャ 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Hyper-V マネージャ 

Hyper-V ホスト 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Hyper-V ホスト 

 

CPU 
 

Hyper-V ホスト、Hyper-V マネージャ 

メモリ Hyper-V ホスト、Hyper-V マネージャ 

Hyper-V 仮想マシン 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

Hyper-V 仮想マシン、Hyper-V マネージャ 
 

メモリ 

 

Hyper-V 仮想マシン、Hyper-V マネージャ 

CPU Hyper-V 仮想マシン、Hyper-V マネージャ 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 205) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 212) 

Hyper-V の Virtual Host Manager アラーム (P. 210) 
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管理オプションを設定する方法 

仮想ネットワークがモデリングされたら、デバイス モデルを表示および

管理するために Virtual Host Manager オプションを設定できます。 基本設

定は、Virtual Host Manager が仮想デバイスを確実に正しくモデリングし、

ユーザにとって重要な情報のみを監視するのに役立ちます。  

Virtual Host Manager のインストールを設定するには、仮想ネットワークを

検出およびモデリングしてから、以下の手順を実行します。 

■ しきい値および他のステータス監視オプションの設定 (P. 205) -- これ

らのオプションは、どの情報を監視するか、および CA Spectrum が仮

想ネットワークで発生するさまざまなイベントをどのように管理する

かを決定できます。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager での Hyper-V データのアップグレード方法 (P. 196) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 186) 
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リソース ステータスの設定および監視 

OneClick の仮想リソースのステータスを監視できます。 たとえば、合計物

理メモリや使用物理メモリなどを表示できます。 また、アラートを有効

にするなど、監視オプションも設定できます。 この情報は、仮想ネット

ワーク パフォーマンスを最適化し、アラームをトラブルシュートするの

に役立ちます。 

注： トラップは Hyper-V AIM に設定され、Hyper-V AIM によって管理されま

す。 

［情報］タブで仮想デバイス用のリソース ステータス オプションおよび

情報を表示または設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで仮想デバイスを見つ

けてクリックします。 

デバイスの詳細がコンテンツ画面に表示されます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 

サブビューは、複数表示することができます。 通常、タブの下部のサ

ブビューには、選択されたモデルのリソース割り当ておよび使用率情

報が含まれます。 たとえば、Hyper-V ホスト モデルでは、ナビゲーショ

ン画面で選択された固有の Hyper-V ホスト モデルの詳細を含む、

「Hyper-V ホスト情報」という名前のサブビューを示します。 
 

4. 適切なサブビューを展開します。 

選択されたデバイス モデルに使用可能なすべてのリソース ステータ

ス詳細および監視オプションが表示されます。 

注： Hyper-V マネージャ モデルは、Hyper-V マネージャが管理するすべ

ての仮想デバイスに対する結合情報を提供します。 すなわち、ナビ

ゲーション画面で Hyper-V マネージャ モデルを選択すると、選択した 

Hyper-V マネージャ ホストに関する情報と、すべての Hyper-V ホストお

よび Hyper-V 仮想マシンに関する結合情報が表示されます。 この情報

は、個別のエンティティ モデルの［情報］タブに表示される情報と同

じデータです。 Hyper-V マネージャ モデル内の結合ビューにより、管

理対象のすべての仮想エンティティの概要が把握しやすくなります。 
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詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 204) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 198) 

Hyper-V の Virtual Host Manager アラーム (P. 210) 

ステータス監視オプション (P. 202) 
 

 

Hyper-V AIM ポーリングの制御 

Virtual Host Manager パフォーマンスを調整している場合、Hyper-V マネー

ジャ ポーリング レートを変更するか、または Hyper-V 技術ポーリングを

無効にできます。 デフォルトでは、Hyper-V マネージャ モデルのポーリン

グ属性は、Hyper-V ポーリング動作を制御します。 または、この Hyper-V 

ポーリング動作を個別に変更できます。 Hyper-V 技術アプリケーション モ

デル（HyperVAimApp）は、Hyper-V ポーリングを制御します。 
 

アプリケーション上の次の 2 つの属性値が、Hyper-V ポーリング ロジック

のみを制御します。 

■ PollingStatus 

■ Polling_Interval 
 

Hyper-V マネージャ モデルおよび HyperVAimApp アプリケーション モデル

の両方に、これらの属性が含まれます。 Polling_Interval がポーリング周期

を制御している場合、PollingStatus はポーリングを無効および有効にしま

す。 これらの値が異なる場合、Hyper-V 技術ポーリング動作を特定してい

る際は、HyperVAimApp アプリケーション モデル属性値が優先されます。  
 

デバイス モデルおよびアプリケーション モデルに値を設定するこの機能

によって、Hyper-V 技術ポーリングを微調整できます。 PollingStatus およ

び Polling_Interval の両方については、これらの値が同じである場合、

Hyper-V マネージャ デバイス モデルの属性を変更しても、対応するアプリ

ケーション モデル属性を変更できます。 
 

詳細情報： 

Hyper-V ディスカバリの仕組み (P. 186) 
 

 



Hyper-V AIM ポーリングの制御 

 

第 5 章： Microsoft Hyper-V  207  
 

Hyper-V AIM ポーリング間隔の設定 

Hyper-V AIM ポーリング レートを変更できます。 Hyper-V 技術アプリケー

ション モデルで Polling_Interval 属性を設定することにより、ポーリング間

隔を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに Hyper-V マネージャ デバイスの 

IP アドレスを入力し、［OK］をクリックします。 

Hyper-V マネージャ用のアプリケーション モデルのリストがコンテン

ツ画面に表示されます。 
 

4. HyperVAimApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
 

5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
 

6. ［モデリング情報］サブビューを開きます。 

7. ［ポーリング間隔（秒）］フィールドで［設定］をクリックし、新し

い値を入力します。 

注： ［ポーリング間隔］の値を任意の数から 0 に変更すると、［ポー

リング］フィールドもオフに設定され、Hyper-V AIM ポーリングも無効

になります。 ただし、［ポーリング間隔］を 0 に設定し、［ポーリン

グ］フィールドをオンに設定した場合、Hyper-V AIM ポーリングは 

Hyper-V マネージャ デバイスのポーリング間隔を使用して続行します。 

Hyper-V AIM ポーリング間隔の設定が変更されます。 
 



Hyper-V AIM ポーリングの制御 
 

208  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

Hyper-V AIM ポーリングの無効化 

Hyper-V AIM ポーリングを無効にできます。 Hyper-V ポーリングを無効に

することは、Virtual Host Manager を無効にするのと同じことです。 Hyper-V 

仮想技術アプリケーション モデルで PollingStatus 属性を設定することに

より、ポーリングを無効にします。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに Hyper-V マネージャ デバイスの 

IP アドレスを入力し、［OK］をクリックします。 

Hyper-V マネージャ用のアプリケーション モデルのリストがコンテン

ツ画面に表示されます。 
 

4. HyperVAimApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
 

5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
 

6. ［CA Spectrum モデリング情報］サブビューを開きます。 

7. ［ポーリング］フィールドで［設定］をクリックし、［オフ］を選択

します。 

ポーリングは、選択された Hyper-V マネージャの Hyper-V AIM に対して

無効にされます。 
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Virtual Host Manager モデルの削除 

さまざまな理由でモデルは OneClick からいつでも削除される可能性があ

ります。 ただし Virtual Host Manager では、ナビゲーション画面内の Virtual 

Host Manager 階層からモデルを削除する機能が制限されています。 モデル

を手動で削除するには、以下の 2 つのオプションがあります。 

■ Virtual Host Manager の Hyper-V フォルダまたは Hyper-V マネージャ モ

デルの削除 

■ Microsoft Hyper-V 仮想化技術を使用した仮想エンティティの削除 
 

Virtual Host Manager では、モデルが自動的に削除されることがあります。 

CA Spectrum が Virtual Host Manager モデルを自動的に削除するのは、次の

ような場合です。 

■ 削除された Hyper-V フォルダまたは Virtual Host Manager から削除さ

れた Hyper-V マネージャ モデル 

Hyper-V マネージャ モデルを削除した場合、またはナビゲーション画

面から Hyper-V フォルダを削除した場合、CA Spectrum は関連する子モ

デルをすべて削除します。 

■ Hyper-V 仮想環境から削除されたエンティティ 

Microsoft Hyper-V 仮想化技術を使用して、Hyper-V ホストおよび 

Hyper-V マネージャを削除すると、CA Spectrum でもユーザの設定に

従って、Virtual Host Manager からこれらのモデルおよびその子モデル

が削除される可能性があります。  

■ アップグレードされたモデルが存在 -- 場合によっては、SNMP 機能の

ない Virtual Host Manager で、Hyper-V ホストが最初にモデリングされ

ます。 SNMP 機能が後で VHM モデル (336以下のページで定義参照： )

に追加されると、前のモデルは削除され、新しい、SNMP 対応モデル

に置き換えられます。 
 

注： デフォルト設定ではモデルが削除されますが、Virtual Host Manager か

ら削除された Hyper-V ホストおよび Hyper-V 仮想マシン モデルがロスト 

ファウンド コンテナに置かれるよう Virtual Host Manager を設定できます。 

Microsoft Hyper-V 仮想環境を使用して、エンティティを削除する場合にの

み、この設定が使用されます。 ただし、Hyper-V フォルダの削除、Hyper-V 

マネージャ モデルの削除、または VHM モデルのアップグレードを行う場

合、この設定は適用されません。 
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詳細情報： 

Microsoft Hyper-V から削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 (P. 
177) 

Hyper-V マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 181) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 188) 
 

 

Hyper-V のアラームと障害分離 

このセクションでは、Virtual Host Manager が使用するトラップと生成され

るアラームについて説明します。 このセクションでは、Virtual Host 

Manager 障害分離が基本的な CA Spectrum 障害分離とどのように異なって

いるかについても説明します。 
 

Hyper-V の Virtual Host Manager アラーム 

仮想ネットワーク内の問題に対してアラートするには、CA Spectrum は

ポーリング中にアラームを生成します。 ポーリングは 4 つのアラーム

（Hyper-V プロキシ ロスト、Hyper-V ホスト プロキシ ロスト、Hyper-V マ

ネージャ無効、および Hyper-V 仮想マシンが実行されていません）を生成

します。 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 205) 

ステータス監視オプション (P. 202) 

Microsoft Hyper-V から削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 (P. 
177) 

Hyper-V マネージャ削除後の SNMP 対応仮想マシン モデルの管理 (P. 181) 
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CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 

CA Spectrum は、Hyper-V AIM が送信するトラップをすべてサポートします。 

これらのトラップは、最初に Hyper-V CA SystemEDGE モデルに送信されま

す。 トラップの送信先が Hyper-V モデルでない場合、CA Spectrum は正し

い仮想モデルにトラップを転送します。  

注： トラップに関連する特定のイベント コードについては、イベント設定

アプリケーションを使用し、「0x056e」でフィルタします。または、MIB 

ツールを起動し、「CAHYPERV-AIM-MIB」 MIB のトラップ サポート テーブ

ルにトラップを表示できます。 イベント設定アプリケーションの使用に

関する詳細については、「Event Configuration User Guide」を参照してくだ

さい。 MIB ツールの使用に関する詳細については、「IT インフラストラク

チャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

CA Spectrum は、以下のプロセスを使用して、トラップの転送先を決定し

ます。 

1. CA Spectrum がトラップを受信する場合、トラップの varbind 情報を使

用して、ターゲット デバイスの UID を識別します。 

2. CA Spectrum はこの UID を使って、特定の UID に関連付けられている 

CA Spectrum モデルを検索し、特定します。 すべてのトラップのエン

ティティ タイプが事前に決定されます。 検索の結果に応じて、CA 

Spectrum は次のようにトラップを転送します。 

■ 指定された UID で特定のタイプの CA Spectrum モデルを検索する

場合、CA Spectrum はイベントおよび対応するアラームを送信先モ

デルに転送します。  

■ 指定された UID の CA Spectrum モデルを見つけることができない

場合、CA Spectrum は Hyper-V マネージャ モデルで新しい一般イベ

ントを生成します。 この新しいイベントには、トラップに関する

詳細が含まれます。 
 

注： Hyper-V 仮想化技術の仮想ネットワーク エンティティを変更

した直後にトラップが送信される場合、CA Spectrum は関連するモ

デルを見つけられないことがよくあります。 Hyper-V ディスカバリ

はまだ識別されておらず、CA Spectrum で対応するモデルを作成し

ています。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 212) 
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Virtual Host Manager でサポートされているトラップ 

Hyper-V AIM が生成するトラップはすべて CA Spectrum でサポートされま

す。 トラップは、Hyper-V マネージャ モデルに最初に送信されます。 そ

の後、トラップは、トラップのタイプに応じて、対応する仮想エンティティ 

タイプ（つまり、「宛先」エンティティ）に転送されます。 これらのト

ラップを使用すると、仮想ネットワークのパフォーマンスの監視、結果的

に生成されるアラームの解決、またはイベントのトリガが可能です。 
 

注： Hyper-V AIM によって生成されるトラップの詳細については、「CA 

Virtual Assurance for Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してくださ

い。 
 

以下の表では、特定の送信先エンティティ タイプのトラップをリスト表

示し、トラップがアラームを生成するかどうかを示します。 

Hyper-V マネージャ トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

hypervAimStatVMAddTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.6.16501 
 

いいえ 

hypervAimStatVMRemoveTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.6.16502 いいえ 

hypervAimStatVMMigrateTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.6.16505 いいえ 
 

Hyper-V 仮想マシン トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

hypervAimStatVMEnabledTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.6.16504 
 

いいえ 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 204) 

Virtual Host Manager での Hyper-V データのアップグレード方法 (P. 196) 

CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 (P. 211) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 205) 

ステータス監視オプション (P. 202) 
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仮想ネットワークの障害管理 

障害分離の目的は、ネットワークの問題の根本原因を絞り込むことです。 

根本原因を見つけると、トラブルシューティングを実行して、迅速にその

問題を修正したり、自動スクリプトを使って問題をプログラム的に修正し

たりすることができます。 単一のデバイスに関する問題がネットワーク

内の複数のデバイスにイベントを生成させる可能性があるため、どのデバ

イスがアラームの根本原因かを決定することは難しい可能性があります。  
 

たとえば、Hyper-V ホストとの接続が切断されることは、多くの場合、管

理する Hyper-V 仮想マシンとの接続も切断されることを意味します。 その

ため、Hyper-V ホスト デバイス モデルおよびすべての影響を受ける仮想マ

シンは、アラームを生成します。 Virtual Host Manager は単一の根本原因を

識別するため、障害分離テクニックを使用して、これらのアラームを相互

に関連付けます。 
 

仮想ネットワークは CA Spectrum に代替管理という視点を提供するため、

仮想ネットワークを独自に管理することができます。 つまり、CA Spectrum 

は、仮想デバイスに直接接続して、または仮想ネットワーク管理技術

（Microsoft Hyper-V）を通じて情報を収集できます。 この代替管理視点は 2 

つの方法で標準 CA Spectrum 障害管理を強化します。 

■ 強化された接続切断アラーム -- デバイスに関する情報源が 2 つあると

いうことは、Virtual Host Manager が原因を特定し、より簡単にイベン

トを単一の根本原因に相互に関連付けられることを意味します。 

■ プロキシ障害アラーム -- プロキシ管理は、プライマリ マネージャの代

わりの、または追加の代替管理ソースを使用して、ネットワーク デバ

イスを管理する行為です。 たとえば、CA Spectrum は、直接接続する

か、仮想技術アプリケーションのデバイスとの接続を介して、仮想ネッ

トワーク デバイスを管理できます。Hyper-V 仮想化技術が仮想ネット

ワーク デバイスとの接続が切断された場合、Virtual Host Manager は各

デバイスに「プロキシの管理ロス」アラームの 1 つを生成します。 こ

れらは、デバイスの状態または直接（SNMP）管理の状態ではなく、プ
ロキシによるデバイスの管理に影響があることを警告するという点で

独特のアラームです。 
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デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み 

デバイスに関するネットワークの問題をトラブルシュートできるように、

CA Spectrum は障害分離を使用し、アラームの根本原因を絞り込みます。 仮

想ネットワークの場合、Virtual Host Manager は、デバイスと直接接続して

取得した情報、および Hyper-V AIM による Hyper-V 仮想化技術によって提

供された情報を使用します。 多くの場合、標準 CA Spectrum 障害管理は根

本原因を正確に特定することができます。 ただし、特殊な状況では、仮

想ネットワークの問題を分離する方法は、標準的な方法の範囲を越えます。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用する障害分離のタ

イプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイスが生成

するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオは、2 つの固

有の障害管理状況、および CA Spectrum が仮想ネットワークでネットワー

クのエラーを分離する方法について説明します。 
 

シナリオ 1： Hyper-V 仮想マシンが実行されていない 

仮想環境では、仮想管理アプリケーションは CA Spectrum が標準的なデバ

イス監視を介して検出するよりも詳しい詳細を提供できます。 たとえば、

Hyper-V 仮想マシンが「実行中」状態から「実行されていません」などの

他の状態に変更されると、Hyper-V 仮想化技術によって認識されます。 
 

Hyper-V 仮想マシンが実行中ではなくなり、CA Spectrum がその接続を失う

が、Hyper-V マネージャのプロキシ管理 (338以下のページで定義参照： )

が中断されない場合、CA Spectrum は以下のように根本原因を特定します。 

1. CA Spectrum が Hyper-V 仮想マシンとの接続を失った場合、接続切断ア

ラームを生成します。 

2. 次のポーリング サイクル中に、Hyper-V マネージャ モデルは仮想マシ

ンに関する情報を収集するために Hyper-V AIM をポーリングします。 

Hyper-V 技術が仮想マシンを管理するため、Hyper-V 仮想マシンによっ

て生成されたアラームの考えられる原因に、固有のビューを提供でき

ます。  
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3. Hyper-V 仮想化技術が仮想マシンが未実行モードであると認識した場

合、Virtual Machine Not Running アラームを生成します。 

注： 仮想マシンが再度実行中になると、このアラームは最初の Hyper-V 

AIM ポーリング サイクルでクリアされます。 

4. Virtual Host Manager は、CA Spectrum によって作成された対応する 

Virtual Machine Not Running アラームと Contact Lost アラームと関連付

けます。 Virtual Host Manager は、Virtual Machine Not Running アラーム

の兆候として Contact Lost アラームを表示させます。 
 

シナリオ 2： Hyper-V ホストがダウンしている 

CA Spectrum がモデリングされた Hyper-V マネージャとそのホストで実行

されているすべての Hyper-V 仮想マシンとの接続を失った場合、CA 

Spectrum はアップストリームのルータとスイッチのステータスを確認し

ます。 これらのステータスに応じて、CA Spectrum は以下のように根本原

因を特定します。 

■ 1 つ以上の仮想マシンまたは Hyper-V マネージャ用のアップストリー

ムのデバイスがすべて使用できない -- 標準の CA Spectrum 障害分離技

術は以下のように根本原因を特定します。 

– ポーリングに対するデバイスの応答停止アラーム -- 任意の仮想マ

シンまたは Hyper-V マネージャ用に少なくとも 1 つのアップスト

リームの接続デバイスが稼働中の場合、Hyper-V ホストで生成され

ます。 

– ゲートウェイ到達不可能アラーム -- アップストリームの接続デバ

イスがすべてダウンしている場合、Hyper-V ホストで生成されます。  

■ 少なくとも 1 つのアップストリームのデバイスが、すべての仮想マシ

ンおよび Hyper-V ホストに接続された Hyper-V マネージャ モデルに対

して使用できる -- CA Spectrum は、Hyper-V ホストが根本原因であり、

以下のように応答すると示します。 

a. Hyper-V マネージャ モデルとすべての Hyper-V 仮想マシン、ポート、

および Hyper-V マネージャ モデルまたは仮想マシン モデルに直接

接続された FanOut は、標準の障害分離アラームを生成します。  

b. Virtual Host Manager は、Hyper-V ホスト モデルに対して物理ホスト 

ダウン アラームを作成します。 
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c. 影響を受けるデバイス（仮想マシン、ポートおよび FanOut など）

に対して生成される障害分離関連のアラームはすべて、物理ホス

ト ダウン アラームに関連付けられているため、物理ホスト ダウン 

アラームの兆候となります。 これらの兆候アラームは、物理ホス

ト ダウン アラームの［影響度］タブの［兆候］テーブルに表示さ

れます。 
 

注： 各 Hyper-V ホスト モデルに対して、Virtual Host Manager は「仮

想障害ドメイン」を作成します。このドメインには Hyper-V ホスト、

Hyper-V マネージャ、および仮想マシンが含まれます。また、Hyper-V 

マネージャ モデルおよび仮想マシンに直接接続されたすべての

ポートおよび FanOut も含まれます。 Hyper-V ホストが物理ホスト 

ダウン アラームを生成した場合、ドメイン内の標準的な障害分離

アラームはすべてそれに関連付けられます。 これらのアラームを

兆候として相関することは、Hyper-V ホスト上の物理ホスト ダウン 

アラームが根本原因であることを示します。  
 

d. 影響を受けるデバイスはすべて、物理ホスト ダウン アラームの

［影響度］タブの［管理ロスの影響度］テーブルに一覧表示され

ます。  
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注： 抑制されたデバイスには、対応するアラームが［兆候］テーブ

ルにありません。 
 

 
 

e. 1 つ以上の仮想マシンまたは Hyper-V マネージャのアップスト

リームのデバイスがすべてダウンしている場合、CA Spectrum は信

頼できる状態ではなくなり、障害が Hyper-V ホストにある可能性が

あります。 そのため、CA Spectrum は、物理ホスト ダウン アラー

ムをクリアし、標準の CA Spectrum 障害分離技術を適用します。 
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詳細情報： 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み (P. 218) 

Hyper-V ホスト停止によって影響を受けた Hyper-V 仮想マシンの特定 (P. 
220) 
 

 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み 

仮想ネットワークを作成するために使用される Microsoft Hyper-V 仮想化

技術は、CA Spectrum に固有の管理機会を提供します。 CA Spectrum は、標

準的な方法を使用して仮想デバイスに直接接続することができます。また、

CA Spectrum は同時に Hyper-V 技術から仮想デバイスの情報を収集できま

す。 この意味で、Hyper-V 技術は CA Spectrum が仮想デバイスの情報を収

集する「プロキシ」です。 CA Spectrum はデバイスとの直接の接続を失う

と、アラームを生成します。 同様に、Hyper-V 技術が仮想デバイスとの接

続を失った場合、または Virtual Host Manager が Hyper-V マネージャとの接

続を失った場合、Virtual Host Manager はアラーム（プロキシの管理ロス ア

ラーム (338以下のページで定義参照： )）を生成します。 
 

これを受けて、CA Spectrum は、プロキシ管理障害の原因を特定しようと

します。 プロキシ障害分離は、標準的な CA Spectrum 障害分離に似ていま

すが、これらのアラートにより、仮想デバイスのプロキシ管理が影響を受

けているということが警告される点が異なっています。 プロキシ管理の

障害分離は、仮想デバイスが稼働中かダウンしているかを通知することは

できません。 ただし、デバイスに関する重要な仮想情報が失われる可能

性があるため、プロキシを介した接続がいつ切断されたかを知ることが重

要です。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用するプロキシ障害

分離のタイプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイ

スが生成するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオは、

固有のプロキシ障害管理状況、および Virtual Host Manager が仮想ネット

ワークでネットワークのエラーを分離する方法について説明します。 
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シナリオ： CA Spectrum と Hyper-V マネージャとの間の接続が失われた 

CA Spectrum が Hyper-V マネージャ モデルとの接続を失った場合、または 

Hyper-V マネージャ モデルのポーリングを停止した場合、CA Spectrum は 

Hyper-V マネージャによって管理されるすべての仮想モデルに関する 

Hyper-V 仮想化技術データを失います。 問題を分離するには、Virtual Host 

Manager は以下のように根本原因を特定します。 

1. CA Spectrum は、仮想マシンおよび Hyper-V ホストを含む、Hyper-V マ

ネージャによって管理されたすべての仮想モデルに対して「プロキシ 

ロス」アラームを生成します。 また、CA Spectrum は Hyper-V マネージャ 

モデルに個別の「プロキシ使用不可」アラームを生成します。 

2. 仮想マシン アラームは、対応する Hyper-V ホスト モデル アラームと関

連付けられます。 
 

3. Hyper-V ホスト モデル アラームは、Hyper-V マネージャ モデルのプロ

キシ使用不可アラームと関連付けられます。 

4. その後、プロキシ使用不可アラームは、ダウンしている Hyper-V マネー

ジャの根本原因と関連付けられます。 根本原因は通常、以下の状況で

作成されたアラームなど、標準 CA Spectrum 障害管理によって生成さ

れたアラームです。 

■ Hyper-V マネージャの管理が失われた（つまり、Hyper-V マネージャ 

ホストの CA SystemEDGE エージェントで発生した問題） 

■ マシン接続が失われた 

■ Hyper-V マネージャ モデルが保守モードになっている 
 

詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 214) 
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Hyper-V ホスト停止によって影響を受けた Hyper-V 仮想マシンの特定 

Hyper-V ホストとの接続が中断された場合、Hyper-V ホストがダウンしてい

る場合、Hyper-V ホストによってホストされる Hyper-V 仮想マシンはすべ

て影響を受けます。 Hyper-V 技術が使用情報を取得するために Hyper-V ホ

ストと通信できないため、Hyper-V ホストの重大な仮想マシンに対するア

ラームを受信しない可能性があります。 重大な仮想マシンが影響を受け

ているかを確認するには、アラームの［影響度］タブに影響を受けた仮想

マシンのリストを以下のように表示できます。 

■ ［兆候］サブビュー -- 影響を受けた Hyper-V 仮想マシンによって生成

されたすべての兆候アラームを表示します 

■ ［管理ロスの影響度］サブビュー -- アラームによって影響を受けた 

Hyper-V 仮想マシンをリスト表示します 
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詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 214) 
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第 6 章： IBM LPAR 
 

このセクションは IBM LPAR 仮想化技術のユーザ向けで、IBM LPAR 技術で

作成された仮想エンティティを管理するために Virtual Host Manager を使

用する方法について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Virtual Host Manager の IBM LPAR の仕組み (P. 223) 

IBM LPAR 向けに作成されたモデル (P. 226) 

IBM LPAR ネットワークの検出 (P. 227) 

IBM LPAR 仮想環境の表示 (P. 246) 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 

IBM LPAR AIM ポーリングの制御 (P. 261) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 264) 

IBM LPAR のアラームと障害分離 (P. 265) 
 

Virtual Host Manager の IBM LPAR の仕組み 

Virtual Host Manager は、物理ネットワーク エンティティと仮想ネットワー

ク エンティティをシームレスに監視します。 ネットワークの詳細が把握

できるため、両方のタイプのエンティティのネットワーク問題をトラブル

シューティングできます。 仮想ネットワーク エンティティは物理コン

ポーネントのように動作しますが、これらのエンティティを監視するプロ

セスは一般的な CA Spectrum 監視プロセスとは異なります。 このプロセス

の動作の仕組みを理解すると、仮想ネットワークに関連するネットワーキ

ング問題を見つけ、解決するのに役立ちます。 
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Virtual Host Manager 内の IBM LPAR マネージャは、IBM LPAR AIM が有効な 

CA SystemEDGE エージェントです。 IBM LPAR マネージャは、設定されたす

べての IBM LPAR のレポートを処理します。 IBM LPAR 仮想環境に関する詳

細を収集するため、Virtual Host Manager は IBM LPAR マネージャと通信し

ます。 以下の図では、CA Spectrum が IBM LPAR マネージャを使用して、IBM 

LPAR 仮想環境に関する情報を収集する方法を示します。 
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図に示されているように、IBM LPAR 仮想環境に関する情報を収集するプロ

セスは以下のとおりです。 

1. HMC (337以下のページで定義参照： ) は、それが管理する各 IBM LPAR 

ホストと通信します。 

2. IBM LPAR マネージャは、SSH を使用して管理された HMC のそれぞれと

通信し、仮想環境に関する詳細を収集します。 

注： IBM LPAR AIM を使って IBM LPAR ホストのたった 1 つのインスタ

ンスを監視してください。 複数の HMC を使って、単一の IBM LPAR ホ

ストを管理しないでください。 複数のインスタンスを監視すると、CA 

Spectrum 内で重複するモデルが発生する可能性があります。 

3. 定期的に、CA Spectrum はこれらの詳細を取得するために IBM LPAR マ

ネージャと通信します。 IBM LPAR マネージャは、有効な IBM LPAR AIM 

で CA SystemEDGE エージェントをインストールしています。 CA 

Spectrum は SNMP を使用して CA SystemEDGE エージェントと通信し、

その情報を使用して CA Spectrum の仮想環境をモデリングおよび監視

します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

IBM LPAR 仮想環境の表示 (P. 246) 

Virtual Host Manager での IBM LPAR データのアップグレード方法 (P. 249) 
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IBM LPAR 向けに作成されたモデル 

Virtual Host Manager は、IBM LPAR 仮想技術ネットワークのコンポーネント

を表すために複数のモデルを提供します。 以下の基本モデルを理解して

いると、ユーザがディスカバリ、および仮想環境が物理環境とどのように

インターフェースで接続するかをより良く理解するのに役立ちます。 

Virtual Host Manager には、IBM LPAR デバイス用に以下のモデルおよびアイ

コンが含まれます。 

IBM LPAR マネージャ 

ロードされた IBM LPAR AIM を持つ CA SystemEDGE エージェントを含

むサーバを表します。  

アイコン：  
 

IBM LPAR ホスト 

HMC (337以下のページで定義参照： ) で設定された IBM LPAR ホストを

表します。 IBM LPAR ホストは、IBM LPAR インスタンスをホストするた

めに IBM LPAR 仮想化ソフトウェアを使用する物理コンピュータです。 

IBM LPAR ホストは、IBM LPAR が使用する CPU およびメモリのリソース

を提供します。 また、これらの IBM LPAR にストレージへのアクセス

とネットワークへの接続も提供します。これらのモデルは、ユニバー

ス トポロジ内のコンテナ モデルとして役立ちます。これにより、個別

のビューに仮想エンティティを分類できるようになり、また、仮想環

境がどのように物理ネットワークをインターフェースで接続するかを

表示します。 ステータス情報のために IBM LPAR ホストと直接通信す

ることはできません。 代わりに、これらのモデルのステータスは、そ

れに含まれるアイテムのステータスから推定されます。 

アイコン：  
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IBM LPAR 

HMC で設定された IBM LPAR を表します。 IBM LPAR は、IBM LPAR ホス

ト上に設定された論理パーティション インスタンスで、物理コン

ピュータのように、オペレーティング システムやアプリケーションを

実行します。 IBM LPAR は、作業負荷および設定に応じて、物理ホスト

上のリソースを動的に消費します。 

アイコン：  
 

詳細情報： 

IBM LPAR 仮想環境の表示 (P. 246) 
 

 

IBM LPAR ネットワークの検出 

このセクションでは、Virtual Host Manager のディスカバリおよびモデリン

グ プロセスについて説明します。 これらのタスクは通常、Virtual Host 

Manager 管理者によって実行されます。 
 

ディスカバリ オプションを設定する方法 

Virtual Host Manager がインストールされた後、IBM LPAR ディスカバリ向け

に Virtual Host Manager を設定できます。 基本設定は、Virtual Host Manager 

が仮想デバイスを確実に正しくモデリングするために役立ちます。  

IBM LPAR ディスカバリ用に Virtual Host Manager のインストールを設定す

るには、以下のオプションの基本設定を選択します。 

■ 新規 IBM LPAR の保守モード (P. 228) -- CA Spectrum が管理する準備が

できるまで保守モードにする、新しく検出した IBM LPAR インスタンス

を決定できます。 

■ IBM LPAR ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可 (P. 229) -- 

Virtual Host Manager が IBM LPAR 仮想化技術モデルを管理しなくなっ

た際に、CA Spectrum がそれらをどのように処理するかを制御します。 
 

■ 既存モデルの検索 (P. 231) -- IBM LPAR ディスカバリで Virtual Host 

Manager が検索するセキュア ドメインを決定します。 
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■ SNMP 対応デバイスの検出 (P. 233) -- SNMP 対応デバイスが IBM LPAR 

ディスカバリでどのようにモデリングされるかを制御します。 デフォ

ルトで、新しいモデルは最初は VHM モデルとしてのみ作成されます。 

ただし、このオプションではデフォルトを上書きし、必要な条件を満

たすデバイスに対して、すぐに SNMP モデルを作成できます。 

■ IBM LPAR マネージャの削除中に SNMP が有効な LPAR を保持 (P. 234) 

-- IBM LPAR マネージャ モデルが削除されるときに、CA Spectrum が 

SNMP 対応の LPAR モデルをどのように処理するかを制御します。 
 

新規 IBM LPAR の保守モードの設定 

Virtual Host Manager は、IBM LPAR 仮想環境で IBM LPAR インスタンスを自

動的にモデリングします。 CA Spectrum は、検出されたすべてのモデルを

管理しようとします。 ただし、新しい IBM LPAR の中には、最初のモデリ

ングの時に CA Spectrum 管理の準備ができていない場合があります。 たと

えば、IBM LPAR が実行されていないと、CA Spectrum は［接続切断］アラー

ムを生成します。 新しい IBM LPAR モデルの不要なアラームを回避するた

めに、すぐに保守モードにされる新しいモデルを決定できます。 後で、

これらのデバイスを管理する CA Spectrum の準備ができた場合、手動で保

守モードを無効にできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、［詳細］ページが

表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［IBM LPAR］、［IBM LPAR ディスカバリ］サブビューの順

に展開します。 
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4. ［新規 IBM LPAR の保守モード］フィールドの［設定］をクリックし、

以下のいずれかのオプションを選択します。 

有効ではない LPAR を保守モードにする 

（デフォルト）初期の IBM LPAR ディスカバリで、有効ではない IBM 

LPAR モデルのみに保守モードを適用します。 

すべての LPAR を保守モードにする 

初期の IBM LPAR ディスカバリで、すべての新しい IBM LPAR モデル

に保守モードを適用します。 

設定は保存され、Virtual Host Manager によって作成された新しい IBM 

LPAR インスタンスが選択対象ごとに保守モードにされます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 227) 

ステータス監視オプション (P. 254) 
 

 

IBM LPAR マネージャから削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 

デバイスおよびそれらの関係は、仮想環境で頻繁に変更されます。 CA 

Spectrum の仮想環境に関するデータを正確かつ適時に管理することは困

難です。 たとえば、IBM LPAR インスタンスが削除された場合、CA Spectrum 

はナビゲーション画面の Virtual Host Manager から対応するデバイス モデ

ルを削除することを認識します。 しかし、CA Spectrum はモデルを維持ま

たは削除する必要があるでしょうか。 モデル削除を制御する設定を選択

できます。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 モデルが後で IBM LPAR 環境で再作成される可能性があ

る場合は、このオプションを無効にできます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［IBM LPAR］、［IBM LPAR ディスカバリ］サブビューの順

に展開します。 
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4. ［IBM LPAR ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］フィールド

の［設定］をクリックし、以下のいずれかのオプションを選択します。 

はい 

（デフォルト） IBM LPAR 環境によって管理されなくなったエン

ティティに対応する Virtual Host Manager モデルを削除します。 

いいえ 

対応するエンティティが IBM LPAR 環境で管理されなくなった場合、

Virtual Host Manager モデルをロスト ファウンド コンテナに置きま

す。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

設定は保存され、デバイスが IBM LPAR 環境から削除された後に、デバ

イス モデルはそれに応じて処理されます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 227) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 264) 

IBM LPAR マネージャ削除後の SNMP 対応 LPAR モデルの管理します (P. 
234) 

IBM LPAR の Virtual Host Manager アラーム (P. 265) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 268) 
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セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 

新しいモデルを作成するのではなく、IBM LPAR ディスカバリは 

SpectroSERVER にモデルを配置しようとします。 Secure Domain Manager を

展開した環境では、IBM LPAR ディスカバリは、ユーザの IBM LPAR マネー

ジャと同じセキュア ドメイン内でモデルを検索します。 このドメインは

「ローカル」ドメインです。 ただし、一部の仮想環境デバイスは、別の

セキュアドメイン内に存在していることがあります。 この場合、既存の

モデルが存在しないか、セキュア ドメインをすべて検索するように、IBM 

LPAR ディスカバリを設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［IBM LPAR］、［IBM LPAR ディスカバリ］サブビューの順

に展開します。 
 

4. ［既存モデルの検索］フィールドで［設定］をクリックし、以下のオ

プションから選択します。 

IBM LPAR マネージャのセキュア ドメイン 

（デフォルト）IBM LPAR マネージャ サーバと同じセキュア ドメイ

ン内で既存のモデルを検索します。 

すべてのセキュア ドメイン 

SpectroSERVER が管理するすべてのセキュア ドメイン内で既存モ

デルを検索します。 このオプションは、以下の状況でのみ選択し

ます。 

■ すべてのデバイスに一意の IP アドレスが設定されている 

■ セキュア ドメインがセキュリティ目的に使われている、または

ネットワーク トラフィックを分離するために使われている 

注： NAT 環境でこのオプションを選択しないでください。 
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設定が保存され、IBM LPAR ディスカバリは選択内容に従って CA 

Spectrum 内で既存モデルを検索します。 重複しているモデル（すなわ

ち同じ IP アドレスを共有しているモデル）が複数のセキュア ドメイン

に存在する場合、Virtual Host Manager は以下を実行します。 

■ 可能な場合は、ローカル セキュア ドメイン内のモデルを選択しま

す。 

■ 重複するモデルがローカル ドメイン内に存在しない場合、Virtual 

Host Manager は別のセキュア ドメインのモデルをランダムに選択

します。 

■ いずれの場合でも、Virtual Host Manager は、IBM LPAR マネージャ モ

デル上の重複した IP アドレスに対して、マイナー アラームを生成

します。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 227) 
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SNMP モデリング基本設定の設定 

SNMP 対応デバイスは、プロセスおよびファイル システムの監視機能など、

多様なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェントの展

開には、コストと時間がかかることがあります。 IBM LPAR ディスカバリ

はデフォルトで、IBM LPAR インスタンスを VHM モデル (336以下のページ

で定義参照： )として作成します。 これらは後で SNMP モデルにアップグ

レードできます。 ただし、新しい SNMP 対応デバイスをすべて SNMP モデ

ルとしてモデリングするように、IBM LPAR ディスカバリを設定できます。 

IBM LPAR ディスカバリは完了するまでに時間がかかることがありますが、

最初に SNMP モデルとしてこれらをモデリングすると、後でこれらのモデ

ルを手動でアップグレードする必要がなくなります。 

重要：  IBM LPAR ホストをモデリングする前に、SNMP モデリングを有効に

します。 最初に IBM LPAR ホストをモデリングすると、すべての子モデル

が VHM モデルとして作成されるため、SNMP モデルに手動でアップグレー

ドする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 
 

3. ［設定］、［IBM LPAR］、［IBM LPAR ディスカバリ］、［SNMP ディ

スカバリ］サブビューの順に展開します。 

重要：  サブビューの手順に従って、SNMP ディスカバリ用にデバイス

と CA Spectrum を準備します。 IBM LPAR ディスカバリを実行するまで

にデバイスが適切に準備されていない場合、Virtual Host Manager は 

SNMP モデルを作成できません。 
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4. ［SNMP 対応デバイスの検出］フィールドで［設定］をクリックし、

以下のオプションから選択します。 

はい 

IBM LPAR ディスカバリ中に SNMP モデリングを有効にします。 

［SNMP ディスカバリ］サブビューのテキストで指定した条件を満

たすデバイスのみが、SNMP デバイスとしてモデリングされます。 

新しいモデルにのみ適用します。 

いいえ 

（デフォルト）IBM LPAR ディスカバリ中に検出された新しいデバ

イスはすべて、VHM モデルとしてモデリングされます。 これらの

モデルは後で SNMP モデルに手動でアップグレードできます。 

設定が保存され、選択内容に従って Virtual Host Manager で新しいデバ

イスがモデリングされます。 
 

詳細情報： 

vCenter ディスカバリの仕組み (P. 54) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 241) 

IBM LPAR マネージャ削除後の SNMP 対応 LPAR モデルの管理します (P. 
234) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 236) 
 

 

IBM LPAR マネージャ削除後の SNMP 対応 LPAR モデルの管理します 

デフォルトでは、以下のアイテムが削除されると、SNMP 対応デバイスも 

CA Spectrum から削除されます。 

■ デバイス用の IBM LPAR マネージャ モデル 

■ ナビゲーション画面の IBM LPAR フォルダ 
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SNMP 対応デバイス モデルには、保持することが望ましい重要なカスタマ

イズを含めることができます。 これらのモデルを削除しないように、設

定を調節できます。 このような設定は、後で使用できるようにロスト ファ

ウンド コンテナに格納されます。  

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。  

2. ［情報］タブをクリックします。  
 

3. ［設定］、［IBM LPAR］、［IBM LPAR ディスカバリ］サブビューの順

に展開します。  
 

4. ［IBM LPAR マネージャの削除中に SNMP が有効な LPAR を保持］

フィールドで［設定］をクリックし、以下のいずれかのオプションを

選択します。  

はい 

IBM LPAR マネージャまたは IBM LPAR フォルダを削除した場合、ロ

スト ファウンド コンテナ内の SNMP 対応 LPAR モデルを保持しま

す。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

いいえ 

（デフォルト） IBM LPAR マネージャまたは IBM LPAR フォルダを削

除した場合、LPAR モデルをすべて削除します。 

設定は保存され、IBM LPAR マネージャ モデルまたは IBM LPAR フォル

ダが削除された場合、SNMP 対応デバイス モデルはその設定に従って

処理されます。 
 

詳細情報： 

ディスカバリ オプションを設定する方法 (P. 227) 

IBM LPAR マネージャから削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 
(P. 229) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 264) 
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仮想環境を検出し、モデリングする方法 

仮想環境を監視するには、仮想エンティティ（IBM LPAR ホストおよび IBM 

LPAR インスタンス）を検出およびモデリングする必要があります。 Virtual 

Host Manager のこれらのエンティティをモデリングすることで、1 つの

ツール内にネットワーク トポロジ全体が表示され、物理および仮想コン

ポーネントの関係を表示できます。 
 

仮想環境をモデリングする主な手順を以下に示します。 

1. 標準 CA Spectrum ディスカバリを実行します (P. 237)。 

このディスカバリの目的は、IBM LPAR ディスカバリが実行される前に、

アップストリームのルータおよびスイッチがモデリングされているこ

とを確認することです。 または、SNMP モデリング オプションが無効

な場合、この手順で SNMP 対応の IBM LPAR マネージャをモデリングす

ることもできます。 これらのエンティティをモデリングする場合、モ

デリング オプションが Virtual Host Manager をサポートするように正

しく設定されていることを確認します。 

2. CA SystemEDGE モデルをアップグレードします (P. 239)。 

この手順は、IBM LPAR マネージャ ホスト上の CA SystemEDGE エージェ

ントが CA Spectrum リリース 9.2.1 以前のリリースでモデリングされ

た場合にのみ必要です。 
 

3. IBM LPAR ディスカバリを実行させます (P. 239)。 

IBM LPAR マネージャ ホストで IBM LPAR AIM を持つ CA SystemEDGE 

エージェントをモデリングする場合、IBM LPAR ディスカバリは自動的

に開始されます。 これらの IBM LPAR マネージャ モデルにはそれぞれ

独自の IBM LPAR ディスカバリ プロセスがあります。 IBM LPAR ディス

カバリの目的は、IBM LPAR 環境で仮想エンティティを検索し、存在し

ないエンティティをモデリングし、ナビゲーション画面の Virtual Host 

Manager ビューに配置することです。 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 233) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 241) 

IBM LPAR を別のホストに移動 (P. 245) 
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CA Spectrum ディスカバリの実行 

IBM LPAR 環境を検出するには、標準 CA Spectrum ディスカバリを実行しま

す。 このディスカバリは、後で仮想エンティティからの接続を確立でき

るように、アップストリームのルータおよびスイッチがモデリングされて

いることを確認します。 また、CA Spectrum ディスカバリで SNMP 対応の 

IBM LPAR ホストおよび IBM LPAR インスタンスをモデリングすることもで

きます。 

注： SNMP モデリング オプションが IBM LPAR ディスカバリで無効な場合

にのみ、CA Spectrum ディスカバリで SNMP 対応の IBM LPAR ホストおよび 

IBM LPAR インスタンスのモデリングが必要です。 

注： 管理者のみがこのタスクを実行します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ディスカバリ コンソールを開きます。 

注： モデリングの前に、非標準のポートで実行される SNMP エージェ

ントの正しいコミュニティ文字列、IP アドレス、ポート番号を把握し

ておきます。 

2. ナビゲーション画面の  （新しい設定の作成）ボタンをクリック

します。 
 

3. 仮想ネットワーク モデリングをサポートするように、オプションを以

下のように設定します。  

a. ［モデリング オプション］グループの［モデリング オプション］

ボタンをクリックします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

b. ［プロトコル オプション］ボタンをクリックします。 

［プロトコル オプション］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

c. ［Ping 可能の ARP テーブル］オプションを選択し、［OK］をクリッ

クします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

d. （オプション）［詳細オプション］グループの［詳細オプション］

ボタンをクリックし、非標準の SNMP ポート（CA SystemEDGE エー

ジェント ポートなど）を追加し、［OK］をクリックします。 
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4. ［IP 境界リスト］フィールドに個別の IP アドレスまたは開始および終

了の IP アドレスを入力し、［追加］をクリックします。  
 

注： IP アドレスの範囲には、インストールされた CA SystemEDGE およ

び IBM LPAR AIM を持つすべてのサーバ、および相互接続しているス

イッチおよびルータが含まれていることを確認してください。 または、

SNMP モデルを必要とする SNMP 対応の IBM LPAR ホストおよび IBM 

LPAR インスタンスを含めることができます。 
 

5. ディスカバリ コンソールに任意の追加の値を入力し、［ディスカバ

リ］ボタンをクリックします。 

以下のモデルが作成され、CA Spectrum のネットワーク トポロジに追

加されます。 

■ IBM LPAR マネージャ、およびネットワークにそれらを接続するス

イッチおよびルータ -- 仮想環境に関する情報を IBM LPAR マネー

ジャから取得します。 これらの IBM LPAR マネージャ モデルが CA 

Spectrum に存在する場合、IBM LPAR ディスカバリを開始できます。 

■ IBM LPAR インスタンス -- CA Spectrum ディスカバリでこれらのエ

ンティティをモデリングしないと決めた場合、IBM LPAR ディスカ

バリはこれらを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )とし

て作成します。 
 

注： また、IP アドレスによって仮想ネットワークを手動でモデリング

することもできます。 この場合、最初にアップストリームのデバイス

をモデリングすることをお勧めします。 正しい順序でモデリングする

ことによって、これらのエンティティの関係をトポロジに正しく構築

できます。 ディスカバリを実行する方法の詳細については、「IT イン

フラストラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してくだ

さい。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR を別のホストに移動 (P. 245) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 241) 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 233) 
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CA SystemEDGE モデルのアップグレード 

CA SystemEDGE エージェントは、Virtual Host Manager をインストールする

前に、または IBM LPAR AIM がエージェントにロードされる前に、CA 

Spectrum でモデリングされている可能性があります。 この場合、既存の CA 

SystemEDGE モデルは Virtual Host Manager と互換性がありません。 Virtual 

Host Manager が CA SystemEDGE 内の IBM LPAR AIM 機能にアクセスできる

ように、モデルをアップグレードします。 CA Spectrum をインストールし
た後に IBM LPAR AIM を持つ CA SystemEDGE エージェントをロードおよび
モデリングする場合、この手順は必要ありません。 

 

CA SystemEDGE モデルをアップグレードするには、モデルを右クリックし、

［再設定］、［モデルの再設定］の順に選択します。 

CA SystemEDGE モデルは、IBM LPAR AIM をサポートするためにアップグ

レードされます。 
 

注： また、CLI を使用して、CA SystemEDGE にモデルの再設定アクションを

送信できます。 詳細については、「IT インフラストラクチャのモデリング

/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR を別のホストに移動 (P. 245) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 241) 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 
 

 

IBM LPAR ディスカバリの仕組み 

IBM LPAR ディスカバリは、仮想環境に関する詳細情報を収集する、特殊な

ディスカバリ プロセスです。 IBM LPAR ディスカバリの目的は、HMC (337

以下のページで定義参照： ) によって管理される仮想エンティティを取得

し、CA Spectrum に存在しないエンティティをモデリングし、ナビゲーショ

ン画面の Virtual Host Manager に配置することです。  

IBM LPAR ディスカバリの主な利点は、IBM LPAR ディスカバリがバックグ

ラウンドで自動的に実行され、CA Spectrum で仮想環境データを絶えず更

新していることです。 IBM LPAR ディスカバリの仕組みを理解すると、

Virtual Host Manager の各種コンポーネントを正しくインストールおよび

モデリングする重要性が分かります。 
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IBM LPAR ディスカバリ プロセスは以下のように動作します。 

1. IBM LPAR マネージャが設定された（CA SystemEDGE エージェントが有

効な IBM LPAR AIM でインストールされた）直後に、IBM LPAR マネー

ジャは SSH を使用して、それが監視する各 HMC と接続します。 IBM 

LPAR マネージャは、仮想環境に関する HMC からの情報を収集および

格納します。 

注： IBM LPAR AIM を使って IBM LPAR ホストのたった 1 つのインスタ

ンスを監視してください。 複数の HMC を使って、単一の IBM LPAR ホ

ストを管理しないでください。 複数のインスタンスを監視すると、CA 

Spectrum 内で重複するモデルが発生する可能性があります。 

重要：  CA SystemEDGE、HMC および CA Spectrum が通信できるように、

CA SystemEDGE エージェントおよび IBM LPAR AIM をインストールする

必要があります。 それらができない場合、IBM LPAR ディスカバリは実

行できません。 
 

2. CA Spectrum ディスカバリで、CA Spectrum は手順  1 で各サーバに IBM 

LPAR マネージャにモデルを作成し、CA Spectrum が CA Spectrum と CA 

SystemEDGE エージェントの間の通信を処理できるようにします。 
 

3. CA Spectrum は、手順  1 に格納される IBM LPAR マネージャ情報を収集

するために IBM LPAR AIM をポーリングします。 
 

4. CA Spectrum は IBM LPAR ディスカバリを開始し、次のように AIM から

のこの情報を使用し、CA Spectrum の［トポロジ］タブおよびナビゲー

ション画面の Virtual Host Manager 階層のモデリングを更新します。 

a. 手順 2 の前に SNMP ディスカバリを有効にする場合、Virtual Host 

Manager ディスカバリは、SNMP ディスカバリ条件を満たしている

すべての新しい SNMP 対応モデルに対して SNMP モデルを作成し

ます。 

注： デフォルトでは、SNMP ディスカバリは IBM LPAR ディスカバリ

中は無効です。  

b. VHM モデル (336以下のページで定義参照： )は、残りの非 SNMP IBM 

LPAR ホストおよび IBM LPAR インスタンスに対して以下のように

作成されます。 

– 以前から存在する IBM LPAR モデルは VHM モデルに変更され

ます。 

– VHM モデルは、以前から CA Spectrum で存在しない IBM LPAR 

インスタンスに対して作成されます。 
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– VHM モデルは IBM LPAR ホスト モデル用に作成されます。また、

これらのモデルは、Virtual Host Manager およびユニバース トポ

ロジのナビゲーション画面で、それらに関連する IBM LPAR イ

ンスタンス モデルをグループ化します。 

c. 仮想ネットワーク用のモデルはすべて、ナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager 部分に追加されます。 
 

注： 仮想環境では、個別の IBM LPAR ホスト上の複数のデバイスに、同

じ IP アドレスまたは MAC アドレスがある可能性があります。 この場

合、CA Spectrum は IP アドレスまたは MAC アドレスが生成されるたび

に、重複するモデルを作成します。 
 

5. IBM LPAR ディスカバリは、定期的にスケジュールされた IBM LPAR ポー

リング間隔ごとに、自動的にこのプロセスを繰り返します。 

注： デフォルトでは、IBM LPAR ポーリング間隔は、IBM LPAR マネージャ 

モデルでポーリング間隔を設定することによって制御されます。 また

は、IBM LPAR 仮想化技術アプリケーション モデルを使用して、IBM 

LPAR ポーリングを個別に制御できます。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR を別のホストに移動 (P. 245) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 241) 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 

IBM LPAR AIM ポーリングの制御 (P. 261) 

セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 (P. 231) 
 

 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する 

SNMP 対応デバイスは、プロセスおよびファイル システムの監視機能など、

多様なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェントの展

開には、コストと時間がかかることがあります。 SNMP エージェントが使

用不可の場合、または SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host 

Manager は IBM LPAR を VHM モデル (336以下のページで定義参照： )とし

て作成します。 
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後で、SNMP エージェントを任意の IBM LPAR ホストまたは IBM LPAR にイ

ンストールし、CA Spectrum でそのモデリングをアップグレードできます。 

SNMP モデルのアップグレード用のオプションは以下のとおりです。 

■ 選択したデバイスのみをアップグレード -- アップグレードするモデ

ルの選択対象が少ない場合、このメソッドは迅速に動作します。 最初

に VHM モデルが削除されます。 このメソッドには、CA Spectrum がモ

デルを削除した後に、次の IBM LPAR ディスカバリが SNMP モデルを作

成し、Virtual Host Manager に配置するまで待機する必要があるという

欠点があります。 モデルの IP アドレスをアップグレードする知識が必

要です。 

■ SNMP 対応の VHM モデルをすべてアップグレード -- このメソッドは

バッチでモデルをアップグレードします。 Virtual Host Manager を新リ

リースにアップグレードする際に優先されます。 個別のモデルの IP ア

ドレスについての知識は必要ありません。 CA Spectrum が VHM モデル

を削除した後に、アップグレードされた SNMP モデルは、次のポーリ

ング サイクルを待つことなく、すぐに Virtual Host Manager 階層に配置

されるという利点もあります。 そのため、Virtual Host Manager はモデ

ルをより迅速に管理します。 この方法の短所は、完了に長時間かかる

場合があるということです。 このアップグレードに必要な時間は、

Virtual Host Manager が SNMP 対応デバイスの特定時に検索する必要の

ある、コミュニティ文字列および SNMP ポートの数に依存します。 

注： Virtual Host Manager は、電源をオンにされた Ping 可能デバイスの

みで SNMP エージェントを特定しようとします。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 
 

詳細情報： 

SNMP モデリング基本設定の設定 (P. 233) 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 236) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 264) 
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選択した VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または IBM LPAR ディスカバリ中に 

SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は IBM LPAR 仮想マ

シンを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として作成します。 後

で、これらのデバイスに SNMP エージェントをインストールして、CA 

Spectrum 内でモデリングをアップグレードすることができます。 アップ

グレードするデバイス モデルの IP アドレスを知っている必要があります。 

手動でアップグレードするモデルを選択すると迅速に動作しますが、アッ

プグレード中にこれらのモデルの注記またはカスタマイズはすべて失わ

れます。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. 以下のいずれかの方法を使用して、デバイスを再度モデリングします。 

■ CA Spectrum ディスカバリ 

■ IP アドレスによる個別のデバイスのモデリング 
 

新しい SNMP 対応モデルが作成される場合、CA Spectrum は Virtual Host 

Manager から前のモデルを消去し、これを削除します。 次の IBM LPAR 

AIM ポーリング サイクルで、CA Spectrum はナビゲーション画面の 

Virtual Host Manager に SNMP 対応モデルを追加します。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 
 

詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 236) 

IBM LPAR マネージャから削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 
(P. 229) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 264) 
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すべての VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または IBM LPAR ディスカバリ中に 

SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は IBM LPAR 仮想マ

シンを VHM モデル (336以下のページで定義参照： )として作成します。 後

で、SNMP エージェントを任意の IBM LPAR にインストールし、CA Spectrum 

でそのモデリングをアップグレードできます。 バッチでアップグレード

する場合、CA Spectrum は VHM モデルを検索して、現在 SNMP 対応デバイ

スであるモデルを特定します。 その後、CA Spectrum はこれらを SNMP モ

デルに変換します。 このメソッドは Virtual Host Manager が検索する必要

のあるコミュニティ文字列およびポートの数によって、完了するのに時間

がかかる場合があります。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 61)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 
 

3. ナビゲーション画面でアップグレードするモデルを管理する IBM 

LPAR マネージャ モデルを選択します。 
 

4. ［情報］タブをクリックします。 
 

5. ［IBM LPAR マネージャ］、［CA Spectrum モデリング コントロール］

サブビューの順に展開します。 

6. ［ICMP 専用デバイスのアップグレード］ボタンをクリックします。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 

Virtual Host Manager は、選択された IBM LPAR マネージャ デバイスの 

IBM LPAR AIM によって管理される、VHM モデルを検索します。 Virtual 

Host Manager は、SNMP デバイスの条件を満たす ICMP 専用デバイスを

アップグレードし、Virtual Host Manager 階層内に配置します。 
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IBM LPAR を別のホストに移動 

IBM LPAR ホスト間で IBM LPAR の移動させると、Virtual Host Manager およ

び HMC (337以下のページで定義参照： ) の設定によっては、データを失う

可能性があります。 IBM LPAR AIM は IBM LPAR マイグレーションをサポー

トしません。 Virtual Host Manager では、移動は 2 つのイベントとして扱わ

れます。それは、IBM LPAR が HMC で削除されるイベントと、新しい IBM 

LPAR が作成されるイベントです。 Virtual Host Manager 設定に基づいて、

CA Spectrum は元の IBM LPAR モデルを削除し、新しいモデルを作成できま

す。 元のモデルをカスタマイズした場合、それを削除するとデータを失

う可能性があります。 HMC の IBM LPAR を移動させる前に Virtual Host 

Manager 設定を正しく設定すると、このデータの損失を回避できます。  

次の手順に従ってください： 

1. 「IBM LPAR ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可」オプション

を No に変更します (P. 229)。 

注： このオプションを無効にすると、モデルが Virtual Host Manager 管

理から削除されても、CA Spectrum は IBM LPAR モデルを CA Spectrum か

ら削除しません。 

2. HMC を使用して、元の IBM LPAR ホストから IBM LPAR を削除します。 
 

3. ナビゲーション画面の Virtual Host Manager に変更が反映されるのを

待ちます。 

CA Spectrum は IBM LPAR モデルをロスト ファウンド コンテナに置き

ます。 

重要：  Virtual Host Manager が ロスト ファウンド コンテナの既存モデ

ルと新しい IBM LPAR を照合するには、HMC の IBM LPAR をマイグレー

トした後も、IBM LPAR 名、MAC アドレス、および IP アドレスが同じで

ある必要があります。 これらの任意の値が変更された場合、Virtual Host 

Manager は既存のモデルを使用できません。 
 



IBM LPAR 仮想環境の表示 
 

246  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

4. HMC を使用して、IBM LPAR を別の IBM LPAR ホストに追加します。 

IBM LPAR ディスカバリが新しい IBM LPAR を検出すると、Virtual Host 

Manager は既存のモデルとそれを照合し、ロスト ファウンド コンテナ

から削除し、Virtual Host Manager 管理にそのモデルをモデルを配置し

ます。 

5. （オプション）発生元の IBM LPAR マネージャ モデルの「IBM LPAR ディ

スカバリでデバイス モデルの削除を許可」オプションを「はい」に戻

します。 

IBM LPAR が別の IBM LPAR ホストに移動されます。 
 

詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 236) 

IBM LPAR ディスカバリの仕組み (P. 239) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 239) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 237) 

Virtual Host Manager での IBM LPAR データのアップグレード方法 (P. 249) 
 

 

IBM LPAR 仮想環境の表示 

このセクションでは、IBM LPAR 仮想環境および関連するアラームを表示す

るための概念について説明します。 基本手順は、標準の CA Spectrum 手順

と同じです。 ただし、このセクションでは、IBM LPAR 仮想技術にのみ適

用される、概念の違いおよび詳細について説明します。 
 

IBM LPAR 仮想環境の表示 

［エクスプローラ］タブで、Virtual Host Manager ノードは階層ツリー構造

を表示し、仮想環境リソースの論理関係を視覚化するのに役立ちます。  

この情報を使用すると、リソースを IBM LPAR マネージャで共有する方法

を確認できます。これは、ユーザが仮想環境を再編成および最適化する機

会を特定するのに役立ちます。 また、階層はリソースのパフォーマンス

を監視し、そのアラームをトラブルシュートする迅速な方法を提供します。 
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Virtual Host Manager は DSS 環境 (338以下のページで定義参照： )を認識し

ていないため、ランドスケープ階層内に配置されます。 以下の例では、

Virtual Host Manager がナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブに表

示される場所を示し、仮想環境の階層を示します。 

［-］ SpectroSERVER ホスト 

    ［+］ ユニバース 

    ［-］ Virtual Host Manager 

        ［-］ IBM LPAR 

            ［+］ IBM LPAR マネージャ 1 

            ［-］ IBM LPAR マネージャ 2 

                ［-］ IBM LPAR ホスト 1 

                     .  IBM LPAR 1 

                     .  IBM LPAR 2 

                ［+］ IBM LPAR ホスト 2 

                ［+］ IBM LPAR ホスト 3 
  

Virtual Host Manager は、この SpectroSERVER が管理する仮想環境全体の

ルート ノードです。 ナビゲーション画面でこのノードを選択すると、コ

ンテンツ画面に Virtual Host Manager の詳細を表示します。 仮想環境に関

連するイベントおよびアラームなどの詳細を表示できます。 
 

直接 Virtual Host Manager で、仮想環境はフォルダ内で整理され、関連付け

られた技術を表します。 上記の階層の例では、IBM LPAR フォルダには、IBM 

LPAR 仮想化技術を使用して作成された仮想環境の部分が含まれます。 こ

のフォルダで、Virtual Host Manager はこの SpectroSERVER によって管理さ

れる IBM LPAR マネージャ ホストをすべてリスト表示します。  
 

各 IBM LPAR マネージャには、仮想環境全体のそれが管理する部分のみが

含まれます。 ナビゲーション画面で IBM LPAR マネージャを選択すると、

選択された IBM LPAR マネージャによって管理される IBM LPAR ホストま

たは IBM LPAR インスタンスなどのコンテンツ画面に詳細を表示します。 

また、以下のとおり、一般統計、および CA Spectrum でモデリングされて

いない他のコンポーネントに関する詳細を表示できます。 

■ システム プロファイル 

■ プロファイル 
 

■ スロット 
 

■ 仮想イーサネット デバイス 
 

■ 仮想 SCSI デバイス 
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■ 仮想シリアル デバイス 

■ 物理ディスク 
 

各 IBM LPAR マネージャで、階層は以下のエンティティ間の論理関係を表

します。 

■ IBM LPAR ホスト 

IBM LPAR ホストには、それが管理する IBM LPAR インスタンスが含まれ

ます。 ナビゲーション画面の IBM LPAR ホストを選択すると、IBM LPAR 

ホストおよび CPU 使用率に関連するイベントおよびアラームを含む

詳細をコンテンツ画面に表示します。 
 

■ IBM LPAR インスタンス 

IBM LPAR インスタンスは常に Virtual Host Manager 階層ツリーのリー

フ ノードです。 ナビゲーション画面の IBM LPAR を選択すると、イベ

ントおよびアラーム、メモリ使用率、およびステータスを含む詳細を

コンテンツ画面に表示します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager の IBM LPAR の仕組み (P. 223) 

IBM LPAR 向けに作成されたモデル (P. 226) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 251) 

IBM LPAR 検索の［ロケータ］タブ (P. 253) 

CA Spectrum ディスカバリの実行 (P. 237) 
 

 

IBM LPAR 仮想トポロジを理解する 

IBM LPAR マネージャ、IBM LPAR ホスト、および仮想環境に作成された IBM 

LPAR インスタンス モデルは、トポロジ ビューに統合されます。 IBM LPAR 

ホスト モデルは、関連付けられた IBM LPAR インスタンスを自動的にグ

ループ化します。 トポロジは、これらの IBM LPAR が物理ネットワーク エ

ンティティにどのように接続されるか示します。 
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以下の例では、これらのモデルがユニバース グループのナビゲーション

画面の［エクスプローラ］タブにどのように表示されるか示します。 

［-］ ユニバース 

     .  物理スイッチ 1 

     .  物理スイッチ 2 

     .  IBM LPAR マネージャ 

    ［-］ IBM LPAR ホスト 

         .  FanOut A 

         .  FanOut B 

         .  IBM LPAR A 

         .  IBM LPAR B 

         .  IBM LPAR C 

 
         

これらのモデルの 1 つを選択すると、コンテンツ画面内の［トポロジ］タ

ブにこれらの関係がグラフで表示されます。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR 向けに作成されたモデル (P. 226) 

Virtual Host Manager での IBM LPAR データのアップグレード方法 (P. 249) 

IBM LPAR 検索の［ロケータ］タブ (P. 253) 
 

 

Virtual Host Manager での IBM LPAR データのアップグレード方法 

初期の IBM LPAR ディスカバリで、CA Spectrum は仮想デバイス モデルを使

用してナビゲーション画面に Virtual Host Manager 階層を作成します。 CA 

Spectrum がこの初期階層を構築した後、仮想ネットワーク設定は変更され

る可能性があります。また、この情報を CA Spectrum で正確に維持するた

め、Virtual Host Manager を継続的に実行する必要があります。 たとえば、

以下のイベントにより、仮想ネットワーク設定が変更される場合がありま

す。 

■ IBM LPAR ホストの IBM LPAR の作成または削除 

■ IBM LPAR ホスト間の IBM LPAR の移動 
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ユーザの情報を正確にしておくために、Virtual Host Manager は IBM LPAR 

AIM のポーリングによりこれらの変更を検出します。 そのため、仮想ネッ

トワーク設定は、ポーリング サイクルごとに CA Spectrum で更新されます。 

また、CA Spectrum は、AIM からトラップを受信し、対応するイベントを

生成します。 イベント ログの確認によって、新しい IBM LPAR が作成され

た場合など、変更が発生した時点を知ることができます。 
 

IBM LPAR が削除された場合、CA Spectrum はナビゲーション画面の Virtual 

Host Manager 階層からモデルを削除します。 新しい IBM LPAR を作成した

り、管理に配置するなど、仮想ネットワーク設定への追加を AIM が検出し

た場合、CA Spectrum は以下のタスクを実行します。 

■ ナビゲーション画面の Virtual Host Manager 階層で仮想デバイス モデ

ルの配置を更新する 

■ 自動的に、影響を受ける IBM LPAR モデルへの接続を再検出し、ユニ

バース トポロジで正しい IBM LPAR ホストと関連付ける 

重要：  仮想モデルへの接続を正しく再確立するには、相互接続してい

るすべての物理ネットワークのルータとスイッチをモデリングする必

要があります。 仮想デバイスへの接続が再検出される前にこれらのモ

デルが存在しない場合、CA Spectrum はそれらの接続を解決できないた

め、ユニバース トポロジ ビューに情報を正しく表示できません。 IBM 

LPAR ホストは、CA SystemEDGE モデルと同じ LAN コンテナに配置され

ます。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR 向けに作成されたモデル (P. 226) 

Virtual Host Manager の動作の仕組み (P. 13) 

IBM LPAR 仮想環境の表示 (P. 246) 

IBM LPAR マネージャから削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 
(P. 229) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 260) 

IBM LPAR を別のホストに移動 (P. 245) 
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仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー 

Virtual Host Manager モデルは、仮想環境に関する情報をまとめて提供しま

す。 各モデルは、各モデルが表す仮想エンティティ タイプに応じて、一

意の情報または設定を個別に提供します。 このカスタム サブビューはコ

ンテンツ画面の［情報］タブに表示されます。 これらのサブビューには、

CPU ステータスまたはメモリ使用率などのリアルタイム データを含める

ことができます。また、しきい値設定へのアクセスを提供します。 たと

えば、IBM LPAR ホストのカスタム サブビューは、以下のような［IBM LPAR 

ホスト情報］サブビューです。 
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注： IBM LPAR マネージャ モデルは、IBM LPAR マネージャが管理するすべ

ての仮想デバイスに対する結合情報を提供します。 すなわち、ナビゲー

ション画面で IBM LPAR マネージャ モデルを選択すると、選択した IBM 

LPAR マネージャ ホストに関する情報と、すべての IBM LPAR ホスト、IBM 

LPAR インスタンス、システム プロファイル、仮想イーサーネット デバイ

スなどに関する結合情報が表示されます。 この情報は、個別のエンティ

ティ モデルの［情報］タブに表示される情報と同じデータです。 IBM LPAR 

マネージャ モデル内の結合ビューにより、管理対象のすべての仮想エン

ティティの概要が把握しやすくなります。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR 仮想環境の表示 (P. 246) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 260) 
 

 



IBM LPAR 仮想環境の表示 

 

第 6 章： IBM LPAR  253  
 

IBM LPAR 検索の［ロケータ］タブ 

［エクスプローラ］タブの仮想環境に関する詳細の表示に加えて、［ロ

ケータ］タブを使用して、あらかじめ設定された Virtual Host Manager 検索

を実行することもできます。 表示されているように、検索オプションは

［Virtual Host Management］、［ロケータ］タブの IBM LPAR フォルダ下に

グループ化されています。 

 
 

これらの詳細検索は、ランドスケープ内の IBM LPAR インスタンスをすべ

て検索するなど、仮想エンティティのみに関連付けられる情報を調査する

場合に役立ちます。 
 

注： Virtual Host Manager は DSS (338以下のページで定義参照： ) 対応ではあ

りませんが、これらのあらかじめ設定された検索によって、複数のランド

スケープを選択し、検索パラメータで検索することができます。 
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ナビゲーション画面の［ロケータ］タブには、Virtual Host Manager 情報の

次の検索が含まれます。 

すべての IBM LPAR ホスト 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

IBM LPAR ホストをすべて見つけます。 

すべての IBM LPAR ホスト 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされた 

IBM LPAR インスタンスをすべて見つけます。 

LPAR - IBM LPAR ホスト名 

仮想ネットワークの CA Spectrum データベースでモデリングされたす

べての IBM LPAR インスタンスのうち、選択された IBM LPAR ホストが

管理する IBM LPAR に限定して見つけます。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR 仮想環境の表示 (P. 246) 
 

 

ステータス監視オプション 

CA Spectrum は、仮想ネットワーク リソースの状態を監視するための広範

囲のオプションを提供します。 リソースに使用可能なステータス情報は、

監視している仮想エンティティのタイプによって異なります。 また、設

定可能なステータス オプションはそのタイプに依存します。 たとえば、

いくつかのステータス オプションは読み取り専用ですが、他のステータ

ス オプションでは、しきい値を設定したり、動作を有効にしたり、アラー

ム重大度を選択したりできます。 カスタマイズのオプションおよびレベ

ルにこの範囲を指定することによって、CA Spectrum は仮想ネットワーク

のパフォーマンスを適切に監視する方法を決定できます。 
 

ステータス フィールドは OneClick サブビューに配置されます。 指定され

た仮想環境のすべてのステータス情報は、表形式の IBM LPAR マネージャ 

モデルで使用できます。 また、CA Spectrum に一意のモデルがある各仮想

エンティティ タイプは、容易に表示するために同じステータス情報のサ

ブセットを提供します。 アラート タイプ、モニタ、しきい値を含む、ス

テータス関連の設定はいずれかのビュー場所から設定できます。  
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以下の表は、各仮想エンティティ タイプに使用可能なステータス情報の

タイプの概要について説明します。 ［サブビューの場所］列は、対応す

るステータス フィールドが配置される OneClick の場所を説明します。 た

とえば、IBM LPAR モデルの「メモリ」情報は、以下の 2 つの場所の［情報］

タブで使用可能です。 

■ IBM LPAR モデルの IBM LPAR 情報、メモリ サブビュー 

■ IBM LPAR マネージャ モデルの IBM LPAR マネージャ、管理対象環境、

LPARs サブビュー 
 

各ステータス情報タイプに使用可能な正確なステータス オプションを調

査するには、OneClick のサブビューを見つけます。 
 

IBM LPAR ホスト 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

全体 

 

IBM LPAR ホスト、IBM LPAR マネージャ 

CPU IBM LPAR ホスト、IBM LPAR マネージャ 

IBM LPAR 

ステータス情報タイプ サブビューの場所 
 

システム 

 

IBM LPAR、IBM LPAR マネージャ 

 

CPU 
 

IBM LPAR、IBM LPAR マネージャ 

メモリ IBM LPAR、IBM LPAR マネージャ 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 260) 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 268) 

IBM LPAR の Virtual Host Manager アラーム (P. 265) 
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管理オプションを設定する方法 

仮想ネットワークがモデリングされたら、デバイス モデルを表示および

管理するために Virtual Host Manager オプションを設定できます。 基本設

定は、Virtual Host Manager が仮想デバイスを確実に正しくモデリングし、

ユーザにとって重要な情報のみを監視するのに役立ちます。  

Virtual Host Manager のインストールを設定するには、仮想ネットワークを

検出およびモデリングしてから、以下の手順を実行します。 

■ IBM LPAR AIM オプションの設定 (P. 257) -- これらのオプションは、AIM 

ポーリング間隔や各種トラップなど、CA SystemEDGE IBM LPAR AIM の

設定を選択できます。  

■ しきい値および他のステータス監視オプションの設定 (P. 260) -- これ

らのオプションは、どの情報を監視するか、および CA Spectrum が仮

想環境で発生するさまざまなイベントをどのように管理するかを決定

できます。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager での IBM LPAR データのアップグレード方法 (P. 249) 

CA SystemEDGE モデルのアップグレード (P. 239) 
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IBM LPAR AIM の設定 

仮想環境に関する情報を管理および収集するため、IBM LPAR AIM は IBM 

LPAR マネージャと通信します。 Virtual Host Manager で、ポーリング、ト

ラップ、およびイベントの処理方法を決定するために AIM を設定できます。 

IBM LPAR AIM 設定で、必要なリソースの量を収集するために正しい情報の

バランスを指定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで IBM LPAR マネージャ

を見つけてクリックします。 

コンテンツ画面のタブに、IBM LPAR マネージャに関する詳細が入力さ

れます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 
 

4. ［IBM LPAR マネージャ］、［IBM LPAR AIM］、［設定］サブビューの

順に展開します。 
 

5. ［設定］をクリックし、必要に応じて以下のフィールドの設定を変更

します。 

ポーリング間隔（秒） 

IBM LPAR AIM が設定された IBM LPAR ホストからステータスおよ

びモデリング情報をポーリングおよびキャッシュする時間間隔

（秒）を指定します。 このポーリングは、IBM LPAR 未実行ステー

タス、IBM LPAR ホストの切断、新しい IBM LPAR が利用可能、新し

い IBM LPAR ホストなどのステータスおよびモデリングの更新を取

得します。  

デフォルト： 300 

制限： 300 以上の値 

注： 最適な結果を得るために、この間隔を CA Spectrum ポーリング 

サイクル間隔より小さく設定することを推奨します。 
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ログ レベル 

IBM LPAR AIM ログ ファイルに書き込まれる情報のレベルを指定し

ます。 レベルは累積されます（たとえば、ログ レベル 4 はレベル 0 

～ 4 レベルのメッセージをすべて書き込みます）。 以下のログ レ

ベルがあります。 

■ 0： 致命的 

■ 1： 重大 
 

■ 2： 警告 
 

■ 3： 情報 
 

■ 4： デバッグ 
 

■ 5： デバッグ（低） 
 

■ 6： デバッグ（より低い） 

■ 7： デバッグ（最低） 

デフォルト： 2 

注： 4 より大きいデバッグ レベルを指定することは推奨されませ

ん。 
 

イベント最大 

［イベント］テーブルに格納するイベントの最大数を指定します。 

最大行に到達した場合、CA Spectrum は記録された最も古いイベン

トからイベント行の上書きを始めます。 

デフォルト： 500 

制限： 1 ～ 2147483647 
 



管理オプションを設定する方法 

 

第 6 章： IBM LPAR  259  
 

履歴（日） 

［イベント］テーブルで使用可能な履歴情報の量を日数で指定し

ます。 指定された日数より古いイベントが［イベント］テーブル

からパージされます。 

注： ［イベント最大］フィールドの値もこの設定に影響します。 最

大に到達すると、［イベント］テーブルは、［履歴（日）］フィー

ルドで指定した日数に及ぶイベントを格納できるとは限りません。 

たとえば、800 個のイベントが過去 30 日間で発生します。 最新の 

500 個のイベントは過去 10 日間以内に発生しました。 ［イベント

最大］フィールドに 500 が指定された場合、履歴の 10 日間のみが

［イベント］テーブルで利用可能です。 

デフォルト： 30 

制限： 1 ～ 365 
 

イベントのクリア 

［イベント］テーブルからイベントをクリアするかどうかを決定

します。 以下のオプションから選択します。 

クリア不可 

（デフォルト）［イベント最大］または［履歴（日）］の値に

到達するまで、［イベント］テーブルのイベントをすべて保持

します。 

クリア 

IBM LPAR AIM を開始するときに、イベント表からすべてのイベ

ントをクリアします。 

IBM LPAR AIM は選択で設定されます。  
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 
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リソース ステータスの設定および監視 

OneClick で仮想リソースのステータスを監視できます。 たとえば、合計メ

モリ、使用メモリ、CPU 使用率などを表示できます。 また、アラートの有

効化やトラップのしきい値の設定など、監視オプションを設定できます。 

この情報は、仮想ネットワーク パフォーマンスを最適化し、アラームを

トラブルシュートするのに役立ちます。 

注： トラップは IBM LPAR AIM で設定および管理されますが、これらのしき

い値を OneClick サブビューから設定できます。 しきい値または設定の変

更には読み取り/書き込みコミュニティ文字列が必要です。 

［情報］タブで仮想デバイス用のリソース ステータス オプションおよび

情報を表示または設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます (P. 142)。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 

2. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで仮想デバイスを見つ

けてクリックします。 

デバイスの詳細がコンテンツ画面に表示されます。 
 

3. ［情報］タブをクリックします。 

サブビューは、複数表示することができます。 通常、タブの下部のサ

ブビューには、選択されたモデルのリソース割り当ておよび使用率情

報が含まれます。 たとえば、IBM LPAR ホスト モデルでは、ナビゲー

ション画面で選択した特定モデルの詳細を表示する［IBM LPAR ホスト

情報］という名前のサブビューを表示します。 
 

4. 適切なサブビューを展開します。 

選択されたデバイス モデルに使用可能なすべてのリソース ステータ

ス詳細および監視オプションが表示されます。 
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注： IBM LPAR マネージャ モデルは、IBM LPAR マネージャが管理するす

べての仮想デバイスに対する結合情報を提供します。 すなわち、ナビ

ゲーション画面で IBM LPAR マネージャ モデルを選択すると、選択し

た IBM LPAR マネージャ ホストに関する情報と、すべての IBM LPAR ホ

スト、IBM LPAR インスタンス、システム プロファイル、仮想イーサー

ネット デバイスなどに関する結合情報が表示されます。 この情報は、

個別のエンティティ モデルの［情報］タブに表示される情報と同じ

データです。 IBM LPAR マネージャ モデル内の結合ビューにより、管

理対象のすべての仮想エンティティの概要が把握しやすくなります。 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 

仮想エンティティ タイプの［カスタム］サブビュー (P. 251) 

IBM LPAR の Virtual Host Manager アラーム (P. 265) 

ステータス監視オプション (P. 254) 
 

 

IBM LPAR AIM ポーリングの制御 

Virtual Host Manager パフォーマンスを調整する場合、IBM LPAR マネージャ

のポーリング レートを変更するか、IBM LPAR 技術ポーリングを無効にで

きます。 デフォルトでは、IBM LPAR マネージャ モデルに関するポーリン

グ属性は、IBM LPAR 関連のポーリング動作を制御します。 また、この IBM 

LPAR 関連のポーリング動作を個別に変更することもできます。 IBM LPAR 

仮想技術アプリケーション モデル（IBMLPARAIMApp）は、IBM LPAR 関連

のポーリングを制御します。 
 

アプリケーション上の以下の 2 つの属性値は特に、IBM LPAR 技術ポーリン

グ ロジックを制御します。 

■ PollingStatus 

■ Polling_Interval 
 

IBM LPAR マネージャ デバイス モデルおよび IBMLPARAIMApp アプリケー

ション モデルの両方に、この 2 つの属性が含まれています。 PollingStatus 

はポーリングを無効または有効にします。Polling_Interval はポーリング周

期を制御します。 値が異なる場合、IBMLPARAIMApp アプリケーション モ

デルの属性値が優先されます。 
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デバイス モデルおよびアプリケーション モデルに値を設定するこの機能

を使用すると、IBM LPAR 関連のポーリングを微調整できます。 PollingStatus 

および Polling_Interval の 2 つの値が同じ場合、IBM LPAR マネージャ デバイ

ス モデル上の属性を変更すると、対応するアプリケーション モデルの属

性も変更されます。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR ディスカバリの仕組み (P. 239) 
 

 

IBM LPAR ポーリング間隔の設定 

IBM LPAR AIM ポーリング レートを変更できます。 IBM LPAR 仮想技術アプ

リケーション モデルで、Polling_Interval 属性を設定することにより、ポー

リング間隔を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに、IBM LPAR マネージャの IP ア

ドレスを入力し、［OK］をクリックします。 

IBM LPAR マネージャのアプリケーション モデルのリストが、コンテン

ツ画面に表示されます。 
 

4. IBMLPARAIMApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
 

5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
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6. ［モデリング情報］サブビューをクリックします。 

7. ［ポーリング間隔（秒）］フィールドで［設定］をクリックし、新し

い値を入力します。 

注： ［ポーリング間隔（秒）］を任意の値から 0 に変更すると、［ポー

リング］フィールドが［オフ］に設定され、IBM LPAR AIM ポーリング

が無効になります。 ただし、［ポーリング間隔（秒）］を 0 に設定し、

［ポーリング］フィールドを［オン］に設定すると、IBM LPAR マネー

ジャ デバイスに対して設定されたポーリング間隔を使って IBM LPAR 

AIM ポーリングが継続されます。 

IBM LPAR AIM ポーリング間隔設定が設定されます。 
 

IBM LPAR ポーリングの無効化 

IBM LPAR AIM ポーリングを無効にできます。 IBM LPAR ポーリングを無効

にすることは、Virtual Host Manager を無効にすることと同じことです。 

IBM LPAR 仮想技術アプリケーション モデルで、PollingStatus 属性を設定す

ることにより、ポーリングを無効にします。 

次の手順に従ってください： 

1. OneClick を開いて、ナビゲーション画面の［ロケータ］タブをクリッ

クします。 

2. ［アプリケーション モデル］フォルダを展開し、［デバイス IP アドレ

ス］をダブルクリックします。 

［検索］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. ［デバイス IP アドレス］フィールドに、IBM LPAR マネージャの IP ア

ドレスを入力し、［OK］をクリックします。 

IBM LPAR マネージャのアプリケーション モデルのリストが、コンテン

ツ画面に表示されます。 
 

4. IBMLPARAIMApp アプリケーション モデルを選択します。 

アプリケーション モデルの詳細が、［コンポーネント詳細］画面に表

示されます。 
 

5. ［コンポーネント詳細］画面で［情報］タブをクリックします。 
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6. ［CA Spectrum モデリング情報］サブビューをクリックします。 

7. ［ポーリング］フィールドで［設定］をクリックし、［オフ］を選択

します。 

選択した IBM LPAR マネージャ上の IBM LPAR AIM に対して、ポーリン

グが無効になります。 
 

Virtual Host Manager モデルの削除 

さまざまな理由でモデルは OneClick からいつでも削除される可能性があ

ります。 ただし Virtual Host Manager では、ナビゲーション画面内の Virtual 

Host Manager 階層からモデルを削除する機能が制限されています。 モデル

を手動で削除するには、以下の 2 つのオプションがあります。 

■ Virtual Host Manager 内の IBM LPAR フォルダまたは IBM LPAR マネー

ジャ モデルを削除する 

■ HMC  (337以下のページで定義参照： )を使用する仮想エンティティを

削除する 
 

Virtual Host Manager では、モデルが自動的に削除されることがあります。 

CA Spectrum が Virtual Host Manager モデルを自動的に削除するのは、次の

ような場合です。 

■ Virtual Host Manager から IBM LPAR フォルダ、または IBM LPAR マネー

ジャ モデルが削除された場合 

ナビゲーション画面から IBM LPAR マネージャ モデルを削除するか、

IBM LPAR フォルダを削除すると、CA Spectrum は関連する子モデルを

すべて削除します。 

■ エンティティが IBM LPAR 仮想環境から削除された場合 

HMC を使用する IBM LPAR Hosts および IBM LPAR インスタンスを削除

した場合、CA Spectrum も Virtual Host Manager からそのモデルおよび

その子モデルを削除します。  

■ アップグレードされたモデルの存在 -- 一部のケースでは、SNMP 機能

を備えていない Virtual Host Manager に対して、IBM LPAR インスタンス

が最初にモデリングされます。 SNMP 機能が後で VHM モデル (336以

下のページで定義参照： )に追加されると、前のモデルは削除され、

新しい SNMP 対応モデルに置き換えられます。 
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注： デフォルト設定ではモデルが削除されますが、Virtual Host Manager か

ら削除された IBM LPAR ホストおよび IBM LPAR インスタンスがロスト 

ファウンド コンテナに置かれるよう Virtual Host Manager を設定すること

ができます。 この設定は、HMC を使用してデバイスを削除した場合に限っ

て適用されます。 ただし、IBM LPAR フォルダを削除した場合、IBM LPAR マ

ネージャ モデルを削除した場合、または VHM モデルをアップグレードし

た場合、この設定は適用されません。 
 

詳細情報： 

IBM LPAR マネージャから削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 
(P. 229) 

IBM LPAR マネージャ削除後の SNMP 対応 LPAR モデルの管理します (P. 
234) 

VHM モデルに SNMP 機能を追加する (P. 241) 
 

 

IBM LPAR のアラームと障害分離 

このセクションでは、Virtual Host Manager が使用するトラップと生成され

るアラームについて説明します。 このセクションでは、Virtual Host 

Manager 障害分離が基本的な CA Spectrum 障害分離とどのように異なって

いるかについても説明します。 
 

IBM LPAR の Virtual Host Manager アラーム 

仮想ネットワーク内の問題を警告するために、CA Spectrum はアラームを

生成します。 アラームは次の 2 つの方法で作成されます。 

■ CA SystemEDGE エージェントから送信されるトラップ 

■ ポーリング 
 

ポーリングは次の 4 つのアラームを生成します： IBM LPAR Proxy Lost、IBM 

LPAR Host Proxy Lost、IBM LPAR Manager Unavailable および IBM LPAR Not 

Running ただしトラップの中には、仮想デバイス上でアラームを生成する

ものがあります。 CA Spectrum は、IBM LPAR AIM が CA SystemEDGE エー

ジェントから送信するトラップをすべてサポートします。 各仮想デバイ

スのしきい値を個別に設定して、デバイス監視時にこれらのトラップから

最大値を取得することができます。 
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トラップがしきい値に違反し、アラームを生成した場合、CA Spectrum は

トラップで渡された「状態」 varbind の値を使用して、アラーム重大度を

決定します。 すべての状態 varbind の値を次に示します。CA Spectrum は、

これと同じようにアラームを発行します。 

■ 0： 不明 

■ 1： OK 

■ 2： 警告 

■ 3： 重大 
 

「不明」 状態には関連するアラーム重大度は設定されておらず、デバイ

スのアラーム重大度は変更されません。 CA Spectrum は、他の IBM LPAR 技

術状態を、次の CA Spectrum アラーム重大度にマッピングします。 

  

IBM LPAR の状態 CA Spectrum アラーム重大度 
 

1： OK 

 

正常（緑） 
 

2： 警告 

 

マイナー（黄色） 

3： 重大 メジャー（オレンジ色） 
 

詳細情報： 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 260) 

ステータス監視オプション (P. 254) 

IBM LPAR マネージャから削除されたデバイス用のデバイス モデルを管理 
(P. 229) 

IBM LPAR マネージャ削除後の SNMP 対応 LPAR モデルの管理します (P. 
234) 
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CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 

CA Spectrum は、IBM LPAR AIM が送信するトラップをすべてサポートしま

す。 これらのトラップは最初、IBM LPAR CA SystemEDGE モデルに送信され

ます。 トラップの送信先がこのモデルでない場合、CA Spectrum は正しい

仮想モデルにトラップを転送します。  

注： トラップに関連する特定のイベント コードについては、イベント設定

アプリケーションを使用し、「0x056e」でフィルタします。または、MIB 

ツールを起動をして、「EMPIRE-CALPARA-MIB」MIB に対してトラップ サ

ポート テーブル内のトラップを表示することもできます。 イベント設定

アプリケーションの使用に関する詳細については、「Event Configuration 

User Guide」を参照してください。 MIB ツールの使用に関する詳細につい

ては、「IT インフラストラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参

照してください。 
 

CA Spectrum は、以下のプロセスを使用して、トラップの転送先を決定し

ます。 

1. CA Spectrum がトラップを受信する場合、次のように、トラップの 

varbind 情報を使って、適切な仮想エンティティを特定します。 

■ IBM LPAR ホストに転送されるトラップの場合、CA Spectrum は、適

切なホストを見つけるために UID を使用します。  

■ IBM LPAR インスタンスに転送されるトラップの場合、CA Spectrum 

は、最初に適切な IBM LPAR Host を確定するため、UID を使用しま

す。 UID または IBM LPAR 名に基づいて、CA Spectrum は、この IBM 

LPAR Host が管理する IBM LPAR のリスト内で、適切な IBM LPAR イ

ンスタンスを見つけます。 
 

2. CA Spectrum はこの UID を使って、特定の UID に関連付けられている 

CA Spectrum モデルを検索し、特定します。 すべてのトラップのエン

ティティ タイプが事前に決定されます。 検索の結果に応じて、CA 

Spectrum は次のようにトラップを転送します。 

■ 指定された UID と、場合によっては IBM LPAR 名を持つ特定タイプ

の CA Spectrum モデルを見つけた場合、CA Spectrum は、イベント

および対応するアラームを転送先モデルに転送します。  

■ 指定された UID および場合によっては IBM LPAR 名を持つ CA 

Spectrum モデルを見つけることができなかった場合、CA Spectrum 

は、IBM LPAR マネージャ モデルに関する新しい汎用イベントを生

成します。 この新しいイベントには、トラップに関する詳細が含

まれます。 
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注： トラップが HMC (337以下のページで定義参照： ) 内の仮想ネッ

トワーク エンティティを変更した直後に送信されると、多くの場

合、CA Spectrum は関連するモデルを見つけることができません。 

IBM LPAR ディスカバリはまだ識別しておらず、CA Spectrum の対応

するモデルも作成されていません。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ (P. 268) 
 

 

Virtual Host Manager でサポートされているトラップ 

IBM LPAR AIM によって生成されたトラップはすべて、CA Spectrum でサ

ポートされています。 トラップは最初に、IBM LPAR マネージャ モデルに

送信されます。 その後、トラップは、トラップのタイプに応じて、対応

する仮想エンティティ タイプ（つまり、「宛先」エンティティ）に転送

されます。 これらのトラップを使用すると、仮想ネットワークのパフォー

マンスの監視、結果的に生成されるアラームの解決、またはイベントのト

リガが可能です。 
 

注： IBM LPAR AIM が生成したトラップの詳細については、「CA Virtual 

Assurance for Infrastructure Managers 実装ガイド」を参照してください。 
 

以下の表では、特定の送信先エンティティ タイプのトラップをリスト表

示し、トラップがアラームを生成するかどうかを示します。 

IBM LPAR マネージャのトラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

lparAimSysAdded 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165317 
 

いいえ 

lparAimSysRemove 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165316 いいえ 
 

IBM LPAR ホスト トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

lparAimLPAdded 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165321 
 

いいえ 

lparAimLPDeleted 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165322 いいえ 

lparAimSlotAdd 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165340 いいえ 
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トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 

lparAimSlotDelete 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165341 いいえ 

lparAimSlotLPChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165342 いいえ 

lparAimSlotMonitorChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165343 いいえ 

lparAimSysCfgAlertChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165312 いいえ 

lparAimSysCfgMonitorChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165311 いいえ 

lparAimSysCPUThresholdChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165313 いいえ 

lparAimSysDown 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165315 いいえ 

lparAimSysMEMThresholdChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165314 いいえ 

lparAimSysProfAdd 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165360 いいえ 

lparAimSysProfChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165362 いいえ 

lparAimSysProfDelete 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165361 いいえ 
 

lparAimSysStateChangeTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165310 
 

はい 

lparAimSysCpuStateChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165318 はい 
 

IBM LPAR トラップ 

トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 
 

lparAimLPAlert 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165324 
 

いいえ 

lparAimLPCPUCritThreshold 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165329 いいえ 

lparAimLPCPULagSetting 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165327 いいえ 

lparAimLPCPUMonitor 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165325 いいえ 

lparAimLPCPUState 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165333 はい 

lparAimLPCPUWarnThreshold 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165328 いいえ 

lparAimLPMemoryCritThreshold 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165331 いいえ 

lparAimLPMemoryMonitor 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165326 いいえ 

lparAimLPMemoryState 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165332 はい 

lparAimLPMemoryWarnThreshold 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165330 いいえ 
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トラップ名 トラップ OID アラームを

生成 

lparAimLPMonitor 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165323 いいえ 

lparAimLPStateChange 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165320 はい 

lparAimProfAdd 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165350 いいえ 

lparAimProfDelete 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165351 いいえ 

lparAimVIOvEthernetAdd 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165373 いいえ 

lparAimVIOvEthernetRemoved 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165374 いいえ 

lparAimVIOvSCSIAdd 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165370 いいえ 

lparAimVIOvSCSIRemoved 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165371 いいえ 
 

lparAimVIOvSerialAdd 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165375 
 

いいえ 

lparAimVIOvSerialRemoved 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165376 いいえ 
 

詳細情報： 

管理オプションを設定する方法 (P. 256) 

Virtual Host Manager での IBM LPAR データのアップグレード方法 (P. 249) 

CA Spectrum が CA SystemEDGE からのトラップを転送する方法 (P. 267) 

リソース ステータスの設定および監視 (P. 260) 

ステータス監視オプション (P. 254) 
 

 

仮想ネットワークの障害管理 

障害分離の目的は、ネットワークの問題の根本原因を絞り込むことです。 

根本原因を見つけると、トラブルシューティングを実行して、迅速にその

問題を修正したり、自動スクリプトを使って問題をプログラム的に修正し

たりすることができます。 単一のデバイスに関する問題がネットワーク

内の複数のデバイスにイベントを生成させる可能性があるため、どのデバ

イスがアラームの根本原因かを決定することは難しい可能性があります。  
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たとえば、IBM LPAR ホストとの接続の切断は通常、そのホストが管理する 

IBM LPAR インスタンスとの接続が切断されたことも意味します。 そのた

め、IBM LPAR ホスト デバイス モデル、および影響を受けるすべての IBM 

LPAR インスタンスは、アラームを生成します。 Virtual Host Manager は単

一の根本原因を識別するため、障害分離テクニックを使用して、これらの

アラームを相互に関連付けます。 
 

仮想ネットワークは CA Spectrum に代替管理という視点を提供するため、

仮想ネットワークを独自に管理することができます。 すなわち CA 

Spectrum は、仮想デバイスとの直接接続、または仮想ネットワーク管理技

術（IBM LPAR）のいずれかにより、情報を収集できます。 この代替管理視

点は 2 つの方法で標準 CA Spectrum 障害管理を強化します。 

■ 強化された接続切断アラーム -- デバイスに関する情報源が 2 つあると

いうことは、Virtual Host Manager が原因を特定し、より簡単にイベン

トを単一の根本原因に相互に関連付けられることを意味します。 

■ プロキシ障害アラーム -- プロキシ管理は、プライマリ マネージャの代

わりの、または追加の代替管理ソースを使用して、ネットワーク デバ

イスを管理する行為です。 たとえば、CA Spectrum は、直接接続する

か、仮想技術アプリケーションのデバイスとの接続を介して、仮想ネッ

トワーク デバイスを管理できます。IBM LPAR 仮想化技術が仮想ネット

ワーク デバイスとの接続を喪失した場合、Virtual Host Manager は各デ

バイスの「プロキシ管理ロス」アラームの 1 つを生成します。 これら

は、デバイスの状態または直接（SNMP）管理の状態ではなく、プロキ
シによるデバイスの管理に影響があることを警告するという点で独特

のアラームです。 
 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み 

デバイスに関するネットワークの問題をトラブルシュートできるように、

CA Spectrum は障害分離を使用し、アラームの根本原因を絞り込みます。 仮

想ネットワークの場合、Virtual Host Manager はデバイスとの直接接続に

よって得られる情報に加え、IBM LPAR AIM を介して IBM LPAR 技術によっ

て提供される情報を使用します。 多くの場合、標準 CA Spectrum 障害管理

は根本原因を正確に特定することができます。 ただし、特殊な状況では、

仮想ネットワークの問題を分離する方法は、標準的な方法の範囲を越えま

す。 
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Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用する障害分離のタ

イプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイスが生成

するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオは、2 つの固

有の障害管理状況、および CA Spectrum が仮想ネットワークでネットワー

クのエラーを分離する方法について説明します。 
 

シナリオ 1： IBM LPAR インスタンスが実行されていない 

仮想環境では、仮想管理アプリケーションは CA Spectrum が標準的なデバ

イス監視を介して検出するよりも詳しい詳細を提供できます。 たとえば、

IBM LPAR 仮想化技術は、IBM LPAR が「実行中」の状態から、「開いてい

るファームウェア」状態など別の状態にいつ遷移するかを認識します。 
 

IBM LPAR が実行中の状態でなくなり、CA Spectrum と IBM LPAR との接続が

切断されたにもかかわらず、IBM LPAR マネージャのプロキシ管理 (338以下

のページで定義参照： )が中断されていない場合、CA Spectrum は以下のよ

うに根本原因を確定します。 

1. CA Spectrum が IBM LPAR との接続を喪失すると、接続切断アラームが

生成されます。 

2. 次のポーリング サイクル中に、IBM LPAR マネージャ モデルは、IBM 

LPAR インスタンスに関する情報を収集するために IBM LPAR AIM を

ポーリングします。 IBM LPAR 技術が IBM LPAR インスタンスを管理す

るため、IBM LPAR によって生成されたアラームの考えられる原因に関

して、独自のビューを提供できます。  
 

3. IBM LPAR 技術によって、IBM LPAR が非実行モードであることが検出さ

れた場合、IBM LPAR Not Running アラームが生成されます。 

注： IBM LPAR が再度行されていた後、このアラームは最初の IBM LPAR 

AIM ポーリング サイクルでクリアされます。 

4. Virtual Host Manager は、CA Spectrum によって作成された、対応する 

IBM LPAR Not Running アラームに接続切断アラームを関連付けます。 

Virtual Host Manager は IBM LPAR Not Running アラームの兆候として、

接続切断アラームを表示します。 
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シナリオ 2： IBM LPAR Host がダウンしている 

CA Spectrum が IBM LPAR ホスト上で実行されているすべての IBM LPAR と

接続が切断されると、CA Spectrum はアップストリームのルータおよびス

イッチのステータスを確認します。 これらのステータスに応じて、CA 

Spectrum は以下のように根本原因を特定します。 

■ 1 つ以上の IBM LPAR インスタンスのアップストリームのデバイスが

すべて使用できない -- 標準 CA Spectrum 障害分離テクニックにより、

以下のように根本原因を確定します。 

– Device Stopped Responding to Polls アラーム -- 任意の IBM LPAR に対

して少なくとも 1 台のアップストリーム接続デバイスが起動して

いる場合、IBM LPAR ホスト上で生成されます。 

– Gateway Unreachable アラーム -- アップストリーム接続デバイスが

すべてダウンしている場合、IBM LPAR ホスト上で生成されます。  

■ 少なくとも 1 つのアップストリーム デバイスが、IBM LPAR ホストに接

続されているすべての IBM LPAR インスタンスで使用できる -- CA 

Spectrum は、IBM LPAR ホストが根本原因であると推定し、以下のよう

に対応します。 

a. IBM LPAR モデルに直接接続されるすべての IBM LPAR、ポートおよ

び FanOut は、標準的な障害分離アラームを生成します。  

b. Virtual Host Manager は、IBM LPAR Host モデルに対して「物理ホス

ト ダウン」アラームを生成します。 
 

c. 影響を受けるデバイス（IBM LPAR、ポートおよび FanOut など）に

対して生成される障害分離関連のアラームはすべて、物理ホスト 

ダウン アラームに関連付けられているため、物理ホスト ダウン ア

ラームの兆候となります。 これらの兆候アラームは、物理ホスト 

ダウン アラームの［影響度］タブの［兆候］テーブルに表示され

ます。 
 

注： Virtual Host Manager は IBM LPAR Host モデルごとに「仮想障害

ドメイン」を作成します。このドメインには IBM LPAR ホスト イン

スタンス、IBM LPAR インスタンス、および IBM LPAR に直接接続さ

れているすべてのポートと FanOut が含まれます。 IBM LPAR ホスト

が「物理ホスト ダウン」アラームを生成すると、ドメイン内の標

準的な障害分離アラームはすべてそのアラームに関連付けられま

す。 これらのアラームが兆候として関連付けられると、IBM LPAR ホ

スト上の「物理ホスト ダウン」アラームが根本原因であることを

示します。  
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d. 影響を受けるデバイスはすべて、物理ホスト ダウン アラームの

［影響度］タブの［管理ロスの影響度］テーブルに一覧表示され

ます。  
 

注： 抑制されたデバイスには、対応するアラームが［兆候］テーブ

ルにありません。 
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e. 1 つ以上の IBM LPAR インスタンスに対するすべてのアップスト

リーム デバイスがダウンすると、IBM LPAR ホストに障害が発生し

ているとは、確実に想定できなくなります。 そのため、CA Spectrum 

は［物理ホスト ダウン］アラームをクリアし、標準の CA Spectrum 

障害分離技術を適用します。 
 

詳細情報： 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み (P. 275) 

ホスト停止によって影響を受ける IBM LPAR の特定 (P. 278) 
 

 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み 

仮想ネットワークの作成に使われる IBM LPAR 仮想化技術は、CA Spectrum 

に固有の管理チャンスを提供します。 CA Spectrum は標準方法を使って仮

想デバイスに直接接続することができます。また CA Spectrum は同時に、

IBM LPAR 技術から仮想デバイス情報を収集できます。 この意味で、IBM 

LPAR 技術は、CA Spectrum が仮想デバイス情報を収集する「プロキシ」で

す。 CA Spectrum はデバイスとの直接の接続を失うと、アラームを生成し

ます。 同様に、IBM LPAR 技術と仮想デバイスとの接続が切断されるか、

Virtual Host Manager と IBM LPAR マネージャと接続が切断された場合、

Virtual Host Manager は「プロキシ管理ロス」アラーム (338以下のページで

定義参照： )を生成します。 
 

これを受けて、CA Spectrum は、プロキシ管理障害の原因を特定しようと

します。 プロキシ障害分離は、標準的な CA Spectrum 障害分離に似ていま

すが、これらのアラートにより、仮想デバイスのプロキシ管理が影響を受

けていることが警告されるという点が異なっています。 プロキシ管理の

障害分離は、仮想デバイスが稼働中かダウンしているかを通知することは

できません。 ただし、デバイスに関する重要な仮想情報が失われる可能

性があるため、プロキシを介した接続がいつ切断されたかを知ることが重

要です。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用するプロキシ障害

分離のタイプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイ

スが生成するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオで

は、2 つの固有のプロキシ障害管理状況、および Virtual Host Manager が仮

想ネットワークにおけるネットワークのエラーをどのように分離するか

を説明します。 
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シナリオ 1： IBM LPAR マネージャと HMC 間の接続が切断された 

IBM LPAR マネージャが、HMC および HMC が管理しているすべての IBM 

LPAR ホストおよび IBM LPAR との接続を失うと、IBM LPAR ホストおよびホ

ストされているすべての IBM LPAR インスタンスに関する IBM LPAR マ

ネージャのデータが失われます。 問題を分離するには、Virtual Host 

Manager は以下のように根本原因を特定します。 

1. 「プロキシ接続切断」アラームが、IBM LPAR ホスト、およびホストさ

れているすべての IBM LPAR で生成されます。 

2. IBM LPAR アラームは、IBM LPAR ホストの「プロキシ接続切断」アラー

ムに関連付けられるため、IBM LPAR ホストのアラームの兆候になりま

す。 これらのアラームを兆候として関連付けることは、IBM LPAR ホス

トのアラームが根本原因であることを意味します。 

3. また CA Spectrum が IBM LPAR ホストとの接続を失い、「物理ホスト ダ

ウン」アラームが生成された場合、IBM LPAR ホストに対して生成され

た「プロキシ接続切断」アラームは、「物理ホスト ダウン」アラーム

に関連付けられます。 この場合、「プロキシ接続切断」アラームは、

「物理ホスト ダウン」アラームの兆候になります。 このアラームが兆

候として関連付けられると、IBM LPAR ホスト上の「物理ホスト ダウン」

アラームが根本原因であることを示します。 
 

シナリオ 2： CA Spectrum と IBM LPAR マネージャ間の接続が切断された 

CA Spectrum が IBM LPAR マネージャ モデルとの接続を失うか、IBM LPAR 

マネージャ モデルのポーリングを停止すると、CA Spectrum は、IBM LPAR 

マネージャが管理するすべての仮想モデルに関する IBM LPAR 技術データ

を失います。 問題を分離するには、Virtual Host Manager は以下のように根

本原因を特定します。 

1. CA Spectrum は、IBM LPAR インスタンスおよび IBM LPAR ホストを含め、

IBM LPAR マネージャが管理するすべての仮想モデルに対して「プロキ

シ接続切断」アラームを生成します。 CA Spectrum は IBM LPAR マネー

ジャ モデルに関する「プロキシ使用不可」アラームも別途生成します。 

2. IBM LPAR アラームは、対応する IBM LPAR Host モデル アラームに関連

付けられます。 
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3. IBM LPAR Host モデル アラームは、IBM LPAR マネージャ モデルの「プ

ロキシ使用不可」アラームに関連付けられます。 

4. この「プロキシ使用不可」アラームはその後、ダウンしている IBM LPAR 

マネージャの根本原因に関連付けられます。 根本原因は通常、以下の

状況で作成されたアラームなど、標準 CA Spectrum 障害管理によって

生成されたアラームです。 

■ IBM LPAR マネージャの管理が失われた（すなわち、IBM LPAR マネー

ジャ ホスト上の CA SystemEDGE エージェントで問題が発生した） 

■ マシン接続が失われた 

■ IBM LPAR マネージャ モデルが保守モードである 
 

詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 271) 
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ホスト停止によって影響を受ける IBM LPAR の特定 

IBM LPAR ホストとの接続が中断されるか、IBM LPAR ホストがダウンする

と、IBM LPAR ホストがホストする IBM LPAR インスタンスはすべて影響を

受けます。 IBM LPAR 技術は IBM LPAR ホストと接続して、使用情報を取得

できないため、その IBM LPAR ホストでホストされているクリティカルな 

IBM LPAR に対するアラームを受信しない可能性があります。 クリティカ

ルな IBM LPAR が影響を受けているかどうかを調べるには、次のように、

アラームの［影響度］タブの影響を受ける IBM LPAR インスタンスのリス

トで確認できます。 

■ ［兆候］サブビュー -- 影響を受ける IBM LPAR インスタンスによって生

成された兆候アラームをすべて表示します 

■ ［管理ロスの影響度］サブビュー -- アラームによって影響を受ける 

IBM LPAR インスタンスを一覧表示します 
 



IBM LPAR のアラームと障害分離 

 

第 6 章： IBM LPAR  279  
 

 
 

詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 271) 
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第 7 章： Huawei SingleCLOUD 
 

このセクションは Huawei SingleCLOUD 仮想化技術のユーザを対象として

いて、Huawei SingleCLOUD プラットフォームで仮想エンティティを管理す

るために Virtual Host Manager を使用する方法について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Virtual Host Manager と Huawei SingleCLOUD との連携方法 (P. 281) 

Huawei SingleCLOUD 向けに作成されたモデル (P. 283) 

Huawei SingleCLOUD ネットワークの検出 (P. 284) 

Huawei SingleCLOUD 仮想環境の表示 (P. 302) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 311) 

Huawei SingleCLOUD のアラームと障害分離 (P. 313) 
 

Virtual Host Manager と Huawei SingleCLOUD との連携方法 

Virtual Host Manager は、物理ネットワーク エンティティと仮想ネットワー

ク エンティティをシームレスに監視します。 ネットワークの詳細が把握

できるため、両方のタイプのエンティティのネットワーク問題をトラブル

シューティングできます。 仮想ネットワーク エンティティは物理コン

ポーネントのように動作しますが、これらのエンティティを監視するプロ

セスは一般的な CA Spectrum 監視プロセスとは異なります。 このプロセス

の動作の仕組みを理解すると、仮想ネットワークに関連するネットワーキ

ング問題を見つけ、解決するのに役立ちます。 
 

Huawei SingleCLOUD プラットフォームは、プライベート クラウドまたはパ

ブリック クラウドを作成するためのネットワーク、ストレージ、サーバ

およびソフトウェアの完全なシステムから構成されます。  Virtual Host 

Manager は、Huawei SingleCLOUD 仮想環境の管理と監視をサポートします。 
 

CA Spectrum は、2 つの異なる方法を使用して、Huawei SingleCLOUD 仮想環

境に関する情報を収集します。 他の CA Spectrum 管理対象デバイスと同じ

ように、Virtual Host Manager は標準的な CA Spectrum 監視方法を使用しま

す。 さらに、Virtual Host Manager for Huawei SingleCLOUD は、代替（プロ

キシ）マネージャ、CA Mediation Manager（CAMM）から専門情報を取得

します。 
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以下の図は、CA Spectrum が Huawei SingleCLOUD 環境に関する情報をどの

ように収集するかを示します。 

 
 

CA Mediation Manager は独自のホスト上に存在し、HTTP（REST）サービス

を使って、Huawei SingleCLOUD GalaX と通信することで、Huawei 

SingleCLOUD 環境から情報を取得します。Huawei SingleCLOUD GalaX は、

Huawei SingleCLOUD を集合的に管理するソフトウェアスイートです。  
 

CAMM は、次のコンポーネントを使用します。 

■ Engine。 Engine は、Huawei SingleCLOUD プラットフォームから情報を

収集する、CAMM のポーリング エンジンです。 CAMM Engine は、Huawei 

SingleCLOUD GalaX Operation および Management Module（OMM）と直

接通信して、Huawei HyperVisor Universal Virtualization Platform（UVP）

に関する情報を取得します。 

■ プレゼンタ。 プレゼンタは Engine から情報を受信し、その情報を使っ

て CA が開発した MIB（CAMEDIATIONMANAGER-ENTERPRISES-HUAWEI 

-SINGLECLOUDMIB）にデータを入力します。 

CA Spectrum は SNMP を使用して CAMM MIB からデータを取得し、その情

報を使って OneClick 内の Huawei SingleCLOUD 環境のモデリングと監視を

行います。 
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Huawei SingleCLOUD 向けに作成されたモデル 

Virtual Host Manager は、Huawei SingleCLOUD 仮想ネットワークのコンポー

ネントを表すため、複数のモデルを提供します。 以下の基本モデルを理

解していると、ユーザがディスカバリ、および仮想環境が物理環境とどの

ようにインターフェースで接続するかをより良く理解するのに役立ちま

す。 
 

Virtual Host Manager には、Huawei SingleCLOUD エンティティ用の以下のモ

デルとアイコンが含まれます。 

Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ 

CA Mediation Manager（CAMM）プレゼンタを表します。 CAMM プレゼ

ンタ モデルでは、Huawei SingleCLOUD GalaX と通信するために CAMM 

Engine が使用する仮想 IP アドレスを設定することができます。 CAMM 

プレゼンタはそれぞれ、複数の仮想 IP アドレスをサポートできます。  

アイコン：  
 

Huawei SingleCLOUD マネージャ 

CAMM プレゼンタ上の仮想 IP アドレスを表します。 CAMM は、Huawei 

SingleCLOUD 仮想プラットフォームの管理を処理する Huawei 

SingleCLOUD GalaX と通信します。 CAMM が監視する各 Huawei 

SingleCLOUD GalaX の情報は、CAMM プレゼンタ上の仮想 IP アドレスを

介して提供され、Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルによって表さ

れます。 

アイコン：  
 

Huawei SingleCLOUD クラウド 

プライベート ネットワークまたはパブリック クラウド ネットワーク

を構成する、物理ホストおよび仮想ホストのコレクションを表します。 

アイコン：  
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Huawei SingleCLOUD ホスト 

仮想マシンをホストする Computing Node Agent（CNA）を表します。 ユ

ニバース トポロジでは、これらのモデルは、仮想環境が物理ネット

ワークとどこでインターフェースするかを表示すると同時に、個別の

ビューを仮想エンティティにグループ化します。 ステータス情報を取

得するため、Huawei SingleCLOUD ホストに直接問い合わせることがで

きません。 その代わり、このモデルのステータスは、このホストに格

納されているアイテムのステータスから推測します。 

アイコン：  
 

Huawei SingleCLOUD CNA FIP 

仮想マシンをホストしている CNA の管理インターフェースを表しま

す。 このモデルには CNA FIP の IP アドレスが割り当てられ、ホスト コ

ンテナ内で動作します。  

アイコン：  
 

Huawei SingleCLOUD 仮想マシン 

Huawei SingleCLOUD プラットフォームで設定されている、仮想マシン

を表します。  

 

アイコン：  
 

Huawei SingleCLOUD ネットワークの検出 

Virtual Host Manager を使って Huawei SingleCLOUD 仮想環境を監視する前

に、管理するすべてのネットワーク エレメントを検出しモデリングする

必要があります。 このセクションでは、Huawei SingleCLOUD に対する 

Virtual Host Manager のディスカバリおよびモデリング プロセスについて

説明します。 これらのタスクは通常、Virtual Host Manager 管理者によって

実行されます。 
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次の手順に従ってください： 

1. 以下のプレディスカバリ手順を実行します。 

a. CA Mediation Manager プレゼンタを定義します。 (P. 285) 

b. ［ディスカバリ オプション］を設定します。 (P. 286) 

2. Huawei SingleCLOUD ネットワークを検出し、モデリングします。 (P. 

293) 
 

CA Mediation Manager プレゼンタの定義 

Virtual Host Manager がインストールされた後、CA Spectrum に対して CA 

Mediation Manager プレゼンタを定義します。 Huawei SingleCLOUD CAMM 

プレゼンタ モデルでは、Huawei SingleCLOUD GalaX に関連付けられている

仮想 IP アドレスを設定することができます。 CAMM プレゼンタを定義す

ると、後で Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルの整理と格納に使われ

るコンテナ モデルが作成されます。  

注： Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ モデルが作成されても、ディス

カバリはトリガされません。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面内の［エクスプローラ］タブで、Virtual Host 

Manager ノードを選択します。 

コンテンツ画面に、Virtual Host Manager 機能の情報が表示されます。 

2. ［情報］タブを選択します。 

3. ［設定］、［Huawei SingleCLOUD］、［CA Mediation Manager プレゼン

タ］サブビューの順に展開します。 

［CA Mediation Manager プレゼンタ］テーブルが表示されます。 
 

4. ［追加］をクリックします。 

［タイプ HuaweiSCCAMMPresenter のモデルを作成］ダイアログ ボック

スが表示されます。 

5. 名前を入力し、［OK］をクリックします。 

Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ モデルが作成され、テーブルに

表示されます。 
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詳細情報： 

Huawei SingleCLOUD 向けに作成されたモデル (P. 283) 
 

 

［ディスカバリ オプション］の設定 

ディスカバリを実行して Huawei SingleCLOUD エンティティ用のモデルを

作成する前に、ディスカバリ プロセスのさまざまな側面を制御するオプ

ションを指定します。 基本設定を設定すると、Virtual Host Manager は仮想

デバイスを想定通りにモデリングすることができます。 

Huawei SingleCLOUD ディスカバリ用に Virtual Host Manager のインストー

ルを設定するには、以下のオプションから基本設定を選択します。 

■ 新規 Huawei SingleCLOUD 仮想マシンの保守モード (P. 287) -- 新たに検

出された仮想マシンを CA Spectrum が管理する準備が整うまで、それ

らのマシンを保守モードにするかどうかを、ユーザが決定できます。 

■ Huawei SingleCLOUD ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可 (P. 

288) -- Virtual Host Manager が Huawei SingleCLOUD モデルを管理しなく

なった場合、CA Spectrum がどのようにそれらのモデルを処理するかを

制御します。 
 

■ 既存モデルの検索 (P. 289) -- Huawei SingleCLOUD ディスカバリ中に、

Virtual Host Manager が検索するセキュリティドメインを決定します。 
 

■ Huawei SingleCLOUD マネージャの削除中に SNMP が有効な仮想マシン

を保持 (P. 290) -- Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルを削除した場

合、CA Spectrum が SNMP 対応の Huawei SingleCLOUD モデルをどのよう

に処理するかを制御します。 

■ SNMP 対応デバイスの検出 (P. 292) -- Huawei SingleCLOUD ディスカバ

リ中に、SNMP 対応のデバイスがどのようにモデリングされるかを制

御します。 デフォルトで、新しいモデルは最初は VHM モデル (336以

下のページで定義参照： )としてのみ作成されます。 ただしこのオプ

ションのデフォルトを無効にして、基準を満たすデバイスに対して、

直ちに SNMP モデルを作成することができます。 
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新しい Huawei SingleCLOUD デバイスに対する保守モードの設定 

Virtual Host Manager は、Huawei SingleCLOUD 仮想環境を構成する仮想マシ

ンを自動的にモデリングします。 CA Spectrum は、検出されたすべてのモ

デルを管理しようとします。 ただし、Huawei SingleCLOUD 仮想マシンを初

めてモデリングした場合、新しく検出されたマシンの中には、CA Spectrum 

による管理の準備ができていないものがあります。 新しい Huawei 

SingleCLOUD 仮想マシンで不要なアラームを防止するため、直ちに保守

モードにする新しいモデルを指定できます。 後で、これらのデバイスを

管理する CA Spectrum の準備ができた場合、手動で保守モードを無効にで

きます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面内の［エクスプローラ］タブで、Virtual Host 

Manager ノードをクリックします。 

コンテンツ画面に、Virtual Host Manager 機能の情報が表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 

3. ［設定］、［Huawei SingleCLOUD］、［SingleCLOUD ディスカバリ］サ

ブビューの順に展開します。 

設定可能なディスカバリ オプションが表示されます。 
 

4. ［新規 Huawei SingleCLOUD 仮想マシンの保守モード］フィールドで［設

定］をクリックし、以下のいずれかのオプションを選択します。 

有効ではない VM を保守モードにする 

（デフォルト）初期設定の Huawei SingleCLOUD ディスカバリ実行

時、有効でない Huawei SingleCLOUD 仮想マシン モデルだけに保守

モードが適用されます。 

すべての VM を保守モードにする 

初期設定の Huawei SingleCLOUD ディスカバリ実行時、新しく検出

されたすべての Huawei SingleCLOUD 仮想マシン モデルに保守モー

ドが適用されます。 

設定は保存され、設定内容に従って、Virtual Host Manager が作成し、

新しく検出された Huawei SingleCLOUD 仮想マシン モデルは保守モー

ドになります。 
 



Huawei SingleCLOUD ネットワークの検出 
 

288  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

削除された Huawei SingleCLOUD デバイスのデバイス モデルの管理 

デバイスおよびそれらの関係は、仮想環境で頻繁に変更されます。 CA 

Spectrum の仮想環境に関するデータを正確かつ適時に管理することは困

難です。 たとえば、Huawei SingleCLOUD 仮想マシンを削除すると、CA 

Spectrum はナビゲーション画面内の Virtual Host Manager から対応するデ

バイス モデルを削除する必要があります。 しかし、CA Spectrum はモデル

を維持または削除する必要があるでしょうか。 モデル削除を制御する設

定を選択できます。 
 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 後で Huawei SingleCLOUD 環境でモデルが再生成される

可能性が高い場合、このオプションを無効にできます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面内の［エクスプローラ］タブで、Virtual Host 

Manager ノードをクリックします。 

コンテンツ画面に、Virtual Host Manager 機能の情報が表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 

3. ［設定］、［Huawei SingleCLOUD］、［SingleCLOUD ディスカバリ］サ

ブビューの順に展開します。 

設定可能なディスカバリ オプションが表示されます。 
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4. ［Huawei SingleCLOUD ディスカバリでデバイス モデルの削除を許可］

フィールド［設定］をクリックし、以下のいずれかのオプションを選

択します。 

はい 

（デフォルト）Huawei SingleCLOUD 環境で管理されなくなったエン

ティティに対応する Virtual Host Manager モデルを削除します。 

いいえ 

対応するエンティティが Huawei SingleCLOUD 環境によって管理さ

れなくなった場合、Virtual Host Manager モデルをロスト ファウン

ド コンテナに置きますが、モデルは CA Spectrum から削除されませ

ん。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

設定は保存され、デバイスが Huawei SingleCLOUD 環境から削除された

後、デバイス モデルはその設定に従って処理されます。 
 

セキュア ドメイン全体に対するモデル検索の設定 

新しいモデルを作成するのではなく、Huawei SingleCLOUD ディスカバリは 

SpectroSERVER にモデルを配置しようとします。 Secure Domain Manager を

展開した環境では、Huawei SingleCLOUD ディスカバリは、ユーザの Huawei 

SingleCLOUD マネージャと同じセキュア ドメイン内でモデルを検索しま

す。 このドメインは「ローカル」ドメインです。 ただし一部のデバイス

は、別のセキュア ドメイン内に存在していることがあります。 この場合、

すべてのセキュア ドメインで既存モデルを検索するように、Huawei 

SingleCLOUD ディスカバリを設定できます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面内の［エクスプローラ］タブで、Virtual Host 

Manager ノードをクリックします。 

コンテンツ画面に、Virtual Host Manager 機能の情報が表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 

3. ［設定］、［Huawei SingleCLOUD］、［SingleCLOUD ディスカバリ］サ

ブビューの順に展開します。 

設定可能なディスカバリ オプションが表示されます。 
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4. ［既存モデルの検索］フィールドで［設定］をクリックし、以下のオ

プションから選択します。 

Huawei SingleCLOUD マネージャのセキュア ドメイン 

（デフォルト）Huawei SingleCLOUD マネージャ サーバと同じセ

キュア ドメイン内でモデルを検索します。 

すべてのセキュア ドメイン 

SpectroSERVER が管理するすべてのセキュア ドメイン内でモデル

を検索します。 このオプションは、以下の状況でのみ選択します。 

■ すべてのデバイスに一意の IP アドレスが設定されている 

■ セキュア ドメインがセキュリティ目的に使われている、または

ネットワーク トラフィックを分離するために使われている 

注： NAT 環境でこのオプションを選択しないでください。 
 

設定は保存され、Huawei SingleCLOUD ディスカバリは選択内容に従っ

て CA Spectrum 内で既存モデルを検索します。 重複しているモデル（す

なわち同じ IP アドレスを共有しているモデル）が複数のセキュア ドメ

インに存在する場合、Virtual Host Manager は以下を実行します。 

■ 可能な場合は、ローカル セキュア ドメイン内のモデルを選択しま

す。 

■ 重複するモデルがローカル ドメイン内に存在しない場合、Virtual 

Host Manager は別のセキュア ドメインのモデルをランダムに選択

します。 

いずれの場合でも、Virtual Host Manager は、Huawei SingleCLOUD マネー

ジャ モデル上の重複した IP アドレスに対して、マイナー アラームを

生成します。 
 

SNMP 対応 Huawei SingleCLOUD モデルの削除の管理 

デフォルトでは、以下のアイテムが削除されると、SNMP 対応デバイスも 

CA Spectrum から削除されます。 

■ ［エクスプローラ］タブ内の Huawei SingleCLOUD フォルダ 

■ Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ モデル 

■ Huawei SingleCLOUD マネージャ モデル 
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SNMP 対応デバイス モデルには、保持することが望ましい重要なカスタマ

イズを含めることができます。 これらのモデルを削除しないように、設

定を調節できます。 このような設定は、後で使用できるようにロスト ファ

ウンド コンテナに格納されます。  

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面内の［エクスプローラ］タブで、Virtual Host 

Manager ノードをクリックします。 

コンテンツ画面に、Virtual Host Manager 機能の情報が表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 

3. ［設定］、［Huawei SingleCLOUD］、［SingleCLOUD ディスカバリ］サ

ブビューの順に展開します。 

設定可能なディスカバリ オプションが表示されます。 
 

4. ［Huawei SingleCLOUD マネージャの削除中に SNMP が有効な仮想マシ

ンを保持］フィールドの［設定］をクリックし、以下のいずれかのオ

プションを選択します。  

はい 

Huawei SingleCLOUD フォルダ、Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼン

タ モデル、または Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルが削除さ

れた場合に、ロスト ファウンド コンテナ内の SNMP 対応仮想マシ

ン モデルを保持します。 

注： ［グローバル コレクション］に含まれているモデルなど、関

連付けが多いモデルの処理は別の方法で実行されます。 これらの

モデルはユニバースから削除されますが、ロスト ファウンド コン

テナには移動されません。 

いいえ 

（デフォルト） Huawei SingleCLOUD フォルダ、Huawei SingleCLOUD 

CAMM プレゼンタ モデルまたは Huawei SingleCLOUD マネージャ 

モデルが削除された場合に、すべての Huawei SingleCLOUD モデル

を削除します。 

設定は保存され、Huawei SingleCLOUD フォルダ、Huawei SingleCLOUD 

CAMM プレゼンタ モデル、または Huawei SingleCLOUD マネージャ モデ

ルが削除されると、SNMP 対応デバイス モデルはその設定に従って処

理されます。 
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SNMP モデリング基本設定の設定 

SNMP 対応デバイスは、プロセスおよびファイル システムの監視機能など、

多様なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェントの展

開には、コストと時間がかかることがあります。 Huawei SingleCLOUD ディ

スカバリはデフォルトで、Huawei SingleCLOUD 仮想マシンを VHM モデル 

(336以下のページで定義参照： )として作成します。 これらは後で SNMP モ

デルにアップグレードできます。 ただし、新しい SNMP 対応デバイスをす

べて SNMP モデルとしてモデリングするように、Huawei SingleCLOUD ディ

スカバリを設定できます。 Huawei SingleCLOUD ディスカバリは完了するま

でに時間がかかることがありますが、最初に SNMP モデルとしてこれらを

モデリングすると、後でこれらのモデルを手動でアップグレードする必要

がなくなります。 

重要：  Huawei SingleCLOUD コンポーネントをモデリングする前に、SNMP 

モデリングを有効にします。 最初に Huawei SingleCLOUD コンポーネント

をモデリングすると、すべての子モデルが VHM モデルとして作成される

ため、SNMP モデルに手動でアップグレードする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面内の［エクスプローラ］タブで、Virtual Host 

Manager ノードをクリックします。 

コンテンツ画面に、Virtual Host Manager 機能の情報が表示されます。 

2. ［情報］タブをクリックします。 

3. ［設定］、［Huawei SingleCLOUD］、［SingleCLOUD ディスカバリ］、

［SNMP ディスカバリ］サブビューの順に展開します。 
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4. ［SNMP 対応デバイスの検出］フィールドで［設定］をクリックし、

以下のオプションから選択します。 

はい 

Huawei SingleCLOUD ディスカバリ中に、SNMP モデリングを有効に

します。 ［SNMP ディスカバリ］サブビューのテキストで指定した

条件を満たすデバイスのみが、SNMP デバイスとしてモデリングさ

れます。 新しいモデルにのみ適用します。 

いいえ 

（デフォルト）Huawei SingleCLOUD ディスカバリ中に検出された新

しいデバイスはすべて、VHM モデル (336以下のページで定義参

照： )としてモデリングされます。 これらのモデルは後で SNMP モ

デルに手動でアップグレードできます。 

設定が保存され、選択内容に従って Virtual Host Manager で新しいデバ

イスがモデリングされます。 
 

Huawei SingleCLOUD 環境の検出とモデリング 

仮想環境を監視するには、仮想エンティティ（Huawei SingleCLOUD マネー

ジャ、クラウド、ホストおよび仮想マシン）を検出し、モデリングする必

要があります。 Virtual Host Manager のこれらのエンティティをモデリング

することで、1 つのツール内にネットワーク トポロジ全体が表示され、物

理および仮想コンポーネントの関係を表示できます。 
 

仮想環境をモデリングする主な手順を以下に示します。 

1. 標準 CA Spectrum ディスカバリを実行します。 (P. 294) 

このディスカバリの目的は、Huawei SingleCLOUD ディスカバリを実行

する前に、アップストリームのルータおよびスイッチをモデリングす

ることです。 これらのエンティティをモデリングする場合、モデリン

グ オプションが Virtual Host Manager をサポートするように正しく設

定されていることを確認します。 

2. Huawei SingleCLOUD マネージャを定義します (P. 296)。 

この手順を実行すると、Huawei SingleCLOUD GalaX（Huawei SingleCLOUD 

仮想プラットフォーム用管理アプリケーション）と通信するために、

CAMM が使用する仮想 IP アドレスが検出されモデリングされます。 

CA Spectrum はこれらのモデルを使って、Huawei SingleCLOUD アーキテ

クチャとその仮想マシンに関する情報を取得します。  
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3. Huawei SingleCLOUD ディスカバリを実行します (P. 297)。 

Huawei SingleCLOUD マネージャをモデリングすると、Huawei 

SingleCLOUD ディスカバリが自動的に開始され、Huawei SingleCLOUD 環

境内の仮想エンティティの検出とモデリングを行います。 
 

4. （オプション） SNMP 機能を VHM モデルに追加します (P. 298)。 

VHM モデルとして Huawei SingleCLOUD エンティティをモデリングし

た場合。 これらを SNMP モデルにアップグレードできます。 

5. （オプション）Huawei SingleCLOUD ホストを別の Huawei SingleCLOUD 

GalaX に移動します。 (P. 301) 

Huawei SingleCLOUD ホストの管理を、ある Huawei SingleCLOUD GalaX か

ら別の管理に移動する場合、モデリングされた CA Spectrum 環境の変

更を正確に反映するため、特定の順序で手順を実行する必要がありま

す。 

上記の各手順については、以下のセクションで詳しく説明します。 
 

CA Spectrum ディスカバリの実行 

完全な Huawei SingleCLOUD 環境を正確に反映するには、標準の CA 

Spectrum ディスカバリを実行して、接続されているすべてのデバイスを特

定します。 仮想エンティティからの接続を後で確立できるように、アッ

プストリームのルータおよびスイッチがモデリングされます。  

注： 管理者のみがこのタスクを実行します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ディスカバリ コンソールを開きます。 

注： モデリングの前に、非標準のポートで実行される SNMP エージェ

ントの正しいコミュニティ文字列、IP アドレス、ポート番号を把握し

ておきます。 

2. ナビゲーション画面の  （新しい設定を作成します）をクリック

します。 

［設定］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

3. 新しい設定の名前と場所を指定し、［OK］をクリックします。 

［設定］ダイアログ ボックスが閉じます。 
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4. ［IP/ホスト名境界リスト］フィールドに個別の IP アドレスを入力する

か、先頭および終了 IP アドレスを入力し、［追加］をクリックします。  
 

注： IP アドレスの範囲に、相互接続されたスイッチおよびルータがす

べてを含まれていることを確認します。 

5. 以下のように［モデリング オプション］を設定します。  

a. ［ディスカバリ後に、自動的に CA Spectrum にモデリングする］オ

プションをオンにします。 

b. ［モデリング オプション］ボタンをクリックします。 

［モデリング設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

c. ［プロトコル オプション］ボタンをクリックします。 

［プロトコル オプション］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

d. ［Ping 可能の ARP テーブル］オプションを選択し、［OK］をクリッ

クします。 

［プロトコル オプション］ダイアログ ボックスが閉じます。 

e. ［OK］をクリックして［モデリング設定］ダイアログ ボックスを

閉じます。 
 

6. （オプション）［詳細オプション］グループ内の［詳細オプション］

ボタンをクリックし、非標準の SNMP ポート（CAMM ポートなど）を

追加し、［OK］をクリックします。 
 

 

7. ディスカバリ コンソールに任意の追加の値を入力し、［ディスカバ

リ］をクリックします。 

モデルが作成され、Huawei SingleCLOUD エンティティをネットワーク

に接続するスイッチとルータに対して、CA Spectrum 内のネットワーク 

トポロジに追加されます。  
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Huawei SingleCLOUD マネージャの定義 

Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ (333以下のページで定義参照： )が

定義され、接続するデバイスをモデリングすると、Huawei SingleCLOUD マ

ネージャ (334以下のページで定義参照： )のモデリングと検出を行うこと

ができます。 Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルが正常に作成される

と、Huawei SingleCLOUD ディスカバリが自動的にトリガされます。 

次の手順に従ってください： 

1. ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで、Virtual Host Manager 

階層内にある Huawei SingleCLOUD フォルダ内の［Huawei SingleCLOUD 

CAMM プレゼンタ］を選択します。 

コンポーネント詳細画面に、CAMM プレゼンタの情報が表示されます。 

2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、［Huawei SingleCLOUD マ

ネージャ］サブビューを展開します。 

［Huawei SingleCLOUD マネージャ］テーブルが表示されます。 
 

3. ［追加］をクリックします。 

［タイプ HuaweiSCManager のモデルを作成］ダイアログ ボックスが表

示されます。 
 

4. Huawei SingleCLOUD マネージャに情報を入力し、［OK］をクリックし

ます。 以下のフィールドを確認します。 

ネットワーク アドレス 

Huawei SingleCLOUD GalaX と通信するため、CAMM プレゼンタが使

用する仮想 IP アドレスを入力します。 

重要：  この値を、CAMM プレゼンタがインストールされているデ

バイスまたは仮想マシンのプライマリ IP アドレスと同じにするこ

とはできません。 

Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルが作成され、テーブルに表示さ

れます。 Huawei SingleCLOUD 環境に関する情報は、Huawei SingleCLOUD 

マネージャから取得します。 このモデルが作成されると、Huawei 

SingleCLOUD ディスカバリが開始されます。 
 

詳細情報： 

Huawei SingleCLOUD 向けに作成されたモデル (P. 283) 
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Huawei SingleCLOUD ディスカバリ 

Huawei SingleCLOUD ディスカバリは、仮想環境に関する詳細情報を収集す

る専門のディスカバリ プロセスです。 ディスカバリの目的は、Huawei 

SingleCLOUD プラットフォームの仮想エンティティを検出してモデリング

することです。 Huawei SingleCLOUD ディスカバリがどのように動作するか

理解すると、Virtual Host Manager の各種コンポーネントを正しくインス

トールしてモデリングすることの重要性が理解できます。 
 

Huawei SingleCLOUD ディスカバリの主なメリットは、バックグラウンドで

自動実行され、CA Spectrum 内の仮想環境データを絶えず更新することで

す。 この自動機能により、Huawei SingleCLOUD ディスカバリの一部は前の

手順ですでに実行されています。 以下の説明では、Huawei SingleCLOUD 

ディスカバリの全体像について参照用に説明します。 対処する必要はあ

りません。 
 

Huawei SingleCLOUD ディスカバリ プロセスは、以下のように動作します。 

1. CAMM および Huawei SingleCLOUD デバイス パックが正しくインス

トールされると、CAMM Engine は直ちに Huawei SingleCLOUD GalaX と

通信を開始します。 情報は CAMM プレゼンタによって処理され、CA 

Spectrum で使用可能になります。 

重要：  CA Spectrum、CAMM および Huawei SingleCLOUD GalaX が通信で

きるように、CA Mediation Manager および Huawei SingleCLOUD デバイ

ス パックのインストールと設定を実行する必要があります。 通信がで

きない場合、Huawei SingleCLOUD ディスカバリは実行できません。 
 

2. CA Spectrum ディスカバリ実行中に、仮想エンティティからの接続が後

で確立できるように、CA Spectrum は接続デバイスのモデルを作成しま

す。 

3. Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタおよび Huawei SingleCLOUD マ

ネージャ モデルが作成されます。 Huawei SingleCLOUD マネージャが作

成されると、CA Spectrum は CA Spectrum と CAMM 間の通信を処理でき

るようになります。  

4. Huawei SingleCLOUD マネージャは、Huawei SingleCLOUD 環境に関する

情報を収集するために CAMM をポーリングします。この情報は、手順 

1 で収集されたものです。 
 



Huawei SingleCLOUD ネットワークの検出 
 

298  Virtual Host Manager ソリューション ガイド 
 

5. CA Spectrum は、Huawei SingleCLOUD ディスカバリを開始します。 CA 

Spectrum はこの情報を使って、次のように［CA Spectrum トポロジ］

タブのモデリングと、ナビゲーション画面内の Virtual Host Manager 階

層を更新します。 

a. 手順 2 の前に SNMP ディスカバリを有効にする場合、Virtual Host 

Manager ディスカバリは、SNMP ディスカバリ条件を満たしている

すべての新しい SNMP 対応モデルに対して SNMP モデルを作成し

ます。 

注： デフォルトでは、Huawei SingleCLOUD ディスカバリ中、SNMP 

ディスカバリは無効です。  

b. VHM モデルは、残りの非 SNMP 対応 Huawei SingleCLOUD エンティ

ティに対して作成されます。 

注： 仮想環境で、異なる Huawei SingleCLOUD ホスト上のデバイスに同

じ IP または MAC アドレスを設定できます。 この場合、CA Spectrum は 

IP アドレスまたは MAC アドレスが生成されるたびに、重複するモデル

を作成します。 
 

6. Huawei SingleCLOUD ディスカバリは、スケジュールされた Huawei 

SingleCLOUD マネージャ ポーリング間隔で、このプロセスを定期的に

繰り返します。 
 

VHM モデルへの SNMP 機能の追加 

SNMP 対応デバイスは、プロセスおよびファイル システムの監視機能など、

多様なデバイス監視をサポートします。 ただし、SNMP エージェントの展

開には、コストと時間がかかることがあります。 SNMP エージェントが使

用不可の場合、または SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host 

Manager は Huawei SingleCLOUD エンティティを VHM モデル (336以下の

ページで定義参照： )として作成します。 
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後で、SNMP エージェントを任意の Huawei SingleCLOUD ホストまたは仮想

マシンにインストールし、CA Spectrum でそのモデリングをアップグレー

ドできます。 SNMP モデルのアップグレード用のオプションは以下のとお

りです。 

■ 選択したデバイスのみをアップグレード (P. 299) -- アップグレードす

るモデルの選択対象が少ない場合、このメソッドは迅速に動作します。 

最初に VHM モデルが削除されます。 この方法の欠点は、CA Spectrum 

がモデルを削除した後、Huawei SingleCLOUD ディスカバリが実行され、

新しい SNMP モデルが作成され、Virtual Host Manager に配置されるま

で待つ必要があるということです。 モデルの IP アドレスをアップグ

レードする知識が必要です。 
 

■ SNMP 対応の VHM モデルをすべてアップグレード (P. 300) -- この方法

はバッチでモデルをアップグレードします。Virtual Host Manager を新

規リリースにアップグレードする場合、この方法が優先されます。 個

別のモデルの IP アドレスについての知識は必要ありません。 CA 

Spectrum が VHM モデルを削除した後に、アップグレードされた SNMP 

モデルは、次のポーリング サイクルを待つことなく、すぐに Virtual 

Host Manager 階層に配置されるという利点もあります。 そのため、

Virtual Host Manager はモデルをより迅速に管理します。  

このメソッドには、完了までに長時間かかる場合があるという欠点が

あります。 このアップグレードに必要な時間は、Virtual Host Manager 

が SNMP 対応デバイスの特定時に検索する必要のある、コミュニティ

文字列および SNMP ポートの数に依存します。 

注： Virtual Host Manager は、電源をオンにされた Ping 可能デバイスの

みで SNMP エージェントを特定しようとします。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズはす

べて失われます。 
 

選択した VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または Huawei SingleCLOUD ディス

カバリ中に SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は 

Huawei SingleCLOUD ホストおよび仮想マシンを VHM モデル (336以下の

ページで定義参照： )として作成します。 後で、これらのデバイスに SNMP 

エージェントをインストールして、CA Spectrum 内でモデリングをアップ

グレードすることができます。 アップグレードするデバイス モデルの IP 

アドレスを知っている必要があります。 手動でアップグレードするモデ

ルを選択すると迅速に動作しますが、アップグレード中にこれらのモデル

の注記またはカスタマイズはすべて失われます。 
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次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. 以下のいずれかの方法を使用して、デバイスを再度モデリングします。 

■ CA Spectrum ディスカバリ 

■ IP アドレスによる個別のデバイスのモデリング 
 

新しい SNMP 対応モデルが作成される場合、CA Spectrum は Virtual Host 

Manager から前のモデルを消去し、これを削除します。 Huawei 

SingleCLOUD マネージャのポーリングの次のサイクルで、CA Spectrum 

は、ナビゲーション画面内の Virtual Host Manager に SNMP 対応モデル

を追加します。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 
 

すべての VHM モデルを SNMP モデルにアップグレード 

SNMP エージェントが使用不可の場合、または Huawei SingleCLOUD ディス

カバリ中に SNMP ディスカバリが無効な場合、Virtual Host Manager は 

Huawei SingleCLOUD ホストおよび仮想マシンを VHM モデル (336以下の

ページで定義参照： )として作成します。 後で、これらのデバイスに SNMP 

エージェントをインストールして、CA Spectrum 内でモデリングをアップ

グレードすることができます。 バッチでアップグレードする場合、CA 

Spectrum は VHM モデルを検索し、SNMP 対応デバイスを特定します。 そ

の後、CA Spectrum はこれらを SNMP モデルに変換します。 このメソッド

は Virtual Host Manager が検索する必要のあるコミュニティ文字列および

ポートの数によって、完了するのに時間がかかる場合があります。 

次の手順に従ってください： 

1. 必要な場合は、デバイスの SNMP エージェントを展開または有効にし

ます。 

2. ナビゲーション画面で Virtual Host Manager を開きます。 

選択した Virtual Host Manager のコンテンツ画面で、メインの詳細ペー

ジが開きます。 
 

3. アップグレードするモデルを管理している Huawei SingleCLOUD マネー

ジャ モデルをナビゲーション画面で選択します。 
 

4. ［情報］タブをクリックします。 
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5. Huawei SingleCLOUD マネージャ、［CA Spectrum モデリング コントロー

ル］サブビューの順に展開します。 

6. ［ICMP 専用デバイスのアップグレード］ボタンをクリックします。 

重要：  モデルが削除されると、そのモデルのメモや他のカスタマイズ

はすべて失われます。 

Virtual Host Manager は、Huawei SingleCLOUD マネージャによって管理

される VHM モデルを検索します。 Virtual Host Manager は、SNMP デバ

イスの条件を満たす ICMP 専用デバイスをアップグレードし、Virtual 

Host Manager 階層内に配置します。 
 

Huawei SingleCLOUD ホストを、別の Huawei SingleCLOUD GalaX に移動します。 

両方の Huawei SingleCLOUD マネージャが同じ SpectroSERVER 上でモデリン

グされている場合、ある Huawei SingleCLOUD GalaX から別の Huawei 

SingleCLOUD GalaX に、Huawei SingleCLOUD の管理を映すと、CA Spectrum モ

デリングに関して問題が発生することがあります。  
 

これらのモデリングの問題に関して、考えられる兆候をいくつか示します。 

■ CA Spectrum が、ホストに関連付けられたモデルを削除しても、移動後

にモデルが再作成されない。 

■ 新しい Huawei SingleCLOUD GalaX がホストやホストされている仮想マ

シンにアクセスできたとしても、間違った「プロキシ接続切断」アラー

ムが生成されたままになる。 
 

これらの問題を回避するには、次の手順に従って、ホストを移動し、モデ

リングされた CA Spectrum 環境で変更を正しい順番で反映させます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. （オプション）［Huawei SingleCLOUD ディスカバリでデバイス モデル

の削除を許可］オプションを［いいえ］に変更します。 (P. 288) 

注： 移動元と移動先の両方の Huawei SingleCLOUD マネージャが同じ 

SpectroSERVER でモデリングされている場合にのみ、この手順を実行し

てください。 このオプションを［いいえ］に設定すると、既存の Huawei 

SingleCLOUD ホスト、CNA FIP および仮想マシンが最初の Huawei 

SingleCLOUD GalaX の管理対象から外れても、削除されなくなります。 

そのため、モデルのカスタマイズや履歴詳細も保持されて、移動後も

使用可能です。 

2. Huawei SingleCLOUD GalaX を使って、管理からホストを削除します。 
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3. Virtual Host Manager がナビゲーション画面に変更を反映するのを待ち

ます。 
 

4. 送信先の Huawei SingleCLOUD GalaX を使って、ホストの管理を追加し

ます。 

注： Virtual Host Manager は DSS (338以下のページで定義参照： ) 対応で

はありません。 このため、別の SpectroSERVER 上で管理されている 

Huawei SingleCLOUD GalaX にホストを移動すると、ホスト、CNA FIP、

および仮想マシンを表す新しいモデル セットが作成されます。 

5. （オプション）［Huawei SingleCLOUD ディスカバリでデバイス モデル

の削除を許可］オプションを［はい］に戻します。 (P. 288)  

ホストの管理が、別の Huawei SingleCLOUD GalaX に正常に移動され、

CA Spectrum モデリング環境に正確に反映されました。 
 

Huawei SingleCLOUD 仮想環境の表示 

このセクションでは、Huawei SingleCLOUD 仮想環境の表示に関する概念に

ついて説明します。 基本手順は、標準の CA Spectrum 手順と同じです。 た

だし、このセクションでは、Huawei SingleCLOUD プラットフォームにのみ

適用される、概念の違いおよび詳細情報について説明します。 
 

詳細情報： 

Huawei SingleCLOUD 仮想ネットワークの表示 (P. 302) 

Huawei SingleCLOUD 仮想トポロジについて (P. 306) 

Virtual Host Manager での Huawei SingleCLOUD データのアップロード方法 
(P. 306) 

［カスタム］サブビュー (P. 309) 

Huawei SingleCLOUD 検索用の［ロケータ タブ］ (P. 310) 
 

 

Huawei SingleCLOUD 仮想ネットワークの表示 

Virtual Host Manager ノードの［エクスプローラ］タブで展開された Huawei 

SingleCLOUD フォルダには、管理対象の Huawei SingleCLOUD 環境の論理的

な組織を視覚化するために役立つ階層ツリー構造が表示されます。  
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この情報を使用すると、Huawei SingleCLOUD マネージャでリソースがどの

ように共有されているかを確認することができるため、仮想環境の再編成

と最適化を実行するチャンスを識別できます。 またこの階層では、クラ

ウド アーキテクチャ内の割り当て済みリソースが適切な状態かどうかの

検証、パフォーマンスの監視、およびアラームのトラブルシューティング

を迅速に実行することもできます。 
 

Virtual Host Manager は DSS 環境 (338以下のページで定義参照： )を認識し

ていないため、ランドスケープ階層内に配置されます。 以下の図は、Virtual 

Host Manager がナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブのどこに表

示されるかを示し、Huawei SingleCLOUD 階層を図示します。 

［-］ SpectroSERVER ホスト 

    ［+］ ユニバース 

    ［-］ Virtual Host Manager 

        ［-］ Huawei SingleCLOUD 

            ［+］ Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ 1 

            ［-］ Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ 2 

                ［-］ Huawei SingleCLOUD マネージャ 1 

                     ［+］ Huawei SingleCLOUD クラウド 1 

                     ［-］ Huawei SingleCLOUD クラウド 2 

                         ［+］ Huawei SingleCLOUD ホスト 1 

                         ［-］ Huawei SingleCLOUD ホスト 2 

                             . Huawei SingleCLOUD CNA FIP 

                             . Huawei SingleCLOUD 仮想マシン 1 

                             . Huawei SingleCLOUD 仮想マシン 2 

                ［+］ Huawei SingleCLOUD マネージャ 2 

                ［+］ Huawei SingleCLOUD マネージャ 3 
  

Virtual Host Manager は、この SpectroSERVER が管理する仮想環境全体の

ルート ノードです。 ナビゲーション画面でこのノードを選択すると、コ

ンテンツ画面に Virtual Host Manager の詳細を表示します。 仮想環境に関

連するイベントやアラームなどの詳細を、まとめて表示できます。 
 

仮想環境は、Virtual Host Manager の直下で、仮想環境が作成された技術を

表すフォルダ内で整理されます。 上記の階層例では、Huawei SingleCLOUD 

フォルダには、Huawei SingleCLOUD によって作成され、管理される仮想環

境の一部が含まれます。 このフォルダで、Virtual Host Manager は CAMM プ

レゼンタ、Huawei SingleCLOUD マネージャ、およびこの SpectroSERVER が

管理するクラウドをすべて一覧表示します。 Huawei SingleCLOUD マネー

ジャにはそれぞれ、管理対象の仮想環境の部分のみが含まれます。  
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階層は、以下の仮想エンティティ間の論理関係を表しています。 

■ Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ 

Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ ノードは、管理対象 Huawei 

SingleCLOUD マネージャを 1 つにグループ化します。 CAMM Presenter 

を選択すると、［Huawei SingleCLOUD マネージャ］サブビューにアク

セスします。このサブビューでは、Huawei SingleCLOUD GalaX との通信

に使われる仮想 IP アドレスを指定することで、プレゼンタが管理する 

Huawei SingleCLOUD マネージャを定義します。 CAMM プレゼンタ ノー

ドを選択すると、管理対象環境内のエンティティに関連するイベント

およびアラームも表示されます。 Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼン

タ モデルで生成された「物理ホスト ダウン」アラームは、管理対象の

すべての Huawei SingleCLOUD マネージャ（仮想 IP アドレス）がダウン

していることを示します。 
 

■ Huawei SingleCLOUD マネージャ 

Huawei SingleCLOUD マネージャは、Huawei SingleCLOUD GalaX と通信す

るため、CAMM が使用する仮想 IP アドレスを表します。 CA Spectrum は、

管理対象の Huawei SingleCLOUD 環境に関する情報を Huawei 

SingleCLOUD GalaX から取得するため、仮想 IP アドレスを使用します。 

Huawei SingleCLOUD マネージャを選択すると、GalaX OMM、管理対象

クラウド、ホスト、仮想マシン（MIB のデータの最終更新時刻など）

に関する詳細など、管理対象の環境に関する情報が表示されます。 

Huawei SingleCLOUD トラップ サービスから受信したトラップは、

Huawei SingleCLOUD マネージャ モデル上で生成されます。 
 

■ Huawei SingleCLOUD クラウド 

Huawei SingleCLOUD クラウドは、Huawei SingleCLOUD プラットフォー

ムで定義された、管理対象クラウドの名前です。 Huawei SingleCLOUD ク

ラウドを選択すると、以下に示す項目を含め、クラウドに関する詳細

が表示されます。 

– クラウドのタイプ（パブリックまたはプライベート）。 

– MIB 関連のステータス情報（最後にクラウドのデータが更新された

時期、予想されるアップグレード間隔など） 

各クラウドの下の階層は、クラウドに関連付けられている Huawei 

SingleCLOUD ホストです。 
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■ Huawei SingleCLOUD ホスト 

Huawei SingleCLOUD ホストは、仮想マシンをホストする CNA です。 各

ホストの下の階層は、CNA FIP、およびそれが管理する仮想マシンです。 

Huawei SingleCLOUD ホストは、パブリック クラウドに組み込まれるこ

とも、プライベート クラウドに組み込まれることもあります。  
 

Huawei SingleCLOUD ホストを選択すると、以下に示す詳細なホスト情

報が表示されます。 

– ホストが構成要素となるクラウドのタイプ（パブリックまたはプ

ライベート） 

– ストレージ、CPU、メモリの使用量など、CNA プロセスが消費する

リソース 

– 障害解決時に迅速に物理的な場所を特定するためのホストの地理

情報 

– MIB 関連のステータス情報（最後にホストのデータが更新された時

期、予想されるアップグレード間隔など） 

注： 使用可能なホスト情報は、ホストがパブリック クラウドに組み込

まれているか、プライベート クラウドに組み込まれているかによって

異なります。 クラウド タイプは、［ホスト情報］、［CNA］、［プロ

パティ］サブビューと展開して、識別されます。 
 

■ Huawei SingleCLOUD CNA FIP 

Huawei SingleCLOUD CNA FIP は、ホストされている仮想マシンの管理イ

ンターフェースです。 モデルは、対応する Huawei SingleCLOUD ホスト 

モデルへの子として表示され、常に Virtual Host Manager 階層ツリー上

のでリーフ ノードになります。 

注： Huawei SingleCLOUD CNA FIP モデルは、［情報］タブで Virtual Host 

Manager 固有のサブビューを提供しないただ一つの Huawei 

SingleCLOUD モデル タイプです。  

■ Huawei SingleCLOUD 仮想マシン 

仮想マシンは常に Virtual Host Manager 階層ツリーのリーフ ノードで

す。 仮想マシンを選択すると、以下のような詳細が表示されます。 

– IP アドレスや MAC アドレスなどの識別情報 

– ストレージ、CPU、メモリの使用量などのリソース情報 

– MIB 関連のステータス情報（最後に仮想マシンのデータが更新され

た時期、予想されるアップグレード間隔など） 
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詳細情報： 

Huawei SingleCLOUD 向けに作成されたモデル (P. 283) 

CAMM MIB の更新 (P. 307) 
 

 

Huawei SingleCLOUD 仮想トポロジについて 

Huawei SingleCLOUD ホスト、CNA FIP、および仮想環境に対して作成された

仮想マシンモデルは、トポロジビューに統合されます。 Huawei 

SingleCLOUD ホスト モデルは、関連する CNA FIP および仮想マシン モデル

を自動的にグループ化します。 トポロジは、これらのエレメントが物理

ネットワーク エンティティにどのように接続されるか示します。 
 

以下の例では、これらのモデルがユニバース グループのナビゲーション

画面の［エクスプローラ］タブにどのように表示されるか示します。 

［-］ ユニバース 

    ［-］ Huawei SingleCLOUD ホスト 

         .  Huawei SingleCLOUD CNA FIP 

         .  Huawei SingleCLOUD 仮想マシン 1 

         .  Huawei SingleCLOUD 仮想マシン 2 

         .  Huawei SingleCLOUD 仮想マシン 3 
         

これらのモデルの 1 つを選択すると、コンテンツ画面内の［トポロジ］タ

ブにこれらの関係がグラフで表示されます。 
 

Virtual Host Manager での Huawei SingleCLOUD データのアップロード方法 

初期 Huawei SingleCLOUD ディスカバリ中、CA Spectrum は、仮想デバイス 

モデルに関するナビゲーション画面で Virtual Host Manager 階層にデータ

を入力します。 CA Spectrum がこの初期階層を構築した後、仮想ネットワー

ク設定は変更される可能性があります。また、この情報を CA Spectrum で

正確に維持するため、Virtual Host Manager を継続的に実行する必要があり

ます。 たとえば、以下のイベントにより、仮想ネットワーク設定が変更

される場合があります。 

■ クラウド、ホストまたは仮想マシンの作成または削除 

■ ある Huawei SingleCLOUD ホストから別のホストへの仮想マシンの移動 
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情報を正確に維持するために、Virtual Host Manager は、CAMM プレゼンタ

へのポーリングを実行することで CAMM MIB から仮想環境に関する情報

を取得し、このような変更を検出します。 仮想ネットワーク設定は、各

ポーリング サイクルにおいて CA Spectrum で適切に更新されます。 

Huawei SingleCLOUD GalaX との通信のおかげで、CA Spectrum は自発的な

ネットワーク設定変更（マイグレーションやホスト停止など）を認識しま

す。このような変更は OneClick で迅速に反映され、根本原因解析の要因と

して考慮されます。 
 

CA Spectrum が仮想ネットワーク設定の変化を検出すると、CA Spectrum は

以下のタスクを実行します。 

■ ナビゲーション画面の Virtual Host Manager 階層で仮想デバイス モデ

ルの配置を更新する 

■ 影響を受けるモデルへの接続が自動的に再検出され、ユニバース トポ

ロジで Huawei SingleCLOUD ホストとモデルが正しく関連付けられる 

重要：  仮想モデルへの接続を正しく再確立するには、相互接続してい

るすべての物理ネットワークのルータとスイッチをモデリングする必

要があります。 仮想デバイスへの接続が再検出される前にこれらのモ

デルが存在しない場合、CA Spectrum はそれらの接続を解決できないた

め、ユニバース トポロジ ビューに情報を正しく表示できません。  
 

ポーリング ベースのイベントに加えて、CA Spectrum は、Huawei 

SingleCLOUD トラップ サービスからのトラップをサポートし、対応するイ

ベントを生成します。 イベント ログを確認することで、仮想マシンがい

つ作成され、いつマイグレートされたなど、いつ設定が変更されたかを知

ることができます。 
 

詳細情報： 

CAMM MIB の更新 (P. 307) 
 

 

CAMM MIB の更新 

CA Spectrum は、CAMM MIB から Huawei SingleCLOUD 環境に関する情報を

取得します。 CA Spectrum でモデリングを正確に維持するには、MIB のデー

タが最新である必要があります。  
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CAMM は、Huawei SingleCLOUD GalaX からのデータを取得し、CAMM Engine 

で設定されたポーリング レートに従って、MIB を更新します。 CA Spectrum 

は、Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルで指定されたポーリング間隔に

従って、MIB からデータを取得するために SNMP を使用します。 
 

さまざまな Huawei SingleCLOUD エンティティ モデルに対するカスタムサ

ブビューを使って、CAMM が最後に MIB を更新したのはいつか、および次

に更新が実行されると予想されるのはいつかを決定することができます。 

最終更新 

MIB が最後に更新されたのはいつかを表示します。 それぞれのエン

ティティに関する情報が Huawei SingleCLOUD GalaX から取得されると、

このタイムスタンプ値は CAMM によって更新されます。 この値を使っ

て、エンティティの MIB 情報がどれくらい新しいか特定することがで

きます。 

予測された更新間隔（秒） 

MIB 更新の予想間隔（秒）を表示します。 ホストまたは仮想マシンが

予想期間内に更新されていない場合、エンティティの更新情報を取得

できないことを示す「プロキシ接続切断」アラームが生成されます。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager と Huawei SingleCLOUD との連携方法 (P. 281) 

Huawei SingleCLOUD 仮想環境の表示 (P. 302) 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み (P. 320) 
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［カスタム］サブビュー 

Virtual Host Manager モデルは、仮想環境に関する情報をまとめて提供しま

す。 各モデルは、各モデルが表す仮想エンティティ タイプに応じて、一

意の情報または設定を個別に提供します。 コンテンツ画面の［情報］タ

ブには、［カスタム］サブビューが表示されます。 これらのサブビュー

には、CPU ステータスまたはメモリ使用率などのリアルタイム データを含

めることができます。 たとえば、Huawei SingleCLOUD ホスト モデル用の

カスタム サブビューは、［ホスト情報］サブビューで、ここには次に示

すような、ホストに固有の詳細が提供されます。 

 

注： Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルは、Huawei SingleCLOUD マネー

ジャが管理するすべての仮想デバイスに対する結合情報を提供します。 

ナビゲーション画面内で Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルを選択す

ると、Huawei SingleCLOUD GalaX OMM、管理対象のすべての Huawei 

SingleCLOUD クラウド、ホストおよび仮想マシンに関する結合情報など、

一意の情報が表示されます。 この情報には、個別のエンティティ モデル

の［情報］タブに表示されるのと同じデータの一部が含まれます。 Huawei 

SingleCLOUD マネージャ モデル内の結合ビューでは、管理対象のすべての

仮想エンティティに関する概要が簡単に確認できます。 
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Huawei SingleCLOUD 検索用の［ロケータ タブ］ 

［エクスプローラ］タブの仮想環境に関する詳細表示に加え、［ロケータ］

タブを使って、事前設定された検索を実行することもできます。 次に示

すように、検索オプションは［仮想ホスト管理］、［ロケータ］タブの 

SingleCLOUD フォルダ下でグループ化されています。 

 
 

これらの詳細検索は、CA Spectrum データベースでモデリングされた 

Huawei SingleCLOUD エンティティに関連付けられる情報を調査する場合

に役に立ちます。 

注： Virtual Host Manager は DSS (338以下のページで定義参照： ) 対応ではあ

りませんが、これらのあらかじめ設定された検索によって、複数のランド

スケープを選択し、検索パラメータで検索することができます。 
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以下の検索タイプが Huawei SingleCLOUD に対して提供されます。 

Huawei SingleCLOUD 

CA Spectrum データベース内でモデリングされた Huawei SingleCLOUD 

エンティティをモデル タイプによって検索します。 該当するスイッチ

を以下に示します。 

■ すべてのクラウド 

■ すべての CNA FIP 

■ すべてのホスト 

■ すべてのマネージャ 

■ すべてのプレゼンタ 

■ すべての仮想マシン  
 

ホスト 

クラウド名または、地理的な場所（ラック、地域、部屋およびゾーン）

によって、Huawei SingleCLOUD ホストを特定します。 

仮想マシン 

特定の Huawei SingleCLOUD ホスト上に存在する仮想マシンをすべて特

定します。 
 

Virtual Host Manager モデルの削除 

さまざまな理由でモデルは OneClick からいつでも削除される可能性があ

ります。 ただし Virtual Host Manager では、ナビゲーション画面内の Virtual 

Host Manager 階層からモデルを削除する機能が制限されています。 モデル

を手動で削除するには、以下のオプションがあります。 

■ Virtual Host Manager 内の Huawei SingleCLOUD フォルダ、Huawei 

SingleCLOUD プレゼンタ モデル、または Huawei SingleCLOUD マネー

ジャ モデルを削除する 

■ Huawei SingleCLOUD GalaX を使用する仮想エンティティを削除する 
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Virtual Host Manager では、モデルが自動的に削除されることがあります。 

CA Spectrum が Virtual Host Manager モデルを自動的に削除するのは、次の

ような場合です。 

■ Huawei SingleCLOUD フォルダ、Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ 

モデル、または Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルが削除された 

ナビゲーション画面から Huawei SingleCLOUD フォルダ、Huawei 

SingleCLOUD CAMM プレゼンタ モデルまたは Huawei SingleCLOUD マ

ネージャ モデルを削除すると、CA Spectrum は関連する子モデルをす

べて削除します。 CAMM プレゼンタ モデルの場合、これにはすべての

仮想 IP アドレスが含まれます。 
 

■ エンティティが Huawei SingleCLOUD 仮想環境から削除された 

Huawei SingleCLOUD GalaX を使用する Huawei SingleCLOUD ホストおよ

び仮想マシンを削除した場合、CA Spectrum は Virtual Host Manager か

らそのモデルおよびその子モデルも削除します。  
 

■ アップグレードされたモデルが存在する 

場合によっては、SNMP 機能のない Virtual Host Manager に対して仮想

マシンが最初にモデリングされます。 SNMP 機能が後で VHM モデル 

(336以下のページで定義参照： )に追加されると、前のモデルは削除さ

れ、新しい SNMP 対応モデルに置き換えられます。 

注： デフォルト設定ではモデルが削除されますが、Virtual Host Manager か

ら削除された Huawei SingleCLOUD ホストおよび Huawei SingleCLOUD 仮想

マシン モデルがロスト ファウンド コンテナに置かれるよう Virtual Host 

Manager を設定することができます。 この設定は、Huawei SingleCLOUD 

GalaX を使用してエンティティを削除した場合に限って適用されます。 た

だし、Huawei SingleCLOUD フォルダを削除するか、Huawei SingleCLOUD マ

ネージャ モデルを削除するか、VHM モデルをアップグレードした場合、

この設定は適用されません。 
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Huawei SingleCLOUD のアラームと障害分離 

仮想ネットワーク内の問題を警告するために、CA Spectrum はアラームを

生成します。 デバイスの障害を迅速に識別すると、システム稼働時間、

およびクラウド アーキテクチャの信頼性を最大化できます。 アラームは

以下が原因で生成されます。 

■ Huawei SingleCLOUD から送信されたトラップ (P. 313)。 

■ ポーリング。 アラームは以下の条件で生成されます。 

– Huawei SingleCLOUD マネージャ（プロキシ）がダウンしているか、

通信が失われている。 

– Huawei SingleCLOUD 仮想マシンが実行されていない。  

– CAMM は定義されたポーリング レート内で更新されていない。 

– 仮想マシンは新しい Huawei SingleCLOUD ホストに移動した。 

– サポートされていない Virtual Host Manager 設定に遭遇した。 

ポーリングによって生成されるアラームについては、「Huawei 

SingleCLOUD の障害管理 (P. 315)」に記載されています。 
 

Huawei SingleCLOUD のトラップ 

トラップは Huawei SingleCLOUD トラップ サービスが生成し、設定の変更、

プロセスのステータス、ディスクやメモリ使用量、電源やファンのステー

タスなどに関連するイベントを識別します。 トラップは Huawei 

SingleCLOUD マネージャ モデルで生成され、CA Spectrum 内でアラームを生

成されることがあります。 

このセクションでは、以下のトピックについて説明します。 

■ Huawei SingleCLOUD のトラップとアラーム重大度 (P. 314) 

■ Huawei SingleCLOUD でサポートされているトラップ (P. 314) 
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Huawei SingleCLOUD のトラップとアラーム重大度 

トラップを受信し、アラームを生成した場合、CA Spectrum はトラップで

渡された「状態」varbind の値を使用して、アラーム重大度を決定します。 

CA Spectrum は、このような Huawei SingleCLOUD LPAR 状態を、次の CA 

Spectrum アラーム重大度にマッピングします。 

 

Huawei SingleCLOUD の状態 CA Spectrum アラーム重大度 
 

0： 警告 

 

マイナー（黄色） 

1： マイナー マイナー（黄色） 

2： メジャー メジャー（オレンジ色） 

3： 重大 重大（赤色） 
 

Huawei SingleCLOUD でサポートされているトラップ 

以下のテーブルは、サポートされている Huawei SingleCLOUD トラップと、

各トラップ タイプについて説明します。 OID サフィックス（トラップ OID 

内の最低ノード）の値は、トラップ タイプを示します。 

Huawei SingleCLOUD のトラップ タイプ 

OID サフィックス トラップタイプ 
 

.1 
 

設定 

.2 更新 

.3 クリア 

 
 

Huawei SingleCLOUD トラップ 

トラップ名 トラップ OID 
 

設定管理エージェント プロセスが異常です 

 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.10.1000001.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.10.1000001.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.10.1000001.6.3 

使用済みディレクトリ容量が高すぎます 1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000203.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000203.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000203.6.3 
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トラップ名 トラップ OID 

CNA ノードのディスク使用率がしきい値を超

えています 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000036.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000036.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000036.6.3 

ハード ディスクが失われました 1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000202.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000202.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000202.6.3 

VM MEM の使用率がしきい値を超えています 1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000102.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000102.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000102.6.3 

ファン ステータスが異常です 1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000017.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000017.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000017.6.3 

コントローラ ノード ハード ディスク使用率が

しきい値を超えています 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000015.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000015.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000015.6.3 

電源の状態が異常です 1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000016.6.1 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000016.6.2 

1.3.6.1.4.1.60001.10.1.15.1000016.6.3 
 

Huawei SingleCLOUD の障害管理 

障害分離の目的は、ネットワークの問題の根本原因を絞り込むことです。 

根本原因を見つけると、トラブルシューティングを実行して、迅速にその

問題を修正したり、自動スクリプトを使って問題をプログラム的に修正し

たりすることができます。 単一のデバイスに関する問題がネットワーク

内の複数のデバイスにイベントを生成させる可能性があるため、どのデバ

イスがアラームの根本原因かを決定することは難しい可能性があります。  
 

たとえば、Huawei SingleCLOUD ホストとの接続の切断は通常、そのホスト

が管理する仮想マシンとの接続が切断されたことも意味します。 そのた

め、Huawei SingleCLOUD ホスト モデルおよび影響を受けるすべての仮想マ

シンがアラームを生成します。 Virtual Host Manager は単一の根本原因を識

別するため、障害分離テクニックを使用して、これらのアラームを相互に

関連付けます。 
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仮想ネットワークは CA Spectrum に代替管理という視点を提供するため、

仮想ネットワークを独自に管理することができます。 すなわち CA 

Spectrum は、仮想デバイスとの直接接続、または CAMM を介して、情報

を収集できます。CA Spectrum は Huawei SingleCLOUD GalaX を使って通信し

ます。 
 

 
 

この代替管理視点は 2 つの方法で標準 CA Spectrum 障害管理を強化します。 

■ 強化された接続切断アラーム -- デバイスに関する情報源が 2 つあると

いうことは、Virtual Host Manager が原因を特定し、より簡単にイベン

トを単一の根本原因に相互に関連付けられることを意味します。 
 



Huawei SingleCLOUD のアラームと障害分離 

 

第 7 章： Huawei SingleCLOUD  317  
 

■ プロキシ障害アラーム -- プロキシ管理は、プライマリ マネージャの代

わりの、または追加の代替管理ソースを使用して、ネットワーク デバ

イスを管理する行為です。 たとえば、CA Spectrum は Huawei 

SingleCLOUD 仮想マシンと直接または CAMM を介して接続することに

より、これらの仮想マシンを管理できます。データは Huawei 

SingleCLOUD GalaX から取得します。 Huawei SingleCLOUD マネージャが 

Huawei SingleCLOUD GalaX との接続を失うか、Huawei SingleCLOUD GalaX 

が仮想デバイスとの接続を失った場合、Virtual Host Manager は各デバ

イスに対して、プロキシ管理アラームを 1 つ生成します。 これらのア

ラームは、デバイスの状態または直接（SNMP）管理の状態ではなく、

プロキシを介したデバイスの管理に影響があるという事実をユーザに

アラートします。 
 

以下のセクションでは、デバイスまたはプロキシとの接続が失われた場合、

何が予想されるかに関する追加情報を説明します。  
 

詳細情報： 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み (P. 317) 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み (P. 320) 
 

 

デバイスの接続が切断された場合の障害分離の仕組み 

デバイスに関するネットワークの問題をトラブルシュートできるように、

CA Spectrum は障害分離を使用し、アラームの根本原因を絞り込みます。 仮

想ネットワークの場合、Virtual Host Manager はデバイスとの直接接続に

よって得られる情報に加え、CAMM を介して Huawei SingleCLOUD GalaX に

よって提供される情報を使用します。 多くの場合、標準 CA Spectrum 障害

管理は根本原因を正確に特定することができます。 ただし、特殊な状況

では、仮想ネットワークの問題を分離する方法は、標準的な方法の範囲を

越えます。 
 

Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用する障害分離のタ

イプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイスが生成

するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオでは、固有

の障害管理状況、および CA Spectrum が仮想ネットワークにおけるネット

ワークのエラーをどのように分離するかを説明します。 
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シナリオ 1： Huawei SingleCLOUD 仮想マシンが実行されていない 

仮想環境では、仮想管理アプリケーションは CA Spectrum が標準的なデバ

イス監視を介して検出するよりも詳しい詳細を提供できます。 たとえば、

Huawei SingleCLOUD GalaX は、仮想マシンが実行状態から別の状態にいつ

移行するかを認識します。 
 

仮想マシンが実行中の状態でなくなり、CA Spectrum と仮想マシンとの接

続が切断されたにもかかわらず、IBM LPAR マネージャのプロキシ管理 (338

以下のページで定義参照： )が中断されていない場合、CA Spectrum は以下

のように根本原因を確定します。 

1. CA Spectrum が仮想マシンとの接続を失うと、接続切断アラームが生成

されます。 

2. その次のポーリング サイクル中に、Huawei SingleCLOUD マネージャ モ

デルは、仮想マシンに関する情報を収集するために、Huawei 

SingleCLOUD GalaX と通信する CAMM をポーリングします。 Huawei 

SingleCLOUD GalaX が仮想マシンを管理するので、仮想マシンによって

生成されたアラームの考えられる原因に関する一意のビューが提供で

きます。  
 

3. 仮想マシンが非実行モードであることを Huawei SingleCLOUD GalaX が

示している場合、Huawei SingleCLOUD Not Running アラームが生成され

ます。 

注： このアラームはポーリング サイクル中にクリアされ、その後、

CAMM は仮想マシンが再実行されているかどうかを決定します。 

4. Virtual Host Manager は、CA Spectrum によって生成された、対応する 

Huawei SingleCLOUD Not Running アラームに接続切断アラームを関連

付けます。 Virtual Host Manager は Huawei SingleCLOUD Not Running ア

ラームの兆候として、接続切断アラームを表示します。 
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シナリオ 2： Huawei SingleCLOUD ホストがダウンしている 

CA Spectrum が Huawei SingleCLOUD ホスト上で実行されているすべての仮

想マシンとの接続が切断されると、CA Spectrum はアップストリームの

ルータおよびスイッチのステータスを確認します。 これらのステータス

に応じて、CA Spectrum は以下のように根本原因を特定します。 

■ 1 つ以上の Huawei SingleCLOUD 仮想マシンのアップストリームのデバ

イスがすべて使用不可能な場合 

根本原因を確定するために、標準 CA Spectrum 障害分離テクニックが

使用されます。 

– アップストリーム接続デバイスがすべてダウンしている場合、

「ゲートウェイ到達不可」アラームが Huawei SingleCLOUD ホスト

上で生成されます。  

■ Huawei SingleCLOUD ホストに接続されている仮想マシンごとに、少な

くとも 1 つのアップストリームのデバイスが使用可能な場合 

CA Spectrum は、Huawei SingleCLOUD ホストが根本原因であると推定し、

以下のように対応します。 

a. Huawei SingleCLOUD ホスト モデルに直接接続されるすべての 

Huawei SingleCLOUD 仮想マシン、ポートおよび FanOut は、標準的

な障害分離アラームを生成します。  

b. Virtual Host Manager は、Huawei SingleCLOUD ホスト モデルに対し

て「物理ホスト ダウン」アラームを生成します。 
 

c. 影響を受けるデバイス（仮想マシン、ポートおよび FanOut など）

に対して生成される障害分離関連のアラームはすべて「物理ホス

ト ダウン」アラームに関連付けられているため、「物理ホスト ダ

ウン」アラームの兆候となります。 これらの兆候アラームは、「物

理ホスト ダウン」アラームの［影響度］タブの［兆候］テーブル

に表示されます。 
 

注： Virtual Host Manager は Huawei SingleCLOUD ホスト モデルごと

に「仮想障害ドメイン」を作成します。このドメインには Huawei 

SingleCLOUD ホスト、CNA FIP、および仮想マシンと、Huawei 

SingleCLOUD ホストに直接接続されているすべてのポートと 

FanOut が含まれます。 Huawei SingleCLOUD ホストが「物理ホスト 

ダウン」アラームを生成すると、ドメイン内の標準的な障害分離

アラームはすべてそのアラームに関連付けられます。 これらのア

ラームが兆候として関連付けられると、Huawei SingleCLOUD ホスト

上の「物理ホスト ダウン」アラームが根本原因であることを示し

ます。  
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d. 影響を受けるデバイスはすべて、「物理ホスト ダウン」アラーム

の［影響度］タブの［管理ロスの影響度］テーブルに一覧表示さ

れます。  

注： 抑制されたデバイスには、対応するアラームが［兆候］テーブ

ルにありません。 

アラーム情報に関する［影響度］タブの使用については、「ホス

ト停止によって影響を受ける仮想マシンの特定」 (P. 323)を参照し

てください。 

e. 1 つ以上の仮想マシンに対するすべてのアップストリーム デバイ

スがダウンすると、Huawei SingleCLOUD ホストに障害が発生してい

るとは、確実に想定できなくなります。 CA Spectrum は、「物理ホ

スト ダウン」アラームをクリアし、標準 CA Spectrum 障害分離テク

ニックを適用します。 
 

プロキシ管理が失われた場合の障害分離の仕組み 

仮想ネットワークの作成に使われる Huawei SingleCLOUD GalaX は、CA 

Spectrum に固有の管理機会を提供します。 CA Spectrum は標準方法を使っ

て仮想デバイスに直接接続することができるだけでなく、同時に Huawei 

SingleCLOUD GalaX と通信する Huawei SingleCLOUD デバイス パックを使っ

て、CAMM から仮想デバイス情報を収集できます。 この意味で、CAMM は、

CA Spectrum が仮想デバイス情報を収集する「プロキシ」です。 CA Spectrum 

はデバイスとの直接の接続を失うと、アラームを生成します。 同様に、

CAMM が仮想デバイス（Huawei SingleCLOUD GalaX を介して）との接続を

失うか、Virtual Host Manager が CAMM との接続を失うと、Virtual Host 

Manager はプロキシ管理アラーム (338以下のページで定義参照： )を生成

します。 
 

これを受けて、CA Spectrum は、プロキシ管理障害の原因を特定しようと

します。 プロキシ障害分離は、標準的な CA Spectrum 障害分離に似ていま

すが、これらのアラートにより、仮想デバイスのプロキシ管理が影響を受

けているということが警告される点が異なっています。 プロキシ管理の

障害分離は、仮想デバイスが稼働中かダウンしているかを通知することは

できません。 ただし、デバイスに関する重要な仮想情報が失われる可能

性があるため、プロキシを介した接続がいつ切断されたかを知ることが重

要です。 
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Virtual Host Manager が根本原因を検出するために使用するプロキシ障害

分離のタイプは、どのデバイスがアラームを出しているか、およびデバイ

スが生成するイベントのタイプによって異なります。 以下のシナリオで

は、固有のプロキシ障害管理状況、および Virtual Host Manager が仮想ネッ

トワークにおけるネットワークのエラーをどのように分離するかを説明

します。 
 

シナリオ 1： CA Spectrum と CAMM（Huawei SingleCLOUD マネージャ）間の接

続が切断された 

CA Spectrum が Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルとの接続を失うか、

Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルのポーリングを停止すると、CA 

Spectrum は、Huawei SingleCLOUD マネージャが管理するすべての仮想モデ

ルに関する、更新済みの Huawei SingleCLOUD GalaX データを取得できませ

ん。 問題を分離するには、Virtual Host Manager は以下のように根本原因を

特定します。 

1. CA Spectrum は、Huawei SingleCLOUD クラウド、ホスト、CNA FIP、仮想

マシンなど、Huawei SingleCLOUD マネージャが管理するすべての仮想

モデルに対して「プロキシ接続切断」アラームを生成します。 CA 

Spectrum は、Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルに対して「マネー

ジャ使用不可」アラームも別途生成します。 
 

2. Huawei SingleCLOUD アラームは、対応する Huawei SingleCLOUD ホスト 

モデル アラームに関連付けられます。 
 

3. Huawei SingleCLOUD およびホスト モデルのアラームは、Huawei 

SingleCLOUD マネージャ モデルの「プロキシ使用不可」アラームに関

連付けられます。 

4. この「プロキシ使用不可」アラームはその後、ダウンしている Huawei 

SingleCLOUD マネージャの根本原因に関連付けられます。 根本原因は

通常、以下の状況で作成されたアラームなど、標準 CA Spectrum 障害

管理によって生成されたアラームです。 

■ Huawei SingleCLOUD マネージャの管理のロス（すなわち、問題が 

CAMM で発生した） 

■ マシン接続が失われた 

■ Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルが保守モードである 
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シナリオ 2： CAMM および Huawei SingleCLOUD GalaX 間の接続が切断された 

特定の期間内に CAMM が更新されない場合、CAMM によってレポートさ

れた Huawei SingleCLOUD プラットフォーム データは最新ではない可能性

があります。 ハートビート インジケータおよび設定されたポーリング 

レートを使用すると、CA Spectrum は、管理対象の Huawei SingleCLOUD エ

ンティティが最後に更新されたのはいつか識別できます。  
 

Huawei SingleCLOUD ホストまたは仮想マシンが設定された期間内に更新

されていない場合、Virtual Host Manager は Huawei SingleCLOUD GalaX との

通信で CAMM は使用できないと判断します。 「プロキシ接続切断」アラー

ムが、Huawei SingleCLOUD ホスト、CNA FIP、およびこの Huawei SingleCLOUD 

マネージャによって管理された仮想マシン上で生成されます。 複数のエ

レメントが更新されていない場合、CA Spectrum は、これらのアラームを

適切な根本原因（ホストに関連付けられている複数の仮想マシン アラー

ムなど）に関連付けます。 さらに、CAMM プレゼンタと関連付けられた

仮想 IP のいずれとも接続できない場合、Huawei SingleCLOUD CAMM 

Presenter モデル上で「物理ホスト ダウン」アラームが生成されます。 ア

ラーム テキストには、障害が発生した CAMM を特定する情報と、最後に

通信が成功した時刻が提供されます。  
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シナリオ 3： Huawei SingleCLOUD GalaX と Huawei SingleCLOUD ホスト間の接

続が切断された 

Huawei SingleCLOUD GalaX が、管理対象の Huawei SingleCLOUD ホストの 1 

つと接続を失うと、ホストおよびすべてのホストされた仮想デバイスに関

するプロキシ データが失われます。 問題を分離するには、Virtual Host 

Manager は以下のように根本原因を特定します。 

1. 「プロキシ接続切断」アラームが、Huawei SingleCLOUD ホスト、CNA FIP、

およびホストされたすべての仮想マシン上で生成されます。 

2. CNA FIP および仮想マシンアラームは、Huawei SingleCLOUD ホストの

「プロキシ接続切断」アラームに関連付けられるため、これらのアラー

ムは、Huawei SingleCLOUD ホスト アラームの兆候になります。 これら

のアラームを兆候として関連付けることは、Huawei SingleCLOUD ホス

ト アラームが根本原因であることを意味します。 

3. また CA Spectrum がまた Huawei SingleCLOUD ホストとの接続を失い、

「物理ホスト ダウン」アラームが生成された場合、Huawei SingleCLOUD 

ホストに対して生成された「プロキシ接続切断」アラームは、「物理

ホスト ダウン」アラームに関連付けられます。 この場合、「プロキシ

接続切断」アラームは、「物理ホスト ダウン」アラームの兆候になり

ます。 このアラームが兆候として関連付けられると、Huawei 

SingleCLOUD ホスト上の「物理ホスト ダウン」アラームが根本原因で

あることを示します。 
 

ホスト停止によって影響を受ける仮想マシンの特定 

Huawei SingleCLOUD ホストとの接続が中断されるか、Huawei SingleCLOUD 

ホストがダウンすると、Huawei SingleCLOUD ホストがホストする仮想マシ

ンはすべて影響を受けます。 Huawei SingleCLOUD マネージャは Huawei 

SingleCLOUD ホストと接続して、使用情報を取得できないため、その 

Huawei SingleCLOUD ホストでホストされているクリティカルな仮想マシ

ンに対するアラームを受信しない可能性があります。  
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重大な仮想マシンが影響を受けているかを確認するには、アラームの［影

響度］タブに影響を受けた仮想マシンのリストを以下のように表示できま

す。 

■ ［兆候］サブビュー -- 影響を受ける仮想マシンによって生成された兆

候アラームをすべて表示します 

■ ［管理ロスの影響度］サブビュー -- アラームによって影響を受ける仮

想マシンを一覧表示します 
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付録 A: トラブルシューティング 
 

このセクションでは、Virtual Host Manager と弊社が推奨するソリューショ

ンを使用するときに発生する共通の兆候または問題について説明します。 
 

SNMP および vCenter ディスカバリの後に作成された重複モデ

ル 

症状： 

仮想ネットワークで標準 CA Spectrum ディスカバリを実行し、Virtual Host 

Manager に vCenter ディスカバリを実行させた後、一部の仮想マシンに 

Duplicate Models アラームが生成されます。 いずれのモデルを削除するべ

きですか。また、再発防止の方法は何ですか。 
 

解決方法： 

仮想環境をモデリングするとき、仮想マシンに VMware ツールと SNMP 

エージェントのいずれもインストールされていなければ、重複モデルが作

成される可能性があります。 重複モデルは次のように作成されます。 

1. 仮想マシンに SNMP エージェントがインストールされていないため、

CA Spectrum ディスカバリでは Ping 可能モデル タイプを使用して仮想

マシンをモデリングします。 このモデルには IP アドレスが含まれるが、

MAC アドレスが含まれません。 デバイスの MAC アドレスを通常ルッ

クアップするアップストリームのルータがまだモデリングされていま

せん。そのため、仮想マシンの MAC アドレスを解決できません。 

2. Virtual Host Manager は vCenter ディスカバリを実行し、同じ仮想マシン

を検索します。 仮想マシンに VMware ツールがインストールされてい

ないため、ディスカバリは MAC アドレスを識別できるが、IP アドレス

を決定できません。 そのため、vCenter ディスカバリはステップ  1 で

作成された既存モデルとしてそれを認識しません。そのため、仮想マ

シンに別 2 つ目のモデルを作成します。 このモデルには MAC アドレ

スが含まれるが、IP アドレスが含まれません。 
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3. CA Spectrum が IP アドレスのないモデルを検索するとき、モデル名を

使用して OS コールを実行し、IP アドレスを取得します。 vCenter の仮

想マシン名が OS から返された名前に一致する場合、OS は仮想マシン 

デバイスの IP アドレスを CA Spectrum に渡します。 CA Spectrum は 

vCenter ディスカバリによって作成されたモデルで IP アドレスを設定

します。これで、このモデルには MAC アドレスと IP アドレスの両方

が含まれます。  

4. 両方の IP アドレスが同じであるため、Duplicate Models アラームは各モ

デルに対してトリガされます。  
 

この問題を修正するには、CA Spectrum ディスカバリ（すなわち、IP アド

レスのみが含まれるモデル）によって作成された仮想マシン デバイス モ

デルを削除します。IP と MAC アドレスの両方が含まれるモデルは維持し
ます。 適切に削除しないと、同じ問題が次の vCenter ポーリング サイクル

で繰り返されます。 この削除が Virtual Host Manager 階層に影響を与える

場合、vCenter サーバ ホストのポーリング サイクルを 1 つ遅らせます。そ

うすれば、モデリングが復旧されます。 
 

CA Spectrum ディスカバリを使用して仮想環境をモデリングするときにこ

の問題を回避するには、VMware ツールのないすべての仮想マシンのアッ

プストリーム ルータが次の条件のいずれかを満たすことを確認します。 

■ ルータが SNMP 対応のモデル タイプですでにモデリングされていま

す 

■ ルータが適切な SNMP 認証情報とともにディスカバリ範囲に含まれて

います 
  

アップストリーム ルータを含めることで、CA Spectrum は SNMP エージェ

ントがない各ホストに属する物理アドレスの解決を試行します。 
 

IP アドレスにより VMware vCenter サーバをモデリングすることで仮想環

境をモデリングし、ディスカバリが IP アドレスのないモデルを作成する

場合、CA Spectrum ディスカバリを実行する前に手動でそれらのデバイス

の IP を指定する必要があります。 
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Solaris Zone ディスカバリの後に作成された重複モデル 

症状： 

自分の仮想ネットワークで標準の CA Spectrum ディスカバリを実行し、

Virtual Host Manager に Solaris Zone ディスカバリを実行させて、一部のデ

バイス モデルに対する［重複モデル］アラームを取得します。 いずれの

モデルを削除するべきですか。また、再発防止の方法は何ですか。 
 

解決方法： 

Solaris Zone 仮想環境のモデリング時に、複数の仮想技術マネージャのイン

スタンスがデバイス モデルを管理している場合、重複モデルが作成され

る可能性があります。 たとえば、vCenter サーバと Solaris Zone マネージャ

の両方がデバイスを管理している場合、CA Spectrum は重複作成します。 

この問題を解決するには、SpectroSERVER 環境内で 1 つの仮想技術マネー

ジャだけが、デバイスを管理していることを確認します。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 140) 
 

 

Solaris Zone モデルで生成された Duplicate MAC、Different IP 

Address アラーム 

症状： 

CA Spectrum は、my Solaris Zone ホストおよび Solaris Zone インスタンスの

一部に対して、「MAC アドレスが同じで IP アドレスが異なる」アラーム

を生成しています。 my Solaris Zone 技術環境にある仮想および物理 NIC の

大半は、同じ MAC アドレスを共有しています。 これら一部のデバイスの

みでアラームを取得する理由、およびアラームを無効にする方法は以下の

とおりです。 
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解決方法： 

Solaris Zone 仮想環境では、MAC アドレスが頻繁に共有される可能性があ

ります。 そのため、イベントはログに記録されますが、CA Spectrum イン

テリジェンスは、Virtual Host Manager によって管理されたデバイスに対す

るこれらのアラームを抑制します。 次の状況の場合、CA Spectrum は Solaris 

Zone ホストおよび Solaris Zone デバイスで、「MAC アドレスが同じで IP ア

ドレスが異なる」アラームを生成します。 

■ Solaris Zone ディスカバリが、デバイスをモデリングしていません。ま

た、Virtual Host Manager は、まだそのデバイスを管理していません。  

この場合、Solaris Zone ディスカバリが、デバイスをモデリングするよ

うに設定されていることを確認します。 また、ポーリング サイクルを

調整して、より早くモデリングを発生させることができます。 

■ デバイス モデルが Virtual Host Manager 管理から削除されていますが、

モデルはユニバース トポロジに残っています。 

この状況のアラームを停止するには、デバイスを Virtual Host Manager 

に戻すか、CA Spectrum からデバイス モデルを削除します。 
 

詳細情報： 

仮想環境を検出し、モデリングする方法 (P. 123) 

Solaris から削除されたデバイスのデバイス モデルの管理 (P. 117) 

Virtual Host Manager モデルの削除 (P. 140) 

Solaris Zones AIM の設定 (P. 134) 
 

 

Huawei SingleCLOUD モデルに関する重複モデル アラーム 

症状： 

CA Spectrum が、一部の Huawei SingleCLOUD モデルに対して、「重複モデ

ルの検出」アラームを生成しました。 なぜこれらのアラームは生成され

るのですか。また、このアラームを解除するにはどうすればいいですか? 
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解決方法： 

Huawei SingleCLOUD 環境をモデリングする場合、さまざまな理由から重複

したモデルが作成されることがあります。 重複したモデル アラームを引

き起こす可能性がある状況と、このアラームを解除する方法を、以下で説

明します。 

■ 仮想技術マネージャの複数のインスタンスが、デバイス モデルを管理

している。 

この問題を修正するには、SpectroSERVER 環境内の唯一の仮想技術マ

ネージャがデバイスを管理していることを確認します。 

■ Huawei SingleCLOUD マネージャを定義するために使われる仮想 IP ア

ドレスは、CAMM プレゼンタがインストールされているデバイスのプ

ライマリ IP アドレスと同じです。 

この問題を修正するには、Huawei SingleCLOUD Galax との通信に使われ

る仮想 IP アドレスが、CAMM プレゼンタがインストールされているデ

バイスのプライマリ IP アドレスと同じでないことを確認してくださ

い。 
 

詳細情報： 

Virtual Host Manager のインストール方法 (P. 19) 

Huawei SingleCLOUD マネージャの定義 (P. 296) 
 

 

接続が Huawei SingleCLOUD トポロジに表示されない 

症状： 

Huawei SingleCLOUD 環境の検出とモデリングを行った後、トポロジに 

Huawei SingleCLOUD コンポーネント間のすべての接続が表示されません。 

正しい手順に従って、CAMM に対して、Huawei SingleCLOUD デバイス パッ

クのインストールと設定し、Huawei SingleCLOUD ディスカバリの推奨プロ

セスも実行しました。 トポロジに Huawei SingleCLOUD コンポーネントの

接続が表示されないのはなぜですか?  
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解決方法： 

Huawei SingleCLOUD コンポーネント間の接続をトポロジ ビューに表示す

るには、モデリング プロセスの実行中に、CA Spectrum でレイヤ 2 接続を

判断する際に以下のような特定のモデルと情報が必要になります。 

■ 接続するデバイスのモデル 

モデリングされた環境で CA Spectrum が Huawei SingleCLOUD コンポー

ネント間の接続を確立する場合、仮想エンティティをモデリングする

前に、接続するデバイスをモデリングする必要があります。 Huawei 

SingleCLOUD 環境を検出してモデリングする場合、アップストリームの

ルータとスイッチをモデリングするために、標準的な CA Spectrum 

ディスカバリを最初に実行します。 その後、Huawei SingleCLOUD ディ

スカバリを実行し、モデルの作成と仮想エンティティに対する接続確

立を行うことができます。 接続するデバイスが最初にモデリングされ

ていない場合、仮想エレメント間で接続は確立されません。 
 

■ 管理対象ネットワーク エレメントに関する情報 

ネットワーク内のレイヤ 2 接続を確定するには、CA Spectrum は管理対

象のネットワーク エレメントに関する固有情報を必要とします。 この

情報が使用できない場合、トポロジで接続は作成されません。 Huawei 

SingleCLOUD コンポーネントのレイヤ 2 接続の確定における制限の原

因となる、既知の問題が 2 つ存在しています。 

– Huawei SingleCLOUD プラットフォームで使われる Huawei スイッチ

は、dot1d ブリッジ テーブルを正しくサポートしません。 正しい

ブリッジ テーブル情報がなければ、CA Spectrum は、Huawei 

SingleCLOUD コンポーネントのレイヤ 2 接続を確定できません。 
 

– Huawei SingleCLOUD API は現在、Huawei SingleCLOUD 仮想マシンの 

MAC アドレスを提供しません。 MAC アドレスは、アップストリー

ムのネットワーク デバイスへの接続を確定するために、CA 

Spectrum が必要とします。 Huawei SingleCLOUD API から必要な情報

が入手できない場合、CA Spectrum はアップストリーム デバイスか

ら MAC アドレスを解決しょうとします。 CA Spectrum が MAC アド

レスを解決できない場合、接続は確定できません。 
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次の手順に従ってください： 

1. Huawei SingleCLOUD ディスカバリを実行する前に、アップストリーム

のルータおよびスイッチが正しくモデリングされたことを確認します。  

2. 接続するデバイスが正しくモデリングされなかった場合は、以下の手

順に従います。 

a. 影響を受ける仮想マシンで、［接続の検出］を実行します。  

注： ［接続の検出］の詳細については、「IT インフラストラクチャ
のモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 

b. ［接続の検出］によって接続が確立しない場合、Huawei 

SingleCLOUD の各モデルを削除し、ディスカバリおよびモデリング 

プロセス (P. 293)を繰り返します。  
 

3. 接続するデバイスが正しくモデリングされている場合は、アップスト

リームのルータおよびスイッチ上に「SNMP Get_Next ループ検出」ア

ラームがないか確認します。 

■ アラームが存在する場合、トポロジにレイヤ 2 接続が表示されな

いのは、Huawei デバイスがブリッジ テーブルにデータを提供する

方法が原因です。これに対する回避策はありません。 

■ アラームが存在しない場合、Huawei SingleCLOUD 仮想マシンに、次

のような有効な MAC アドレスが割り当てられていることを確認し

ます。  

a. Huawei SingleCLOUD のすべての仮想マシンに対して、ロケータ

検索を実行します。 

b. ［結果］タブで、［MAC アドレス］列の値を確認します。 

MAC アドレスが提供されない場合に CA Spectrum が MAC アドレス

を解決しようとしても、必要な情報が常に入手できるとは限りま

せん。 
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用語集 
 

Application Insight Module（AIM） 

CA SystemEDGE エージェントには、初期化時にオプションの Application 

Insight Module （AIM）をロードできるプラグイン アーキテクチャが備わっ

ています。 AIM は SystemEDGE エージェントの機能拡張です。 たとえば、

vCenter AIM により、CA SystemEDGE は VMware vCenter Server を介して 

vSphere 環境を管理できます。 

CAMM プレゼンタ（Huawei SingleCLOUD） 

Huawei SingleCLOUD CAMM プレゼンタ モデルは、CA Mediation Manager

（CAMM）プレゼンタを表します。 CAMM プレゼンタ モデルでは、Huawei 

SingleCLOUD GalaX と通信するために CAMM Engine が使用する仮想 IP アド

レスを設定することができます。 各 CAMM プレゼンタ モデルは、複数の 

Huawei SingleCLOUD マネージャをサポートできます。  

CNA FIP （Huawei SingleCLOUD） 

Huawei SingleCLOUD CNA FIP は、仮想マシンをホストしている CNA の管理

インターフェースを表します。 このモデルには CNA FIP の IP アドレスが割

り当てられ、ホスト コンテナ内で動作します。 

CNA （Computing Node Agent）（Huawei SingleCLOUD） 

CNA （Computing Node Agent）は、仮想マシンをホストするサーバ上に存

在する Huawei SingleCLOUD プラットフォームで使用される管理プロセス

です。 CNA は、Huawei SingleCLOUD ホスト モデルによって CA Spectrum で

表されます。 Huawei SingleCLOUD CNA FIP モデルは、CNA の IP アドレスを

割り当てられます。 

ESX サービス コンソール（VMware） 

ESX サービス コンソールは、ホストされた仮想マシンへ管理インター

フェースを提供する ESX ホストで実行される Linux カーネルです。 

ESX ホスト（VMware） 

ESX ホストは、ESX Server 仮想化ソフトウェアを使用して仮想マシンを実行

する物理コンピュータです。 ホストは、仮想マシンが利用する CPU とメ

モリ リソースを提供し、ストレージやネットワーク接続へのアクセスを

仮想マシンに提供します。 
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Huawei SingleCLOUD 

Huawei SingleCLOUD プラットフォームは、プライベート クラウドまたはパ

ブリック クラウドを構築するためのネットワーク、ストレージ、サーバ

およびソフトウェアの完全なシステムから構成され、エンタープライズ 

クラスのターン キー オファリングです。 

Huawei SingleCLOUD GalaX 

Huawei SingleCLOUD GalaX は、Huawei SingleCLOUD をまとめて管理するソ

フトウェア スイートです。 このソフトウェアには、UVP （Universal 

Virtualization Platform）を管理する OMM （Operation and Management 

Module）が含まれます。 

Huawei SingleCLOUD マネージャ 

Huawei SingleCLOUD マネージャは、CAMM プレゼンタ上の仮想 IP アドレス

を表します。 CAMM は、Huawei SingleCLOUD 仮想プラットフォームの管理

を処理する Huawei SingleCLOUD GalaX を監視します。 CAMM が監視する各 

Huawei SingleCLOUD GalaX の情報は、CAMM プレゼンタ上の仮想 IP アドレ

スを介して提供され、Huawei SingleCLOUD マネージャ モデルによって表さ

れます。 

Hyper-V 管理オペレーティング システム 

Hyper-V 管理オペレーティング システムは、Hyper-V ホスト上で実行され

ているオリジナルのオペレーティング システムです。 Microsoft Hyper-V は、

ホストされている Hyper-V 仮想マシンを設定するために、このオペレー

ティング システムを使用します。 

Hyper-V ホスト 

Hyper-V ホストとは、仮想マシンを実行するために、Microsoft Hyper-V 仮

想化ソフトウェアを使用する物理コンピュータです。 ホストは、Hyper-V 

仮想マシンが使用する CPU およびメモリのリソースを提供します。 また、

これらの仮想マシンにストレージへのアクセスとネットワークへの接続

も提供します。 

IBM LPAR 

IBM LPAR は、IBM LPAR ホスト上に設定された論理パーティション インス

タンスで、物理コンピュータのように、オペレーティング システムやア

プリケーションを実行します。 IBM LPAR は、作業負荷および設定に応じ

て、物理ホスト上のリソースを動的に消費します。 
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IBM LPAR ホスト 

IBM LPAR ホストは、IBM LPAR インスタンスをホストするために IBM LPAR 

仮想化ソフトウェアを使用する物理コンピュータです。 IBM LPAR ホスト

は、IBM LPAR が使用する CPU およびメモリのリソースを提供します。 ま

た、これらの IBM LPAR にストレージへのアクセスとネットワークへの接

続も提供します。 

IBM LPAR マネージャ 

Virtual Host Manager 内の IBM LPAR マネージャは、IBM LPAR AIM が有効な 

CA SystemEDGE エージェントです。 IBM LPAR マネージャは、設定されたす

べての IBM LPAR のレポートを処理します。 IBM LPAR 仮想環境に関する詳

細を収集するため、Virtual Host Manager は IBM LPAR マネージャと通信し

ます。 

OMM （Operation and Management Module） 

OMM （Operation and Management Module）は、Huawei SingleCLOUD GalaX ソ

フトウェア アプリケーションの一部で、Huawei SingleCLOUD Hypervisor 

Universal Virtualization Platform （UVP）を管理します。 

Ping 可能モデル 

Ping 可能モデルは、非 SNMP モデル タイプに基づいて CA Spectrum に作成

されるネットワークモデルの一般的なタイプです。 CA Spectrum はこれら

のデバイスにポーリングを実行して基本的なモデル管理を提供できるが、

SNMP 対応の監視は利用できません。 

Solaris Zone 

Solaris Zone は、Solaris Zone ホストで実行される Virtual Host Manager が管

理する非グローバル ゾーン インスタンスです。 

Solaris Zone ホスト 

Solaris Zone ホストは、Virtual Host Manager によって管理される Solaris ホス

トの物理ハードウェアを表します。 

Solaris Zone マネージャ 

Virtual Host Manager の Solaris Zone マネージャは、有効な Solaris Zones AIM 

を持つ CA SystemEDGE エージェントです。 Solaris Zone マネージャは、設

定されたすべての Solaris Zone についてレポートします。 Virtual Host 

Manager は、Solaris Zone 仮想環境に関する詳細を収集するため、Solaris 

Zone マネージャと通信します。 
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Solaris グローバル ゾーン 

Solaris グローバル ゾーンは、ホストされた Solaris Zone インスタンスを設

定するために、Solaris Zone が使用する Solaris Zone ホストで実行されてい

る管理オペレーティング システムです。 

UVP （Universal Virtualization Platform） 

UVP （Universal Virtualization Platform）は、Huawei HyperVisor（クラウド アー

キテクチャを構成するホストと仮想マシンから構成される Huawei 

SingleCLOUD ソリューションの一部）です。 

vCenter 

vCenter は、ESX 環境の集中的管理、運用の自動化、リソース最適化を提供

する VMware アプリケーションです。 

vCenter Server （VMware） 

VMware vCenter Server は、仮想 vSphere 環境の設定、プロビジョニング、

および管理を集中管理する場所を提供します。 vCenter Server は、Microsoft 

Windows サーバおよび Linux サーバ上でサービスとして実行されます。  

VHM モデル 

CA Spectrum の VHM モデルは、Virtual Host Manager によって管理される仮

想エンティティを表します。 一部の従来の CA Spectrum モデルのように 

SNMP からステータスと管理情報を取得する代わりに、VHM モデルはその

障害および仮想管理機能のためにプロキシ マネージャと通信します。 モ

デリングされたデバイスに SNMP エージェントをインストールし、設定し

た場合、VHM モデルは SNMP を介して通信することもできます。 

VMware マネージャ 

Virtual Host Manager の VMware マネージャは、ロードした vCenter Server 

AIM を持つ CA SystemEDGE エージェントです。 VMware マネージャは、そ

れが管理する設定された仮想マシンのすべてについてレポートします。 

VMware 仮想環境に関する詳細を収集するため、Virtual Host Manager は 

VMware マネージャと通信します。 

仮想 NIC （VMware） 

仮想 NIC は、仮想マシンの仮想イーサネット アダプタです。 ゲスト オペ

レーティング システムは、仮想イーサネット アダプタが物理イーサネッ

ト アダプタであるかのように、デバイス ドライバを介して仮想イーサ

ネット アダプタと通信します。 仮想イーサネット アダプタは固有の MAC 

アドレスと 1 つ以上の IP アドレスを持ち、物理 NIC のように標準的なイー

サネット プロトコルに応答します。 
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仮想マシン 

仮想マシン（VM）は、物理コンピュータと同様に、オペレーティング シ

ステムやアプリケーションを実行するソフトウェア コンピュータです。 

仮想マシンは、作業負荷に応じて、物理ホスト上のリソースを動的に消費

します。 仮想マシンは柔軟な演算器であり、広範囲の環境に展開できま

す。 例には、データ センター、クラウド コンピューティング、テスト環

境、デスクトップ、ラップトップなどの環境が含まれます。 データ セン

ター実装では、サーバ統合、作業負荷最適化、エネルギー効率の改善に使

用されます。 

クラスタ 

クラスタは ESX ホストとそれに関連する仮想マシンのグループです。 ホス

トがクラスタに追加されると、そのホスト リソースがクラスタ リソース

の一部になります。 クラスタはその中のすべてのホストのリソースを管

理します。 

グローバル ゾーン（Solaris） 

グローバル ゾーンは、すべての Solaris システムに含まれているゾーンで

す。 非グローバル ゾーンがシステムに存在する場合、システムおよびシ

ステムの全体管理のデフォルト ゾーンはグローバル ゾーンになります。 

データセンター（VMware） 

データセンターは、ホスト、仮想マシン、リソース プール、またはクラ

スタのコンテナとして機能します。 仮想設定が特定の部門の要件を満た

していれば、データセンターは、地理的な地域や個別のビジネス機能など

の組織構造を表すことができます。 また、データセンターを使用して、

テスト用の分離された仮想環境を構築したり、環境を組織したりすること

ができます。 

データセンター（VMware） 

データ センターは、ホスト、仮想マシン、リソース プールまたはクラス

タのコンテナとして機能します。 仮想設定に応じて、データ センターは、

地理的地域または個別のビジネス機能などの組織構成を表すことができ

ます。 またデータ センターを使用して、テストやインフラストラクチャ

を体系化するため、分離した仮想環境を作成することもできます。 

ハードウェア管理コンソール（HMC） 

ハードウェア管理コンソール（HMC）は、IBM LPAR を設定するために使わ

れる IBM LPAR 仮想化技術アプリケーションです。 このコンソールは、IBM 

LPAR 環境の集中管理を実現します。 
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非グローバル ゾーン（Solaris） 

非グローバル ゾーンは、Solaris オペレーティング システムの単一インス

タンスに、仮想化されたオペレーティング システム環境を提供します。 

Solaris ゾーン ソフトウェア パーティション テクノロジによって、オペ

レーティング システム サービスが仮想化されます。 

プロキシ管理 

プロキシ管理は、プライマリ マネージャの代わりの、または追加の代替

管理ソースを使用して、ネットワーク デバイスを管理する行為です。 た

とえば、CA Spectrum は、直接接続するか、仮想技術アプリケーションの

デバイスとの接続を介して、仮想ネットワーク デバイスを管理できます。 

分散 SpectroSERVER（DSS） 

分散 SpectroSERVER（DSS）は、大規模ネットワークの一部の分散管理を可

能にする強力なモデリング機能です。分散は地理的に行われるか、物理的

に 1 つの場所にある複数のサーバ間で行われます。 

リソース プール（Solaris） 

リソース プールは、システム リソースをパーティション分割するための

設定メカニズムを定義します。 リソース プールとは、パーティション分

割できるリソース グループ間の関連付けです。 

リソース プール（VMware） 

リソース プールは、単一ホストまたはクラスタの物理的なコンピュー

ティング リソースとメモリ リソースのパーティションを定義します。 任

意のリソース プールを小さくパーティション分割することで、特定のグ

ループや特定の目的のためにリソースを分割して割り当てることができ

ます。 また、リソース プールを階層的に構成して、ネストすることもで

きます。 
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